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　　　序／甲　─　地下／虫／蠢くもの







　八や洲しまの国土は、地表を一枚剥はがしてみれば穴ぼこだらけの有様だ。

　遡さかのぼって土地開発時代の坑道から始まり、鉱脈に向けて掘り進めた採さい掘くつ穴あななども埋うめられず残っている場合がある。そして最も大きいのは、堅けん牢ろうにして広大な地下防空壕ごうだ。

　戦争に備えて造られた人の巣は、それこそ全国に点在している。

　人々はそこで長く時を過ごし、戦後二十年の今となって再び地上へ上がった。しかしその二十年間で正常に機能し続けた地下壕ばかりではなく、中には機能不全で、あるいは生存者同士の諍いさかいで、あるいは暴走兵器の襲しゆう撃げきで終ついぞ空の下へ出られなかった人間も少なくはない。

　まるで虫のようだ。地下に潜もぐったまま、生きることができなかった幼虫。

　とすれば地上で復興を享きよう受じゆする人々は、さしずめ羽う化かを遂とげた成虫か。




　ここはかつて食堂であった筈はずの場所だ。

　筈──というのは、形こそそれらしいものの、内装は見るも無残に荒れている為ためだった。

　地下壕ごうの一室にしては天井が高く、何本もの堅けん牢ろうな鉄柱が部屋を支えている。広さは三十坪つぼほど。向かい合った卓と備え付けの椅い子すが列を為なしており、破は壊かいされ倒されたものも多い。奥の倉庫には保存食が詰つまっていたと思われるが、すっかり尽つきてしまっている。

　男はそこの一席に座っている。

　床に散らばる白骨を見下ろしながら、眉まゆ一つ動かさずじっとしている。

「──何を考えてるんです、隊長」

　聞き慣れた声が飛び込んできた。どこかぼんやりとした、低く静かな青年の声だ。隊長と呼ばれた男はそちらを一いち瞥べつもせず、ゆっくりした語調で答えた。

「虫のことを」

「……虫？　甲こう虫ちゆう、……それとも鬼き虫ちゆうの？」

　食堂に踏み入り、青年は頼りない足取りで室内を進む。その足が黒い染しみのついた頭ず蓋がい骨こつを意図せず蹴けり、青年は毬まりのように転がっていくそれをどこか他ひ人と事ごとのように眺ながめていた。

「両方とも少し違う、と答えておくよ。……それより、まだ意識がはっきりしないようだが」

「──、ああ、すまない。どうしてだろうな。まだちょっと頭がぼんやりしててさ……こういうのってみんなそうなのかい？」

「程度の差は個人間であるようだが、概おおむねそうだと言ってもいい。──さて」

　男は立ち上がり、食堂を出た。

　青年がその後ろを追う。大きな歩ほ幅はばで通路を進む。幾つも枝分かれした地下通路にはそこかしこに黒い染みがあって、白骨死体もまたちらほら点在している。

　死体と染みだけではない。今や錆さびだらけになった銃じゆうや薬やつ莢きよう、弾だん痕こんもはっきり残っている。

　争いの痕跡だ。

　今となってはその原因を突き止めることは難しい。おおかた食しよく糧りよう事情が原因で仲間割れしたといったところだろうか。語り聞かせる証人は一人残らず骨となっているだろうから、真実は永久に闇やみの中だ。

　人は争うのだ。

　時には利害で、時には感情で、時には狂気で。

　男は全くの無表情で通路を抜け、分厚いゲートを潜くぐる。山肌に沿う形で掘くつ削さくされたこの地下壕を抜けた先には、南の空が開けていた。

　煌こう々こうと輝く月が浮かんでいる。

　暗号通信。

『《虎杖いたどり》隊長。中央がこちらに手を伸ばした。嗅かぎ付けてはいないが、近きん隣りんの調査らしい』

『了解、移動しよう。──烏え帽ぼ子しと日ひ足あしからの連絡は？』

『定期的に入っているから問題はないだろう……それで、いつまでこうしていればいい？』

『慌あわてるな。二十年やってきたんだ、もう少しくらい待って貰もらおうか』

　虎杖いたどり──というのは、その男の本当の名ではない。先代に倣ならって振り分けた識別名だ。

　ここのところ何を考えるにしても必ず「彼ら」について意識が行く。二十年前からここまで生き延びていた、あの三人だ。特に、その九番目の少年に。

　甲こう虫ちゆうを撃げき破はするか。

　そのことを確認した時、虎杖が感じたのは安あん堵どだった。こちらの戦力を削けずられていながら、彼の中には喜びさえあった。

　そのくらいでなくては困るのだ。

　ふと気が付けば、隣となりに青年が立っていた。

「あんた、笑ってるのかい」

「ああ」

「楽しそうだな」

「楽しいに決まっているだろう。これが楽しくないわけがあるか。本物が、あれほど恐れた本当の鬼き虫ちゆうが、現実に我らの前に立っているのだからな。いずれわかるさ──《朧おぼろ》」

　隣に立つ青年は、名を朧という。

　朧は曖あい昧まいな表情をその顔に貼はり付け、ただ月を見ていた。

　虎杖は、熱を帯びた笑みを刻きざむ。

　他に生きている者の誰もいない地下で、《虫》が蠢うごめいていた。







　　　序／乙　─　夢／幻肢／少年の脳髄







　機械は、夢を見ない。筈はずである。

　電脳に納められた情報群を整理することで、記憶情報のフラッシュバックが起こることは確かだ。だがそれはあくまで自発的な電脳の運動であって、夢のように無意識が介在するものとは性質が違う。

　だから、少年のそれは夢ではない。

　少なくとも彼自身はそう思っている。




　どこにいるにしても、鼻の奥を突く錆さびの臭においは無くなることがない。

　場所柄と言うべきか。今自分が立つ場は少しだけそれが濃いような気がした。

「──」

　たった一人でその場に立つのは、まだ年とし端はもいかぬ少年だった。身に纏まとうのは士官学校の黒い詰つめ襟えり。その上に更さらに漆しつ黒こくの外がい套とうを羽は織おり、右目を眼帯で覆おおっている。

　地を這はう風が砂すな煙けむりと共に外がい套とうの裾すそを浮かばせ、その中で彼は微動だにしない。籠こ手てを纏まとった左手は軍刀の鞘さやに、右手は柄つかに掛けられている。今や時代錯さく誤ご的ですらある格かつ好こうの彼は、研とぎ澄まされた刃のような光をその赤目に宿している。

　少年──九く曜ようはゆっくりと呼こ気きを吐はいた。

　左手の親指で鯉こい口くちを切る。[image: はばき]はばきまで晒さらされた刀身が陽光を受けてちかりと閃ひらめき、

　全く同じタイミングで、八方向から八体の機械兵が躍おどり掛かった。

　軍刀が四体に銃じゆう剣けんが四体。九曜は同時に全ての動体目標を捕ほ捉そくした。

　状況開始。瞬しゆん時じに身を屈かがめ、這うような低姿勢から抜ばつ刀とう。銃剣の刺し突とつを回避し、流れるような居い合あいで四つの斬ざん撃げきを弾はじいた。機械兵の軍刀が宙を舞い、九曜は返す刀で銃剣を装備した突撃銃をも弾き飛ばしてのける。
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　が、相手の対応も素早かった。近ちか間まの個体は徒手に切り替え、そうでない個体は拳けん銃を抜いて援えん護ご射撃に移行。完全な包囲陣形であり、数にものを言わせて九曜を圧倒しにかかる。

　直後、九曜の足が地面を強きよう烈れつに踏んだ。

　跳ちよう躍やく。

　成人男性ほどの機械兵の頭を軽々越え、九曜の体たい躯くは空中にあった。

　八対ついのセンサーが空中の目標に焦点を結ぶ。自在に飛行でもしない限り、空中の目標は撃うち放題の的だ。援護射撃に回った四体が容よう赦しやなく九曜を狙ねらい、大型の自動拳銃から迷いのない一発を発射する。

　だがマズルフラッシュが閃いた時、九く曜ようは銃声が轟とどろくより早く弾だん道どうを見切っていた。

　宙で身を翻ひるがえし、九曜の左腕が円軌き道どうを描く。展開した籠手が蒼あおい電光を纏い、直後に細く鋭い閃せん光こうが放たれた。

　鏢ひようの投とう擲てきにも似る動作だが、空を裂さいたのは五寸ほどの針だった。電でん磁じ加速されたニードル弾はきっかり四つ、標的は発射された拳けん銃弾そのもの。正確無比な針の先せん端たんが弾頭の真ま芯しんを射て、真まっ向こうからその運動力を殺した。甲かん高だかい音と共に空中に火花が光り、貫通された弾丸から真しん紅くの塗料が飛び散った。

　──次、

　曲芸のように宙を舞い、九曜は機械兵の包囲から抜けた。十数メートルも離れて接地した九曜を、機械兵が更さらに追う。

　まず跳ちよう躍やくからの蹴しゆう撃げきが飛んできた。十全な整備を受けた機械兵の体たい捌さばきは見事の一語に尽きた。抉えぐり込むような跳とび蹴げりに一瞬注意を持っていかれ、その隙すきを縫ぬうように三つの打撃が九曜に殺さつ到とうする。人体のスペックを凌りよう駕がした素早さであり、技わざを極きわめた達人であっても防ぐことは至難の同時攻撃だった。

　まして標的は達人ならず、十五か六ほどの詰つめ襟えりの少年である。事情を知らぬ者が見ればそれは一方的な暴力にさえ映ったかもしれない。

　だが当の九曜は恐怖も焦あせりも見せず、むしろ整った陣形に感心の表情さえ浮かべた。

　真紅の隻せき眼がんが至近距離の四体を見切り、機械兵の人工筋肉の躍やく動どうから打だ撃げきの狙ねらいを算出。九曜の黒い外がい套とうが踊る。

　一手、身を低く構えてホルダーから鞘さやを抜いた。掲かかげた鉄てつ鞘ざやが上段からの蹴けりを受け流し、足甲を掠かすめて金属音を鳴らす。

　二手、そのまま両腕と軍刀の峰で続く打撃を受ける──同時に放電。九曜自身の身体からだから放たれた電流は耳を突く甲かん高だかい音を立て、打だ突とつした機械兵の動きをカウンターで封ふうじた。

　三手、こちらの番だ。機械兵の体に囲まれる中で、九曜の体たい躯くが旋せん風ぷうのように機き動どうした。その足が横一文字に薙なぎ払われ、二体の機械兵を蹴けり飛ばす。間かん髪はつ入れずもう一体を左の籠こ手てで打突し、軍刀の柄つか頭がしらで残る一体を顎あごから殴なぐり上げた。

　地面から浮き立つ砂すな煙けむりが放射状に散らされ、ほとんど同じタイミングで四体の機械兵が吹き飛ぶ。続いて九曜は更さらなる機動を、

　六時と三時の方角で銃じゆう火か。弾の軌道の先は頭部と脚部。

　視界の隅すみで閃せん光こうを認識した瞬しゆん間かん、九曜は弾だん道どうを予測して反射的に軍刀を斬きり上げていた。

　咄とつ嗟さに身を捻ひねっての斬ざん撃が脚部狙ねらいの小銃弾を真っ二つに両断し、頭部狙いの一発はぎりぎりで頬ほおを掠めるだけに終わった。塗料が飛び散り、九曜は外套の裾すそでそれを受ける。

　体勢が崩くずれる。被照準の気配。九曜はこちらを狙う四つの拳けん銃を睨にらみ返し、左の籠手に電でん磁じの光を瞬またたかせた。




『──状況終了。いや、見事なものだ』

「……」

　九く曜ようは軍刀を納め、姿勢を正して一礼した。

　状況終了の号令を受け、最初に殴なぐり飛ばした四体がむっくり起き上がる。後方の四体もカウンターの狙そ撃げきで破は壊かいされた演習用ペイント銃を回収し、最後に小しよう銃じゆうを持った残り二体が遠くの茂みから顔を出す。

　ここは帝てい都と中央管理局の保有する、中規模の演習場である。

　割と強めに打った機械兵達も存ぞん外がいけろりとしており、計十体が横一列に並んで九曜に敬礼する。九曜もそれに返礼した。

『それで、どうだったね？』

「流石さすがである。統制が取れている。野の良らの暴走した兵とはやはり段違いだな」

　演習をモニターしている可か児にに通信で答え、九曜はちらりと自みずからの体を見下ろす。

　外がい套とうに赤い塗料の飛ひ沫まつが散り、ペイント弾だんが掠かすめた右みぎ頬ほおには朱色の線が刻きざまれている。また最後に拳けん銃で撃うたれた時も完全に凌しのぎ切っていたとは言えず、四発中二発がそれぞれ肩と脇わき腹ばらに塗料を残していた。

　ペイント弾を用いるのは構わないが、服を汚して帰ると怒られるから少しだけ弱る。

　可か児には苦笑し、

『ほとんど完かん封ぷうされた相手に褒ほめられるのも少々複雑だな。こちらとしては、不意打ちの狙撃で取ったと思ったものだが……まして弾たまを斬るなど』

「あれが最適であった。……だが、こちらの対処が少し遅れてしまった気もする」

『君が？　あれ以上に何を望むのかとも思うが……まあいい、帰き還かんしてくれ』

　通信を切り、九曜は一つ大きめの息を吐はき出した。




　ぞろぞろと列をなして歩く一団の最後尾で、九曜は自身の手を握にぎっては開く。

　問題なく循環する神経のパルスを確認しながら、しかしその表情はどこか浮かない。

　基本的に仏ぶつ頂ちよう面づらで表情に乏とぼしい彼であるが、完全に無表情というわけではなく、ちょっとした眉まゆの動きなどに感情が乗ることはある。ことに自分の「司令」などは、そうした変化から目ざとく九曜の気分を察するまでになっている。

　彼女が見たら恐らく心配する。今の九曜は、そんな顔をしている。

　本当に細かい、傍はたから見れば変化がわからない程度のことではあった。指先一つの動きであったり咄とつ嗟さの事態への対応であったり、記録にさえ残らないような些さ事じだ。だが。

　このところ反応速度が低下している気がする。

　気がする──という通り、気のせいだとでも言われれば反論もできない。なにせ正確にデータ化されているわけではないのだから。

　だから九く曜よう自身もそう思うようにしていたが、神経に纏まとわり付くような違和感を拭ぬぐい去ることは今に至るまでできていない。この身一つになって、これほど長い期間活動を続けることは過去に一度も無かった。

　九曜は小さく呻うめき、指先で自身のこめかみに触れる。




　　　　[image: ]




　そう、機械は夢を見ない。

　だが人と機械の狭はざ間まにいる者に関して言えば、必ずしもその原則が当てはまるわけではないのかもしれない。

　九曜は時とき折おり、幻げん影えいを見るようになっていた。

　幻影は必ずしもはっきりとした映像になっているわけではない。休眠状態で、戦闘の中で、あるいは日常のふとした瞬しゆん間かんで──感覚に訴うつたえる何かをもって、九曜の脳のう髄ずいを叩たたく幻まぼろしの何か。

　最も顕けん著ちよに表れるのは、痛みとしてだ。

　原因はわからない。脳の奥の疼とう痛つうはふとした時に生まれ、時として思考を阻そ害がいするほどのノイズとなって九曜を苛さいなむ。こうした痛みの正体を、九曜はおぼろげながら理解し始めていた。

　幻げん肢し痛つうという現象がある。

　四肢のいずれかを失った人間が、そのある筈もない部位の痛みを錯さつ覚かくする疾しつ患かんだ。脳がその部位の欠けつ損そんを忘れ、失われた体を求めて「痛み」を発するが故ゆえの症状だという。

　今の九曜には体のどこにも欠損がない。両手両足とも揃そろっているし、先の演習を見る限りでは健康そのものだ。

　だがそれは、あくまでも九曜を「人型」として見た上での話に過ぎない。四肢が揃い問題なく動くこの身が、果たしてどこのどのような部位を求めているのか──気付かぬ筈はずもない。

　忘れたことはない。忘れるものか。

　あの金色の装そう甲こうを。

　真しん紅くの複眼を。

　三対ついの肢あしを。

　電でん磁じを纏まとわす可動肢を。

　並へい列れつ稼か働どうする残り四つの脳を。

　そして、一対の光の翅はねを。




　九曜──というその名は、ある一群の特殊兵器の一体たることを示す個体識別名だ。

　その身は、最強の戦闘兵器《鬼き虫ちゆう》。

　少年の正式な名こそ、鬼虫九番式《蜂はち》・金きん翅しの九く曜ようという。







　　　壱　─　交差







『──おお、おお、久ひさ方かたぶりだのう！』

　向こうとの通信が繋つながった時、安あん東どうは心底驚いた調子でそう言った。

　身辺が落ち着いた時、九く曜ようらが最初に望んだのは尽じん天てんとの通信である。

　八や洲しま国南部の、廃はい墟きよと化した大型防ぼう衛えい都市。それが尽天だ。東とう京きようを訪れる前、九曜はその街の地下で覚かく醒せいした。

　そして今となっては自身の司令として隣となりにいる少女──叶かな葉はと出会った。

「安東さん！　お久しぶりです！」

　この時点で十月であり、時節は既すでに秋の気配を漂ただよわせつつある。尽天での一連の出来事は七月から八月の夏の出来事であったから、単純に二ヶ月ぶりほどの会話となるだろう。そう考えるとさほど長い時でもないが、その密度を考えれば随ずい分ぶんな時間が経たっている気もする。

　叶葉は通信機に取りすがるようにして、満面の笑みで安東の声に応こたえた。

「息そく災さいなようで何よりである、少しよう尉い殿」

『おう、お前さんもな。こっちは良い感じに安定してきとる。わしらの周りにゃ暴走した機械兵の影も形ものうなっとるでな。それにしても戦後の型式をも見られるとは、長生きすると役得も増えよるわ』

　わははと笑い声。彼が今いるのは、尽じん天てんの軍港近くにある通信施設であろう。

　と、マイクの向こうからどすんばたんと物音が聞こえてきた。通信塔とう乙おつ号と呼ばれていたその施設の扉が乱暴に開けられ、一気に転がり込んできた複数の足音が届く。『おうおう』と驚く安あん東どうに割り込むようにして、マイクに大きな声が入った。

『九く曜よう！　それにカナ嬢か!?』

「綱つな島じまさん！」

　叶かな葉はがぱっと笑う。この綱島という男は尽天での表おもて歩きのリーダーをしており、地下施設内にいた九曜の発見と回収に一役買った功労者でもある。

『おおー！　元気だったかよオイ！』『蜂はちの旦だん那なァオレ覚えてますかオレオレ！』『今そっちはどうなっ』『カナちゃん！　あんた良かったねぇちゃんとそっちに』『こっちゃ何の心配も無いから』『カナちゃんの豚とん汁じる食いてぇ』

「何も変わりないようだな」

　むぎゅ、とマイクに殺さつ到とうする者どもを安東が押しのけて、

『お前さんがたのおかげでの。……ほれ散れ散れっ、暑苦しゅうて敵かなわん！』

　ぶーぶー言いながら乙号を出ていく無数の足音。結局この場は安東と綱島だけが残ることになったが、向こうの様よう子すに叶葉は嬉うれしそうだった。

『──さて、ともかく話は聞いておる。甲こう虫ちゆう式とは、また胡う乱ろんな計画もあったものよな』

「同感だ。だが事実である。小しよう生せいも、本件には対処するつもりでいる。だから……」

『わかっておる。わしはここからは動けんが、これでも鬼き虫ちゆうを整備した身よ。《蜂はち》を修理した時のデータもまとめておるし、なんぞやれることがあったら協力するつもりでおる。ここからできるのは助言くらいのものなのがもどかしいがのう』

「感謝する。また何かあったら、東京側がわから情報が回される筈はずだ」

『でもよ、そっちもあんま無理すんなよ』

　気き遣づかわしげに、綱島。こちらの身を案ずる彼らの存在はありがたかった。電波の向こうにある尽天こそ、この時代における故郷だ。

「心配には及ばぬ。綱島こそ自身の体に気を付けよ。貴兄の細君が目覚めたと聞いたぞ」

『な！　おま、どうしてそれを!?』

　軽かる口くちを返すと、向こうで綱島が慌あわてふためく。どうやら照れているようだ。そんな綱島の様子にくすくす笑いながら、ふと叶葉は切り出した。

「あのー。それで……菘すずなさんはお元気ですか？　今そっちにいますか？」

　菘とは安東の孫娘であり、整備士の卵として活動している少女を指す。叶葉と年齢が近いということもあり、尽じん天てんの生活では色々と気にかけてくれていた。性格は全くと言っていいほど違うが馬の合う、親友だ。

　問うと、一いつ瞬しゆんだけきょとんとする気配があった。安あん東どうは意外そうな声で逆に問い返す。

『なんぞ、聞いておらんのか？』

「え。な、なにをですか？」

　もしかしたら彼女に何かあったのかもしれない。ちょっと心配する叶かな葉はだったが、安東も綱つな島じまも答えなかった。何かどことなく悪戯いたずらを思いついた子供か何かのような気配がある。

『──、いやいや、なんでもない。菘すずなの奴やつはあれだ、今ちょっと手が離せないのさ』

『おうとも。まあいずれわかる時が来るだろうよ』

　何のことかわからない。釈しやく然ぜんとしない叶葉だったが、とにかく菘は今通信室に来られないらしい。少し残念だったがまた機会もあるだろう。その時に楽しみは取っておこうと思った。




　通信機をオフにし、安東は感じ入ったように息を吐はいた。

「──しかしまあ、あの二人が東とう京きようにのう。どのみち辿たどり着くものと思うてはおったが、その上中央管理局の世話になっておるとは」

　言って、安東は紙巻の煙草たばこを一本取り出して咥くわえる。東京の者から貰もらったのだ。この手の嗜し好こう品ひんは実に二十年ぶりなので、自然に目も細まる。煙を吸い込む安東を綱島が咎とがめた。

「おいおい、だからそれやめろって。老い先短いジジイの寿命が更さらに縮むぞ」

「アホウ、先が短いからやるのよ。今更惜しむほどの寿命なんぞ残っとりゃせんわい」

　ぷは、と輪っかにした煙を吐き出して、通信塔とう乙おつ号から出る。

　秋晴れの日だった。蝉せみの声は聞こえず、あの夏より随ずい分ぶん柔らかい陽光が降り注いでいる。

　尽天はもう何の心配もない、と安東も綱島も思っている。東京と繋つながり物資の支援を受け、危険な暴走兵器も人々の生活圏からは掃そう討とう済みだ。ふと向こうを歩く巡じゆん回かい中の機械兵と目が合った。ひらひら手を振ってみると、彼らはその場に立ち止まって敬礼を返す。

　近頃は地下の物資を整理して、住居も地上に移すようになった。少し離れた場所に廃はい校こうがあった為ため、そこの校庭を畑として再利用してもいる。冷凍睡眠に入った市民は、状況に応じて順次覚かく醒せいさせつつあった。

「しっかし、向こうも向こうで妙みようなことになってんだな」

「うむ……まあ、ここで言うても詮せん無ないことよ。こっちはこっちで、できることをせねばな」

　安東は気き合あいを入れ直すように頬ほおを叩たたき、咥え煙草のまま歩を進める。潮しお騒さいの音が場に満ちている。向かう先には水中サルベージ用の機材が揃そろっており、潜航用のポッドやそれらをモニターする設備もある。

「──わしらの最後の一仕事も、まだ終わっちゃおらんのだからのう」

　言って、安東は眼前に広がる海を望んだ。

　雲のない空を写し取った真っ青な海は、あの日と変わらぬ調子で凪ないでいる。
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　東とう京きようの要よう塞さいアパートという俗称を聞けば、大たい抵ていの者は「なんだそりゃ」という顔をする。

　続いて現物を目まの当たりにすれば、誰もがたちどころに納得するだろう。

　その集合住宅は、帝てい都との各所に建設されたものの一つだ。年季の入った建築であるが、構成は頑がん丈じような鉄筋コンクリート。この様式の発はつ祥しようは今より一世紀ほど時を遡さかのぼり、当時の帝都を襲おそった大だい震しん災さいから「耐震性」に重きを置いて新たに生み出された──というものだ。

　と、まあ発祥そのものは何らおかしなところもない。その頑丈さもあって人々に愛されたこのアパートは、なんのかんので戦後の今日まで百年以上残っている。

　そのまま、というわけにはいかなかったが。

　戦後に東京が息を吹き返して、要塞アパートは第二の道を歩むことになる。多くの建物が焼け、崩ほう壊かいした後で、ここは比較的よく原型を留とどめていた。それ故ゆえ、東京が当面は残っている建物の再利用に重点を置いたのは無理からぬことと言えた。

　かくして重ねられる補修と増改築。老ろう朽きゆう化してはいてもしっかりと残る基礎をもとに、設備を足したり引いたり壁かべを直したり厚くしたり部屋を増やしたり繋つなげたり重ねたりとやりたい放題、もとい必要に応じた改修が敢かん行こうされた。

　改造レベルで生まれ変わった建物は、遠目から見ればまさしく要塞か軍艦のようだった。屋上に主しゆ砲ほうか何かが乗っかっていても何ら不ふ思し議ぎではない。

　そんなわけで、要塞アパートは今日もその威い容ようを陽の下に晒さらしているのだった。一般市民には未いまだシェルターに腰こしを据すえている者も多いが、正規の手続きを踏んだ希望者は相応の家賃での居住が許されている。




「おはよーございまーす!!」

　手に持った空から鍋なべをおたまで叩たたき回し、がいんがいん鳴らしながら部屋中を歩き回る叶かな葉は。

　九く曜ようはすぐ起きた。問題なく立ち上って電脳を覚かく醒せい、叶葉の挨あい拶さつに応じる。

　もう一人、布ふ団とんにくるまってまんじゅうのようになった奴やつがいる。困ったことに一ミリも動こうとしない。外界との繋がりを完全にシャットアウトしていた。

「朝ですよー！　とーきーこーさーまーっ！」

　敷かれっぱなしの布団に呼びかける叶葉だが、微動だにしない。中から「むぅぅ」と珍ちん獣じゆうのような呻うめきが漏もれ聞こえるだけで、布団の中に籠ろう城じようしたそいつは断固拒否の姿勢を見せた。

　困る叶葉。布団を干したいのだが。

　と、そこに、同じく起きてきたもう一人──もとい一体がのっそり顔を出した。

「あ、菊きく丸まるさん」

　菊丸と呼ばれたそいつは、人ではない。身長は二メートルを超え、その全身を分厚い装そう甲こうで覆おおっている。いかにも物々しい機体がのどかな朝の光を受け、きらりと光った。

　菊丸はそっと叶かな葉はを制し、静かに敷しき布団ぶとんの両りよう端はしをつまんで、あっさりひっくり返した。

「ぐわー!!」

　巨漢の怪力からすれば、布団の上に乗っかった少女一人などものの数ではなかった。ひとたまりもなく落ちた籠ろう城じよう主ぬしが、あられもない姿でこてんと転がる。

　長い黒髪と同色の瞳ひとみ。垂れ気ぎ味みの目元には泣きぼくろがあり、そこはかとなく高貴な雰ふん囲い気きを漂ただよわせている──のはいいのだが、なにしろ今はこれだ。

「う、うう……まぶしい……しぬ……」
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　着き崩くずれた寝間着もそのままに、陽光から這はって逃げる少女。これ幸いと布団を回収する叶葉を恨うらめしげなしかめっ面つらで睨にらみ、部屋の隅すみっこで膝ひざを抱かかえた。

「ダンゴムシのようだな」

「うるさいっ」

　呟つぶやく九く曜ように「いーっ」と歯を剥むく少女。綺き麗れいな黒髪には寝ね癖ぐせがついており、見る影もない。

「鴇とき子こさま、ほら、朝ご飯できてますから」

　台所の方を指さす叶葉に、少女──鴇子は観念して鼻を鳴らした。そして菊丸を呼びつけ、

「立てん。ひっぱれ」

　菊きく丸まるは粛しゆく々しゆくとそれに従う。鴇とき子この手を掴つかみ、くいっと引いた。数歩たたらを踏んでぐしぐし目をこする鴇子。どうやら寝ぼけ頭から覚かく醒せいしたらしい。九く曜ようはそんな彼女を呆あきれ半分の半眼で見つめた。むっと鴇子が顔をしかめる。

「……なんだよ」

「何でもない」

　蓮はすの宮みや鴇子とは、八や洲しま国の第三皇女の名だ。

　なるほどそう呼ばれる通り、鴇子の姿も性格も第三皇女の生き写しだ。だが同じであっても本人ではない。

　複製人間──つまりは皇女を模もして造られた人造人間が、彼女の正体である。

　その事実が知れたあの夜から、もう数週間が経過している。真実を知った鴇子は錯さく乱らん状態に陥おちいり一時は命を諦あきらめかけたが、九曜と菊丸の奮ふん闘とう、そして叶かな葉はの手によって救われた。

　機械兵の菊丸は、皇女を護ご衛えいするために造られた特注の個体である。彼もまた彼なりの思考で今の鴇子に従い、守っているようだ。

　複製人間については未いまだ謎なぞが多い。そうした技術が確立されていたということ自体驚きに値あたいするし、今は封ふうじられた鴇子の記憶というのも気にかかるが──

「じゃ鴇子さまは先に顔洗ってくること！　あたし表におふとん出してきますから、九曜と菊丸さんは先にごはんの支し度たくしといてください！」

「む。了解した」

　ぱっぱと動き回る叶葉に、思し索さくに入りかけた九曜の意識が引き戻もどされた。

「だいたい今日は休みだろうに……なんで早起きしなきゃいかんのだ……昼まで寝たい……」

　背を丸めて洗面所まで歩いていく鴇子。ここは中央の管理下にあるアパートだから、電気もガスも水道も問題なく通っていた。実に文化的な設備にサバイバル生活に慣れきってしまった叶葉や九曜は面めん食くらったが、戦前を思い出させる生活は悪いものではない。

　もちろん昔と比べて慢性的に不足している物資や、煤すすけた街の様は完全に戦後の時勢だが。




　とはいえ実のところ、一同はもっと良い場所に住むことだってできたのだ。

　最初に宛あてがわれたのは、中央の居住区にある中でも上等な屋や敷しきだった。

　なにしろ複製とはいえ鴇子は第三皇女で、皇族にとって何か重要な意味を持っているに違いない。菊丸はその護ご衛えい兵で、九曜はあの鬼き虫ちゆうで、叶葉に至っては鬼虫の司令にして鴇子の友人とくる。侍じ従じゆう付きの生活さえ夢ではなかったし、実際最初の一時期はそのように暮らした。

　しかし、叶葉が禁断症状を起こしたのである。

　二人の少女はちょこんと座らされたままで、身の回りの世話は管理局に所属するお姉さん達がやってくれた。鴇子はまんざらでもなかったのだが、叶葉がそれに耐えられなかった。

　──な、な、なにか手伝うことはありませんか！

　おろおろしながらお姉さんに聞いて回る叶かな葉はであった。

「鴇とき子こ様の御友人のお手を煩わずらわせるわけには参りません」とは世話役の弁であるが、こうした状況に徹底的に不慣れな叶葉は、何か仕事をしないと落ち着かない。半ベソで屋敷中をふらふらうろつく叶葉は迷まい子ごの子供のようで見ようによっては笑えたが、放置してもいられない。

　──監かん視し付きで構わぬから、我々だけで生活する場所を貰もらえまいか。

　九く曜ようはそう提案した。ひねもす多くの世話役が動き回る生活は水が合わないとこちらも思っていたところだ。鴇子が不満ならば、鴇子と菊きく丸まるを屋や敷しきに残して自分と叶葉が移ればいい。

　──じゃあわたしもそうする。

　が、意外と言うべきか、鴇子もそれについてきた。菊丸としては最初からどちらでも良いので、ただ鴇子に従うのみである。鴇子もまたこうした生活が窮きゆう屈くつだったのか、はたまた単純に叶葉と離れたくなかったのかはわからない。その両方なのかもしれない。

　こうして四人は要よう塞さいアパートへ腰こしを落ち着けたのだった。




　そしてこの日、叶葉と鴇子にとっては休日だった。

　二人は普段、帝てい都との下した街まちに店を構える大衆食堂「捨すて家や」で働いている。店主の捨すて三ぞうは頑がん固こ者ものだが根は優しく（本人はそれを認めようとはしない）、叶葉らも何度も世話になっている。二人は常連にも顔を覚えられ、近頃では看かん板ばん娘むすめとして認められつつあった。

　その捨家が、今日は定休日だ。

　叶葉は溜たまった家事を一気に済ませるというし、鴇子は一日中ごろごろするつもりでいるらしい。九曜と菊丸は二人を部屋に残し、いつものように管理局へ向かった。

　外を歩くと、各所にちらちらと見えるものがある。

　ここ最近で新たに敷ふ設せつされたという、電波送受信塔とうの先せん端たんだ。

　帝都内のネットワークは構築されつつあるが、外となるとまだ手が伸ばしきれていない状況にあった。しかしこうした電波塔の有用性が実証されたのがまさに尽じん天てんでの騒動においてで、この一件から本格的に数を増やしてきているのが現状だ。

　どこかから救難信号が来るかもしれないし、逆にこちらの信号が受け取られる場合もあり得るのだ。そうでなくともこれらは外部探たん索さくにおける通信の要よう諦ていとなるわけだから、廃はい墟きよの中にはどんどん新しい塔が建てられ、関東圏を中心に西の海のエリアまで広がっている。

　その際、途中に新たな生存者を発見したというケースが幾つかある。個人単位であったり中小規模のコミュニティーであったりと様々だが、こうした事があるから下街には近頃やけに人が多い。自分達のいた街に留とどまる者もいれば、帝都まで来る生存者も当然少なくないのだ。
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　閑かん話わ休きゆう題だい。いつもの調整と検査が終わった後、可か児にはふとこう切り出した。彼は中央に戦後設もうけられた渉しよう外がい課──つまり外部担当の一チームの主任であり、尽じん天てんでの騒動までは南のエリアを担当していた。現在はその任を一時降り、九く曜ようら鬼き虫ちゆうに関する案件に当たっている。

「これから少し付き合って欲しい。……実は、一度見せておきたいものがあってね」

「……？　なんだ、それは？」

「君にとって意味深いものだ。そちらの菊きく丸まる君ももう無関係ではない、来たまえ」

　帝てい都と中央区は名の通り、東とう京きようを外と中とに分ける城じよう壁へきの内側に存在する。《御ご所しよ》を囲う形で司令部や研究所、駐ちゆう屯とん地や軍病院などが設置されており、まとめて「中央（または中ちゆう枢すう）」と称しているのだ。もっとも、現状の稼か働どう率は過去と比してせいぜい三割程度であろうが。

　日頃九曜と菊丸が訪れる管理局は、あくまでその一エリアにあるものにすぎなかった。可児が言う「見せたいもの」とはそこには無いらしく、移動の為ため、車に乗ることになった。

　この時代、どうやらガソリンで動く車は珍しかったらしい。尽天からここまで乗ってきた軽トラックはまだ保管してあるが、今の東京で使われているのは全て電動のそれだ。

　普通の乗用車に乗るには菊丸が重すぎるので、物資の運うん搬ぱんに使う小型輸送車を用いた。車は中央を突き抜け、外周の城じよう壁へきを通過し、昼の喧けん噪そうに包まれた下した街まちも通り過ぎる。

　舗装された道路をひた走ること数十分。窓の外を流れる景色を見送るが、どこへ向かっているのかは想像がつかなかった。

「陸路から辿たどるのは初めてかね？　それとも、景色が変わったからぴんと来ないか」

「何を、……！」

「見えてきた。──ほら、あの場所だ」

　煤すすけた景色の向こうに見える、一ひと際きわ大きな建造物。九曜はその場所を知っていた。ある意味で最も馴な染じみ深い施設だ。

　登と坂さか研究所──正式名を、第九機き甲こう軍技術研究所。

　鬼き虫ちゆうの開発を行っていた場所である。




　研究所は戦後の今も稼か働どうしており、施設内には沢たく山さんの職員が動き回っていた。

　主として機械兵の研究開発に従事する技術者で、彼らを眺ながめているとまるで戦前に戻もどったような気になってしまう。

「こっちだ。ついて来たまえ」

　施設を突っ切る可児に続く九曜と菊丸に、幾つもの視線が注がれる。

　鬼虫の九番式と、皇女殿でん下かの護ご衛えい兵。

　あれほどの大事があった後なのだから、その話は知れ渡っていることだろう。施設の構造を覚えてはいても、九く曜ようからすれば見たことのない顔ばかりだった。当然といえば当然かもしれないし、九曜の顔を初めて見た者もいるだろうと考えればお互い様だが。

　戦後の八や洲しまにおいて、鬼き虫ちゆうとは伝説の謂いいだった。

　全ぜん滅めつした筈はずの兵器の生き残りがいたと発覚したのが夏のことだ。あれから状況は激動し、鬼虫は過去の存在ではなくなった。少なからず好奇の色が含ふくまれた視線を感じながら、さしずめ自分は生きた化石のようなものか、と九曜は考える。

　通常、使用されているブロックは全て通過した。研究所の奥へ奥へ進む可か児にの背を追いながら、九曜も自分がどこへ向かっているのか理解している。やがて分厚いゲートの前に差し掛かった時、記憶の中の光景と目の前のそれが合致した気がした。

　特とく秘ひ、とある。地下への進入口だった。

「外部担当の可児だ。彼らを連れてきた」

　横の装置に声をかけ、首から提さげた識別証をカメラにかざす可児。応じて『了解』と声が返ってきて、そこからまたしばし待った。

　少し軋きしんだ音を立て、ゲートが開く。そこから更さらに十数メートルほどの薄暗い通路が伸びており、連なるゲートが次々と開いていく。最後、通路の突き当たりにある自エ動レ昇ベ降ー装タ置ーが口を開け、そこには一人の女が立っていた。

　これまで見てきた職員と同じく、登と坂さか研究所の白衣を身に纏まとっている。少しフレームの歪ゆがんだ古い銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねをかけており、レンズの奥の眼めは意外なほど幼さを残していた。童顔ではあるにせよ、見たところ二十の半なかばを過ぎた程度の年齢だろうか。

「こちらの少年が九番式の九曜。こちらが殿でん下かの護ご衛えい兵で、菊きく丸まるだ」

「百も舌ず──百舌喜き久く乃のです。よろしく」

　百舌と名乗った女はぺこりと一礼し、九曜と菊丸も返礼する。

　促うながされて通路を歩き、昇降装置に乗る直前でふと菊丸が足を止めた。九曜と可児と百舌はもう乗り込んでいるのだが、彼だけ足を踏み入れようとしない。菊丸は九曜をちらと見る。

『心配無用だ。貴官の重量でも、これの最大荷重にはまだ余裕がある』

　それを聞いて安心したというように、菊丸は丸太のような足を踏み出した。頑がん健けんな骨組みを剥むき出しにした昇降装置が、ゆっくりと地下に向けて動き出す。僅わずかに錆さびの臭においがした。

　ここを降りれば、鬼虫の整備ドックへ繋つながる──であれば、そこにあるものの見当はつく。

　懐なつかしさとも後ろめたさともつかない感覚が胸中に生まれた。無言のまま目を伏ふせる九曜であったが、ふと視線を感じて左目をそちらに向ける。百舌がこちらを見ている。

「……何用だ？」

「あ。──、ええと。おかしなことを聞くようですが……私のことを覚えていますか？」

　記憶にない。なので正直に否定する。

「……いや。初対面ではないのか？」

「…………あ、ああ……。やっぱり……そう、ですよね……むう」

　何な故ぜかがっくり肩を落とす百も舌ず。

　過去に一度会ったことがあるのだろうか。しかし事実として彼女に見覚えはないし、百舌という名にも心当たりはない。不ふ可か解かいに思う九く曜ようだったが、可か児にが苦笑交じりにフォローした。

「覚えていないのも無理はないさ、百舌君。会ったのは君がまだ幼い頃の話だろう？」

　聞くところによると。

　二十年前のある日、九曜は確かに一度だけ百舌喜き久く乃のと会ったのだという。とはいえかなり前の話で、東京にいた百舌は長期の冷凍睡眠に入ったわけではない。必然、そもそも年齢のない九曜は今の姿のまま、当時まだ幼児だった百舌だけが成長したということになる。

「どこかで偶然、小しよう生せいと？」

「父が技官でしたので、無理を言って一度だけ移送の前に会わせてもらったんです。あの時は私もほとんど物もの心ごころがついてない子供でしたが……。でも、あなた達の顔は覚えています」

　鬼き虫ちゆうの本体は機き密みつであり、一般市民の前に姿を現すことはなかった。だが移送の際などに少し顔を合わせることは不可能ではない。そういえばそんなこともあったかもしれない──と思いはするものの、そこまで記憶を掘り起こすことはできなかった。

「それで今は、父君と同じ道をゆくか」

「ええ。……鬼虫も父も、私の憧あこがれですもの」

　昇降装置が止まり、分厚い扉が左右に開く。

　一気に視界が開けた。地下とは思えない広大な空間は、大小様々な機材の駆く動どう音と技術者達の足音や声に満ちている。

　ずらりと並ぶのは、無数の甲こう虫ちゆうの死し骸がいである。

　今より数週間前、嵓くら木ぎという基地で展開された戦闘がある。

　敵は量産型の鬼虫、《甲虫式》。九曜が中央と合流することになった要因の一つで、今は解かい析せきにかけられ幾つかの個体はパーツ単位で分解されてもいる。

　これらを造り出したと目もくされる集団の名は、《特トク四ヨン〇マル四ヨン旅団》──通称《黒くろ塚づか部隊》。

　表舞台には決して出なかった影の集団であり、戦場の最前線にいた九曜もまたその実態を詳しよう細さいに知ることはなかった。この部隊が関わっているであろうことを知ったのも、九曜自身の手ではなくある伝手によってだった。

　ある日、小指ほども小さな《蜘く蛛も》が、黒塚部隊に関する記録を伴ともない九曜を訪れたのだ。

　すれ違う研究員と挨あい拶さつを交わしながら、可児と百舌が先導する。

「黒塚部隊の甲虫式……か。今になって思い返しても、噓うそのような事実だな」

　独ひとりごちる可児。

　彼には、この甲虫式を撃げき破はしたのも、また黒塚部隊の名を知ったのも自力によるものと説明している。当面は、であるが。彼女達の名を出すことは止められていた。

「見せたいものとは、これのことではあるまい」

「ああ。まだ先だ」

　可か児にはドックの更さらに奥を指さし、百も舌ずも頷うなずく。

　向かう先は、鬼虫専用の特とく秘ひブロックの、更さらに最深部である。




　それの前に立った時、九曜は自身の予感が正しかったことを知る。

　巨大な《繭まゆ》が、そこに設置されていた。

　繭は、機械仕掛けだった。サイズに多少の差はあるが、ざっと直径二十メートル強。鈍にび色いろで半球のポッド状をしており、巨大な棺かん桶おけのようにも見えなくはない。

　繭というのは俗称だ。正しくは《虫むし型がた外がい殻かく格かく納のう漕そう》と呼び、鬼き虫ちゆうの為ために造られた設備のことを指す。名の通り内部に格納されるのは《虫》の機体とその専用装備であり、全九機の鬼虫に合わせ九つの繭が用意されていた。

　無数のコードでモニター用の機材に繋つながれた繭の数は、二つ。大きな画面に中身が映されており、繭の表面にもそれぞれ数字が記されていた。

　一つは、四。

　一つは、伍ご。




「──《蜈蚣むかで》。それに、《蛾が》か……」




　繭の表面に触れて呟つぶやく九曜に、可児は難しい顔で述べる。

「……情けない話だろう。戦争からこれほど時間が経たっていても、現状で我々が保有する個体はこの二体のみだ。軍部に回収された筈はずだが、戦後の混乱で所在不明になったものも多い。中にはまだ死亡の確認が取れていない鬼虫さえいる」

　確実な形で残ざん骸がいを確認できなかった機体は、《蜂はち》と《蜻蛉とんぼ》を除いて三機──弐に番式《蜘く蛛も》及び参さん番式《蟷螂かまきり》。そして、八番式《蜉蝣かげろう》だ。

　ただし蜉蝣の場合は少々勝手が違う。行ゆく方え不明となっているわけではなく、どこにあり、どのような状態にあるのかまで概おおむねわかっている。だが今は──少なくとも今の装備では、その場所へ確認と回収に向かうことさえ不可能なのだ。

「本体は残っているのか？」

「双そう方ほうの遺い体たいとも別フロアに保管している。ただ伍ご番式の方は……」

　言いたいことはわかる。恐らく、伍番式の本体は「遺体」と呼べさえしない状態にある。

　伍番式《蛾》・奔ほん王おうの万まん字じの最さい期ごは、敵を巻き込んでの自爆だ。

　蛾は九機の中でも最大級の火力を保有する個体であり、その全てを傾けた自爆は敵陣を巻き込んで周囲数キロメートルに巨大なクレーターを作った。爆発圏内にいた中で、原型を留とどめていたものは皆かい無む。大陸における戦闘での出来事だ。

　虫はばらばらの残ざん骸がいとして回収されたが、本体は虫に輪をかけて酷ひどい状態にあった。凄すさまじい火力によって焼き尽つくされた万字は、その肉体がほとんど消し炭のようになっていたのだ。

　一方、四番式《蜈蚣むかで》・弩ど将しようの井い筒づつは、圧倒的物量で迫る敵を単身食い止めての最さい期ごだった。

　蜈蚣もまた総火力という点でトップクラスを誇り、更さらに全身を覆おおう最さい硬こうの装そう甲こうを備えてもいた。数個師団規模の大部隊と真まっ向こう切っての撃うち合いは数時間にも及び、倒れ伏ふすことなく機能停止したその戦闘は壮絶の一ひと言ことに尽きた。

　百も舌ずが一歩前に出て、ポッドを見上げる。

「彼らのデータがあったから、今の大型自律機械があるようなものです。戦後の部隊は全て戦中のそれを改修してのもので、ゼロから新型を造ることはできていません。……四番式と伍ご番式にも手は尽くしたのですが……」

　言いよどむ百舌。それにも限界があった、ということなのだろう。

　本体と虫が同時に機能を停止したのであれば、間違いなく死亡と断定される状態だ。それは人工物も生物と同じで、「死」は平等に訪れる。データそのものが揃そろっていたとしても、一度死んだものを蘇よみがえらせることなど可能だろうか。

　鬼き虫ちゆうは憧あこがれだった、と百舌は言った。そのうちの二機を目の前にして、保管以上のことができない我が身の未熟が悔くやしいのではないか。浮かない彼女の横顔を見て九く曜ようはそう推測した。

「鬼虫は、構造自体に不明点が多すぎる。今の研究員では再現できない技術が多く用いられているんだ。当時の技官や整備士のほとんどが、死亡や行ゆく方え不明で失われている」

「決定的な何かが足りないんです。……鬼虫の開発と研究は、弐に番式が牽けん引いんしていたと聞きます。せめて彼女が生き残っていれば……」

「……む。巴ともえ、か」

　鬼虫弐番式《蜘く蛛も》・羅ら刹せつの巴、同じく参さん番式《蟷螂かまきり》・夜や叉しやの剣けん菱びし。

　彼らが生きていることを、九曜は伝えないままでいる。

　甲こう虫ちゆうの一件で二十年ぶりの再会を果たした彼らは、今も水面下で活動を続けている筈はずだ。甲虫式を造っているのが件くだんの黒くろ塚づか部隊であることを突き止めたのも、もとはと言えばその巴だった。口止めをされていたので、九曜自身が得た情報という体ていで伝えただけのことだ。

　確かに、彼女がいれば鬼虫に関する謎なぞは明かされるに違いない。鬼虫そのものに関しては九曜自身ですら把は握あくしていない箇所が多く、自分がわかる程度のことは既すでに伝え切っていた。

　だが、巴と剣菱は中央とは合流したがらなかった。身軽なうちにやることがあるとは彼女らの弁で、現状まだ目立つことのできない微び妙みような立場にいるようだ。

　目の前の二人に真実を伝えられないことを少々うしろめたく思いつつ、九曜はただ頷うなずいた。

「一つ、質問がしたい」

「何だね？」

　自分から切り出しながらも、九く曜ようは言いあぐねた。答えの予想がついているからこそかも知れない。だが言わずにはおれなかった。

「彼らを、……井い筒づつと万まん字じを、人のように弔ともらうわけにはいかぬのか？」

　彼らは、死んでいる。それは間違いない事実だ。

　感傷的な意見でしかない自覚はある。だがあの時代を戦い、その果てに斃たおれた二人は、もう全ての役目を終えているのではないかという考えもまた、どこか捨てきれずにいる。

　質問を受けて、百も舌ずはたじろいだ。一方の可か児にはその質問を予期していたようで、九曜を見返しはっきりと否定した。

「……現状それは考えていない。人のように扱あつかうには彼らは強力すぎる。鬼き虫ちゆうの機能について解明できていない点も多い以上、今全てを放ほう棄きするわけには、いかない」

　無論、理屈の上では九曜も十分にわかっている筈はずのことだった。加えて甲こう虫ちゆうのこともあり、暢のん気きなことを言っていられない状況となっている。だからこれはただの感傷でしかない。

「──了解。それと鬼虫に関しては、安あん東どう少しよう尉いが可能な限り協力すると言っていたが」

　尽じん天てんでの一件は興味深く思っていたらしい。九曜の言葉を受け、百舌は気を取り直して微笑した。微び妙みような空気を取り繕つくろうようでもあったが、笑うと童顔が更さらに目立つ。

「ええ、とても助かります。安東さんの整備班が、非正規で蜂はちの修復をしたことは聞いていますから。この時代で鬼虫に手を入れたあの人達の意見は、貴重です」

　可児は頷うなずき、ふと思い立ったように口を開く。

「そうだ。君達はもう彼女には会ったのかね？」

「彼女？」

　言われて候補が二つ浮かんだ。叶かな葉はと鴇とき子こである。が、あの二人とは毎日顔を合わせているので、今いま更さら改めて会ったの会わないのと確認するわけもなかろう。

『……わかるか？』

　通信波で問うが、横の菊きく丸まるも首を小さく横に振るのみ。彼は会話機能を有さず、明めい瞭りような言葉での意思疎そ通つうはできない。二人の態度に、可児はむしろ意外そうに目を丸くした。

「──ん。なんだ、聞いていなかったのか？」

「同じことを少しよう尉いも言っていた。まったく意味がわからぬ」

　正直に返す。知らないうちに話が進んでいるようだが、連絡の行き違いでもあるのだろうか。

「ああ、安東氏が協力してくれると言ったろう、その件だよ。蜂の修復についてまとめた資料を提供してくれてね。なんでも、氏の孫娘が手ずから持ってくるだとか。友人と聞いたが？」

「…………む？」

　そういえば──そのうちわかると、安東と綱つな島じまは言っていた。
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「ぶえーっくしょい!!　ちくしょー！」

　やたら声が大きいのは百歩譲ゆずっていいとしても、「ちくしょー」となると乙女おとめのくしゃみとは言い難がたい。明らかに祖父の影響である。

　南の尽じん天てんから東とう京きようまで、長いこと車にごとごと揺ゆられたのは貴重な体験ではあった。大きな装そう甲こうトレーラーの窓から見る景色は新鮮だったし、随ずい伴はんする機械兵や中型機動兵器は見ているだけでも面おも白しろかった。が、それでもかなり疲れたというのが正直なところだ。

　ぱんぱんのリュックを背負い、サンダルをぱこぱこ鳴らして少女が歩いている。年の頃は十五か六か。快活そうな目をしており、進める足はいかにも勇ましい。頭の後ろで束たばねた髪が果くだ物ものの房ふさのように揺れている。

　その少女は下した街まちを物珍しげに見て回りながら、ようやく目的の場所にたどり着いた。

　聞いた時は「なんだそりゃ」と思ったが、見てみればなるほど確かに要よう塞さいだ。

「よしっ、と」

　リュックを背負い直し、教えて貰もらった番号の部屋を探さがす。

　金かな網あみを抜けると、中庭に電柱が並んでいた。鉄筋コンクリートの建物本体に加えて掘ほっ立て小屋やらもあるし、建物からにゅっと張り出した増築部屋などがひしめき合っていて、いかにもごちゃついている。コの字状になった敷しき地ちの内側には何本もの電線が張り巡めぐらされており、アパートというよりはぎゅっと圧縮された居住コロニーのようにも思えた。

　目的はそんなコロニー状アパートの隅すみっこ、一一八号室だ。

　扉の前で深呼吸。最初の一ひと言ことに迷うが、うだうだ考える前にえいっと呼び鈴りんを押した。

　ぶ────っ。

　間まの抜けたブザーが扉越しに聞こえ、そこからしばらく間が開いた。

「うー」

　そわそわする。そこから十秒も待って、ようやく足音が聞こえてくる。ずるぺたずるぺたとやけに覇は気きのない足取りで、ドアノブがゆっくり回った。

　女の子が一人、出てきた。

　この時叶かな葉はは洗濯物を取り込んでおり、手が離せない状況にあった。なので家で猫のようにごろごろしていた鴇とき子こが重い腰こしを動かし、えっちらおっちら来客の応対に出たのだが。

　当の少女は鴇子を全く知らず、逆もまた然しかりであった。

「…………誰よっ!?」

「な!?　お、おまえが誰だ!!」

　なのでお互いからしてみれば、お互い完全に不ふ審しん者しやにしか見えないのだった。

「えっ、あれ!?　だってここ！　間違えた？　いやそんなわけないし！」

「な、なんだなんだおまえっいきなり来てわけのわからんことをっ！」

「ちょっと中見せてよ中！　おーい！　誰かいますかー!!」

「うわ何を、かっ勝手に、こらー！　人んちに勝手に入るなー！」

　玄関先で何やらぎゃんぎゃんやっていることに気付き、腕まくりのまま叶かな葉はが慌あわてて出た。

「──はいはーいただいま出ますー」

　と。叶葉が目にしたのは、玄関でもつれ合う二人だった。一人は鴇とき子こ、もう一人は──

　目が合う。

「あ────────────────────っ!?」

「あ────────────────────っ!!」

　二つの声が重なった。間に挟はさまれた鴇子は耳がきーんとなって蹲うずくまる。

　そんな鴇子にはもはや目もくれず、少女がサンダルを脱ぎ捨て室内に飛び込む。ぱんぱんのリュックが床に落ちて、少女は体いっぱいで叶葉に抱きついた。

「カナーっ!!　カナだカナだ、ほんとにカナだ!!　ひさしぶりー!!」

「菘すずなさん!?　わ、あれ、なんで!?」

　安あん東どう菘は、尽じん天てんでの叶葉の親友である。

　しかし通信で安東老人らと話した時点で、既すでに菘は尽天にはいなかった。

　東とう京きように叶葉と九く曜ようがいると聞いてからの彼女の行動は早かった。思い立ったが吉日を地で行っている。蜂はちの修理時に使用した資料類を持ってくるという名目で、輸送隊にくっついてここまでやって来たのだった。




「──本当に来ていたのか」

　少し遅れて、九曜と菊きく丸まるが帰宅した。

　そう広くもない座ざ敷しきに五人となると狭せまい。呆あきれ半分感心半分の九曜と、未いまだ驚きが抜けていない叶葉、わけがわからない鴇子とわからないなりに状況を受け容いれている菊丸。

「だってさー、聞いてみたら東京にいるっていうでしょ？　私だってあんたらのこと心配してたんだから。おじいちゃんもいいって言ったし、こりゃもう行くしかないかなって」

　長いこと車に揺ゆられてきた菘の表情にはやはり疲労もあるが、喜びの方が勝っているらしい。出された麦茶を一気に呷あおって、屈くつ託たくなく笑った。

「いやーでも良かったわ、九曜も元気そうじゃん。で、そっちのは……」

　鴇子に視線を移す。

　露ろ骨こつに警けい戒かいしている。鴇子は叶葉の背中に隠かくれて、じっとりした目で菘を睨にらんでいた。

「あ、えーと、話せば長いんですけど……」

　初対面での認識が「不ふ審しん者しや」だったせいか、まだ壁かべがあるのだろうか。菊丸が促うながすが、鴇子は自分より小さい叶かな葉はにくっついて離れようとしない。

「鴇とき子こさま、この人は菘すずなさんっていって、尽じん天てんから来たんです。あたしや九く曜ようの友達です」

「えーっと、そういうこと。あーさっきはごめんね、なんかやかましくしちゃって」

「…………友達か」

　叶葉としては警けい戒かいを解くつもりで言ったのだが、何な故ぜか鴇子は更さらにしかめっ面つらになった。それっきり押し黙ってしまう。菊きく丸まるがすいと身を乗り出し、主の非礼を詫わびて頭を下げた。

「な、何。いや別にいいけど……っていうかデカいわねあんた！　どうなってんのそれ!?」

「特別仕様の機械兵である。言語機能は有さぬが信頼に値あたいする奴やつだ」

　律りち儀ぎに正座したままそう説明する九曜だった。

　見慣れぬ少女と巨漢の護ご衛えい兵に一時は面めん食くらった菘だが、とにかく気を取り直した。目の前に置いたリュックを開ける。中には着替えやら何やらの私物が詰つまっており、それと同じくらいの割合で何冊ものファイルやノートが入っていた。

　はち切れそうなリュックから適当に数冊のノートを取り出し、床に広げてみせる。

「──ええとそんで、これが東とう京きようの中央に渡すノート。おじいちゃんやみんなが蜂はちの修理の時に色々書き込んだやつ。他の人には何書いてるかわかんないから見たって仕方ないと思うんだけど、やっぱり必要なんだって」

　適当に開いてみると、厚い大学ノートの上から下までみっちりと文字や図面が書き記しるされている。確かに安あん東どうの文字はかなり癖くせが強く、何かの暗号のようにも見える。叶葉はおおおと感じ入ったようにノートを見下ろすが、一ページの半分も解読できなかった。

「……なるほど。ではそれを届けた後、君はどうするのだ？」

「んー、なんとかして東京こつちの整備の仕事しながらやっていきたいな、ってとこ。おじいちゃんのツテで人手が足りないとこ紹介してくれるみたいだし。なんてったってほら、ここだと人も機械も揃そろってるっていうからさ！」

　語る菘の目は輝いている。あの安東の孫にして整備士の卵、というだけあって機材や設備の整っている東京には憧あこがれていたらしい。今回の件はいい口実だっただろう。

「じゃあもうこっちに住むんですか？」

「おうよ。実はもうここの部屋押さえてたりして。それからそっちの、鴇子……だったっけ？　カナが言ったけど私もこの子の友達だからさ、これからよろし──」

　べ。

「は？」

　叶葉の後ろに隠かくれたまま鴇子はそれをやった。

　思い切った、見事なあっかんべーである。

　ぽかんとしていた菘だが、相手が何をやったか遅まきながら理解して、その顔が見る見るうちに赤くなっていく。

「──な、な、なによそれぇ！　やんのかこらーッ!!」

「落ち着け、家中である」

　荒ぶる菘すずなを後ろから止める九く曜よう。叶かな葉はは「わわわ」と慌あわてて菘と鴇とき子こを見比べ、どうしてこんなことになったかわかっていない。真後ろにいる鴇子の行動が見えなかったのだ。菊きく丸まるはとにかく無言でぺこぺこ頭を下げていた。当の鴇子はといえば叶葉の後ろでぎゅっと身を縮めたまま「ばーかばーか」と繰り返していた。

　ぎゃんぎゃん騒ぐ菘と隠かくれる鴇子は、なんだか番犬と野の良ら猫ねこのように見えなくもなかった。

　九曜は菘を抑おさえながら、床のノートに視線を落とす。尽じん天てんでの経験から、彼らはこれを残した。《虫》の回収作業も続けているようだが──今それを聞くことは難しそうだ。

　ため息が出る、という人間の感情が少しわかるような気がした。
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「──本日は以上となります」

　執務室に立ち、可か児には九曜らに関するその日までの報告を終えた。

　それを聞くのは一人の老人だった。かなり年季の入った机に肘ひじをつき、片手で握あく力りよく養成用のグリップをべこべこ握にぎっては開いている。このグリップは彼専用の特別性で、凡ぼん人じんでは握り込めもしないほど重い代しろ物ものだ。

　島しま田だ宗そう吾ご。管理局の渉しよう外がい──正しくは《特別渉外課》室長であり、可児の直属の上司である。

　見るたびに圧倒されるのはその体たい躯くだ。窮きゆう屈くつそうに着込んだ服の、特に肩や腕などの部分が異様に盛り上がっている。その下の鋼はがねのような筋肉には、深く刻きざまれた幾つも戦傷がある。

　かつて戦場にあったというこの老体は、全身から並々ならぬ生命力を発している。既すでに御おん年とし七十を数える身ながら、放っておいてもあと百年は余裕で生きそうだ。彼もまたある時点から冷凍睡眠に入っていたようだが、尽天ほど長期ではなく五年ほど前には既に覚かく醒せいしている。

　とはいえそんな体格に反し、平時の島田は好こう々こう爺や然ぜんとして落ち着いている。

「……ふぅーむ、なるほど。よくわかった。しかしそれにしても、鬼き虫ちゆうとはなぁ」

　もう何度目にもなる呟つぶやきだが、その声にはいつもしみじみとした色がある。しばし遠い目をしていたが、すぐに視線を可児に戻した。

「当面、南の担当は他に任せよう。君には引き続きこの件に当たって貰もらいたいが、構わんね？」

「ええ、そのつもりです」

「すまんなぁ。私もそっちに当たりたいんだが、なにしろ手が空あかんのだ。上に話を通しておこう、前よりは色々融ゆう通ずうを利きかせられることと思う」

「助かります。尽天でも、蜻蛉とんぼと蜂はちを引き上げる作業が続いているようです。そちらは安あん東どう氏が指揮するようで、事態が進展すればまた連絡するとのことです」

「……安あん東どう？」

　ぴた、と島しま田だが止まる。どこかのんびりとした彼の表情が硬こう直ちよくし、その目が細められた。

　意外なのは可か児にだった。態度が変わったことを訝いぶかしむ可児に、島田は低い声で、

「安東……とは、安東稔みのる整備課特とく務む少しよう尉いのことか？　南の基地にいた？」

　妙みように真剣味のある声色に可児は並々ならぬものを感じ、少し慎重に問う。

「はい、そうですが。……室長、彼に何か……？」

「ぶわははははははははははははははははははははははははは!!」

　思わずのけぞった。

　いきなり呵か々か大たい笑しようする島田に圧倒され、可児は言葉もない。

「──むほっ！　あーすまんすまん、懐なつかしい名前を聞いてついな。いやしかしあんのクソジジイまぁだくたばらんでおったか！　こらぁ愉快！」

「……お知り合いで？」

「んむ、まあ腐くされ縁えんのようなもんだわな。──あーともかくだ」

　島田はおほんと咳せき払ばらいして、呆あつ気けに取られる可児に向き直る。そうして悪戯いたずら小こ僧ぞうのように口の片かた端はしを吊つり上げ、

「なんにしても、君が適任だと思っとるよ。尽天からの縁だ、件くだんの鬼き虫ちゆうの少年も君を信用している。報告は欠かさずに。余よ計けいなことは気にせんとそっちに集中してくれい」

「ありがとうございます。──ご面めん倒どうをおかけして面めん目もくありません」

　特別渉しよう外がいと言えば聞こえはいいが、その実この課は多種多様な面倒事の受け皿となっている。

　帝てい都との立て直しでごたごたしているのはどこも一いつ緒しよではある。だが中でも、戦後となって急きゆう遽きよ設立されたこの部署は、新設ゆえ組織形態が確立されていないのをいいことに他では手の回らない仕事を一手に引き受けているのだった。

　主として国内の機能するコミュニティーの探たん索さくや保護、場合によっては暴走兵器の鎮ちん圧あつ、その他街の内外で起こる細こま々ごました問題への対処──例を出せば枚まい挙きよにいとまの無い有あり様さまで、マニュアルなどあったものではない。そうした意味では、島田のような経験豊富かつバイタリティのある人間を頭に据すえるのは正しいのかもしれない。

　成り行きで可児が担当することとなった鬼き虫ちゆうと甲こう虫ちゆうの案件は、研究所などと連れん携けいして取り組む必要のある問題だ。他の部署へ掛け合うにしても可児一人では限界があるため、その面では島田が動いている。

「なぁに、面倒はお互い様だ。──しかし、第三皇女殿でん下かの記憶か。何が出るやらだな」

　独ひとり言ごとのように呟つぶやく島しま田だに、可児は頷うなずき返した。

「当面は彼女の精神鑑かん定ていを行っていきます。件くだんの部隊も足跡を追ってはいますが、どうにも有用な情報を得られないのが現状です」

　なにしろ情報が少なすぎる。こちらから動くにしても、何をどうすべきかの指針が決まっていない状況だ。敵が徹底的に身を隠かくし続ける今、こちらができることは鴇とき子この記憶に関する調査と、甲こう虫ちゆうの解析しかない。

「……束つかの間まの休息か。ま、良かろうて、今はそれでも」

　島しま田だがふと、そんなことを言った。

　あまり暢のん気きなことを言っていられないというのも事実だが、可か児にはそれに同意した。この問題の中心に立つあの少年は、今に至るまで命を懸かけて戦ってきていたのだ。

　ならばせめて今くらいは、日々の合間に少しの休息があればいい。そう思い、可児は浅いため息をついた。







　　　弐　─　日々







　鬼き虫ちゆう弐に番式《蜘く蛛も》・羅ら刹せつの巴ともえは、人間であった頃の名は捨てている。

　今の彼女は自みずからをも兵器へと変じ、己おのが研究成果の一つと化していた。もとより呼び名に愛着のある方ではなかったが、人の頃も機械の頃も共通して彼女を指す異い名みようがある。

　天才、である。

　巴は今でも思い出すことがある。鬼虫の研究開発を牽けん引いんしていた頃、あるいはそれよりもっと前の自分が子供だった頃、羨せん望ぼうや嫉しつ妬との視線と共について回った「天才」の呼び名。単なる称賛の意味しか持たない言葉になど、最初から興味が無かった──そんなことを。




「……なんて、そーんなカッコのよろしいもんじゃないんだけどねぇ」

　その天才が今何をしているのかといえば、覗のぞきだった。

　帝てい都と近きん傍ぼうのある廃はい墟きよをアジトとし、巴は「超小蜘蛛ちゃん」と自らの視覚を繋つなげていた。

　超がつくほどの小蜘蛛であるわけだから、そのサイズは指先大程度でしかない。前のアジトを離れる前に何匹かばら撒まいておいたのだ。巣も張らずぴょんぴょん跳はね回る姿は、まあ若じやつ干かん機械的なのはさておくとして、その辺のハエトリグモに見えるので怪あやしまれない。

　その超小こ蜘ぐ蛛ものうち三号機が今、下した街まちの風呂屋に潜もぐり込んでいた。

　ちなみに本来の用途は敵を警けい戒かいしての都市圏内の監かん視しである。あくまでも。

「オ、ナイスおっぱい。でも楓かえでちゃんには負けるかなぁ、ふひひ」

　一人でにやにやしていたところ、ふと通信が入る。

「あ、剣けん菱びしくん。やっほー調子はどうですかなー？」

『──どうもこうも、こちとら退たい屈くつで死にそうだぜ。あんまり暇ひまなんで野の良らの機械兵を狩ってるとこだ。手て応ごたえなんぞありゃしねえな……どうにも最近、連中の数がやたら減ってるしよ』

　蟷螂かまきり──夜や叉しやの剣けん菱びしの通信を受け、巴ともえは笑った。

　ここしばらく状況に動きが無いのは本当だ。番号付きオリジナルの鬼き虫ちゆうが三機（うち一機は虫を失っているが）も確認されたのだから、慎重になっているのだろう。

「敵さんの動きはナシ。んー、そーねぇ。そんなにヒマならアタシが相手したげよっか」

『その気もねえくせに言うもんじゃねえな、そういうのは。で、なんかわかったのか』

「相手のことじゃないけど。九く曜ようくんとこに、お友達が来たみたい。尽じん天てんで一いつ緒しよにいた女の子なんだってさ。今ちょーどお風呂入ってるんだけどね、これがなかなかでね、じゅるる」

　ヨダレを拭ふいた。

『…………お前さあ、しょっちゅうデバガメやってんの？　知らねえぞ九曜にバレても』

「デバガメじゃないですー危なくないかの確認ですぅー。……ま、とにかくあっちは平へい穏おんそのものってとこね。鴇とき子こちゃんのことはまだわかんないまま」

『……』

　蓮はすの宮みや鴇子──その模造人間は、何かの記憶をまだ脳の奥にしまい込んでいる。

　甲こう虫ちゆうの狙ねらいはそれであるらしいが、詳しよう細さいにはわからないままでいる。「彼女」自身の記憶にはまだ曖あい昧まいな部分がある。

　それが何かの情報だというなら別の媒ばい体たいに保存しておくという手もあった筈はずだが、それらしきものは見つかっていない。嵓くら木ぎ基地にも核心的なデータや書類は残っておらず、全ては東とう京きようの鴇子の頭に収まっているだろう。

　模造人間の目的は、一つが影かげ武む者しやであり、もう一つは記憶の保存──ということだろうか。

　黒くろ塚づか部隊が欲するというのだから、何か決定的なものであることは間違いない。

『そういやはっきり聞いてなかったな。お前自身は、連中について知ってることあんのか？』

「んー？　んー。残念ながら、ほとんど知らないわね。部隊の名前と、トップの誰かさんの名前くらいしか。管かん轄かつが全然違ったしねぇ」

『へえ？　気になるな、聞かせろよ』

　巴は一秒だけ自みずからの記憶回路にアクセスし、唯一の情報たるその名を口にした。

「黒くろ塚づか夕せき馬ま。……確か、ね。これだけよ。アタシが知ってるのは名前だけ」

　その名がどこの誰を指すのか、男であるのか女であるのかはわからない。

　あれほどの甲こう虫ちゆうを撃げき破はしておいて、わかっていることと言えばその程度。あちらが出した尻尾しつぽを的確に掴つかんで、出せる限りの最大の情報を引っ張り出さねばならない。

「……あ、ところで剣けん菱びしくんも見る？　お宝よ？　映像送ろっか？」

『……。いや、もういい。俺はもう何も言わねえ』

　何やら疲れたようなため息を最後に、通信は切れた。
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「……んん？」

　風呂に浸つかりながら、菘すずなはなんだか妙みような違和感を覚えて周囲を見渡した。

　が、何もおかしなことはない。気のせいなのかもしれない。風呂場の隅すみっこに一匹の蜘く蛛もがいるが、その程度ならばどこにでもいるだろう。

「どうかしましたか？」

「んー……なんでもない。気のせいみたい」

　見られているような気がしたが、そんなわけはないだろう。このビニールテントに窓はないし、唯一の入り口も脱衣所を隔へだてた上でぴっちり閉じられている為ため、覗のぞきようがない。

　叶かな葉はと菘は今、下した街まちの風呂屋にいた。ビニール製の仮設風呂が並んだ広場で、戦前の大衆浴場とは趣おもむきを異ことにする。大きな湯船に浸かるのではなく、個別に分けられた小規模な風呂場を借り受けるのだった。

　ちなみに風呂上がりに涼すずむ場所は外にちゃんと設もうけられていて、大きなパイプテントの下に竹で組まれた長なが椅い子すなども並べられている。そこでは扇風機がぶんぶん動いているし、ぶら下げられたラジオからはゆったりした歌謡曲が流れてもいる。番頭のおばばに金を払うと冷蔵庫から各種飲み物を出してもくれる辺あたり抜かりはない。

　そんな塩あん梅ばいで、風呂屋は慌あわただしい一日を終えた市民達の憩いこいの場となっていた。その日の夜も大賑にぎわいで、あぶれた客は休憩スペースで思い思いのことをしながら順番を待っていた。

「それにしても、東とう京きようじゃこんなとこがあるのねぇ……」

　肩まで湯に浸ひたして、菘はすっかりくつろいでいる。

「菘さんにも教えたいって思ってたんです。あっちじゃお風呂ってなかったし」

「まったくよ。あっちにもお風呂くらい作ってくれたっていーじゃんっつーの……うーぃ」

　これも祖父の影響だったりするのか、少々おっさんくさいため息を漏もらす菘。溜たまりに溜まった垢あかをごっそり落とし、頭の上にタオルを乗っける姿は妙に堂に入っている。見上げる電球には、どこから迷い込んだのか一匹の羽虫がたかっている。

　ややあって、菘すずなは視線を叶かな葉はに戻もどした。

「──それでさ。ほんとなの？　あの子のことって」

「ん……はい。みんな、本当のことです」

　この時間で叶葉は、菘に鴇とき子この件を話していた。

　蓮はすの宮みや鴇子とは二十年前までの八や洲しま国第三皇女であり、しかしこの時代この東とう京きようにいるあの鴇子は皇女の模造人間だ。

　驚くどころではなかった。皇女様で、その複製として造られた人間がいて、しかもそれを追う謎なぞの組織があって。あの尽じん天てんでの出来事を目まの当たりにした菘はちょっとやそっとじゃ驚かないつもりでいたが、予想を遥はるかに上回る荒こう唐とう無む稽けいさだ。

　ちなみに鴇子だが、この場にはいない。今は護ご衛えいの菊きく丸まると共に中央に呼ばれ、日課の検査を受けているのだ。最初はそれを待って三人で風呂に行こうとしたのだが、鴇子は何な故ぜか菘を睨にらんで拒否した。どうにも首を縦に振らず、鴇子だけ先に風呂を済ませて行ってしまった。

「あの子がそんな、ねえ……。っていうか私なんか嫌きらわれてるっぽいんだけど、なんで？　会ったばっかだしなんにもしてないよね？」

「あー、それは……あたしにもわかんなくて」

　鴇子は何故か菘を警けい戒かいしているようで、目が合うたびに威い嚇かくを繰り返している。完全に初対面だし、民間人の菘がまさか皇族に何らかの因いん縁ねんなぞあろう筈はずもない。とにかく主あるじの非礼を律りち儀ぎに詫わびる菊丸がなんだか気の毒になる。

「で、でも、鴇子さまだって悪いお人じゃないんですよ？　多分きっと緊張してるんだと思います。だから……」

「わかってるって、私だってそんな根に持つ気もないし。……さてっ、と！」

　体の芯しんまで温まったところで、菘は立ち上がった。湯が波打つ。頭の後ろで腕を組んで、んっと一度伸びをする。菘にとっても二十年と数か月ぶりの風呂、実に爽そう快かいだった。

　そんな菘を見上げて、叶葉は圧倒されたように目を丸くしていた。

[image: ]

「お、おおぅ……」

「ん。何？」

「なんでもないです……」

　きょとんとする菘から目を逸そらし、叶葉は沈むように顎あごまで浸つかった。




　一方で中央の管理局では、九く曜ようが主脳の調整を受けていた。メンテナンスの菊丸、定期検査の鴇子もそれぞれ別室にいる。叶葉と離れるのは気が引けたが、検査で動けない時は機械兵が常に護衛について生体反応を送ってきている。

　叶葉は今、菘と風呂屋にいるようだ。問題は無い。

　今の九曜は基本メンテナンスを終えている。だからこれから先は、彼自身の望みで手伝ってもらっている調整だった。

　椅い子すに座る九く曜ようのうなじには太いコードが繋つながれていた。脊せき椎ついと直結したその先には幾つも枝分かれした端たん末まつがあり、職員がモニターしている。それを確認し、九曜は短く宣言した。

「起動」

　電脳のリミットを一時的に解除、眼帯に仕込まれたチップによる演算補助、電磁制御エレキテル発動、それに伴ともなうパルスの増大──九曜の脳でそれが起こった。

「──ッッ!!」

　脳が熱い。神経の末端まで熱を帯びたようになって一時的に感覚を失う。視界全てが赤く染まり、即座に限界を迎えてブラックアウトした。繋がれた端末の幾つかが過か剰じような信号を受けて強制終了し、中にはショートするものさえあった。

　持続不可。

「ぐ……、はあっ、はあっ、はあ……っ！」

　九曜は背を丸め、熱の塊かたまりのような息を吐はき出す。強きよう烈れつな負荷に頭を押さえて呼吸を整える。薄ぼんやりと視界が戻もどり、灰色の壁かべと職員たちの顔が映った。

「九曜さん。やっぱりこの実験には無理があるのでは……」

　百も舌ずが気き遣づかわしげにそう言う。だが九曜は、危険と知りながら止めようとはしなかった。

「……越えてはならぬ一線は弁わきまえる。今はそれを見極めねばならぬ」

「ですが」

「小しよう生せいの身はこの通り、矮わい小しようだ。敵はまだいる。戦い抜く為ためには、あれの制せい御ぎよも必要だ」

　ようやく呼吸が落ち着いた。一いち言ごん一いつ句くを確かめるようにして百も舌ずに返すと、彼女はまだ何か言いたげではあったが、重々しく頷うなずいた。

　嵓くら木ぎ基地で展開された量産型鬼き虫ちゆう──甲こう虫ちゆう式／《天牛かみきり》との戦闘を九く曜ようは覚えている。

　九曜と菊きく丸まる、対するは二機の天牛。結果として勝利を拾ったのはこちらだが、同時に量産型とはいえ鬼虫の性能を深く思い知る戦いだった。少なくとも、単たん騎きでは絶対に勝てなかった。

　今後もまた奴やつらを相手取ると考えれば、切れる札は何であっても揃そろえておいた方がいい。

　九曜が行っている実験は、電磁制御エレキテルの本来の運用法に沿わぬ無茶な「技術」の再現だった。

「確かに、ここには不可能ではないとありますが……」

　言いながら百舌が目を落とすのは、菘すずなが尽じん天てんから持ってきた安あん東どうのノートだ。字に癖くせがありすぎるため解読は容易ではないが、唯一まともに読める菘が平ひら文ぶんに直していた。とはいえ量が量だからまだ全て翻訳できてはおらず、作業中である。

　安東整備士が記した、九番式の記録。九曜の調整における今後の指針としては申し分ない。

「……ともかく、今日はここまでにしておきましょう。あまり連続しての実験は危険です」

「了解した。──鴇とき子この方はどうなっているのだ？」

　百舌は周囲の職員たちに手て短みじかに指示しつつ、扉を開いた。

「別室にいる筈はずです。そちらに可か児に主任と菊丸さんも」

　部屋を出て施設内の連絡通路を渡り、数ブロックほど歩いた先に彼らはいた。

　医務室のうちの一つらしい。板張りの床に椅い子すと机、鴇子はそこで精神鑑かん定てい官と思おぼしき職員と差し向かいで座っているようだ。ようだ──というのは、そこだけ衝つい立たてで仕切られており、中の様よう子すを直接見ることはできないからだが。

　衝立の中からは質疑応答を繰り返す声が聞こえる。そこから少し離れた壁かべ際ぎわに、可児と菊丸が並んで立っていた。

「ん……九曜か。そちらは終わったのか？　……大丈夫なのかね？」

「小しよう生せいの心配は無用だ。それより、鴇子の件は何かわかったのか」

　聞いてはみたものの、可児の表情から大体の察しはつく。

　記憶ほど曖あい昧まいな情報も無いものだ。質疑応答が切れ切れに聞こえてくるが、鴇子はまだ自みずからの記憶の欠落を埋められてはいないらしい。菊丸自身もまた、皇女の記憶の何がそこまで重要性を持つものかわかっていないようだ。

　何が引き金で、どういう繋つながりの記憶が引き出されるのかすらも不明なのだ。

「……砂さ漠ばくで砂金を探さがすようなものだな。本当に甲こう虫ちゆうは彼女の記憶に用があると？」

「通信記録を提出した通り、事実である」

　だが肝かん心じんのそれが何なのか全く見当がつかないのも事実だ。九曜はふと思い立って、

「──《御ご所しよ》はどうなっている？」

「焼けた箇所もあるが、可能な限りそのままの状態で保管しているよ」

　ならばそこへ行けば。帝みかどや他ならぬ「鴇とき子こ」の住居であった御所へ足を踏み入れれば、彼女の記憶に何か刺激があるのではないか。そう提案しかけた九く曜ようではあったが、可か児にはそれに先んじて首を振った。どうやら考えることは同じだったようだが。

「……あそこの関係は少し難しくてね。保守管理をしているのは我々とは別の管かん轄かつなんだ。事情を説明した上で申しん請せいしてはいるが、進入許可が下りるかどうか」

　本人でない以上、おいそれと入れるものではないのだろうか。九曜は腕組みしたまま唸うなる。

「──ええいっ、もう！　何回やっても全然わからんぞ！」

　と。

　衝つい立たての向こうで鴇子が痺しびれを切らした。いつまで経たってもピンとこない質問攻めを撥はねのけ、勢いよく立ち上がる。

　彼女としても中央には協力的な姿勢を見せているが、同じことの繰り返しで少々うんざりしているらしい。もともと一か所にじっとしていられる性分ではないのだ。

「帰るっ！　菊きく丸まる、ついてこ……なっ何をする!?　ぬわー！」

　そしてそれは一度ではなかったらしい。衝立を蹴けっ飛ばすように飛び出してきた鴇子を菊丸は慣れた様子で捕ほ獲かくし、小こ脇わきに抱かかえて精神鑑かん定てい官の前に座らせた。まるで注射を嫌いやがる子供に対する扱あつかいである。可児は少し疲れたため息をついて、

「いや、今日はこのくらいにしておこう。あまり拘こう束そくが長引いても余よ計けいな負担になるだけだ」

　いいのか、と言いたげな菊丸だったが、ともかく今日はこれでお終しまいのようだ。あまり帰りが遅くなってもいけない。菊丸は可児と鑑定官に一礼し、椅い子すに戻もどしかけた鴇子をもう一度小こ脇わきに抱かかえて歩き出した。

「おいなんか最近わたしの扱いが雑になってないか!?　もっとこう、わぷっ」

　暴れる鴇子の頭をわしわし撫なでて落ち着かせる菊丸。

「車を出そう」

「いや、それには及ばぬ。遠くはない故ゆえ、徒歩で帰宅する」

　九曜もまた一礼し、その場を辞した。




　局を出れば、外はもうすっかり夜だ。

　しかし夜は暗くはなかった。林立する建物から光が満ちていて、そこには人がいる。中央は外よりも遥はるかに整備されており、全体的に静かで落ち着いた印象を受ける区画だ。鴇子はようやく降ろされ、ぶつくさ言いながら歩いた。

「何が不満なのだ」

「最近わたしの扱いがぞんざいな気がする……」

　またそれだった。確かに菊きく丸まるがどんどんざっくばらんな態度になってきている気はするが、別に鴇とき子こを軽んじているわけではないと思う。

　むしろ、良い意味で遠慮が無くなっているようにも見える。菊丸もあの一件以来背負い込んでいたものが落ちたらしく、現状はのんびりとしたものだ。たとえ表面上そうであっても、行動の端はし々ばしにはちゃんと鴇子を気き遣づかう様子が感じ取れる。

　そんな菊丸を横目に見上げていると、矛ほこ先さきがこちらに向いた。

「おまえもわたしの扱あつかいが悪い！　優しくしろ！　こっちも頑がん張ばってるんだぞ！　ほめろ！」

「……」

「めんどくさそうな顔するな!!」

　以降は無視して進んだ。

　そこからまた十数分進めば、中央と下した街まちを分ける城じよう壁へきに差し掛かる。高さ十メートルはあろう分厚いゲートが立ちはだかるが、三人はその脇わき、人間用のゲートを使った。銃じゆう剣けんを構えて静止する機械兵を素通りし、ゲートロックシステムに専用のパスコードを通す。

　扉が開く。

　喧けん噪そうと光が、波のようになって三人を迎えた。

　色とりどりに輝く電飾の光の中を、数えきれないほどの往おう来らいがある。

　内と外の空気の違いには慣れたつもりだが、やはりこうして直面すると少々圧倒される。夜が更ふけても下街は眠らず、昼と変わらぬ賑にぎやかさで回転している。星と月が霞かすむほどに地上には光が満ちて、何か華か美びに装飾された水すい槽そうの底にいるような気もしてくるから不ふ思し議ぎだ。

　そんな中であっても見み逃のがさなかった。向こうから手をぶんぶん振って現れる、小さな影。

「──叶かな葉はか」

　黄色い桶おけにタオルや石せつ鹸けんを入れた叶葉が駆かけ寄ってくる。後ろからぱたぱた追ってくるのは菘すずなだ。ちょうど風呂上がりらしい。

　こちらを認めて一直線に走ってくる叶葉ではあったが、その足取りは少々危なっかしい。走るな転ぶぞ、と九く曜ようは声をかけようとしたが、少し遅かった。

　何かにつまずいたわけではない。折おりも悪く、横から幼い少年が飛び出してきたのである。

　ぶつかりそうになって慌あわてて避ける叶葉は、傍はたから見て「く」の字のちょっと面おも白しろいポーズを見せた。が、そんな無む茶ちやな体勢を維持できるわけもなく、いともあっさりバランスを崩くずして倒れそうになる。桶が空中に投げ出された。世にも儚はかなげな「あれー」という悲鳴。

　やはり九曜は見み逃のがさない。あっという間に距離を詰つめ、転びそうになった叶葉を受け止めて助ける。一方で宙を舞う桶は菊きく丸まるが見事にキャッチしてみせた。理想的な連れん携けいである。

「あ、っと、ありがとうございます……」

「気を付けよ」

　言って、九曜はぽかんとする少年に視線を転じた。

「君もだ。それに子供がこの時間帯に外出するべきではない、帰宅を推すい奨しようする」

　しっしと追い払うと、彼はごめんなさーいとだけ言って去る。何一つ懲こりていないようだ。

「──おー、あっちゅー間。慣れたもんねあんたも」

　追いついて、菘すずなが呆あきれるやら感心するやらの調子で呟つぶやいた。九く曜ようは淡々と、

「当然である。この程度で動転していては彼女の護ご衛えいは務つとまらぬ」

「え!?　あたしそんなそそっかしいですか!?」

　心外そうに声を上げる叶かな葉はであったが、自分がまだ九曜の腕の中にいることを自覚して見る見るうちに小さくなる。往おう来らいの真ん中でこんなことをしているのだからそれなり以上に目立ち、さっきから道行く人がこちらを一いち瞥べつしては去っていく。

「…………お、おろ、下ろしてくださいー」

「転ばぬか？」

「転びませんもの！」

　転ばないらしい。九曜は仕方なく叶葉を解放した。少し高い体温と石せつ鹸けんの香りが腕の中から離れ、気を取り直して立つ叶葉はやはり並ぶと小さかった。

　普段はお下げな彼女の髪だが、風呂に入ってからは解き、頭の後ろで軽く留める程度だ。まだ毛先が乾ききっていないところを見るに、本当に上がって間もないらしい。同じく菘も髪を下ろしている為ため、一見すれば違った印象を受ける。

「ま、ちょっと安心したよ私ゃ。ちゃんと守ってるし、二人ともうまくいってるみたいでさ」

「……小しよう生せいはそこまで心配されていたのか？」

「そりゃそーよ。あいつらはどうしてるんだろうっておじいちゃんとか綱つな島じまさんとかいっつも言ってたんだから。可愛かわいい子には旅をさせよって言うけどねぇ、にひひ」

「む……」

　ありがたい話ではあるが少し面おも白しろくない。自分は子供ではないからだ。

　と、そこにのそのそと鴇とき子こが寄ってきた。

「……」

　さっきまであんなにうるさかったくせに、今は無言だった。半目で菘を睨にらみながら、つつつと叶葉の方に寄る。そして背はい後ご霊れいのようにその後ろに付く。あからさまに警けい戒かいしていた。

　が、菘だっていつまでもそんな状態を良しとしているわけではないのだった。

「ねえねえあんたさ、私が嫌きらいなわけ？」

「…………」

　回り込もうとする菘を避けて鴇子は叶葉の前面に回った。菘が追う。

「あ、あのう……」

「カナはちょっと黙ってて」

　結果、叶葉を中心にぐるぐる回る二人組が出来上がった。途と方ほうに暮れたのは叶葉だ。その場から一歩も動けず、視界の端はしから端へ入っては消える二人を為なす術すべもなく見送った。

　九く曜ようと菊きく丸まるはちらと顔を見合わせるが、結局は傍ぼう観かんに徹した。出せる口が無い。

「えーっと、私あんたと初めて会ったよね？　最初はちょっとびっくりさせちゃったけど、そんな酷ひどいことしてないよね？　なんていうかさ、こういうのが続くとこっちもスッキリしないわけ。だからここではっきりさせときたいのね」

「…………」

　鴇とき子こは聞く耳を持たない。ぐるぐる回る二人。そしてついに、菘すずなはある推論を口にした。

「……やきもち焼いてる？」

「うがっ、」

　うが、ときた。つまりこうだ。

　菘は叶かな葉はと九曜の友人である。それも尽じん天てんからの仲で、今まで叶葉は折おりに触れ菘のことを話していた。そんな自分の知らない「友達」がいきなりこっちまで来て、叶葉や九曜と親しそうにしている。これが鴇子には気に食わないのだ。

　要するに独占欲のようなものが沸わき立っているということだった。

「……図ず星ぼしのようだな」

　九曜がぼそりと呟つぶやくと、菊丸は感心するように顎あごに手を当てた。彼にも盲もう点てんだったようだ。

　ものの見事に言い当てられた鴇子は俯うつむき押し黙る。長い髪で表情はよく見えないが、覗のぞく耳は真っ赤になっていた。おまけにぷるぷる震ふるえてもいる。逆に心配になってしまうほどの反応なので、菘は少しおずおずと鴇子の顔を覗のぞき込む。

「──ねえ、」

「うるさいっ!!」

　ばっ、と顔を上げる鴇子はやはり顔中が真っ赤になっている。もう一歩踏み込んだら泣き出しそうなほど追いつめられた顔だった。反論も何もできたものではないので、もはやヤケになるしかなかったのである。

「ばーか！　おまえなんかばーかばーか！　えーと……ばーか!!」

「ちょっ……あ、逃げた！」

　実に貧弱な語ご彙いだった。ばかばか喚わめきながら走り去っていく鴇子を呆ぼう然ぜんと見送る一同。

　このまま放っておいたら地の果てまで走っていきそうな勢いだったので菘は慌あわてる。叶葉も慌てて、菊丸は追うためにゆっくり足に力を溜ためた。九曜だけ傍ぼう観かんに徹している。

「…………やりすぎたかぁ」

　予想以上の効果を目まの当たりにして、菘は自分の頭をごつんと小こ突づいた。今なお疾しつ走そうする鴇子だが、なにやら壊こわれたラジオのようにばかばか繰り返しているためどこを走っているのかは丸わかりだ。そちらを目で追いながら、菘は自分の風呂桶おけを叶葉に預けた。

「私が行くから。ここまで突っ込んじゃったんだし自分でケリつけなきゃね。──よーし」

　軽く屈くつ伸しんをした後、菘すずなは走り出した。

　意外と速い。桐きりサンダルの底がアスファルトをぱこぱこ叩たたいて、菘はあっという間に人混みの中に消えていく。二人分の風呂桶おけを押し付けられたまま、叶かな葉ははぽかんと口を開いて硬こう直ちよくしている。状況に思考が追いついていないらしかった。

「君も難なん儀ぎだな」

　九く曜ようが寄って声をかけると、叶葉はようやく我に返ったようで「はっ」と声を上げる。

「あたしも行った方が……」

「彼女は自分で決着をつけると言っていた。その意思を尊重すべきであろう」

　それに一対一で話しておいた方がやりやすいこともあるだろう。

　叶葉はよく気が付く方だが、自分自身のこととなると少々鈍感な面がある。菘が来たことは純粋に嬉うれしいし、鴇とき子このことを気き遣づかってもいるが、まさか自分のことで鴇子がああなるとは予想だにしていなかったようだ。

　九曜は横目で叶葉を見る。二人が去った方向を心配げに見ている彼女は、裏うら表おもてなくどちらも大切な友人だと思っているのだ。九曜はそわそわする叶葉の頭に右手をぽんと置いた。似合わぬ行動だが、彼女を落ち着かせる為ためだ。

「まあ、遠くへ行きすぎぬよう追跡はしてみよう。……時に今夜の夕食は何だ？」

「え。っと。──お魚が入ったので、煮物にしようかと」

「そうか」

　九曜は足を踏み出しながら、鴇子から自分の魚を守るべく頭の中でシミュレートを始めた。




　鴇子は案外すぐ見つかった。

　衝しよう動どうに任せて走ったはいいものの、すぐにバテたらしい。細い川にかかる小さな橋の欄らん干かんにもたれ、荒い息を整えていた。常に尽じん天てんで動き回っていた菘とは体力の面で差がありすぎたので、追いつくのもあっという間だった。

　目が合う。鴇子はわっと声を上げ、わたわたと欄干によじ登った。

「くっ来るな！　来たら飛び降りるからな！」

「なんで!?」

　当然意味は無い。単に引っ込みがつかなくなっているだけである。かといって下へ手たに刺激すると本当にやりかねないので、菘はとりあえずその場に足を止めるしかない。

　欄干の上に四つん這ばいのようにして蹲うずくまる鴇子は猫か何かのようだった。

「……あのさ」

　語りかけるが、鴇子は返事をしない。ただ睨にらむ。

「えーっとそのね。まずはいきなりずけずけ言っちゃってごめん。しかもカナの前で」

　そこでまた鴇子の顔が赤くなった。見事に図ず星ぼしを突いたのが最初の地雷ならば、それが叶葉の目の前だというのがもっと大きな地雷だ。またぷるぷる震ふるえ出したから菘すずなは慌あわてて言葉を探さがすが、上う手まく出てこない。下ろした髪を掻かき回して、余よ計けいな弁明を諦あきらめた。

「──ね。あんたカナと九く曜ようのこと好き？」

　鴇とき子この肩がぴくっと震える。

　そのまま押し黙っている。が、反応したからには聞こえている筈はずだ。菘はそれ以上何も言うことなく、根気強く返事を待つ。夜の喧けん噪そうが遠く聞こえる。

　硬こう直ちよくする鴇子と待つ菘が向き合い、沈黙が続いた。

　十秒、更さらに十秒、そこからまた十秒──

「………………………………好きだ」

　茹ゆでダコのようになっている鴇子を見返し、菘は屈くつ託たくなく笑った。

「私も好き」

「ん…………」

「だからあんたが、やきもち焼くほどあの二人のこと好きなのはうれしい。あんたとはまだ会ったばっかだけど、カナと九曜のこと好きな奴やつなら私も好きになれると思う」

　菘が動いた。大おお股またで一歩、鴇子に近付く。鴇子は飛び降りなかったし、逃げなかったし、威い嚇かくもしなかった。ただ赤い顔のまま、上うわ目め遣づかいに菘をじっと見ている。

「そういうわけだから。ここはひとつ、私とも友達になっちゃくれないかな？」

　右手を差し出し、握手を求める。そこからまた黙りこくる鴇子。所しよ在ざい無なげに目を逸そらしながら、ようやく腹を決めたらしい。すうはあ深呼吸を繰り返して、恐る恐る手を差し出した。

「……そんなに言うなら、なってやらんこともない」

「うん。ありがと、よろしく」

　そして二人の手が、触れ、

　るところで鴇子がバランスを崩くずす。

「あ」

「あ」

　近付いた手がまた離れた。二人とも目を丸くして、お互いの顔を呆ぼう然ぜんと見ていた。

「あ──────っ」

　真下は夜の川だ。鴇子はそこに真っ逆さかさまに落ち──

　下から物もの凄すごい勢いで跳ちよう躍やくした何者かが、その体を受け止める。

　菊きく丸まるである。鴇子の真下でこっそり待機し、落ちた時に備えていたのだ。川は浅く菊丸の足首までの水位だったので何の問題もなかった。鴇子を抱かかえたまま橋の更さらに数メートル上の宙を舞い、どしん、と音を立てて着地。ボロめの橋が少しだけ軋きしむ。

「あ……、あ？　菊丸……？」

　固かたく閉じた目を恐る恐る開き、自分がまだ落ちていないことを確認する鴇子。あっという間の出来事に菘すずなは腰こしを抜かしかけて数歩たたらを踏んだ。

「はあ……。び、びっくりしたぁ……」

「きっ、菊きく丸まる。おまえいつの間に下に──」

　と。

　直後にまた、橋の下から跳ちよう躍やくする何者かの影。黒い詰つめ襟えりと外がい套とうのそいつは恐らく菊丸と並んで下に待機していた筈はずで、しかも両腕にもう一人を抱きかかえている。平然とした顔でぽーんと橋の上まで跳とび、当然のように着地する。

　九く曜ようと叶かな葉はである。

「──もしやと思い待機していたが、正解だったようだな。そして問題は解決したか」

「……あ、あは。その。ぬ、盗ぬすみ聞きするつもりじゃなくて……」

　九曜の腕に抱かれたままの叶葉は、赤面している。

　嬉うれしいような恥ずかしいような、という感情が大きな瞳ひとみの中でぐるぐる回っている。実にわかりやすい表情である。そんな様を見て鴇とき子こは、「橋の下に三人ともいた」「待機していたと言った」「なにやら叶かな葉はが恥ずかしがっている」という三つの要素から必然の答えを得た。

「…………聞いてたのか？」

「うむ」

「………………全部？」

「うむ。音声記録もある」

　抜かりはなかった。

　──間、

「飛び降りるうっ!!」

　今度は全力で欄らん干かんを飛び越えようとする鴇子の首根っこを、菊丸が片手で掴つかんで止める。

　やめろ離せいっそ殺せばかばかばかと喚わめき散らす鴇子を捕ほ獲かくしたまま、菊丸は菘に視線を移して深く頭を下げた。今度のそれは謝罪でなく、感謝の礼であった。

「い、いや、いーってそんな改まらなくったって。私もすっきりしたし」

　今いま更さらのように菘も赤くなり、照れくさそうに笑った。そんな様を見守り、叶葉も嬉しそうに顔を綻ほころばせる。だが自分が未いまだ抱かかえられっぱなしということに気付いて、

「えと、九曜、そろそろ……」
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「転ばぬか？」

「だから転びませんってば！」

　降ろした。

　叶葉も叶葉で恥ずかしいようで、結果的に盗ぬすみ聞きしてしまったことをうしろめたく感じてもおり、鴇子と菘を交互に見ながらもじもじしていた。その背を菘が軽く叩たたく。ここはあんたが締しめなくちゃ、と目が言っている。

「あのう、鴇とき子こさま」

「飛び降りるっぜったい飛び降りてやるっ」

　半べそ状態でうわ言のようにそう繰り返す鴇子の手を、叶かな葉はがきゅっと握にぎる。鴇子はそれでようやく正気に戻もどり、いじけるやら照れるやらの複雑な目を叶葉に向けた。

「あたしも、鴇子さまと菘すずなさんのこと好きです。だから、菘さんと友達になってくれて、ありがとうございます」

「……う……」

　菊きく丸まるが鴇子を離す。解放された叶葉に手を引かれるまま歩き、ふらふらと菘の前まで来た。

　さっきのやり直しだった。笑って手を差し出す菘を見返し、鴇子は改めてまた深呼吸を繰り返し、おずおず手を出した。

　今度こそ握手ができた。叶葉はそれを見て満面の笑みを浮かべる。

「菘さんも一いつ緒しよに、改めて。これからよろしくお願いします！」

　そんな初うい々ういしい光景を、九く曜ようと菊丸は並んで見守っていた。九曜は腕組みをしたまま、ふと思い立って菊丸に聞いた。

『……ところで音声記録であるが、記録してはみたものの使い処どころがわからぬ。如い何かにすべきか』

　べし。

　鉄の手に軽く頭を叩たたかれる。消しておけということらしい。
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　そんな風にして、日々は続いていった。

「とっこちゃーん！　ビール一杯！」

「とっこちゃんって言うな！」

　と叫び返しつつも、鴇とき子こはちゃんと客にビールを持って行ってやる。連日働いているだけあってそれなりに慣れてきているようで、もう転んだり注文を忘れたりはしなくなっていた。

　下した街まちの大衆食堂「捨すて家や」で、叶かな葉はと鴇子の二人は看かん板ばん娘むすめとして認知されていた。叶葉はカナちゃん、鴇子はとっこちゃんというのが愛称として通っているが、叶葉はともかく鴇子はそう呼ばれるのを露ろ骨こつに嫌いやがった。が、呼ばれれば呼ばれたで返事はする辺あたり勤務態度はそこそこ真ま面じ目めなようだ。

　奥の厨ちゆう房ぼうでは捨家の大たい将しようである初老の男、捨すて三ぞうが鍋なべを振っていた。九く曜ように匹敵するほどいつも仏ぶつ頂ちよう面づらの頑がん固こ親おや父じである彼は、今日も今日とて店の大黒柱として動いている、

　鴇子がちょこまか店内を走り回り、捨三が厨房でどっしり構えている中、叶葉は状況に応じてその両方を行き来していた。近頃では捨三に並んで厨房で鍋を振る機会も増え、叶葉が作る素そ朴ぼくな料理にも一定の固定層が付いていた。

　ちなみに固定層のうち一人は、東とう京きようで最初に出会った三人組である。坊主頭、長髪ゴム縛しばり、ハーフヘルメット被かぶりっぱなしの三名は今日も今日とて捨家を訪れ、看板娘二人にもすっかり馴なれ馴れしく接している。

「カナちゃーん、こっちしょうが焼き定食！　大盛りで！」

「はーいっ」

「あ、とっこちゃんこっちにもビールね」

「だからぁっ！」

　と言いつつ、応じる。二人とも人気者である。

「──なるほど。あの二人、ここで働いてんのね」

「うむ」

　九曜と菘すずなもまた店内の卓に着き、昼食を待っている。

　ちなみに菊きく丸まるはといえば、自作の捨家の幟のぼりを持ってどこかその辺をうろついていた。彼ほどでかい図ずう体たいの持ち主ともなれば客の多い時には邪じや魔までしかない。そんなわけだから、歩く看板としての役割を持たされたのであった。

「君の仕事はいいのか？」

「今お昼休み。仕事ったって見習いだけどね。いやもーそれが大変でさあ、モノが多いのなんのって。目が回っちゃうわよほんとに」

　菘すずなは中央の整備班につき、仕事ついでの勉強を進めている。「安あん東どう」の名は意外なほど通りが良く、孫の菘は思った以上に期待をかけられているようだった。といっても、祖父の名の上にあぐらをかいてもいられないので、菘はあくまで一人の見習いとして動き回っている。

「順調なようだな」

「楽じゃないけどね。まあ覚かく悟ごの上だし……あ、とっこちゃーん。お茶ちょうだーい」

「おまえもか！　とっこちゃんって言うな！」

　たったか駆かけてきて、コップに麦茶を注ぎ足す鴇とき子こだった。直後にまたお呼びがかかり、慌あわただしくそちらへ。

「……で、あんたは何やってんの？」

「廃はい墟きよ区の巡じゆん回かいを主に。まだ危険は多い。野の良らの機械兵などがあれば撃げき破はして中央に位置を伝え、瓦が礫れきの崩ほう落らくの危険性があるところなどもまた然しかり」

「ほほう。んじゃ人助けみたいなこともやるわけね」

「まあ、そのような場合もある」

「──肉豆腐と焼きそばと餃子ギヨウザあがりましたー」

　と、盆を持った叶かな葉はがこちらへ来る。叶葉の作った肉豆腐定食は九く曜よう、捨すて三ぞうの手による焼きそば（大盛り）と餃子（大葉入りが八つ）は菘の注文だった。

「ありがと。いやーお腹空いたわー」

　ほくほく顔で菘は焼きそばにソースをだばだばだばだばだば、

「……塩分の過か剰じよう摂せつ取しゆである。自制せよ」

「いーのいーの。若いうちしかできないんだからこーゆーのは」

　頭の三さん角かく巾きんがまぶしい叶葉がちょっと難しい顔をして、菘に苦言を呈ていする。

「そうですよ、ちゃんとお野菜とかもしっかり食べなきゃだめです。捨三さんにお願いしてニンジン多めにしときましたからね、焼きそば」

「ふーん」

「ああ！　そんなひょいひょい除よけないの！」

　そんな様を間ま近ぢかに見ていると、尽じん天てんを思い出す。九曜は黙々と食事を続けた。

「──あ、いた、ししょー！」

　ぴた。

　椀わんを持つ九曜の動きが止まる。むさい店内に不似合いなほど幼い声が飛び込んできた。店内の静せい寂じやくが一いつ瞬しゆんだけ収まって、勢いよく開けられた入り口に複数の視線が集まる。

　まだ十にもなっていないだろう少年が二人、少女が一人。昼ひる日ひ中なかに外で遊び回っている子供達のうち一グループなのだろう。どこかで拾ったボロの鉄てつ帽ぼうと新聞紙の剣を装備している。

　そして、その三人は明らかに九曜を指差していた。

「ししょーだ！　ししょー！　おーいししょー!!」

　何のことやらわからないのは、九く曜ようと少年少女を除くこの場の全員だ。呆あつ気けに取られた叶かな葉はが口をぽかんと開け、九曜を見てこの場の全員の疑問を代弁した。

「……ししょーって？」

「…………」

　いつの間にか九曜はテーブルの下にうずくまって身を隠かくしていた。

　今いま更さら隠れたところで無意味である。一直線に走り寄る子供達をやり過ごせるわけもない。

　九曜は観念して仏ぶつ頂ちよう面づらのまま顔を出し、子供達に目も合わせないまま食事を続けた。こうなったら無視を決め込もうという魂こん胆たんであった。代わりに叶葉が盆ぼんを下ろし、少ししゃがみ込んで子供に視線の高さを合わせる。

「どうしたんですか？　このひとのお友達？」

「オレたちのししょーなの」

「ししょー……って、師し匠しようですよね？　九曜に何か教えてもらってるの？」

　えっとね──とリーダーらしき少年が口を開きかけたその時、捨すて三ぞうが厨ちゆう房ぼうから出てきた。

　うわっと場が緊張する。ここは飯めし処どころで捨三は店主、いかに子供でも飯も食わない奴やつを置いてはおかんと摘つまみ出しにかかるか──と思ったがそうではなかった。

　捨三は例のしかめっ面つらのままつかつかと九曜らの卓に歩み寄り、乱暴にあるものを置いた。

　飴あめが盛られた籠かごである。

　呆ぼう然ぜんとする一同を一いつ顧こだにせず、捨三はさっさと厨房へ取って返す。子供達が歓声を上げてめいめい飴を手に取って口に含んだ。

　見れば辺あたりをきょろきょろしていた気弱そうな少女が、飴を口に含んだまま九曜の傍そばに寄り添そっている。難しい顔で押し黙だまる九曜の服の裾すそを掴つかんで離さない。何やらかなり懐なつかれているようだ。その対トイ面メンで、何をしたんだ一体と菘すずながジト目で見つめている。

「……だから、つまり、人助けの話だ」

「人助けですか？」

　きょとんとする叶葉。九曜はどこか弁解めいた口調で、

「その三人は廃はい墟きよ区に出ていた」

　曰いわく──、

　名はそれぞれ喜き助すけ、葉よう一いち、芽め衣いという。喜助と葉一は何かにつけて危険なところに遊びに出るいたずら坊ぼう主ずで、芽衣は葉一の妹だ。その日は親が朝から働きに出ており、喜助と葉一はいつもは家にいる芽衣の面めん倒どうを見ながら遊んでいたという。

　冒険心に満ちた子供からしてみれば、「絶対に行ってはいけない」と言われる廃墟区は魅力的な遊び場に映ったらしい。普通廃墟区へ繋つながる道は大人おとながいつもいる筈はずだが、子供ならではの土地勘かんで大人が少ない場所を抜け、未知のエリアへと足を踏み入れたのだ。

　だがそこに、暴走したはぐれ機械兵が一体現れた。その日は別のエリアで暴走兵の掃そう討とう作戦が展開されており、その包囲網もうからあぶれた一体である。

　そこに通り掛かったのが、つまり九く曜ようであった。

　三つの小さな動体反応を捉とらえた機械兵は錆さびだらけの軍刀を振りかざして襲おそい掛かったが、全く反対方向から現れた九曜に一いつ瞬しゆんのうちに撃げき破はされた。そうして九曜は彼らを保護したのだ。

　それから、九曜は三人に「ししょー」と呼ばれ付き纏まとわれることになったというわけだ。

「はー。そんなことがあったんですね……」

「……不本意ではある」

　纏わり付かれながら、九曜は重々しくそう返した。

「ねーねーししょーこの腕なに？　なんでこんななってんの？」

「ししょー！　ししょー！　このカタナさわっていい？　うわっかっけえ！」

「……ししょーも飴あめたべる？」

　左腕を引っ張られたり軍刀を掴つかまれたり頬ほおに飴を押し付けられたりしている九曜。

「ほらほらみんな、師し匠しようが困ってますよー？　ちょっと離れて、椅い子すに座りましょ？」

　人数分の小さな椅子を揃そろえ、一人一人きちんと座らせる叶かな葉は。

「おねーちゃんだれー。ししょーのともだち？」

　あらま、とニヤつく叶葉。お姉ちゃんと呼ばれることが嬉うれしいようだ。

「うふふ。さて誰だと思いますかー？」

「よめ？」

「よッ」

　子供の質問ほど直球なものはない。お姉さんぶっていた叶葉の余裕が一瞬で吹っ飛んだ。

　硬こう直ちよくした叶葉の顔が見る見るうちに紅こう潮ちようしていく。呆あきれ顔の菘すずながそんな叶葉を横目に、

「まー大体似たようなもんよね。君ら大正解。その子は師匠のお嫁さんなのよー」

「ちょっ、菘さん!!」

　とそこに、鴇とき子こが寄ってきた。何やら面おも白しろそうなことをしているな、と興味津しん々しんな様よう子すである。けろっとしている子供達を順に見比べ、態度だけは不ふ遜そんにふんと胸を張った。

「おいおまえら、じゃあわたしはこの朴ぼく念ねん仁じんの何に見える？　ふふふ当たるかな」

　子供達は迷わなかった。声を揃えて、

「こぶん」

　ぶちっ、

「なんだとこらあ!!　黙だまっていれば付け上がりよってもう許さんっその根こん性じよう叩たたき直してくれる！　そこになおれっ！　菊きく丸まる！　菊丸はいるか！」

「いねーわよ」

　菊丸は今頃、押し寄せる人波を掻かき分けて捨すて家やの幟のぼりを天高く掲かかげているだろう。

　いつの間にやら店内の喧けん噪そうもいつも通りのそれに戻もどっていた。物珍しげにこちらを見ていた客もそれぞれの話題に戻もどっていった。ふと捨すて三ぞうが顔を出し、

「おい」

「あっ、ご、ごめんなさい！　今行きますー！」

　慌あわてて仕事に戻る二人。馴な染じんだ以上、叶かな葉はと鴇とき子こにはやることがあるのだった。




　それからさほど時間を置かずして、叶葉と鴇子の二人は昼休憩を言い渡された。

　客足も少し落ち着いている。九く曜ようは残り、まだ昼休み時間に余裕のある菘すずなも残り、叶葉と鴇子との四人で子供達の話し相手になっていた。

「……そろそろ廃はい墟きよ区の巡じゆん回かいに行きたいのだが……」

「いいじゃないですか、たまには」

　子供好きな叶葉は、捨三の作った賄まかないの焼き飯を小皿に取り分けて子供達に差し出した。湯気を立てる焼き飯にかぶりつく三人を、叶葉はにこにこしながら見つめた。

「ししょーたちって、ほんとに昔のひとなの？」

　喜き助すけがそんなことを聞いた。

　これまでずっと質問攻ぜめに遭あい、相手する九曜と菘は自分達のことをあらかた話させられていた。どこから来たのか、どうしてここにいるのか、どんな仕事をしているのか──など、思いつく端はしから飛ばしてきた質問だ。そんな中で、特に彼らの興味を惹ひくものがあった。

　つまり、九曜や叶葉らは、戦前を知っている。

　もっとも九曜と鴇子の二人は、自身の正体を明かすことはできない。なので叶葉や菘と同じく冷凍睡眠でこの時代まで眠ったと語ったが、それでもやはり「戦前の人」というのはかなり好奇心を刺激するものだった。

「んじゃさ！　せんそーの話って知ってる!?」

　葉よう一いちが身を乗り出してそう聞いた。被かぶりっぱなしの鉄てつ帽ぼうが勢いで少しずれる。

　戦争の話。

　三人とも戦後の生まれだ。ということは当然、「戦争」を知らずに育ったということになる。

　彼らにとって戦争の知識は、いわば物語のように感じられているに違いない。その爪つめ痕あとはまだ深く残っているが、生まれた頃からそこで暮らす子供達はこれが当たり前なのだから。

「む……」

　九曜がぴくりと反応する。

　叶葉は九曜のそんな表情の変化に一人だけ気付き、心配げに眉まゆ根ねを寄せた。戦争を知っているか──なるほど確かに、九曜ほど戦争をよく知っている者もそうはいない。

　他ならぬ九曜こそ、そこにあらゆるものを残してきた男なのだから。

「……あまり詳くわしくはないが、聞きたいのか」

　子供達は声を揃そろえて、

「ききたい！」

　気き遣づかう叶かな葉はに、九く曜ようは「心配無用」と視線を返した。肝かん心じんなところは適度にはぐらかすつもりだ。どの道、聞かなければ引き下がらないのだ。少しばかり脚色して語り聞かせれば、それなりに満足することだろう。

「あ、それ私もちょっと聞きたいかも。話してよ、九曜」

「んむ苦しゅうないぞ。聞いてやる」

　鴇とき子こと菘すずなにも促うながされ、九曜は静かに咳せき払ばらいを一つ。

「──確かに、八や洲しまは戦争をしていた。海の向こうの帝てい國こくと、真まっ向こう切っての戦いである」

「うん！　うん！」

「小しよう生せいも、……つまり、少々ながら関係者として戦いを見守ったことがある。実際、八洲は強かった。君らはよくわからぬだろうが、ここは小さな島国だ。それでも、何十倍も国土の広い国と渡り合ったのだ」

　喜き助すけも葉よう一いちも、芽め衣いも真剣な表情で何度も頷うなずく。

　細部をぼかした話だが、九曜の口は存ぞん外がいよく動いた。訥とつ々とつと語り続ける九曜に、いつしか叶葉も菘も鴇子も聞き入っていた。思えば、九曜の口から「戦争」のことが語られるのは、これが初めてではなかっただろうか。

　子供にとっては昔話、叶葉らから見てもどこか遠い話で、それでも九曜にとっては思い出話だった。常に硬かたい口調を崩くずさない九曜ではあったが、この時ばかりはどこか自然に砕くだけていた。

「苦戦はした。それでも、帝國の兵器に立ち向かえるのは八洲軍だけだったんだ。我々は数こそ少なかったが、一機一機が強力な兵だった。そして、そこに……最強の兵器があった」

「サイキョー!?」

「ああ。単たん騎きで戦局を変えるほどの、八洲軍の技術の結晶だ」

「おおおお……!!」

　最強の兵器という単語に、特に喜助と葉一が食い付いた。男の子にはたまらない言葉で、そんなものが二十年前にあったということに驚きと興奮を隠かくしきれないようだ。

　女の子である芽衣も目を丸くして、オウム返しに聞いた。

「さいきょう……？　……つよいの？　すごくつよい？」

「強かったさ。彼らはみんな、本当に強かった。勝てない相手など誰もいなかった」

　大興奮の少年二人に対し、芽衣は何な故ぜか不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげていた。じゃあその最強というのは何がどう最強なのか、どんな兵器だったのか、質問攻ぜめに遭あう九曜を幼い瞳ひとみでじっと見つめている。その物言いたげな視線に、九曜は気付いた。

　芽衣はたった一ひと言こと、こう聞いた。




「じゃあ、なんでこうなったの？」




　子供の質問ほど直球で、遠慮なく、時に心の内を抉えぐるものは他に無い。

　その質問は。

　もちろん、当たり前に出てくるものであった。紛まごうことなき最強の戦略兵器。彼らを相手取って勝てる者など存在しない。それぞれが一いつ騎き当とう千せん、八や洲しま軍の技術の粋すいをその身に秘め、まさしく戦局を変えうるほどの戦闘能力を誇る。──なるほど、それは間違いない。

　では、それほどの兵器がありながら、どうしてこの国は勝てなかったのか。

　九く曜ようは言葉を失った。自分でも驚くほどに、何も言えなかった。

　質問の意味はよく理解している。だが、それに答える言葉を持たない。

「く、九曜？　……九曜っ？」

「あ──。…………あ、いや、」

　叶かな葉はの声にも、すぐには気付けなかった。異常に気付いたのはあとの二人も同じで、菘すずなは頬ほお杖づえをついた顔を上げ、なんとも言えない表情で九曜を見ている。鴇とき子こも訝いぶかしげな顔だ。

　喜き助すけと葉よう一いちはといえば、九曜が突然硬こう直ちよくした意味がわからない。面おも白しろい話をいきなり中断されたのが単純に不満で、先を促うながそうと声を上げかけた時、また扉が開く。

　菊きく丸まるが帰ってきたのだ。

　菊丸は客足が減るタイミングを見み計はからって戻もどった。まさか店内がこんなことになっているなどと思ってもいない。見覚えのない三人の子供を捕ほ捉そくして、子供達も菊丸に気付いた。

「うおおおおでっけえええええええええ!!」

「なんだこれでっけえええええええええ!!」

　あっという間にそっちに興味を持っていかれた。

　弱ったのは菊丸だ。帰ってきたら何やら子供がいて、こっちを見るなり突とつ撃げきを仕掛けてきたのだから。肩によじ登られたり腕からぶら下がられたりしながら、菊丸は「なにこれ」と言いたげな視線をこちらに向けた。

「ああっこら！　やめろ！　そいつはわたしの護ご衛えいだ！」

　慌あわてた鴇子が止めに走る。菘は何と言えばいいかわからぬ様よう子すで、入り口の方と自分らの卓とを見比べている。叶葉は九曜を気き遣づかい、九曜もそれには問題ないと答えるが、その表情はどこか落ち着かない。自みずからの頭に生まれた空白から、言葉が出てこない。
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　夜が更ふける。

　捨すて家やの仕事が終わり、時を同じくして菘の方も中央での作業を終えた。

　帰り際ぎわいつものように風呂に入った後、一同は家に戻って体を休めた。もう夕食も終えている為ため、あとは明日の準備をして寝るくらいだ。

　九く曜ようは開け放したベランダに腰こし掛け、黙って虚こ空くうを見上げていた。半なかば以上は廃はい墟きよのままな街の闇やみを縫ぬって、虫の鳴き声が聞こえる。音源をサーチしてみるも、鳴き声は複雑に入り組んだ街々に反響しており、どこで鳴いているものかわからなかった。

「ほい王手飛車取り」

「だ！」

　鴇とき子こと菘すずなが室内で将しよう棋ぎを指している。戦局は菘の方が圧倒的で、一方的ですらあった。鴇子陣営の軍は根こそぎ奪うばわれつつある。そんな局面を、菊きく丸まるは黙って横から見守っている。

　静かな夜だった。

　そんな夜にあって、じっと物思いに耽ふける。思い出されるのは、芽め衣いの疑問だ。

「九曜」

　背後から声がかかり、振り返る。洗い物を済ませた叶かな葉はが来て、ぺたんと隣となりに座った。

　有事の時でない限り、九曜がどこかぼんやりしているのはさほど珍しいことではない。けれど今回に限っては少し勝手が違うことを、叶葉は見抜いていた。

「お茶、淹いれました」

「……頂いただく」

　熱い緑茶を喉のどに流し、九曜は小さく息を吐はいた。叶葉は特に何も言わず、自分の湯ゆ呑のみを両手に持ってふうふうしている。熱い茶を淹れたはいいが、猫舌なのだった。

　のんびりした沈黙が二人の間に降りた。後ろの方では「ぐわー！」と鴇子の断だん末まつ魔ま。いよいよ素すっ裸ぱだかにされた鴇子の王が、菘側の総動員で追い詰つめられている。地じ獄ごく絵え図ずである。

「──あの質問への回答を、探さがしていた」

　──じゃあ、なんでこうなったの？

　楔くさびのように打ち込まれた言葉は、決して予想外なものではない。むしろ普通に考えれば当たり前に出てくる疑問で、それこそ子供でも思いつくようなものだ。

「情けない話だ。……あれからずっと考えていても、答えに迷う」

　形こそ違えど、あれは今生きる全ての国民が遍あまねく持つ疑問であったに違いない。

　昭和一〇一年現在、八や洲しまはその国土の大半を廃墟へと変じさせている。

　復興しつつあるこの帝てい都とでも、まだ二〇年前の傷きず痕あとは癒いえきっていない。煤すすけた街で人はどうにか自分たちの生活基き盤ばんを構築し生きている。東京の外を見てみれば、一体どれほどの廃墟が広がっているだろう。

　叶葉は、九曜の横顔をじっと見つめていた。

「九曜……」

　大きな瞳ひとみには何かの決意があった。見返すと、叶葉は居住まいを正してこう言った。

「聞かせてくれますか、戦争の話」

　それは、昼間のようなぼかし方をしたものではなく。

　戦場の最前線に立った、兵士としての九く曜ようの話を聞きたいということだ。

　と、向こうではとうとう鴇とき子この王が詰つまされた。孤こ軍ぐん奮ふん闘とうでよく逃げ回った方だが、取った駒こまをも使う菘すずなの絨じゆう毯たん爆ばく撃げきから生き延びられるわけもない。少しいじけ気ぎ味みの鴇子が四つん這ばいでぺたぺた這ってきて、菘もそれに続く。最後に将しよう棋ぎ盤ばんを片付けた菊きく丸まるも合流した。

「ん──昼の話の続き？」

「戦争のか？　まだ何かあるのか？」

　ベランダに九曜と叶かな葉はが並んで座り、その後ろで菘と鴇子があぐらをかく。一番後ろでは菊丸が巨体を丁てい寧ねいに畳たたんで正座している。

　隣となりの叶葉を見返し、後ろを振り返って、九曜はまた視線を夜空に戻もどした。

　言葉を探さがす。どこから語ればいいだろうか。

「ああ、そうだな。……いずれ、話さねばならぬことだとは思っていた──」
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　かつて、戦争があった。

　この国の年号で昭和七十四年から昭和八十一年までの、七年にも及ぶ戦いだ。

　八や洲しまが挑いどんだ敵は、遥はるか海の果ての大陸。俗に《帝てい國こく》と称されるその国こそ八洲の数十倍もの国土を誇る軍事大国だった。

　九曜が実戦投入されたのは、昭和七十七年のこと。長く続く戦争の中期であり、火の手が本土にまで及びつつある状況でのことだった。戦局は激化の一いつ途とを辿たどり、そんな中で絶大な戦果を挙あげる一連の兵器群があった。

　名にし負う九人の戦せん鬼きは、《鬼き虫ちゆう》といった。

　蜻蛉とんぼは指揮官。

　蜘く蛛もは攪かく乱らんおよび兵器の分析と開発。

　蟷螂かまきりは最前線への斬きり込み。

　蜈蚣むかでは火か砲ほう支援および大型目標への直接攻撃。

　蛾がは航空近接支援をはじめとした戦術爆ばく撃げき。

　蟋蟀こおろぎは工作員および後方支援。

　蟻ありは広域感知による索さく敵てきと情報支援。

　蜉蝣かげろうは限定された状況下での特殊作戦。

　そして蜂はちは、全ての戦況に対応する遊ゆう撃げき手しゆ。

　中でも鬼き虫ちゆうを強く牽けん引いんしたのは、四し天てんの竜りん胆どう・羅ら刹せつの巴ともえ・夜や叉しやの剣けん菱びしの三機──最初期に実戦投入された彼らを、人は「最初の三人」と呼んだ。

　鬼虫壱いち番式《蜻蛉》・四天の竜胆は、最初の虫である蜻蛉の適合者として力を振るった。

　空戦型として設計された蜻蛉は、鬼虫の各特殊機能の運用実験を兼ねた試作機としての側面もあった。決して戦闘そのものに優れた適性を持っていたわけではなく、固有の特別攻撃術もまた、あくまで自みずからの知覚能力を強化する《神タ経キ加オ速ン》のみ。

　それでありながら、彼は全九機の鬼虫の中でも最強の存在だった。慣性と重力を無視する超音速の飛行能力と、千変万化の流動金属《水みず鉄かね》。竜胆はただ自らの研けん鑽さんのみで設計思想という限界を超え、常識を遥はるかに逸いつ脱だつした速度、破は壊かい力、精密動作性を実現したのだ。

　竜胆は人ならぬ我が身を、人と決定的な一線を隔へだてた存在と認識していた。

　その一方で「人間」に心から敬意を払い、それぞれの意思を重んじた。戦わんとする味方には肩を並べ、同じく戦わんとする敵にはそれが一人の歩兵であっても全力で応じた。

　彼の力で幾つもの重要な作戦が成り、数えきれぬ勲くん章しようが授与されたが、彼はその全てを丁てい重ちように辞退した。自分はあくまで兵器であり、人の栄えい誉よたる勲章は人の手にこそもたらされるべきだと主張していたのだ。

　そのせいか上層部からの覚えは良くなかったが、現場の人間は竜胆を軍ぐん神しんと称していた。無私の鏡、八や洲しまの守り神──今となっても、九く曜ようはあの評価は間違いではなかったと思っている。

　鬼虫弐に番式《蜘蛛》・羅刹の巴は、当時は「今」の童女の姿ではなかった。

　もとより年齢を感じさせない不ふ思し議ぎな幼さと老ろう獪かいさを併あわせ持つ女だが、少なくとも戦争当時では九曜より一回りは上、竜胆や剣菱と同年代程度の外見年齢だったと記憶している。

　彼女の本心は幾いく重えもの韜とう晦かいによって巧みに迷彩され、本当の意味で何を考えているのかを知る者はほとんどいなかったと言ってよい。

　わかるのは鬼虫の研究開発の要かなめであったことと、彼女自身が自覚的にして確信的な偏へん執しつ狂きようであること。そうでなければ、自らさえ鬼虫の一体として調整するなどとは考えもすまい。損得や自己保身など最初から勘かん定じように入れておらず、こと研究という点においては完全に箍たがの外はずれた思考回路を持っているのだ。

　総じて何を考えているのか掴つかめない女だが、基本的に大らかな性格をしており、遊興や風流をこよなく愛す趣味人でもあった。特に鬼虫の仲間に寄せる愛情は本物であり、巴は九機の虫と適格者たる個々人の人格を重んじ、誇り、愛した。

　しかし一方で巴ともえは、興味の無いことや不要なものは容よう赦しやなく切り捨てる非情さも併あわせ持っていた。奇き妙みような懐ふところの深さを持つ反面、彼女の中には厳然たる「優先順位」が存在しているのだ。

　鬼虫参さん番式《蟷螂かまきり》・夜や叉しやの剣けん菱びしは、最も危険な前線に常に身を置く白はく兵へい戦せんの達人だ。

　対地・対空を合わせた総撃げき破は数は九機の中でも随ずい一いち。陸戦型にして近接戦を偏へん重ちようしてはいるものの、純粋に戦闘能力に特化した蟷螂を剣菱は完かん璧ぺきに使いこなした。

　平時の剣菱はのらりくらりとして覇は気きがなく、昼ひる行あん燈どんを地で行く男だが、事が戦闘に至れば人が変わる。

　銃じゆう砲ほうが嵐となる戦場で、剣菱と蟷螂は剣のみで脅きよう威い的な撃破数を記録した。緑の目は炯けい々けいと光り、歯を剥むいた口は獰どう猛もうな笑みを形作った。敵対者の意思と向き合うことを信条とした竜りん胆どうとは違い、剣菱は単純に、純粋に目の前の戦闘そのものを愉ゆ悦えつとしていたのだ。

　それぞれが一いつ騎き当とう千せんの戦闘力を有する鬼き虫ちゆうシリーズの中にあっても、この蟷螂と蜻蛉の二機は特に八や洲しま軍の切り札的運用がなされていた。空の蜻蛉と、地の蟷螂。間合いに捉とらえた標的を一機たりとも逃しはしない双そう剣けんの冴さえは、味方をも慄りつ然ぜんとさせた。

　剣菱にもまた幾いく多たの勲くん章しようが授与される話が挙あがったが、彼は辞退した。この理由もまた竜胆とは違う。彼にとってあくまでも価値があるのは戦闘であり、勲章ではないのだ。そこには、彼自身にしか理解しえない独自の哲学があるのかもしれない。

　彼ら三人を筆頭とした九機の鬼虫──誰しもが強力で、八洲軍を牽けん引いんし、巨大な敵に確実な打撃を叩たたき込んでいた。それでも、だ。

　そしてもちろんここから先は、所しよ詮せんは一兵士の回想の一つであるに過ぎない。




　あれはいつの戦場であったか。八洲の本土から更さらに南へ下った島々でのことだった。

　南海の戦場に閃せん光こうを引き、一匹の虫が飛ぶ。

　可視化された反重力／慣性制せい御ぎよフィールドは巨大な一対ついの翅はねとなり、九番式の《蜂はち》を超音速の世界に導く。

『▼告／十二時方向ニ敵増援アリ』

　副脳の声を受け、蜂は空中で鋭角的なカーブを描く。金の残光が空を切り裂さき、赤い複眼が行く手を阻はばむ敵を睨にらんだ。空は敵方の飛行型自律兵器が埋め尽つくし、十や百ではきかないほどの照準が集中するのを感じた。

『邪じや魔まだ……！』

　電磁制御エレキテル。蜂の機体表面がスパークし、直後に霞かすみのようなニードル弾だん幕まくが展開される。

　前方一八〇度に放射状に放たれた針はその全てが敵の真ま芯しんを射て、電でん磁じの閃ひらめきと共に装そう甲こうを貫つらぬく。続いて、迫る敵兵器の軸じくが重なったのを確認。ほんの一いつ瞬しゆんの好機を見出し、蜂はその可動肢しに電流を漲みなぎらせた。

　電レ磁ー投ル射ガ砲ン、射しや出しゆつ。

　甲かん高だかい音と共に発射された加速弾だん体たいは雷光の尾を引いて空を穿うがち、飛行する敵の群れを直線状に何十機も貫通し、いささかも減速しないまま彼方かなたへ消えた。

　下を見れば、敵の艦隊が展開している。そこにもやはり一匹の虫の姿。

　蟷螂かまきりだ。夜や叉しやの剣けん菱びしはその肢あしで艦から艦を飛び渡り、時には海中に潜もぐってはその刃で敵を斬きり伏ふせている。陸戦型の鬼き虫ちゆうは基本的に海中での運用も視野に入れられており、中でも武装に火器を用いない蜘く蛛もや蟷螂などは特に水中活動を得意とする。

　九く曜ようは蟷螂の戦闘を確認し、遠方で同時展開されている戦線に通信を入れた。

『井い筒づつ！　そちらはどうなっている!?』

『──っだァ！　話しかけンじゃねーよこの忙しい時にッ!!』

　即座に返ってくる蜈蚣むかで──井筒のがなり声。そのバックから砲ほう声せいと爆音が洪こう水ずいのように流れ込んでくる。忙しい時に話しかけるなとは、つまりは「そういうこと」だ。

　後方の島々には味方側の前線基地が敷しかれ、非戦闘員も多く詰つめている。このラインを下げるわけにはいかず、九曜は弛ゆるまぬ集中で敵に挑いどみ続けた。自軍の通常兵力は既すでに疲ひ弊へいし切り、後退の殿しんがりを守る蜂と蟷螂が奮ふん闘とうを続けた。他の味方はここ以外の戦場で戦い続けている筈はずだ。

　これほどの大軍となれば、相手としては鬼虫の討とう伐ばつも大きな作戦目的としている筈だ。鬼虫とは味方にとっての守護神であり、敵にとっては死神だった。既に九機の虫は敵味方と知らぬ者のない最強兵器として名を馳はせ、羨せん望ぼうと畏い怖ふと憎悪をその身に束たばねていた。

　絶望的な戦力差を覆しうるのは、鬼虫を置いて他にない。ここで下がれば補給線が危うい。

　空中での爆炎を突き抜け、蜂は舞い続ける。途中から敵の数を数えることは止めていた。どのみち自分以外の空の全てが敵なのだから意味がない。

　やがて空が開ける。黒煙と炎を引く残ざん骸がいが海に没ぼつし、下を見ればほとんどの船が両断されて沈んでいた。九曜は宙の只ただ中なかにぴたりと止まり、装弾数を確認する。

『制圧完了……！　これで制空権は──』

『いいや。またお客さんだぜ、九曜。それも団体様ときてる』

　自みずからが両断した戦艦の、傾いた船首に立ったまま剣菱が答える。

　その頃には、九曜はセンサーの範囲に入ってくる「色」を確認していた。赤、敵反応。もはや点や面では利きかない、知覚範囲を埋め尽つくすほどの真っ赤な塊かたまりだ。

　遥はるか水平線に真っ黒な靄もやが見える。今まで相手した戦力に倍する、敵の大艦隊だ。

『……やれやれ、人気者は辛つらいねぇ』

　剣菱の皮肉が、どこか遠くに聞こえる。

　九曜は自身を奮ふるい立たせ、更さらなる大軍に挑みかかった。
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「何よりも恐るべきは、単純な物量だった」

　九く曜ようはそう断言する。記憶を掘り起こす時、必ず蘇よみがえるのは視界を埋め尽つくす大軍だ。

「……あっちは、すごくおっきい国だったって聞きます」

　叶かな葉はが頷うなずく。そうだ、と九曜も首しゆ肯こうした。

　帝てい國こくの兵器群は個々の性能もさることながら、最大の脅きよう威いはその物量だった。国家規模の時点で差がありすぎ、あちらの造ぞう兵へい廠しようから吐はき出され続ける兵器の大群は無む尽じん蔵ぞうなのではないかと思われるほどだった。単純にして圧倒的な有利は既すでに向こうにあり、こちら側は開戦の時点で逆境にあったと言っても過言ではなかったのだ。

　それ故ゆえに八や洲しまは、半なかば強しいられる形で極端な少数精鋭主義を貫つらぬくこととなる。

　その極致にあるのが、まさしく鬼き虫ちゆうシリーズだった。

「我々は戦い続けた。鬼虫が歩兵や他の自律兵器を率ひきいて、抵抗を続けた。……小しよう生せいも、ある時点から敵の撃げき墜つい数を数えることをやめていた。あの時は、戦いしか無かった」

　九曜の言うことは誇張のない真実だ。末期の戦場は泥沼にあり、総力戦は更さらに数年続いた。

　鬼虫は強かった。

　強すぎた、と言ってもいい。

　本国が火に包まれた時、既すでに誰もが退路を見失っていたのかもしれない。

「決定的な一線がどこにあったのか……正直、小生にはわからぬままだ。戦いは長引き、我々は疲ひ弊へいの極きわみにあった。それは向こうもそうだったのだろう。だから、何な故ぜ、と問われると明確に答える言葉を持たぬ。いつの間にか……本当に、いつの間にか、終わっていた。後には死んだ兵と廃はい墟きよだけが残った。皆、疲れ切っていた」

　それでも大きな節目はあった。少なくとも、数あるうちの一つは九曜の記憶にも鮮明だ。

　敵側が放った、新型熱核かく爆ばく弾だん。

　八番式《蜉蝣かげろう》・無む明みようの柊ひいらぎを犠ぎ牲せいにしたあの爆撃が一つの転機となり、両国は終わりの見えない戦いの渦うずに身を投じた。

「それで、蜂はちと蜻蛉とんぼだけが生き残って、あの尽じん天てんに……か」

　独ひとり言ごとのように菘すずなが呟つぶやく。件くだんの尽天にいた生存者の一人であるから、その呟きには色々な意味が込められているようにも思えた。

「なあ。鬼虫っていうのは、そんなに特別なものだったのか？」

　ふと鴇とき子こが聞いた。

「わたしも話に聞いたことはあったんだけどな、そんなに詳くわしくないんだ。やっぱりそれほど強いってことは、何か特別な造り方でもしてるんだろう？」

　確かに、鬼き虫ちゆうは既き存そんの兵器を遥はるかに上回る性能を持つ。とすれば製造からして特別な技法を用いていると考えるのが自然だろう。だが、

「鬼虫の詳しよう細さいな仕組み自体は、小しよう生せいも全て把は握あくしておらぬ。……巴ともえであれば全てを知っていることだろうが、今答えられるのは……そうだな」

　九く曜ようは顎あごに手を当て、しばらく黙もつ考こうした。メンテナンスを受ける時に整備士から聞いた話は幾つかある。その中で何か特別なものは。

「──内部骨格フレームに、特殊な鋼こう材ざいを用いている……と聞いたことはある」

「骨格？　何それ。普通の鉄じゃないとか？」

　食い付いたのは菘すずなだ。彼女も整備士を目指している関係から、こうした話には敏感だ。

「ああ。鬼虫の内部骨格、特に副脳を搭とう載さいする頭部まわりのそれは、貴重な特別製だ……と。初めて聞いた時は聞き流してしまったが、どのような鋼材だったかは……ふむ」

　それっきり言葉に詰つまる九曜。あの時の九曜は、兵器としての己おのれに甘んじており、作戦行動以外の事柄にあまり興味を寄せなかった。整備関係はそれこそ専門家に任せきりだった。

　最も大事な「それがどういうものなのか」という点についての情報がなく、菘は少し不満げな顔をした。が、思い出せないものは仕方ない。

「特別な鉄……？　──んむ」

　意外なことに、鴇とき子こがそれに反応した。

　神しん妙みような顔で九曜の言葉を反復し、したと思えば頭を軽く押さえてよろめいた。どうしたというのか、怪け訝げんそうな九曜を見返して鴇とき子こはぽつりと、

「……う。なんだ、頭が痛いぞ」

　わ、と叶かな葉はが目を丸くする。

「だっ大丈夫ですか？　湯冷めしちゃってたとか？」

「んー……そういうわけじゃないと思うんだが」

　菊きく丸まるが鴇子の額ひたいに掌てのひらを当てる。その手で体温を感知できるのかと一いつ瞬しゆん思う九曜だったが、できるらしい。小さく首を振る菊丸は、鴇子に別段熱などないことを示していた。

　それでなんとなく話がぶつ切れになり、ふと時計を見てみるともう夜も遅い。明日もあることだし、もう寝てしまう方向で話がまとまった。




「──じゃ、おやすみ。また明日ね」

「はい、おやすみなさい！」

　菘が出ていく。もっとも今は彼女も同じアパートに入居しており、部屋を移っただけだが。

　室内にとって返すと、既すでに鴇子が布ふ団とんを敷しいて寝っころがっている。寝るのが一番早いくせに起きるのが一番遅い。九曜はそんな鴇子を見下ろして、ふと質問した。

「鴇子。特別な鋼材に、何か心当たりがあるのか？　……鴇子？」

「ぐー」

　熟じゆく睡すいしている。馬ば鹿かなと思った。布ふ団とんに入ってまだ十数秒ではなかったか。

　デコピンで叩たたき起こしてやろうかと思った九く曜ようだが、まあ彼女も疲れているのだろう。どうしても気になるようなら明日、また仕事が終わった後に聞けばいい。

「──じゃ、あたしも寝ますね。九曜、おやすみなさい」

「ん……ああ」

　布団に入る叶かな葉はを見守り、九曜はまたベランダに座る。部屋の隅すみで菊きく丸まるが待機状態に入る。

　思えば、昔話をしたのは初めてではないだろうか。

　あくまでも九曜の主観であり、抜け落ちた情報の数多い話に過ぎないにしても、これほど長く自みずからの過去を語ったことは無い気がする。

「……鬼き虫ちゆう……か」

　特別製の、強すぎた兵器。

　九曜の呟つぶやきはそのまま、誰にも聞かれることなく消えた。
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　翌日の正午、九曜は廃はい墟きよ巡めぐりを一段落させて下した街まちへ戻った。一いつ旦たん捨すて家やに入ることとする。

　賑にぎわう街を歩いていると、視界の端すみに広場が映った。街中に幾つかある広場の中でも中くらいの規模で、よく子供達が遊んでいる場所だ。

「む……」

　十人程度の子供達が走り回っているのを、九曜はなんとなく横目に流して歩いた。

　そんな中に混ざって、赤い襦じゆ袢ばんの童女がはしゃいでいる。見るからに怪あやしい。

　危うく見み逃のがすところだった。

「…………む!?」

　ばっ、と振り返る。見覚えがあるにも程ほどがある奴やつがいる。

　あの番号付きの振ふり袖そでこそ着込んでいないが、あれはどう見ても巴ともえだ。

　どうやら子供達はケイドロをして遊んでいるようだった。だが異常なのはケイサツとドロボウの比率で、ケイサツは巴がたった一人で担当しているようだ。

　黄色い声を上げながら逃げる子供達を、巴は物もの凄すごい勢いで捕つかまえまくっている。化ばけ物ものじみた身体能力と例のワイヤーを駆く使ししているのだ。子供達の「わー」とか「きゃー」とかいう歓声も途中から「うわー!!」とか「ぎゃー!!」に変わっていた。

『──巴！』

　電波の大声で呼びかけると、巴はぴたりと足を止めた。その傍そばではぐるぐる巻きにされた少女が身をもがいている。見ようによってはかなり恐ろしい光景である。

　巴ともえは満面の笑みを浮かべた。少女を解放し、子供達を集めて遊びの中止を言い渡す。

「はーいボクたちー？　おねーさんちょっとそこのおにーさんと用事があるからここまでにするわねー。はしゃぎすぎて怪け我がしないように！」

　えええー、と不満げな声が一いつ斉せいに上がった。あれはあれで割わりと懐なつかれているらしい。「いかないでー」「まだおわってないぞにげんな」「おねーさんっておまえもガキじゃん」と方々から突っつかれて、巴は最終手段に出た。

「んもぉ、しつこい子は嫌きらわれるわよ？　お子様は飴あめちゃんでも舐なめてなさいなほれほれっ」

　と言うが早いか、巴は袖そでから幾つもの飴玉を出してぽいぽいぽいと宙に放った。

　相手の興味はあっという間にそっちに行った。歓声を上げて飴を追い回す子供を後しり目めに、巴は悠ゆう々ゆうと九曜に歩み寄る。手持ちの飴を一つ口に放り込み、舌でころころ転がした。

　聞きたいことは山ほどあるがまず、

「……何をやっているのだ？」

「ヒマだから遊びたいのよー。あとはまあ、様よう子す見み？　みたいな。たまには自分の目でねー」

「その飴は……」

「あ、これ？　アタシが自分で作ったの。毒とか入ってないしおいしーよー。欲しい？　あと残ってんのコレ一個だけだけど、欲しいならあげよっか」

　べ、と飴を乗せた舌を突き出す。

「要いらぬ」

「あらそう？　おいしいのになー。ざーんねん」

　言って、巴は奥歯で口の中の飴をあっさり噛かみ砕くだいてしまう。

　だが、ちょうどいいと言えばちょうどいい。聞きたいことも伝えたいこともあった。九曜と巴は連れ立って広場の端はしまで歩み、適当な長なが椅い子すに並んで座った。




　聞けば、巴は定期的に下した街まちに超小型の蜘く蛛もを放って偵てい察さつしているらしい。

　細い脚をぶらぶらさせる巴に、十機ほどの小型の蜘蛛がちょこちょこ集まってきた。下げ駄たからくっついて脚を這はい登り、回収されていく。

「それも貴官が操作しているのか」

「うん。ま、ほとんど自動操そう縦じゆうよ。機能は映像やら音声の転送と簡単な情報の保存くらいで単純な動きしかできないし」

「この蜘蛛で何かわかったことは？」

「なんにもない、ってこと。街に怪あやしいヤツはいないわねぇ。あとお風呂……は、関係ないか」

「風呂……？」

「いいからいいから。基本そういうのは自重してるから。で、そっちの話は本当なの？」

　巴が首を傾け、鮮やかな紫むらさきの眼めを九曜に向けた。

　九く曜ようが語ったのは簡単な近況と、登と坂さか研究所のこと。そこで見た二匹の虫のことだ。

「ああ。登坂研究所の地下に二体……《蜈蚣むかで》と《蛾が》が保管されている」

「──なるほどねぇ。井い筒づつくんと万まん字じくんはそっちにいるのか……」

　顎あごに手を当て、何やら思し案あんする様よう子すの巴ともえ。細められた目の奥にいかな思考が巡めぐっているのか九曜にはわからなかった。状態はどうあれ、少なくとも二人の遺い体たいがあそこにあることは、九曜にとっては少なからず救いだ。巴はどう思っているのだろうか。

　だが、巴は登坂での件についてそれ以上言及しなかった。早々に次の話に移る。

「それからもう一つ、聞きたいことあるみたいだけど。何？」

　思い出されるのは、昨夜のことだ。

　九曜は叶かな葉はらに昔の話をした。自分が知る限りのことは話したつもりだが、それだと穴がある。いかに自分が作戦以外に無関心だったかを実感したし、それ以前に気になることもある。

　あることを言った時に鴇とき子こが妙みような反応を見せた。それが何なのか、知る必要がある。

「──単刀直入に聞く。鬼き虫ちゆうの内部骨格フレームに使用している鋼こう材ざいは何だ？」

　意外な質問だったらしい。巴は目を丸くして、数秒ほど九曜に見入った。

　無言で答えを待つ九曜。巴は答えを告つげる前に少し考え、逆に聞き返した。

「そういえばちゃんと話したことなかったかな。どうしてそんなことが気になるの？」

「鴇子が反応した。彼女の記憶に関わる事柄かもしれぬ。敵の狙ねらいがそれの可能性もある」

　ぴく、と巴の眉まゆが動く。

　黒くろ塚づか部隊は鴇子の頭の中にある情報を狙っている。それが鬼虫の内部骨格フレームに関わる情報ならば、奴やつらは鬼虫の秘密に迫ろうとしているということだ。巴は数秒だけ黙ったが、それだけだった。さしたる激しい感情を見せることもなく、続ける。

「あーそゆこと。にしてもキミ、流石さすがにちょっと不勉強なんじゃないのぉ？　説明してなかったアタシも悪いけど、これって自分の体のことよ？」

　ぐうの音ねも出ない。体のことは整備班に任せきりでいた弊へい害がいだ。人間が自分の臓器の構造や名を把は握あくしきっていないのと同じと言えば同じだが、それにしても確かに不勉強だ。

「……ま、とにかく、そうね。声でしていい話じゃないわ。おいで」

　言って、巴は襦じゆ袢ばんをずらして片方の肩を晒さらした。恐ろしく白い肌が陽の下に晒される。彼女は続いて、自らの首の根元あたりを指で叩たたいた。接触回線による直通の通信会話だ。

　確かにそれなら傍ぼう受じゆの心配もない。九曜は頷うなずき、左の指先で巴が示した部位に触れた。




『──隕いん鉄てつって知ってる？』

『隕鉄……？　……いや』

『普通の鉄じゃないの。あのさ、隕石ってあるじゃない？　宇宙から落っこちてくるアレ』

　九曜は数マイクロ秒だけ沈黙、話が飛躍しているのではないかと一いつ瞬しゆん思い、

『その隕いん石せきに由来する鉄だというのか？』

『当たり。そのものズバリ、鉄の隕石。砂鉄とか鉄鉱石とは別の、空から降ってきた鉄ね。物質組そ成せいも結晶構造もまるっきり地上のとは別だけど、それでもれっきとした鉄。──アタシ達は、精製したそれを星ほし鉄がねって呼んでた』

《星鉄》。巴ともえは少し悪戯いたずらっぽく目を細め、自分の頭を指でとんとん叩たたいた。

『貴重な鋼こう材ざいだから贅ぜい沢たくには使えなかったけど、少しで十分。星鉄はね、虫の頭部と、本体の脳に組み込まれてるの。地上の鉄と造りが違ったけど、それはあくまで物質としての話ね。もう一つあるの。星鉄の特別な作用が』

　電波で語る巴の声色は、徐々に変わっていった。

　いつものようにふざけた様よう子すではない。論文の読み上げか、講義のようでもあった。自みずからの知識を整理しつつ開かい陳ちんしていく様は、巴のもう一つの顔を思わせる──研究者としての顔を。

『──生体脳波の拡張と、神経電気の電波信号化、複数の電子機器との高速で膨ぼう大だいな情報の送受信。それから副次的に、特定の脳波を感知して起こる一種の超常現象』

　鬼き虫ちゆうは、思考制せい御ぎよによって駆く動どうする。操縦機器を介かいさない「意識」での操作だ。

　それには適性、つまり一種の超感覚を要した。言い換えれば、施せ術じゆつされる者の脳が星鉄に適合するかどうかだ。一いつ旦たん星鉄と虫に適合すれば、その演算効率は他の機械とは文字通り比べ物にならなかった。桁けたが二つも三つも違うほどに。

『鬼虫と本体の思考のやり取りを媒ばい介かいして増ぞう幅ふくするのが星鉄。つまり、アタシらの思考を司つかさどる必要不可欠なパーツが星鉄ってことになるわね』

『……では、一種の超常現象とは何を指しているのだ？』

『特攻術よ。こっちの場合は本体の脳が星鉄に作用して起こす現象でね、虫がそれを増幅して出力を上げる加速器ブースターでもあったの』

　特攻術、つまりは特別攻こう撃げき術。

　これは九機の鬼虫がそれぞれ持つ固有の特殊機能で、例えば九く曜ようであれば電でん磁じ・電流を発生し操作する電磁制御エレキテルを指す。それは時として通常の物理法則をも無視し、超常現象と呼ぶべき現象を引き起こすこともある。

『……っていっても、原理とかが何もかもわかったわけじゃない。ただ、こう働きかければこう作用するっていうのを分析すれば使い方は導き出せた。特別ってのはそういうこと』

　九曜はその説明を脳内で吟ぎん味みし、浮かんできた必然の疑問を巴に投げた。

『甲こう虫ちゆうもこの星鉄を使用しているのか？　残っているその鋼こう材ざいを用いたという線は？』

『ううん。本体にも甲虫の骨格フレームにも、星鉄なんてものは使われてなかった。だから変なの。下方調整デチユーンしたからってそれで虫があれほど動くとも思えないし、そもそも量産が無理だっていうのは星鉄の総量の問題もあったんだから、どこをどう切り詰つめてもあんな数の虫に使えっこないわ。──とにかく、そんなとこかしら。わかった？』

　最後に巴ともえは、星ほし鉄がねについて簡潔にまとめたデータを九く曜ようの電脳に送信した。

『ああ、感謝する。この件を伝えてみようと思うが、構わぬか？』

『ほいほい。……にしても、星鉄は開発部だけの特とく秘ひの筈はずよ。いくら皇族の記憶があるったって、鴇とき子こちゃんが鬼虫の骨格フレームについて知ってたなんて思えないけど』

　九曜は一瞬考え、確認を取った。

『管理局と現在の研究員の知るところともなる。特秘というが、問題は無いな？』

　巴は通信の声で笑い、

『もう前の開発部はばらばらよ。アタシだけがいつまでも抱かかえてるような秘密に意味なんてないわ。……後のこと考えれば、今の登と坂さかには知っといて貰もらった方が好都合だしね』

　以上の会話は全て数秒のうちに終了した。




　通信を切り、九曜は巴の首から指先を離した。

「そんなとこ。なんにせよ、キミも慎重にね」

「了解した。……まだ合流する気は無いのか？」

「現状問題なさそうだし、何か動きがあるまではね。身の振り方くらいは考えとくけど」

「……、了解」

　この女は、厳然たる優先順位のもとに行動している。ならば今はそれを信じるべきだろう。

　すぐに立ち上がるつもりでいた九曜だが、なんとなくそのまま座り続けていた。そういえば二十年ぶりの再会ではあったが、巴と二人で腰こしを据すえて話す機会はなかった。

　改めて見ると、今の童女の姿を取る巴はやはり不ふ思し議ぎな違和感を伴ともなう。

「行かなくていいの？　アタシはもうちょっとここでのんびりしてくけど」

「まだ時間はある。貴官と顔を突き合わせる機会もそう無い故ゆえ、もう少し残ろうと思う」

「あらま。あの朴ぼく念ねん仁じんくんが可愛かわいらしいこと言っちゃってまぁ」

　口に手を当てて「のほほ」と笑う巴。九曜は顔を顰しかめた。可愛らしいは余よ計けいだ。

　巴は楽しそうだった。この女はいつもどこでもそんな様よう子すだが、こうして何をするでもなく遊ぶ子供達をぼんやり眺ながめている時にも楽しそうに微笑ほほえんでいる。

「平和ねぇ」

「……ああ」

　天気がいい。秋の陽の下で走り回る子供は、複雑な都つ合ごうなどまるっきり知らぬ顔で今の楽しみを謳おう歌かしている。一方で広場の外に意識を傾ければ、耳に飛び込んでくるのはいつもの市場の喧けん噪そうだ。真昼。今頃、捨すて家やは混雑しているだろう。

　確かに、「平和」という表現が相応ふさわしい。現在の東とう京きようは、上う手まく回っているように思える。

「九曜くんは、こういうの好き？」

「好ましいことだと思っている。……不安を抱かかえて生活するよりはずっと良い。小しよう生せいはそういう街を見ていた」

　夏の尽じん天てんを思い出す。

　叶かな葉はや菘すずな、それに安あん東どうや綱つな島じまらの人々も、閉じられた街で生きていた。あの時の彼らは通信塔とうという希望を持ってもいたが、同時にそれより大きな不安を抱えていた筈はずだ。通信が繋つながらなかったら、暴走機械が生活圏まで侵しん攻こうしてきたら、食しよく糧りようが尽つきてしまったら──そんな不安がありながら、それでも諦あきらめず生きていた。

　それを思えば、今の東とう京きようは信じがたいほどに平和だ。補給ラインの繋つながった尽天も同じくらいの平へい穏おんを享きよう受じゆできていればいいのだが。

「小しよう生せいは、今までずっと戦い続けてきた。今になってこんな光景を見るのは奇き妙みような気分だ。戦争の後に生き延びるなど考えもしなかった。──彼らが見たら、何と言うだろうかと思う」

　呟つぶやく九く曜ようを、巴ともえは横目にじっと見つめていた。いつもの楽しげな笑顔を浮かべたまま。

「例えばの話をしようか、九曜くん」

　何だ、と問う前に、巴の手が伸びていた。細く幼い手は詰つめ襟えりの首元にするりと滑すべり込み、ひんやりとした感触を伝える。接触回線。

『昔の仲間に、もう一度会えるかもしれないって言ったらどうする？』

　──!?

　九曜は瞠どう目もくした。巴の切れ長の目がすっと細まり、上目に九曜を覗のぞき込んでいる。

『……それは、どういう意味だ』

『そのまま、よ。鬼き虫ちゆうの脳に作用する星ほし鉄がねはね、さっきも言ったようにアタシらの思考を司つかさどるって言ってもいいパーツなのね。主脳や副脳そのものの修復なら時間はかかるけど絶対に無理じゃない。替えが利きかないのは星鉄で、脳に仕込んだ核かく素子チツプが止まることが鬼虫の死なの』

　──可能なのか。そんなことが。

　九曜の心中を容易たやすく察し、巴は悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべた。

『できるかできないかで分けたら五分五分だけどね』

　紫むらさきの瞳ひとみが九曜の目をじっと覗き込んでいる。その細い指先が、九曜の首くび筋すじから離れる。

「──んふふ。意い地じ悪わるなこと聞いちゃったね？」

　巴は答えを聞こうとはしなかった。ただの仮定を述べて九曜の反応を見たかっただけなのかもしれない。だとすれば驚きよう愕がくが張り付いた九曜の表情は、期待通りの結果だった筈はずだ。

「これは例えば、よ。もし星鉄がまだどこかにあるのなら、もし死んだあの子たちがみんな揃そろうなら、そして覚かく醒せいするのなら──それだけの、これはただのたとえ話」

　微笑ほほえむ巴のあどけない表情からは、いつもそうであるように本心が窺うかがい知れない。

　巴はふらりと立ち上がって、良く晴れた空を一度仰あおいだ。そうして九曜に微笑みかけ、

「じゃ、またね。たまーにまた連絡すると思うから、それまで待っててね？」

「……ああ」

　木の葉のように手を振って、その場から消える──と思いきや、普通に下げ駄たをからころ鳴らして歩み去っていく巴ともえ。小さすぎる背中にかける言葉が、九く曜ようには見つからない。
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　九曜は伝えるのを夜まで待った。

　一日を終えた後で、一同は中央の管理局に揃そろっていた。この夜は、叶かな葉はと菘すずなも同行した。

「ほしがね……ですか？」

　聞いたことも無い単語に、叶葉がきょとんと目を丸くする。

　可か児にと百も舌ずも思わぬ物質の存在に驚いているようだった。会議室にいるのは九曜と叶葉、鴇とき子こと菊きく丸まると菘、それに可児と百舌、数名の研究員と鴇子の精神鑑かん定てい官が同席している。

「……確かに、特殊な組成の鉄を含がん有ゆうした隕いん石せきが落ちたという記録はあります」

　百舌が九曜の説明を捕ほ捉そくした。

　更さらに錬れん成せいしたその隕いん鉄てつに特定の電気信号を流すと、既き存そんの常識と外はずれたことが起こる──それを発見したのは八や洲しまの軍研究所だった。

　しかし同時に、隕鉄とはそれ自体が極きわめて稀まれな鋼こう材ざいだ。隕石とは大たい抵ていの場合、何千何万年も過去に落ち、時の流れと共に自然と同化する。加工できる隕鉄が発見され、その特異性に気付き、パーツとして実用化に成功したのは奇跡とすら言える偶然の積み重ねの結果だった。

「じゃさ、その星ほし鉄がねってのはまだどっかに残ってんのかな？」

　菘の質問。九曜は巴ともえから受け取ったデータを頭の中で整理しながら、

「戦時の段階ではまだ錬成した星鉄の予備もあったというが、今は失われている。登と坂さかの技官が存在を知らぬとあれば、そう考える以外にない」

　たとえ見つかったところで、鉄隕石はせいぜいが抱かかえきれるほどの大きさでしかない。これは当然と言えば当然のことで、そもそも多量の鉄を切り出せる隕石となればサイズ自体が尋じん常じようではない。それほどのものが落ちていれば、土地そのものが無事ではなかっただろう。

「………………」

　普段は騒がしい鴇とき子こが、目を伏ふせてじっと押し黙っている。眉み間けんに皺しわが寄っていた。

　鴇子の記憶には、まだ明かされていない部分が多い。

　特殊な鋼材、という部分に彼女の中の何かが引っかかったことは間違いない。

「っ、つ」

「鴇子さま……」

　頭痛に顔を顰しかめ、額ひたいを押さえる鴇子。叶葉が心配げに寄り添うが、鴇子はそれに「大丈夫だ」と返すこともできなかった。

　そのような状態を九曜は覚えていた。彼女の中に眠る何かが表に出ようとする時の、頭痛の様よう子すに見覚えがある。かつて嵓くら木ぎ基地に足を踏み入れた時、地下への入り口を彼女は思い出した。そしてその先に待つ朽くちた地下施設の正体も。鴇とき子こは、その時と同じ顔をしている。

「ほしがね……隕いん鉄てつ、隕石、の……鉄……」

　見れば、彼女の額ひたいには汗が浮いていた。頬ほおを伝い落ちる自分の汗を見下ろしながら、鴇子はうわ言のように繰り返した。

　明らかに普通ではない。鴇子の後ろでは菊きく丸まるが仁に王おう立だちし、鴇子に何かあった時にはすぐ医務室へ運ぶよう備えている。叶かな葉はと菘すずなが何度か呼びかけるが、鴇子の耳には入っていないようだった。九く曜ようは椅い子すから半なかば立ち上がり、無言でそれを見守る。

　最後、鴇子は声を絞しぼるように、

「──その鉄を使って……？」

　そこで限界が来た。

　鴇子の身体からだからふっと力が抜け、椅子に座ったまま横ざまに倒れ込む。

「鴇子さまっ!?」

　叶葉が叫んだ。

　菊丸が弾はじかれたように動く。椅子ごと床に投げ出される寸前の鴇子を危あやうく受け止め、抱かかえ上げた。ある記憶の復活に気絶しかけたが、鴇子はぎりぎりの一線で意識を保っていた。額ひたいに脂あぶら汗あせを浮かべて低く呻うめき、

「大丈夫、……大丈夫、だ」

　菊丸に寄って立ち、どうにか気を取り直す。

「──思い出した」

　鴇子の短い断言に、場が緊張した。

　それが何の情報なのか、その情報は何か状況に変化をもたらすものなのか──鴇子の記憶の中に、黒くろ塚づか部隊が目を付ける何かがあったのか。

　続きを催さい促そくされる前に、鴇子はぱっと菊丸から離れ、気き丈じようにも出口へと歩き始める。その最中、指先でふとこめかみに触れた。

「……まだまとまってない、行きながら話す」

「行きながら……？　どこか行くとこあるんですか？」

　鴇子は叶葉を振り返り、続いて九く曜よう、菊丸、菘すずなと全員を見渡して、こう言った。

「まず、わたしを家に連れていけ」




　そう、鴇子はあることを思い出した。

　自分の──いや、自分の元となった少女の記憶だ。

　あれはまだ「鴇子」が十にも満たない子供の頃。好奇心旺おう盛せいだった鴇子にとって、広大な家の敷しき地ちはそれだけで冒険の舞台だった。菊丸に待機を厳命し、一人だけで敷地内を走り回ったことも少なくない。それでも転んだり危ない場所へ行こうとした時には菊きく丸まるや家人が飛んできた辺あたり、待機状態だった菊丸もずっと鴇とき子この反応をサーチしていたのかもしれない。

　そうした「冒険」を繰り返す中で、鴇子はある気になる建物を発見したのだ。

　季節は覚えていないが、夕暮れのことだった。あと少しふらふらしていると迎えが来るようなぎりぎりの時間で、鴇子はそこを見つけた。

　虫が鳴いていたから冬ではなかった筈はずだ。敷地を囲う鬱うつ蒼そうたる森の間から、帯のようになった朱しゆの夕日が幾いく筋すじも差し込んでいた。それに照らされた白い壁かべと、分厚い扉。幼い鴇子は何となくそれが住居でないことを察したし、だとすれば蔵か何かだろうと推測した。

　何があるのだろう。

　気になって扉に近付く鴇子だったが、当然のように施せ錠じようされてあった。どこかに入り込める隙すき間まがないかと蔵の周囲をぐるぐるぐるぐる回ってみたが、どこにもそんなものはない。それから時間切れはすぐに訪れた。陽が暮れるまで遊び回っていた鴇子に迎えが来たのだ。

　その夜、母に抱かれながら鴇子は、父にあの蔵のことを聞いてみた。

　父は鷹おう揚ように微笑ほほえみ、聞くだけで安あん堵どするような優しげな声色で答える。

　曰いわく、あそこには色々な「宝」があるのだと。

　もちろん食い付いた。何かの倉庫だと思ったら、納めているのは宝物ときたものだ。

　母の膝ひざの上で足をぱたぱたさせながら、ろくに頭の中でまとめもしない質問をぽんぽん飛ばす。父は一つ一つの質問に穏おだやかに頷うなずきながら、例えばね、と口火を切った。鴇子の質問は、詮せんずるところ「どんな宝物があるのか？」という一点に尽つきるのだ。

　そうして、ある一つの宝の話を聞かせてくれたのだ。

　これは、そんな記憶のことだ。
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　隕いん石せきから切り出した鉄がある。

　極きわめて貴重な鉄であり、鬼き虫ちゆうの研究開発チームがその特殊性を発見した。それはまさしく兵器開発において革新的な発見であり、星ほし鉄がねを内包した九機の鬼虫は一いつ騎き当とう千せんの力を発揮した。

　蓮はすの宮みや鴇子は、鬼虫の骨格以外にも隕鉄を使用したものを知っている。

　御ご所しよの蔵に奉ほう納のうされたあるもの。あの日、父の話の中にあった宝具。

　それは、名を《流りゆう星せい刀とう》という。




　時を遡さかのぼって百年余も前の出来事になる。

　近代において発見された最初の隕鉄は、某ぼう県山間部の寒村に落ちていたと言われている。はっきりとした文献に記録を残す隕鉄はこれが初だが、更さらに時代を遡れば同様の物体は発見されていたのかもしれない。

　これを、後の記録では八や洲しま隕鉄第一号と呼称している。見た目はただの石でしかなく、ただ大きさの割に異様なほど重い。

　そこに目を付けたのが、当時の政府の高官である。彼は八洲隕鉄第一号を村から購入し、これを用いてある刀工に刀の作成を依頼した。

　通常の工法で鍛たん造ぞうされる地上の鉄とは勝手が違い、刀として鍛きたえるには工夫が必要だったという。結果的に刀工は隕いん鉄てつと鋼はがねを組み合わせて合金と化し、長刀を二振り、短刀を三振り製作することに成功した。

　出来上がった刀は、用いた鋼こう材ざいに由来して流りゆう星せい刀とうと名付けられた。

　機械文化が今ほど発達していない時期の、まだ錬成した《星ほし鉄がね》なる物体を電脳に仕込む発想が欠片かけらも無かった頃の話である。

　計五振り製作されたこの流星刀だが、昭和一〇一年現在で四振りが行ゆく方え不明となっており、後のちの世には伝わっていない。

　必然、現存する流星刀は一振りということになる。当時の皇子、つまり後の帝みかどに献けん上じようされたもの──つまり、御ご所しよの宝物庫に奉ほう納のうされている作刀だ。
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「──刀、だというのか？」

　御所へ走る車の中で、九く曜ようは鴇とき子こに確認した。

「んむ。父上の……あー、だから、そのだな……」

　皇女の記憶を語る時に限り、鴇子の言葉はつっかえがちになる。本来その記憶が「自分」のものでないとこの鴇子は自覚しているし、《帝》が父ではないこともわかっているのだ。かといって、他にどう呼べばいいのか鴇子にはわからない。そこで戸と惑まどっているのだろう。

　可か児にが運転し、助手席には鴇子。後部座席に九曜と叶かな葉はと菘すずなが詰めて座っている。その後続車には菊きく丸まるや百も舌ずの姿がある。

　そんな中、真ん中に置物のように座り込む叶葉がミラー越しに鴇子の逡しゆん巡じゆんに気付いた。よいしょっと身を乗り出す。そして鴇子を勇気づけるように、肩に手を置いた。

「だいじょぶです、鴇子さま。話してください」

「……ん。……父上から聞いたんだけどな、その隕いん石せきの鉄を使った刀があるっていうんだ。あそこには他にも色々あるっていうけど、それだけは覚えてる」

　夜の暗い道路を見通しながら、ぽつぽつ語る鴇子。車はゆるやかな坂を登り、堀を見下ろしながら進む。静かな夜よ闇やみに横たわる森の輪りん郭かくがはっきりとしてきた。

「蔵の扉には昔の電子鍵けんが仕込まれてて……中に入っても、宝物の一つ一つの箱が同じようにされてるって言ってた。わたしは扉と流りゆう星せい刀とうの箱の解除番号を知ってる」

　可か児にはハンドルを操作しながら、

「確か御ご所しよの宝物庫は当時そのままで保管されている筈はずだ。電子鍵が仕込まれているし、半地下になったあの建物は異常に頑がん丈じようで手が出せなくてね。上の許可が降りるかは気がかりだったが、事情を説明したら問題なかったよ。島しま田だ室長の、ああ、私の上司の口くち添ぞえもあったからだと思う……が、少しあっさりしすぎている気もする」

「関係が複雑だと聞いたが。即時に許可が下りたというのは、確かに不ふ可か解かいだな」

「ああ。……いや、言うまい。今はとにかく事実の確認が先か」

　鴇とき子この記憶が導き出したものは、奉ほう納のうされた隕いん鉄てつの刀。

　一世紀以上前の流星刀と同じ素材が鬼き虫ちゆうの核かくに用いられている、というのが問題だ。であれば「敵」が求めているのはその情報だったのだろうか。九く曜ようは窓の外の空を見上げながら、静かに思し索さくを巡めぐらせていた。切れ切れの雲の間に、星が覗のぞいていた。




　御所は、帝てい都と中央に鎮ちん座ざする皇族の住居である。

　そこへ辿たどり着くには、更さらに幾つものゲートを通過しなければならない。周辺には戦中にフル稼か働どうしていた防ぼう衛えい庁などの省庁が点在しており、戦後新たに新造された管理局もその一つだ。同一区画にありながら、辿り着くにはそれなりの時間を要した。

　門の前に、鴇子は立ち尽つくした。

　叶かな葉はもぽかんとしていた。まさか御所に足を踏み入れるとは夢にも思っていなかったに違いない。それは菘すずなも同じようで、気が付けば手帳を片手に鼻息荒く周辺のものを見分している。

　二十年以上も前の記憶にある風景が、鴇子の目の前にあった。鴇子の傍そばに立つ菊きく丸まるは、門へと続く道と、並び立つ警備の機械兵を飽あくことなく見送っていた。

　彼女らは間違いなくここにいたのだ。実に、二十年ぶりの帰還であった。

「行こう。こっちだ」

　鴇子は数度深呼吸をして、覚かく悟ごを決めた。大きな門が開く。その中へ、大おお股またで踏み出した。

　御所が当時そのままの形で保管されてある、というのはどうやら本当らしい。九く曜ようはここに足を踏み入れたことなど一度もないが、何となくそれがわかった。

　人の手が、本当にほとんど入っていない。

　敷しき地ち内には一定間隔で大きな投光器があり、無機質な白い光を落としている。だがそれ以外は最低限の保存しかなされていないようだった。二十年の時を経へた森は鬱うつ蒼そうと生おい茂り、道や堀へその枝を伸ばしている。戦火によって焼けたと言われる建物などもほぼそのまま残っている。被害や劣化によって崩くずれそうになった部分だけ補修が繰り返されているようだった。

　放置している、というのとは少し違うように思われた。

　言うなれば、徹底的に「現状維い持じ」しているような。二十年前をそのまま保っているその様は、まるで時が止まっているようだ。

　事実、止めているのだろう。人じん為い的に。復興が続く帝てい都とにあって、この御ご所しよだけを。

　照明があるとは言え、広い敷しき地ち内だ。道中には暗い部分が幾つもあった為ため、暗視機能を持つ九く曜ようと菊きく丸まる以外は手にライトを持っている。九曜の隣となりを歩く叶かな葉はは広すぎる敷地に圧倒されているようで、右へ左へ視線を飛ばしながらおっかなびっくり歩いている。

「……叶葉」

「はっ、はひ！」

　横から声をかけると叶葉の肩が跳はねた。緊張しているらしい。さもありなん、ここが八や洲しまの中心と言っても差し支つかえは無かった。ここに、帝みかどや皇族が生活していたのだから。平然としていろと言う方に無理がある。

　叶葉も肝きもは据すわっている方だし、ここに至るまで幾つもの異常事態を経験している。それでも本来は、家事の得意な「普通の少女」なのだ。ここにいること自体がおかしいほどに。

　九曜は叶葉を気き遣づかうように一歩距離を詰つめ、並んで歩きながら、

「小しよう生せいもここには初めて入る。緊張している」

　と、いつもの仏ぶつ頂ちよう面づらを崩くずさないまま平然と言う。

　目を丸くして九曜を見返す叶葉。が、叶葉には九曜がさほど緊張していないことがあっさり見抜けた。つまりは噓うそで、半なかば棒ぼう読よみなことからも丸わかりだ。

　自分も同じ気持ちでいると言って共感させ、少しでも彼女の緊張をほぐすのが狙ねらいだった。

　一いつ瞬しゆんでバレた。

　叶葉はぱっと笑った。九曜の狙い通りに騙だまされて共感したのではなく、その狙いがあっという間にわかって嬉うれしくも可お笑かしくなったのだ。叶葉は話を合わせた。

「そうですか。九曜も、緊張してますか」

「うむ。足が震ふるえる」

　全く震えていない。

「あたしも緊張してます。もうかちんこちんです。手と足がおんなじに出ちゃいます」

「そうか」

　やがて暗くら闇やみの向こうに点てん滅めつする光が見えた。警備兵が信号を出しているのだ。菊きく丸まるがそれを受け止めて目的の座ざ標ひようへ移動していたのだが、どうやらもうすぐそこらしい。

　御ご所しよの警備用である以上は彼らも何らかの特別仕様であるらしく、下した街まちを巡じゆん回かいしたり九曜と模も擬ぎ戦せんを行ったりしている型式とはまた形状が違う。敷しき地ち内を懐なつかしそうに見ながら歩いていた菊丸は、彼らの前に立ち止まった。御所に関わる特別型として、何十年も前からここにいた菊丸は何か思うところがあるようだ。警備兵を見下ろし、幾度か両目を瞬まばたかせた。

　九く曜ようと菊きく丸まるが並んで彼らに敬礼すると、警備兵も返礼して道を開ける。

　すぐそこに、照明に照らされた大きな蔵が鎮ちん座ざしている。

「ここが……例の、宝物庫だ」

　短く、鴇とき子こ。

　当時のままに保管されている御ご所しよの敷しき地ち内にあっても、ここは特に厳重に補修されているようだ。壁かべの材質は大型地下壕ごうに用いられているものと同じらしく、砲ほう弾だんの直ちよく撃げきを受けても微動だにしないと思われる。

　まず端たん末まつにアクセスし、周辺に張り巡めぐらされていた赤外線センサーを切る。続いて扉を補強していたロックを解除。これらは後で増設されたものであり、本命はその先にある。

　よくある屋敷の土蔵などとは、シルエットこそ似ているがかなり違った。扉は手動の両開きのものではなく、地下通路の隔かく壁へきにも用いられるゲート式だ。

　その横に古ふる臭くさい電子盤ばんが埋め込まれており、カバーを外はずすと何世代も前の電子ロックシステムが顔を出す。一～九までの数字で解除番号を打ち込むタイプで数は八桁けた。八や洲しまの機械技術が発展する前に設置されたもので、当代のどの電子機器からも独立している。

「──え、と。……確か……」

　呟つぶやき、鴇子は目を伏ふせて記憶を探さぐる。いざという時の為ために教えられた番号。もし帝みかどに何かあった場合、自みずからの手で管理できるように。その「いざ」という時を想像したことはなかった。

　確か、最初の番号は──恐る恐るといった塩あん梅ばいで電子盤を押していく鴇子。

　がこん、と言う音と共に、何かが外はずれた。

「あ……！」

　ゲートが開く。

　低い音を立てて、ゆっくり、ゆっくりと開いていく。長年ずっと放置してきた扉はそう滑なめらかに動くわけもなく、途中何度か止まったほどだ。その度たびに九曜と菊丸がそれぞれ左右の扉を掴つかみ、重く軋きしむゲートの開扉を補助した。

　より黒い闇やみと、停滞した空気。九曜はその先を見み据すえ、

　──どくん。

「……む……？」

　今。

　九曜の頭の奥で、不ふ可か解かいな疼とう痛つうがあった。

　これまでも何度も九曜を苛さいなむ頭痛であり、自分ではそれを幻げん肢し痛の類たぐいだと認識している。それも間違ってはいない。鬼き虫ちゆうの《蜂はち》を失ったこの身にとって少ない経験ではなかった。主に戦闘機動の直後などに感じる頭痛だ。

　だが、どうして今なのか。

「九曜？　どうかしたんですか？」

　ふと気付くと、全員が宝物庫に足を踏み入れている。叶かな葉はも九く曜ようの一歩先で足を止め、不ふ思し議ぎそうに振り返っている。九曜は小さく首を振り、「何でもない」と返した。




　中に入ると、ぶわっと雲のように埃ほこりが舞った。

「──わっ、ぷ、」

　手に持つライトの光線が目に見える。人間は予想以上の埃に咳せき込んだが、九曜と菊きく丸まるには関係なかった。暗視状態のまま踏み入り、ざっと中を見渡す。

　蔵といっても、その広さは一般の屋や敷しきのものとは比べ物にならない。

　物が雑多に積み重なったいわゆる倉庫とは違い、宝物庫の中は不ぶ気き味みなほどに整頓されている。これも恐らく当時のままなのだろう。白い床には一つのゴミも落ちていない代わりに、絨じゆう毯たんほども厚く積もった埃だけがある。

「ちょっと、ほんとにこんなとこにあ──ばえーっくしょい！　こんちくしょー！」

　やたらでかいくしゃみを菘すずながした。声の大きさはともかく「こんちくしょー」はおっさんくさい。地下探たん索さくに踏み入るでもなし、とガスマスクを持ってこなかったのが運の尽つきだ。

「ま、まず換気を──っぷちっ！」

　泡あわの弾はじけるようなくしゃみは叶かな葉はのものだ。

　とはいえ換気しようにも、窓は手の届かない天井付近にあるのみ。しかも外側から分厚い鉄板が打ちつけられており、開けようがない。

『ここに流りゆう星せい刀とうがあるようだが、貴官に心当たりは？』

　通信で問うも、菊丸は首を振る。彼もここに入ったことはないらしい。

　──どくん、

　九曜はまた頭痛を覚え、人知れず眉まゆをひそめた。

　痛みは収まるばかりか、入る前から断続的に続いている。妙みようだ。今まではこれほど連続することはなかった。そのせいで、背後でばたつく気配にもすぐには気付けなかった。

「九曜ーっ！」

「む、……叶葉か？　どうしたのだ」

　中にいてはまともに喋しやべることも難しかったと見え、彼女らは一いつ旦たん外に出ていた。入り口から大声で呼びかける叶葉を不ふ思し議ぎそうな顔で振り返る九曜。

「あの、まずは埃を表に出しますからっ！　ちょっと息できないんですーっ！」

「でもどうすんの？　送風機とか置いてないじゃない。このまま待つのも時間かかるわよ」

　そういうことらしい。九曜は得とく心しんがいったとばかりに頷うなずき、隣となりに立つ菊丸に視線をやった。

『頼む』

　呼びかけると菊丸は頷き、扉へ向けて右手を伸ばす。

　その右腕の装そう甲こうが、肩口から解除される。

「……え？」

　入り口付近で叶かな葉はが声を上げる。全員がきょとんとする気配。

　局部的に装そう甲こうが解除され、菊きく丸まるの右腕骨格フレームが剥むき出しになる。そこに取り付けられているのは、大型の吸気口エアインテークだった。

　特別仕様の近この衛え兵・菊丸には、その基本性能の高さに加え一つの特殊機能がある。

　装甲の下に仕込まれた吸気口による、圧縮空気の操作である。

　右腕の吸気口が回転を始め、淀よどんだ空気が流動する気配。低い音が場を支配し、空気は菊丸の腕部に集まって圧縮され、彼の整備も担当していた百も舌ずが「これから何が起ころうとしているのか」をいち早く察知して、慌あわてて叫んだ。

「ま、まさかっ!?」

　九く曜ようが注ちゆう意いを促うながす。吸気に圧縮、その次の段階は──

「伏ふせよ、埃をまともに受けるぞ」

　射しや出しゆつである。

　ぼ。

　菊丸の腕から凄すさまじい圧縮空気が噴ふん出しゆつし、突とつ風ぷうとなって吹き荒れた。

「ひゃああああああああっ!?」

　叶葉が素すっ頓とん狂きような悲鳴を上げる。

　宝物庫の入り口から、ぼわっと雲が生まれた。

　菊丸の空気射しや出しゆつによって宝物庫の中の空気が打ち出され、中の埃ほこりごと外へ吹き飛んだのだ。

　あっという間だった。あんなに堆たい積せきしていた埃が一いつ瞬しゆんの内に外へと消え、表の一行はひっくり返るような姿勢でその場に伏ふせていた。

「……そ、そういえば君にはそういう機能があったな。しかし今のは心臓に悪かったぞ……」

　風で乱れた髪を直し、可か児にが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。菊丸は装そう甲こうを拾い上げ、ぺこりと詫わびの一礼。

　埃の消え去った内部を奥へ進むと、通路──蔵に当たる場所だが、そうとしか呼べない──の左右に貯蔵物の影が幾つもある。それらは箱詰めにされた上で古い布が被かぶさり、鎖くさりで厳重に床に縫ぬい止められている。

　九曜は軽くこめかみを押さえた。疼うずくような感覚は、消えない。

　それにしても意外なほどに広い。実際に入ったことは鴇とき子こでも無かったようで、この中に目的のものがあると知ってはいても、この中のどこに納められているのかまではわからないようだ。うんうん唸うなりながら蔵の中を歩き回る鴇子だが、それらしいものは見つからない。

　──どくん、

　ふと、九曜が足を止めた。

　自分でもなぜそうしたのか、すぐにはわからなかった。

　傍そばにいた叶葉が気付いて足を止め、不ふ思し議ぎそうに振り返る。手に持つライトにぼんやり顔を照らされ、九く曜ようは赤い目だけを動かしてある方向を見た。

「…………こちらだ」

「こちら……？　場所、知ってるんですか？」

「知っているわけではない、理由は不明だ……が、わかる、──気がする」

　この感覚を他の何かに言い換えるなら、電脳にインプットされた座ざ標ひようデータに似ている。

　作戦などであらかじめ目的座標を記憶しておくと、脳が詳しよう細さいにその場所をサーチする。そうして迷うことなく目標地点に辿たどり着けるのだが、今の感覚はどこかそれに似ていた。

　信号に呼ばれているような──そこに行くべく設定されているような。

　九曜は迷うことなく、更さらに奥へ足を踏み入れる。他の何にも目もくれず、ただ目標地点だけを見て進んだ。今の九曜は、無自覚ながらほとんど自動的に動いていたと言ってよい。

　痛みが治まらない。

　もしかしたら、目指すものがその原因なのかもしれない。

　つっかえながら叶かな葉はがついてきた。九曜の異常に気付いた他の者も、闇やみの中を迷わず分け入る詰つめ襟えりの背を追う。九曜は一度も振り返ることなく資材を押しのけ、ただ一直線に「目標地点」へ進んだ──呼ばれるように。

　──どくん、

　そして見つけた。瞬しゆん時じに抜ばつ刀とうして錆さびだらけの鎖くさりを斬きり、ぼろぼろの布を払って呟つぶやく。

「この箱ではないのか」

「なになに……あ！」

　横からにゅっと顔を出した鴇とき子こが声を上げる。

　他と比べてさして大きくもなく、しかし異様に頑がん丈じようそうな箱。御ご所しよの宝物を保管するものだけあって特別製で、その堅けん牢ろうさは大型機動兵器の装そう甲こうにも見み劣おとりするまい。

　開閉装置の横には扉と同じ型式の電子盤ばんが据すえ付けられており、ここにも同じく解除番号を入力しなくてはならない。

　鴇子はまた一つ一つつっかえながら思い出し、ぽちぽち正解を押していく──

　また、かこん、と音。

「ひ、開いたぞ……」

　畏おそれるように呟つぶやく鴇子。空気が抜け、ぎこちなく蓋ふたが開いていく。九曜はその中を見た。




　白しら鞘さやに納められた、一振りの打刀が鎮ちん座ざしている。




　細い注し連め縄なわが飾る掛け台に、それはあった。

　実用的な拵こしらえは為なされていなかった。白鞘──白しら木きで構成した柄つかと鞘は、基本的に保存用として実用は考慮されていない。そして二十年間も放置されたのであれば、鞘の白木も当然の劣化をきたしている。

　皆が見守る中、九く曜ようは迷うことなく刀に手を伸ばす。

　──どくん、

　手の中で古紙を握にぎり潰つぶすような感触がした。白木が腐ふ食しよくしていたのだ。意図せず力が入りすぎていたのか、右手で握ると柄つかがぐしゃりと崩くずれ、ぱらぱら床に落ちる。

　持ち上げる。

　もう片手で鞘さやを掴つかむと、そちらも崩れた。手の中に木の欠片かけらだけが残り、止まった時を早回しするように形を失った。その下に、九曜は確かに存在する刀身の感触を確認した。

　──どくん、

　直感が断言している。疑いようもなく、これが鴇とき子この言う流りゆう星せい刀とうであることがわかる。

「これは、」

　──どくん。

　その呟つぶやきから先の言葉を、九曜は失った。

　気絶したのだ。

　何が起こったのか全くわからなかった。刀身をまじまじと観察する暇いとまさえもない。ただ一いつ瞬しゆんだけ刀の「姿」を目もく視しして、直後に電脳に何かが起こった。まず許容量を超えるレベルでの感覚の膨ぼう張ちようがあり、覚えのない無数の情報がフラッシュバックし、五感が急速に先せん鋭えい化して頭痛が耐えがたいほどに強くなり脳の奥の星ほし鉄がねが何かを訴うつたえるがごとく蠢うごめく感覚──言うなれば、電脳で起こった一種の「爆発」だった。

「九曜っ!!」

　叶かな葉はの叫びを最後に、九曜の感覚が消失する。




　自分が消えるような感覚がした。

　ばらばらになった意識がどこか遠くへ散っていく。奇き妙みようなことにこの時、九曜を中心とした周辺の電子機器に不ふ可か解かいなノイズが走っていった。ノイズは波紋のように周辺に広がり、コンマ以下数秒のレベルで微弱な誤差が生じ、一瞬後には何事もなく戻もどった。

　最後の視覚で、九曜は確かに流星刀の姿を見ていた。

　隕いん鉄てつで鍛きたえた刀──それを視認して目に焼き付いたのは、黒さだった。

　鍛えられた鋼こう鉄てつに特有の、あの鈍い光はなかった。光を受けても照り返すことさえなく、艶つやはなく刃は文もんも見えない。闇やみを呑のんで夜を塗ぬり固めたかのような、どこまでも静かな黒。




　その黒い刀身の中に、光を視みたような気がする。







　　　四　─　没入







　夜の廃はい墟きよに、複数の閃せん光こうが瞬またたいた。

　轟ごう音おんを伴ともなう閃光は長いラインとなり、一いつ瞬しゆんのうちに廃墟の数ブロック先まで移る。それは即ち、閃光の主が超高速で移動していることを示している。

　跳ちよう躍やくからビル壁かべを蹴けり砕くだき、一匹の《蟷螂かまきり》が夜の空に躍おどり出る。

　天に光、地は闇やみを被かぶせた真っ黒な廃都市だ。地上に溜たまる人工の照明が絶えた今、空には月と星だけが剥むき出しになっていた。装そう甲こうが月光を照り返して鋭く光り、緑色の複眼は眼下に広がる地上をざっと見渡した。

『──は』

　虫に抱かれ、夜や叉しやの剣けん菱びしは不敵に笑う。建築物の狭はざ間まに見える光から、ざっと相手の位置を計算。近接格闘に特化した蟷螂は索さく敵てき範囲こそ狭せまい方に入るが、卓たく越えつした動体視力と「野生の勘かん」としか言えない直感でもって、敵の位置だけは絶対に見み逃のがさない。

　蟷螂は空中で機体を巧たくみに操作し、そのまま落下した。

　それ自体が一条の刃を思わせる深緑の機体は、鋭角的で空気抵抗が極きわめて少ない。高速で落下する際の風切り音すら極小だった。

　着地──同時に破は砕さい。

　爆音と共に巨大なクレーターが穿うがたれる。明らかに着地自体のそれのみではない何かの「衝しよう撃げき」が叩たたき込まれ、蟷螂かまきりを中心として地面が深く陥かん没ぼつした。アスファルトは塊かたまりとなって弾はじき跳とび、その下の土つち塊くれさえも高く巻き上がる。

　蟷螂の肢あし下もとにあるのは、驚異的な踏みつけで砕くだけ散った一匹の甲こう虫ちゆうだった。

『ひとつ。小型があと二機か』

　衝撃をまともにぶち込まれた甲虫は、もうぴくりとも動かない。死んでいる。蟷螂はそいつから完全に興味を失い、残り二つが消えた方角を睨にらんだ。

　十歩先すら見通せない闇やみの中にあって、剣けん菱びしは曲くせ者ものの数を確かに認識した。先の戦闘でぶつかった甲虫の《斑はん猫みよう》と比べると二回りも小さい。路地から大通りから縦じゆう横おう無む尽じんに跳はね回り、全速で逃亡を図っている。

　そちらを追う。

　クレーターの中心から蟷螂が消えた。後に残されたのは、未いまだ宙に巻き上げられた土塊と煙と甲虫の死体のみ。ほんの一いつ瞬しゆん遅れて発生した衝撃波が暴風となって爆発し、塊と煙と残ざん骸がいをもろとも吹き飛ばして夜に散らす。

　ここは、帝てい都とからほど近い廃はい墟きよである。

　そこそこ大きな街であったようだが、主要な補給ラインとは真逆の方角にあるため手つかずで放置されていた。こんなところは国内を見渡してみれば山ほどある程度のものではある。

　そこに不ふ可か解かいな反応を感知したのは巴ともえで、急行したのが剣菱だった。

『で、敵さんも九ヤ曜ツの異変に気付いた……ってわけか』

　つい数時間前、剣菱と巴は同時に疼うずきを覚えた。

　痛みというほどのものでもない、何か電脳に訴うつたえかける詳しよう細さい不明の信号が頭に差し込まれたのだ。共鳴とも言える「波」は九曜を中心に波紋のように伝でん播ぱしたらしく、それを感知したのは何もこちらだけではなかった。

　さて、だとすれば妙みようだ。

　甲虫は鬼き虫ちゆうを模も倣ほうした量産型である。数を揃そろえることを前提としているわけだから、貴重な鋼こう材ざいである《星ほし鉄がね》の素子チツプは組み込めない筈はずだ。では星鉄を組み込まれていない者が、今こうして九曜の共鳴に反応を示したこと自体おかしい。

『……やれやれ、細けぇ話はどうも好かねえな──俺はこういうのが性しように合う』

　癖くせの独ひとり言ごとを吐はく剣菱。

　疾しつ走そうの後に衝撃波を引きながら、地面にへばり付くような極端な低姿勢で疾走する蟷螂。これほどの質量物体が移動していながら足音は皆かい無むであり、最初の着地以外に地面を少しも傷付けていない。暴風を伴ともなう影が信じがたい速度で駆かけ抜け、林立する建築物の中で減速するどころか徐々に加速していった。

　捕ほ捉そく。弧こを描いて前まえ肢あしを振るう。装着されているのは、専用の対装そう甲こう刃ブレードである。

　剣けん菱びしは最初から障害物を障害物として認識していない。この領域に存在する全てのものは、斬きろうと思えば一ひと息いきに斬れるものでしかない。要は選択だ。何を斬るか──。

『ふたつ！』

　壁かべを隔へだてて向こうにいた甲こう虫ちゆうを、壁ごと無音で両断した。火花が陰いん影えいを生む。

　刃先から「死」の気配を感じ取り、一いつ瞬しゆんたりとも留とどまることなく更さらに加速。

　あと一機が地下に逃のがれたことを確認した。音響から計算してみると、真下に大きな下水道があることがわかる。幾つも枝分かれした下水の一つの支道から突入し、そのまま枯かれた川まで脱出しようという腹だろう。

　笑う。こういう追いかけっこも、それなりに嫌きらいじゃない。

　蟷螂かまきりは速度をいささかも緩ゆるめぬまま直角に幾度も曲がり、一気に大通りへと出る。視界が開けて空が見え、上天で三日月が輝いている。しかし緑の複眼が捉とらえるのは光に満ちた空ではなく、暗い地上の更に下だ。

　震しん動どう。

　さしたる予備動作も見せない「発はつ振しん」の一発で、真下の地面を跡あと形かたもなく砕くだいた。大穴が開き、砂すな粒つぶ状に砕け散ったコンクリートを突き抜けて下へ。

　枯れた下水路の本道に降りる蟷螂。駆け抜ける甲虫との衝しよう突とつコースに立ち、両の刃を引く。

　トンネル状に切り取られた暗くら闇やみの彼方かなたに、光。向こうが気付いてもそこは既すでに間合いだ。

　斬る。

　下水路で停滞していた空気が激動し、真上の穴から埃ほこりや瓦が礫れきが間かん欠けつ泉せんのように噴ふき出す。こちらも向こうも全速で、相対速度は想像を絶するものとなる。しかし蟷螂の刃は寸分違たがわず敵を捉え、その剣けん閃せんで最後の甲虫を斬っていた。

『みっつ。峰打ち……じゃねえが急所は外はずした。流石さすがにお前さんからは土産みやげを貰もらわねえとよ』

　正確には、蟷螂の斬ざん撃は「一閃」ではなかった。

　精密無比な外科手術のような太た刀ち筋すじは、今の交こう錯さくで合計十二。甲虫の機体から頭部と本体のコアブロックのみを断たち、火器や動力炉ろから完全に切り離していた。

　剣菱は蟷螂の胴どうを開き、機体から降りた。蟷螂は戦闘特化であるが故ゆえ、その前肢を丸ごと刃にしている。精密作業用のマニピュレーターは最初から持ち合わせていないし、ものを手──もとい肢に持つこともできない。

　真っ暗な下水路に、甚じん平べい羽ば織おりの男が降り立った。分厚い雪せつ駄たの底が枯れた水路を鳴らし、剣菱はぼさぼさの頭を掻かきながら軽かる口くちを一つ。

「随ずい分ぶん敏感じゃねえか。何をそんなに嗅かぎ回ってる？　俺にも一口噛かませてくれよ」

　この甲こう虫ちゆうはどうやら斥せつ候こうとして用もちいられているもののようで、戦闘に向かない代わりに小型かつ素早いタイプらしい。また電子機能も充実していると見える。頭部だけ切り取ってみると両手で十分抱かかえられる程度の大きさだ。

　まともな返答は期待していなかった。捕とらえられれば即座に自爆するような連中だ。命惜おしさに情報を吐はくこともあり得ず、何かの脅きよう迫はくをしたところで意味があるとも思えない。

　だから剣けん菱びしは直近のマンホールを吹き飛ばし、真上に頭部を放り投げた。

『巴ともえ、頼む』

　直後、どこからともなく一本のワイヤーが飛び出す。

《蜘く蛛も》が放ったものであり、先せん端たんには鉤かぎ状のブレードが取り付けられていた。ワイヤーは生き物のようにうねり、その先端を甲虫の頭に食い込ませた。

　電極を突っ込まれたように、甲虫の複眼が明めい滅めつする。

『──か──!!』

　甲虫が呻うめく。これまで見まみえてきた相手と同じ声だ。

　蜘蛛と巴の演算能力にものを言わせた、電脳への強制干かん渉しよう。蟷螂の後から追跡していた蜘蛛が地上で待機しており、巴は眉まゆ一つ動かさず、一いつ切さいの慈じ悲ひなく最大効率で相手の脳の防ぼう壁へきを破は壊かい・攻こう略りやくした。

　だが。

『……駄だ目めね、やっぱり大事なとこは消えてる。指令信号の発信源が欲しかったんだけど』

『もうか？　消去ったって早すぎるだろう。そんなすぐ消えるもんかね？　欠片かけらも残さず？』

『甲虫が固有の判断力を持ってるにしても、こんな短時間でぜーんぶ消しちゃうっていうのは流石さすがに妙みようだわ。対応が早すぎる。最初から電脳にそういう機能を仕込んでるか、よっぽど高度な管かん制せい網もうが敷しかれてるかのどっちか』

　高度な管制網。仮定の話に過ぎないにしても、そうしたものがあるとしたら一応の納得はできる。これまで戦った甲虫が、例えば全て中心となる指令母体の管制ネットワークの中にいるのならば、末端の情報を母体から消去することは可能だ。

　だが、あくまでもあるとしたらの話だ。これほど複数の対象を、遠えん隔かくで極きわめて正確に、かつ何の痕こん跡せきも残さず常時管制し切る技術が本当にあるのならば。

『……ふーむ。もうちょいイジってみるわ』

　敵には全く容よう赦しやも何もない。巴は昔から、そうした「区別」を徹底する女だった。剣菱はただ肩を竦すくめ、蟷螂かまきりを伴ともなって最初の穴から地上へ出た。

　自分の仕事は終わった。退屈だ。あくびを噛かみ殺しながら蜘蛛と合流すると、巴は蜘蛛の上で足を組んで解析に没ぼつ頭とうしている。手近なビルの壁かべに背を預け、剣菱は無言でそれを待った。

「……！」

　ふと、巴が何かに反応した。

　伏ふせられた長い睫まつ毛げがぴくりと動く。薄く開かれた紫むらさきの眼めには、一目で窺うかがい知れぬ感情が渦うず巻まく気配があった。異常に気付き、剣けん菱びしが声をかける。

「どうした？」

「音声記録」

　短く答える巴ともえ。通信ログの類たぐいではない。電脳の奥に厳重に格かく納のうされたデータ──普通なら存在すら感知されない、高い解かい析せき能力をあらかじめ見越した上で敢えて残したとしか思えない。

　あるメッセージの録音である。

　剣菱が促うながす。巴はその記録にアクセスし、再生。

『──まず音声で失礼する。羅ら刹せつの巴、夜や叉しやの剣菱とお見受けする』

　甲こう虫ちゆうの本体の声ではなかった。

　男の声。氷のように冷たく、しかしどこかに穏おだやかさがある。語り口は一いち言ごん一いつ句くを確かめるようにゆっくりしており、頭の中で奇き妙みように甘く響いた。

『先に一つ述べておきたい。我々は、あなた方を尊敬している。二十年以上前の設計ながら、一いつ騎き当とう千せんの性能はまったく翳かげりを見せない──白状するが、感動すら覚えた程ほどだ』

　巴は頬ほお杖づえをつき、男の音声に聞き入っている。

　この男が誰であるのか──甲虫の脳に音声記録を仕込み、この集団を「我々」と言う男が何者か、察しはついていた。

『だから良かった。この時代に生き延びた鬼き虫ちゆうがこれほどまでに強かったからこそ。そうであるが故ゆえに、我らにとっても好こう都つ合ごう。九番式の変化と可能性もまた注目に値あたいする』

　九曜の状況を知っている。

　巴が目を細める。全くの無表情。紫の眼はぞっとするほど冷たい光を宿している。

　剣菱が歯を剥むいて笑う。見開かれた緑の眼には、闘争を予期した本能的な熱が灯ともった。

　録音である以上、こちらは聞いているしかない。向こうとしても、そう長く御ご託たくを並べるつもりではあるまい。慇いん懃ぎんといえば慇懃な、しかしどこまでも冷徹にして作業的な声色の「挨あい拶さつ」は、最後の名乗りをもって終了となる。

『本官の名は《虎杖いたどり》。通りの良い名では──黒くろ塚づか夕せき馬まか。我々は、貴き殿でんらの所有せし自律装着式兵装《鬼虫》の虫を欲している。……いずれ手合わせ願いたい。以上』

　そこで再生が止まった。

　事実上の、決定的な宣せん戦せんだった。

　直後に甲虫の頭部が潰つぶれる。蜘く蛛もから伸びた無数のワイヤーが頭部を絡からめ、覆おおい尽つくして絞しぼり、潰して捩ねじ切り次の瞬しゆん間かんには電脳と音声記録ごとただの鉄てつ屑くずと変じせしめた。

「……吹いてくれるわね」

　呟つぶやく巴。剣菱はそんな巴を久しぶりに見た気がして、物珍しげな表情で彼女を見上げた。

　声をかける前に蜘蛛から何かが飛び出す。小蜘蛛である。掌てのひらほどの大きさのそれが音もなく着地し、ちょこちょこ剣けん菱びしの足元まで駆けてくる。剣菱はそいつを見下ろし、片かた眉まゆを上げた。

「なんだこりゃ。どうすんだ？」

『アタシは帝てい都とに戻もどるわ』

　短く答え、巴ともえは返事も待たず蜘く蛛もの体内に戻る。とすればこの小蜘蛛は連絡用といったところだろう、小蜘蛛は剣菱の足をよじよじ昇のぼってスネの辺あたりにぴったりしがみ付く。

『このまま雑ざ魚こを狩り続けてもラチがあかないし、九く曜ようくんの方もほっとけない。剣菱くんは帝都の周りを監かん視ししといて。ある程度好きにやっていいけど単カ騎チ特コ攻ミとか無む茶ちやはやめてね』

「……そりゃまた。構わねえが、随ずい分ぶん自由な奴やつだぜ」

『ごめん』

「ま、もう慣れ……痛えな!?　スネ毛むしるんじゃねーよ！」

　自分の脚で狼ろう藉ぜきを働く小蜘蛛を無理やり引っぺがす。八本の小さな肢あしをわきわき動かす小蜘蛛を片手に持ちながら、剣菱はいささか呆あきれた面つらで大きい方を見上げた。

「最初っから面めん倒どうなもんはお前に任せっきりだ。早えとこ行ってきな」

『んふふ。わかってるって』

　蜘蛛が跳ちよう躍やくする。ワイヤーを駆く使しして飛行のような勢いで上昇、月光に影を刻きざんで姿を消した。剣菱はそれを見送り、小蜘蛛をちらと一いち瞥べつして、最後に自身の相あい棒ぼうたる蟷螂かまきりを見上げた。

「虎杖いたどり……ねぇ」

　手合わせを願うと奴は言った。

　これまでと同じく、量産型の甲こう虫ちゆうをぶつけるだけでそうは言うまい。手合わせとは、奴自身が闘争に参加し、巴ないし剣菱、或あるいは九曜に挑いどむということだ。それが何を意味しているのか、剣菱にはわかる。自然に笑みが刻まれた。

　ならば奴は、既すでに自みずからの──。

「──おもしれえ」

　小蜘蛛が相あい槌づちを打つようにわきわき肢を蠢うごめかせた。

　抜かれたスネ毛が風に舞って夜空に散る。剣菱はそれをほんの少しだけ惜おしく思った。
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　叶かな葉ははベッドの脇わきに小さな椅い子すを置いて、二個目のリンゴに向かい合っている。

　小さなナイフで器用に皮だけ剥むき、切り分ける。ウサギを作ってみたりもする。それらを綺き麗れいに並べると、皿の上がウサギで賑にぎやかになった。その様に少しだけ満足して、気き遣づかわしげな視線をベッドに移した。

「……九曜」

　ベッドの上の九曜は、まだ目覚めていない。あれから三時間、既に日付も変わりそうだ。

　場は中央管理局。平へい時じから九く曜ようや菊きく丸まるを調整しているドックの一室にベッドが運び込まれ、意識を失った九曜が横たえられている。その延えん髄ずいの辺あたりがコードに繋つながれ、無数の機材が彼の電脳をモニターしていた。

　流りゆう星せい刀とうはあの蔵から持ち出され、ベッドに置かれている──というより、九曜が離さないのだ。白しら木きの柄つかと鞘さやは朽くちてしまった為ため、応急的に刀身を布でぐるぐる巻きにしている。

　最低でも二十年は放置していたにも関わらずその刀身は錆さびることなく、刃も鈍っていないようだった。茎なかごに銘めいは打たれていない。無銘なのだ。




「──一度に許容範囲より上の情報が入ったから、強制的に休眠状態に落ちているようです」

　三時間前、九曜を運び込んで機材に繋ぎ、百も舌ずは一応そう結論付けた。叶かな葉はがベッドの横で繰り返し名を呼ぶが、何の反応も見せはしなかった。

「あの刀を握ってからこうなったんです。あれに、何かあったんでしょうか……？」

「……確認はできませんが、彼の脳に流星刀が何らかの干かん渉しようを起こしたのは間違いないかと」

「か、干渉？」

　百舌は九曜の電脳を解かい析せきするモニターを見ながら、確かめるように続けた。

「彼の話によれば、《星ほし鉄がね》は鬼き虫ちゆう本体の脳の核かくにあります。あの刀も合金になっていますが、基本的には同一素材です。恐らくは……ですが、考えられる原因はそれくらいでしょう。言うなれば共鳴現象のような……」

　共鳴。百舌本人としても確証を持ってその言葉を使ったわけではあるまい。だが、この現象を名状するとなればそれが妥だ当とうなのかもしれない。

　九曜はベッドに横たわったまま微動だにしない。可か児には難しい顔で腕を組み、

「……なるほど、話はわかった。前例が無いことなら下へ手たに手を加えるのは控ひかえるべきだな。彼の電脳をモニターしたまま、今は暫しばらく様よう子すを見よう」




　それから三時間ずっと、叶葉は九曜のベッドの横に座って動かない。

　目をこする。流石さすがに深夜ともなると眠くなってくるが、叶葉は自分の頬ほおをぴたぴた張って意識をはっきりさせるよう努つとめた。九曜の覚かく醒せいを待ってここに残ると伝えておいたから、職員用の仮眠室の使用許可が下りているが、眠る気はなかった。

　腹も減へっているが、それどころではなかった。九曜の顔を見下ろしながら叶葉は考える。

　自分は、何ができているだろう。

　今ここで眠る彼に、自分が何を──

「かーな」

　ぱっ、と顔を上げた。振り返ると菘すずなが部屋から入ってきていた。目を丸くしている。

「あんた、ずっとそこにいるの？」

「あ──はい」

　頷うなずくと、菘すずなは呆あきれるやら感心するやらといった具合に苦笑し、椅い子すをもう一つ持ってきて叶かな葉はの隣となりに座った。片手に持つ袋の中身は何だろうと叶葉は首を傾かしげる。

「てことは、なんもお腹に入れてないってことよね。いいもん持ってきたから食べな」

　取り出したるは、銀紙に包まれた握にぎり飯めし。まんまるで本当に「握っただけ」といった風ふ情ぜいだが、叶葉の片手では収まらないほどでかい。

「お、おおっ」

「中央の人がこれ食べとけって。向こうも私らがずっとここに残るとは思ってなかったみたいだけど、……まあ、こいつ置いてけないもんね」

　自分の分の銀紙を解きながら、菘は九く曜ようを見下ろした。

　今に至るまで彼に異常な変化は無い。だが、それが逆に不ぶ気き味みにも思える。

　あれから菘は安あん東どうのノートを参照しながら首を捻ひねっていたが、こと九曜自身の件に関して役立つ情報は見つけられなかった。そこに書き記しるされているのはあくまでも虫の機体──《蜂はち》の修理であり、その他の内的な処理は全て本人が行っていたのだ。簡単なモニタリングのデータはあるにせよ、それも日常の簡単な調整の範囲を出ない。

　叶葉は丸い握り飯を両手で持ってぱくついた。それを横目に見て満足げに頷うなずく菘だったが、ふとベッド脇わきの机の皿に気付く。

「リンゴあるじゃん。食べなかったの？」

「これは……起きたときに、九曜がおなか空すかせてたらいけませんから」

「だから自分は手を付けなかった、ってか。はいはいごっそーさん」

　またも呆れるやら感心するやらの顔をされる。改めてそんな顔をされるとなんだか気恥ずかしい気分になって、叶葉は抗議の声を上げようとするが、その時ふと扉の方で物音がした。

「あ」

　振り返ると、鴇とき子こがいた。

　どうやらつい今しがた来たところらしいが、おかしなことにやたら身を低くしている。まるで人目を憚はばかってこっそり忍び込んできたようだ。その目と、叶葉と菘の目が合う。鴇子はいたずらが見つかった子供のような目をした。

　手に油性マジックペンを持っている。

「……」

「……」

「……その、日頃の恨うらみをだな」

　叶葉はきっぱり、

「だめです」

「うぅ」

　仕方なくペンを懐ふところにしまう鴇とき子こ。九く曜ようの顔に落書きでもしてやろうと思っていたようだが、駄目と言われて彼女に打つ手は無かった。

　鴇子は先さき程ほどまで精神鑑かん定てい官のカウンセリングを受けていたようだが、それが終わっても自分だけ帰ろうとはしなかった。別室には菊きく丸まるも待機している筈はずだ。

　結果、叶葉と菘すずなと鴇子が一列に並んで座ることとなった。寝顔を見守る人間が一人から三人に増えても、九曜はやはりぴくりともしない。

「……九曜、本当に大丈夫なんでしょうか」

　叶葉は、機械のことはよくわからない。だから今、九曜に「何」が起こっているのかも全て把は握あくできてはいない。こうして傍そばに座って心配する程度のことしかできないでいる。

　菘はそんな叶葉の肩を軽く叩たたいて笑った。

「大丈夫よ。こいつのことだからきっと、けろっとしたツラで起き上がるって。……ったく。女の子がこうして雁がん首くび揃そろえて心配してんだから、とっとと起きろっつーのねこいつも」

　むっ、と鴇子が心外そうな顔をする。

「わたしは別にこんな奴やつの心配なんてしてないぞ」

「んじゃその隠かくし持ってるミカン何よ」

「なっ、……こ、これは陣じん中ちゆう見み舞まいというやつだ！　敵に塩だ！　起きた時にこいつの腹が空すいてたらわたしも張り合いがないだろうが！」

　懐に仕込んだミカンの存在を見抜かれ、鴇子はひとたまりもなく慌あわてた。叶葉はミカンを取り出した鴇子に目を丸くして、嬉うれしそうに笑う。

「ありがとうございます、鴇子さま」

「な、なんでおまえが礼を言う。だいたいこれはわたしがいらんから押し付けるためにだな」

　ぶつぶつ言い訳を並べながら、鴇子は机の皿にどすんとミカンを置く。そもそも九曜がこうなっているのは流りゆう星せい刀とうによるものだ。その記憶を持っていた鴇子としては、今の彼の状態に責任を感じているのかもしれない。

　ウサギのリンゴと丸ごとミカンの組み合わせは少々シュールな趣おもむきがあった。菘は肩を竦すくめ、

「……あーあ。こうなるなら私もバナナでも持ってくるんだったかな」

　九曜を案じて翳かげりがちだった叶葉の表情も、少し明るさを取り戻もどした。

　あとは九曜さえ無事に目覚めてくれれば──そう思う叶葉が、ふと眠る九曜の前髪を整えようと手を伸ばした時、

　けたたましいブザーが局内に鳴り響いた。

　叶葉の肩が跳はねる。菘が瞠どう目もくして振り向き、鴇子に至っては椅い子すから三センチも浮いた。

　侵入者警けい報ほうである。




　三人が突然の警報に仰ぎよう天てんした頃、管かん制せい室の誰もが呆ぼう然ぜんとしていた。

　それでも、中央は突然の異常事態に戸と惑まどいながらも迅じん速そくな対応を見せたと言えよう。理想的な速さで、すぐに動かせる機械兵を急行させていた。

　しかしそこで行われたのは、まともな戦闘でさえなかった。

　いや正確には、最初の数秒こそ戦闘のようなものを中央は仕掛けた。所属不明の熱源反応が急接近し、いきなり中央区の壁かべを飛び越えたのだから当然だ。

　だが最初の数体が一いつ瞬しゆんにして制圧され、中央が侵入者の正体を確認してからは、もう戦いどころではなくなっていた。

『──あれ？　味方識別ってこれじゃなかったっけ。変わった？』

　機械兵を無傷のままぐるぐる巻きに絡からめ捕とったそいつは、その制圧力にまるで見合わぬとぼけた声を出す。ちかちかと点てん滅めつする不明機の反応が、ある瞬間からぱっと味方機のそれに変わった。解かい析せきしたのだ。機械兵の一体から、この数秒で。

　警けい戒かいするべきなのかどうなのかすらわからず、そもそもそれどころですらない驚きに支配され、管かん制せい室はどこか間ま抜ぬけな空気に包まれていた。

　そこにいるのは、虫。

　たった一匹の、巨大な機械仕掛けの《蜘く蛛も》だ。

『どーもー。覚えてるヒトいるかな？　アタシよアタシ、鬼き虫ちゆうの巴ともえちゃんですよー』

　前まえ肢あしの一本を振ってみせる蜘蛛。禍まが々まがしい暗あん紫しの機体とは裏うら腹はらに、その動作にはどこか奇き妙みような愛あい嬌きようがあった。
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　事態の急変に少し遅れ、叶かな葉はと菘すずな、鴇とき子この三人が部屋から出てくる。叶葉は九く曜ようの眠る部屋に残ろうとしたが、職員が来て曰いわく、「呼ばれている」とのことだ。

　誰にだろう、と最初こそ思った叶葉だが、相手を見て仰ぎよう天てんした。

「巴さんっ!?」

「ともっ……巴？　蜘蛛!?　弐に番式!?　あの!?」

　叶葉が素すっ頓とん狂きような声を上げ、菘が混乱している。鴇子はぽかんと口を開けたまま声もない。

　突とつ如じよとして姿を現した弐番式は、存在自体もさることながらその姿でまた度ど肝ぎもを抜いた。どこからどう見ても子供の姿で施設内を闊かつ歩ぽし、慣れた様子で屋上に蜘蛛を待機させる童女。

　信じる信じないではなく、目の前にいる姿こそ事実だった。巴は会議室に通され、けろっとした様よう子すで悪戯いたずらっぽく笑う。叶葉はそんな巴を見て、最初に会った数週間前と何一つ変わらないペースにおかしな懐なつかしさを覚えた。

「そうよー。そういうキミはお風呂のおっぱいちゃん？　いいわねえグーよグー、大好き」

「なっ、へっ、」

　菘すずなは咄とつ嗟さに胸を庇かばう。流石さすがに赤くなった。

「変な奴やつだ!!」

「あのいや巴ともえさんは、」

「そうだ変な奴だ！　近寄るな！」

　弁護しようとした叶かな葉はだったが、同じく巴を事前に知る鴇とき子こが同調した。もちろん叶葉も廃はい病院でのトラウマは癒いえていない。ふと巴がニヤニヤしながらにじり寄ってきたので、叶葉もあの記憶が蘇よみがえって「ひい!?」と息を呑のんだが、

「………………とにかく」

　どうにか我に返った可か児にが聞こえよがしに咳せき払ばらいをしてみせ、ワイヤーを出しかけていた巴が「おっと」と軌き道どう修正する。すんでのところで難を逃のがれた三人は安あん堵どの溜ため息いきをついた。

　可児が叶葉と鴇子を順番に見る。流石さすがに少し咎とがめる色がある。

「君たちは弐に番式のことを知っていたのか？　……なぜ黙っていたんだ？」

「あ、と」

　問われ、叶葉はばつが悪そうに首を竦すくめた。確かに、数週間前──嵓くら木ぎ基地にまつわる一連の出来事で、叶葉と鴇子は巴および参さん番式・夜や叉しやの剣けん菱びしと出会った。

「黙っててごめんなさい……。巴さんは、街の外でこっそり色々調べてたんです。甲こう虫ちゆうの、つまりその、敵のこととか。それで……」

「──あ、アタシが説明するから。黙っててって言ったのこっちだし、叶葉ちゃんは悪くないよぉ。元気してた？」

「わぁ!?」

　いつの間にか後ろにいた巴に尻しりを一ひと撫なでされて叶葉は総そう毛け立だつ。

　巴は叶葉の説明を引き継ぎ、その辺の椅い子すに悠ゆう々ゆうと腰こし掛ける。

「──の前に、ここにいるみんなは初めてよね？　改めて、アタシが巴よ。弐番式、羅ら刹せつの巴」

　完全に場のペースを握にぎられており、圧倒されっぱなしだった面々がようやく我に返る。徐々にざわめきが生まれるが、可児がそれを制した。

「……可児哲てつ郎ろうだ。九く曜ようとは尽じん天てんの頃から色々と縁がある」

「百も舌ず、喜き久く乃のといいます」

「あ、えーと、安あん東どう菘すずな──です」

　巴はベッドに腰掛けたまま、全員が名乗るのを待った。一人一人の名前を聞いて復唱し、紫むらさきの眼めでそれぞれの顔を三秒以上見つめて、一つ一つ頷うなずきを返した。そして全員の名を聞き終えた後、細い足を組んでにっこり笑った。

「よろしく」

　両目がゆるやかな線になる。柔らかく微笑する巴の童女らしからぬ美び貌ぼうに、一いつ瞬しゆん誰もが見み惚とれた。叶葉でさえも改めてその笑顔を目まの当たりにし、思わず息を呑む。

　そうして巴ともえは口火を切った。甲こう虫ちゆう式のことを踏まえた上で、彼らを止めるという目的。無用な混乱を避ける為ためと、身軽である為に今まで潜せん伏ぷくしていたこと。そして、いよいよそうも言っていられなくなってきたこと──そして、参さん番式・剣けん菱びしのこと。

　そしてまた巴ともえも中央の動向を聞く。九く曜ようが昏こん睡すいした原因と思おぼしき流りゆう星せい刀とうの存在を知り、巴は切れ長の目を丸く見開いた。

「ん、こっちもなーんか変な具合に頭が痛んだなーって思ったのよね。なるほど、そんなもんがあったの。──剣菱くんも同じ感じだったのよ。今はカレ、帝てい都との外で別行動だけど」

　巴の目がすいっと流され、百も舌ずを捉とらえた。見られた百舌の肩が跳はねる。

「共鳴──そっちの子の推測で大体は間違ってないと思う。……キミさ、百舌さんの娘さんでしょ？　大きくなっちゃってまあ」

「っ、ち、父を知っているのですか!?」

　勢い込む百舌ににっこり笑いかけ、巴は頷うなずいた。一見すると異様な光景ではある。どこからどう見ても子供な巴に、「大きくなった」と感心されている成人女性。

「部下だし。昔に一回だけ基地に来てたちっちゃな女の子でしょ？　後を継ぐってのも立派なもんじゃない。……今、百舌さんは？」

　憧あこがれの鬼き虫ちゆうに覚えていて貰もらって感動しきりの百舌だったが、父の話を出された時にふと表情が曇くもる。巴はそれを見み逃のがさなかった。細まる目が彼女を観察するが、その奥にいかな思考があるのかは彼女以外にはわからない。

「……行ゆく方え不明、です」

　え──と瞠どう目もくしたのは、叶かな葉はと鴇とき子こと菘すずなの三人だけだった。他の者は知っているのだろう。

　百舌喜久乃の父は二十年前から行方知れずとなっている。

　とはいえ、身内の失しつ踪そうは決して珍しいことではなかった。あの戦争が終わった後で、所在の確認が取れていない国民は数えきれないほどいる。百舌個人でなく、これは現在の八や洲しまが抱かかえる大きな問題の一つとなっている。

「──そう。変なこと聞いてごめんね」

「い、いえ」

　巴はそれ以上の余よ計けいな追求を止めた。百舌を気き遣づかってか、ただ知りたかっただけなのか。巴の視線はそのまま水平に滑すべり、続いて菘を見る。

「菘ちゃんはアレでしょ、安あん東どうさんの。孫とか？」

「えっ、あ、うん……はい。孫、です。えーと、おじいちゃんのことを知って……？」

「いーよ別に敬語とか。安東さんは鬼き虫ちゆう関係じゃなかったけど、南に腕っこきさんがいるって聞いたから興味あったの。話したのは三回もなかったから覚えてるかどうか。カレお元気？」

　砕くだけた態度の巴に対し、菘も気を取り直すように深呼吸した。改めて向き合う──が、何かというと巴に胸を見られるので少し屈かがみがちになっている。

「──と、今は尽じん天てん。綱つな島じまってのと一いつ緒しよにみんなのリーダーやってるとこ。元気かっていったら超元気だわよ、やめろってんのにタバコ吸ってたし」

「そっか。ならそっちは別にいいか」

　何が「別にいい」のだろうとなんとなく頭の隅すみで思った叶かな葉はだが、それを聞く前に巴ともえはさっさと話を切り替えた。本題、九く曜ようの件だ。

「さて、共鳴のこと。アタシちょっと考えたのね、九曜くんがこうなってるのにアタシや剣けん菱びしくんが平気だったのは何でか。アタシと剣菱くんの二人と、九曜くんの違いは何か。……叶葉ちゃん、なんでだと思うかな？　キミならわかる筈はずよ」

　突然話を振られてたじろぐ叶葉。視線が自分に集中して緊張するが、さて、先の二名と九曜との違いは何か。それは、彼を《鬼き虫ちゆう》の一員として考えればすぐに導き出せる答えだった。

「あ──蜂はち。蜂がもう、いない……」

　そう、九曜の機体たる九番式《蜂》は、今はもういない。

　叶葉と菘すずなは、尽じん天てんで起こった出来事の数少ない証人だ。特に九曜の覚かく醒せいに端たんを発したあの事件を最初から最後まで見てきた叶葉には、九曜にとって蜂がどれほどの存在だったのかわかる。ただの兵器などではない、半身なのだ。

「虫の操作系統は思考制せい御ぎよ。星ほし鉄がねを使った脳波の拡張と電気信号化は、自分の虫と本体の双そう方ほう向こう通信が前提になってんのね。でも今の九曜くんは違う」

　虫は、鬼き虫ちゆうシリーズ全員にとって無くてはならない機体からだ。虫との接続を前提に造られた本体が、虫と完全に断絶された状態でこれほど活動することは今の九曜以外に前例が無かった。

「その刀は星鉄の塊かたまりだから、九曜くんと共鳴したのかも。無くした虫の代わりに、ね。それで生体脳波が拡かく散さんしすぎてご覧らんのとおり。何か質問は？」

　質問は、と問われれば中央としては聞きたいことなど数えきれないほどある筈だ。しかし今ここで全てを聞く時間は無い。可か児には全員に目め配くばせし、まず確認するべきことを手短に問う。

「……では、今の彼に施ほどこせる処置は？」

　巴ともえは静かに笑う。

「なんにしろ意識を引っ張り戻もどしてあげることが先決よね。九曜くんに呼びかけなくちゃいけない。声とかじゃなくてもっと深い、電脳の奥に」

「それで彼の意識が戻ると？」

「手段を整えるならできるけど、そっから先はアタシにはどうだろね。とにかく、鍵かぎは──」

　ぴ、と細く白い指を立てる巴。その先が宙を泳ぎ、

「この子」

　指差す先に、叶葉が立っている。




　手順自体は、さして複雑ではなかった。

　巴ともえは簡かん潔けつに説明を終え、技術者に機材を揃そろえるよう申し付ける。それから叶葉を伴ともない、九曜が眠る部屋へ足を向けた。自分と叶かな葉は以外は部屋に入らないようあらかじめ釘くぎを刺している。

「──最後にもう一つ聞かせて欲しい」

　ん、と振り返る巴ともえに、可か児には問う。

「君は、我々の味方だと思ってもいいのか？」

　可児の質問に、巴は愚ぐ問もんだと言わんばかりににんまり笑う。

「ちょおっと違うかなぁ。アタシは鬼虫の味方。最初っから最後まで、ずっとね」

　紫むらさきの眼めが右から左へ動き、全員の顔を見み据すえる。当然のごとく、彼女の頭の中には全員の顔と声と名前が完かん璧ぺきに入っている。

「でも、九く曜ようくんの味方はアタシの味方。それにそちらさんには井い筒づつくんと万まん字じくんもお世話になってるみたいだし、義理は通さなきゃねー」

　そして、最後に巴はこう付け加えた。

「こっちからも、最後に。──鬼虫アタシらの情報は絶対に表に出さないこと。わかるよね？」
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　意識が、拡かく張ちようしている。

　非ひ覚かく醒せい状態の脳の活動に伴ともなう映像が「夢」なら、九曜が見ているそれは恐らく夢に当たる。

　自発的な情報処理に伴うフラッシュバックではなく、完全な無意識下で生まれては消える幻げん視し。本人の意思は介かい在ざいせず、ただ脳が徐々に回転速度を上げていくように、音と声と姿と光景が流れていった。

　種類は様々だ。九曜自身がはっきり覚えているものもあれば、無自覚のまま頭の片かた隅すみに残っていた小さな記憶もある。上官や戦友の姿も、戦いで見た光景も、火に瓦が礫れきに森に海も、道みち端ばたに転がる石ころも、どこかから届く名も知れぬ誰かの叫びも。

　今となっては遥はるか昔にも思える、あの燃える故郷のことも。

　夢のようなものは続き、更さらに遠くへ、遠くへと自己の意識を拡散させていく。脳の神経電気が電波となり、見える筈はずのないものがちらついては消えていった。

　機械は夢を見ない。

　だが戦闘兵器として不完全な状態に陥おちいった「元人間」の電脳は、あるイレギュラーによって拡張されゆく。それが通常の機械のものであるかは──つまり特定の信号によって精せい緻ちに管かん制せいされた機械のものかは、誰にもわからない。
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　自分は九く曜ように何ができるのか。

　ただの人間の、大層な力など微み塵じんも持っていない小娘が、どう彼を支えられるのか。

　そういうことを、考えていた。




「──さて、いいかな」

　問われ、叶かな葉はは決然と頷うなずいた。

　目の前では九曜が変わらない調子で眠り続けている。

　流りゆう星せい刀とうによる共鳴を受け、九曜の電脳にある星ほし鉄がねが異常反応を示した。指先ほどもない小さな素子チツプは失った部位を求めるがごとく暴走し、生体脳波と意識そのものを暴力的に拡かく張ちようさせている──とは巴ともえの仮説だが、それ以外には無いように叶葉には思えた。

　今九曜が昏こん睡すいしているのは、広がりすぎた意識に呑のまれているからだ。感覚が拡散しすぎて文字通りの意味で「自分」を見失っているのだ。それを引き戻もどす為ためには、何らかの干かん渉しようによって彼に強きよう烈れつな刺激を与えねばならない。

　鍵かぎは叶葉だった。巴や剣けん菱びしと九曜との決定的な違いは、虫の有無以外にもう一つあるのだ。

　司令の有無である。

　九曜は自律判断の補助として叶葉を司令としている。これは副脳を失ったが故ゆえの応急処置だが、蜂が破は壊かいされた今となってはもう通常状態と言っていいほど長期の設定となっている。

　つまり九曜の主脳において、司令たる叶葉の存在がかなり重いのだ。彼女の声──例えば帰き還かんや覚かく醒せいなどといった強い「指令」であれば、今の九曜への刺激としては十二分だろう。

　特別な機材はほとんど必要なかった。九曜の傍そばには叶葉と巴だけがいて、部屋の窓が開いているのみだ。外の壁かべには蜘く蛛もがぴったり張り付いており、頭部から展開したケーブルを室内に引いている。接続ジャックは三つ、一いつ端たんは巴へ、そこから蜘蛛を経由してもう一端は九曜の脊せき髄ずいへ。そして最後に、叶葉が装着するヘッドギアに。

　これは本来医療用に造られたもので、人の脳波をモニターする為ための装置だと聞いた。重じゆう篤とくな障害で身体の一部分を機械化した患者が、その部位を問題なく認識できるか確認する際などに用いられる──とのことだが、叶葉にはよくわからなかった。わかるのは、これを使えば九曜を何とかできるということだけだ。

「それで、アタシと蜘蛛を通して九曜くんの電脳にアクセスできる──けど念の為言っとくとこれ、楽じゃないし安全でもないよ」

「……はい」

「多分キミが想像してるのとは全然違う感じだと思う。見るとか聞くとかじゃなくて、アタマで直接受け止めるから。ノイズはこっちでカットするけどキミの脳がどこまで持つかはわからないし、最悪なんかの障害が残るかもしれない」

　脅おどすでもなく、巴ともえは淡々と今から行うことの危険性を述べた。

　九く曜ように有線接続し、拡かく散さんした意識を直接サルベージする。かつて彼も蜂はちと有線接続し、自身の情報整理を行ったことがある。それと同様のことを巴と蜘く蛛もが行うということだろう。叶かな葉はは巴の助けで九く曜ようの電脳に潜もぐり、彼に呼びかける手て筈はずとなっている。

　この潜るという行為が叶葉にはよくわからなかった。見るでも聞くでも触るでもない、九曜自身の頭の中に直接潜せん行こうするのだ──一体どうなってしまうのか見当もつかない。

　いや、どうなるかわからなくても。

「大丈夫です。初めてください」

「怖こわくないの？」

　質問にたじろぎ、しかし正直に頷うなずいた。こんなところで噓うそをついてもいられない。

　肩が少し震ふるえていた。未知の行動で自分に何が起こるのか、どうなってしまうのか──それだけでも緊張するのに、失敗した場合のことを考えてしまう。もし自分が何かを間違えたら、九曜はもう帰ってこないかもしれない。

「だったら、やめとく？」

　──いや。

　叶葉は九曜の顔を見下ろした。常つね日ひ頃ごろは仏ぶつ頂ちよう面づらを通す彼だったが、こうして表情が抜け落ちた寝顔を見ていると普段より幼く見える。こうして眠る彼を、叶葉は前にも見たことがある。

　数か月前の夏、初めて出会ったあの地下工こう廠しようで。

「……いえ、やります」

「ふぅん？　……ねえ、始める前にいっこだけ聞かせて。どうしてキミはそんなに九曜くんが大事なの？　成り行きで司令になったから？　それとも助けられた恩返しとか？」

　目を細め、試すような視線を注ぐ巴。心の内側を見み透すかすような目に晒さらされながら、叶葉はじっと九曜を見下ろして考える。

　九曜は凄すごいと、心から思う。

　彼について考える時、叶葉はまずそう思う。恩があると言えば返し切れないほどあるし、彼がいなければ叶葉はきっと生きていなかった筈はずだ。寡か黙もくな彼は普段あまり多くを語らないが、ずっと自分と一いつ緒しよにいてくれた。

　そして九曜について考える時、叶葉の脳のう裏りにはいつもかつて見た光景がある。

「九曜が笑うところを見たことがあるんです」

　巴が目を丸くする。流石さすがにそれは予想外だったようで、眠る九曜をちらと見下ろし、

「……あらま。このコが？」

「九曜は違うって言うけど……一回だけ。理由っていうなら恩返しもそうだし、いっぱいあるかもしれません。それでもやっぱり、あの顔を覚えてるから……」

　夏が終わる尽じん天てんの港、空と海が落陽の朱しゆに染まる夕方で。波の音までもはっきりと思い出せる。九く曜ようの顔に夕日の影が差して、その赤い目がこちらをじっと見つめていた。あの時の瞳ひとみには年相応の少年の感情があったように思う。

　思えばあの時から、今に至る新しい一歩を踏み出したのではないか。

　覚かく悟ごはとっくに決めているつもりでいた。この少年の隣となりを歩くと決めた時に、決して折れまいと腹を括くくった。それでも自分は凡ぼん人じんだから、どうしようもない無力を感じる時がある。

　そんな自分だから、九曜にできることなど所しよ詮せんは大したことではないのかもしれないが。

　たとえそうであっても、せめて──

「せめて、あの時見せてくれた笑顔に恥ずかしくない相手でいたいから」

　今度こそ腹を決め、九曜の手を握る。

　何が起こるのかわからないのは確かに怖こわい。失敗してしまった時のことを考えるのもまた怖い。けれどそれを言うのなら、九曜の方が多くの恐怖と覚悟を呑のみ込んできた筈はずだ。敵の前に立ち、危険と隣り合わせの戦いを続けてきたのだから。

　それに、九曜がこのまま目を覚まさない方がもっとずっと怖い。

　最後に大きく深呼吸して、短く一ひと言こと、巴ともえに告つげる。

「いきます。お願いします」

　叶葉の横顔を見つめ、巴は視線を九曜に落とす。

「……なーによう。妬やけちゃうわね、この色男め」

　小さな指で九曜の頬ほおを一突きする巴。

　それが合図になった。巴は回線を開いて叶葉の脳波をチェック、余計な心配もせず繋げた。

『──接続』

　体の感覚が、深く黒い渦うずに巻かれて消失する。
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　人の夢を覗のぞくというのは、もしかしたらこういう感じなのかもしれない。

　最初に視みたのは、電気のスパークにも似た光だった。視界──そう表現していいものかわからないが──のあちこちでぱちりと爆はぜ、一定の周期と回路を刻きざむ。

　これは巴に助けられて見る九曜の頭の中だ。蜘く蛛もが有線接続で九曜の電脳を解かい析せきし、可か視し化した映像を叶葉の頭に直接投影しているものである。こちらから働きかけようとすれば、その意を汲くんだ蜘く蛛もが逆に叶葉の脳波を九曜に送信する仕組みになっている。

　だから視みえる。朧おぼろ気げながら叶葉の感覚にも、それが。

　最初はよく見慣れた光景が映った。それもごく最近に見たもの──扉を隔へだてた向こうの、管理局の廊下だ。だが視点がおかしい。天井付近の壁かべに張り付いて廊下を見下ろす形となっており、それが壁に取り付けられた監かん視しカメラの映像だと気付くのには少し遅れた。

　すぐさま視界がスイッチした。

　続いて視みえたのは街の監かん視しカメラ、

　どこか知らない場所のモニターと並ぶ数式、

　暗い倉庫、通信塔とうの骨組み、朽くちた民家の外観、闇やみに続く廃はい道どう、

　大きな鉄塔の骨組み、移動する装そう甲こう車、立ち並ぶ機械兵、夜の空、街の灯──

　──九く曜ようは？

　第一にそれを思う。

　九曜の意識は異常活性化した星ほし鉄がねにより拡かく散さんしている。その脳波が周辺のあらゆる機材に干かん渉しようし、映像や音や、五感に関わらない各種データの表面を滑すべるようにして推すい移いしているようだった。では九曜自身は一体「どこ」にいるのか。

　こうして見続けていると叶葉の意識もどこか遠くなってしまう気がしていた。巴ともえが解かい析せきしているのかもしれないが今は彼女とコンタクトを取る手段がわからない。

　巴のことを考えるとただ一つ、彼女が言ったことがわかった。

　コマンドの一種かもしれない。蜘く蛛もの機械音声で一ひと言こと、




《潜せん行こう》




　ずるり。







　上下の区別すら失せた世界の中で、感覚が移動した。フィルムがばらばらの映画キネマのように変へん遷せんしていく映像は立ち消え、「奥」へ。

　奥とはつまり、九曜の電脳のより深層を意味した。

　闇やみが物もの凄すごい勢いで流れ去っていくが、やはり何も見えない。時とき折おり視界の隅すみで何かがスパークするも、それが九曜の信号なのか巴のそれかさえわからない。

　ただ、ただ奥へ。九曜の自我がどこかにあるとすればそれは深層に違いないと巴は踏んだのだろう。物凄い速度で計算が行われている。徐々に流れを速めていく水流の中にいるようで、それに助けられ潜行していく叶葉はあたかも木の葉の切れ端はしだ。

　更さらに潜行。この段階から、叶葉自身の意識が乱れがちになる。もとより何の処理も受けていない人の脳でしかなく、助けを受けていたとしても機械の電脳が有する情報を処理するにはかなりの負担を強いられた。五感の全てに引っかからない催さい吐とのような不快感がこみ上げる。何が起こるかわからないことの「何か」の一つがこれに当たるのだと思った。加速、潜行、更に奥へ、集中が途と絶だえてしまえば今度こそ自分がどうなるかわからない、自分がどうにかなれば九く曜ようもどうなるかわからず、それだけが最も恐ろしく、

　九曜。

　九曜だ。

　九曜に会いたい。

　彼のことを、一つのことをそれだけひたすら考え続ける。ともすれば端はしからほつれそうな叶かな葉はの意識を繋つなぎ止めるのは、彼の名であり、姿であり、声だった。楔くさびのように打ち込まれた記憶は叶葉自身のものだ。全ての余よ計けいな思考が削そげ落ち、彼のことだけを思考した。




《解かい析せき》




　加速感が止まり、届いたことを知った。

　そして叶葉は視みた。目ではなく耳でもなく、頭に直接入り込む夢のような映像として。

　九曜自身の本質に関わる、彼自身自覚的に思い起こせないある種の記憶の中へ。

　それは例えば、道に差す影だった。

　細い電柱が影を伸ばす。思い思いの場所へ帰りゆく人の影。どこにであるような町の道。

　建物はどこも崩くずれておらず、木造の家が連なる道は静かで牧歌的だ。時刻は夕方。西を見れば山の稜りよう線せんがゆるやかに連なっており、その向こうに沈んでいく西日の上半分が見えた。

　時刻を知らせる音楽が、電柱に取り付けられたスピーカーから流れている。童どう謡ようだ。電柱を見上げるのが、誰の視点なのかわからない──すぐ傍そばを子供が走り去る。玩具おもちやの銃じゆうを担かつぎながら手を振った彼らに、振り返す。

　鞄かばんの重みを左手に感じる。ゆっくり歩く。何度も往復した道のようで、歩みに迷いはない。

　──これは？

　どう見ても戦後の町ではない。

　たとえようもなく平和な光景が続く。一いつ瞬しゆん、自分が何を見ているのかわからなかった。

　目の前で見ているそれにノイズが走り、また例の電気のような光を最後に消えた。

　巴ともえが九曜を探さがしている。更さらに奥へ。映像がスイッチされる。

　──!!

　叶葉は、炎を目まの当たりにした。

　町が燃えている。

　つい一瞬前まで見ていた町が、炎に巻かれて崩くずれていく。もう誰も動いていなかった。視点が低く、歩みは異常に遅い。体が恐ろしく重い。左手には鞄ではなく鉄てつ鞘ざやの軍刀を握にぎり締しめていた。だがその腕はもはや真っ赤なボロ雑ぞう巾きんのように負傷しており、まともに動かない。

　その人が、何かを叫んでいる。

　何を叫んでいるのだろうか。

　再びノイズと共に切り替わり、少年は仰あお向むけに倒れていた。地上の炎ほのおと同じほどに赤い空が広がっていた。その視界が歪ゆがむ──涙？

　そして見た。真っ黒い巨大な虫と、真っ白い軍服の男──




《──いた！》




　突とつ如じよとして頭に差し込まれた声は、巴ともえのものだった。

　今この瞬しゆん間かんまで解かい析せきを続け、ついに九く曜ようの自我を発見したのだろう。

　正気に戻もどる。映像が消える。視界は再び闇やみに包まれ、その中で光を見つけた。叶かな葉はは夢中になってその光を目指し、ありったけの声で──もとい思考で、絶叫のように呼びかけた。

「起きて、九く曜ようっ!!」

　ベッドの上に寝かされていた九曜の瞼まぶたが、その時ぴくりと動いた。
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　鴇とき子こは、廊下の壁かべにもたれかかるようにして座っていた。

「むぅ……」

　目をこする。もうとっくに日付が変わっている。その上さっき夜食を食べた為ため、体が落ち着いてすっかり「寝る」態勢に入ってしまっていた。

「寝てていいんじゃないの？」

　中の邪じや魔まにならない程度の小声で、隣となりの菘すずながそう言った。彼女も同じく夜食まで腹に入れているのに、目がぱっちり開いている。なんとなく対抗心を覚えた。

「……や、起きてる」

「そう？　まあいいけどさ」

　壁一枚、扉一枚隔へだてた向こうは九曜が眠る部屋だ。今はそこに、巴ともえと叶葉がいる筈はずだった。

　作業に集中する為、中へ入ることは何なん人ぴとたりとも禁じられている。今や二人にできることは何も無かった。扉が開くのを待つこと以外は。

　どうせ待つだけなら別室でくつろいでいようと変わらないのだが、なんとなくここにいたかったのは二人とも同じだ。別に示し合わせたわけでもないのに部屋の前で鉢はち合あわせになって、それから並んで座り込み、今に至る。ざっと一時間近くになるだろう。

　ふと、廊下の向こうから重い足音。

「ん、菊きく丸まるか？」

　管理局の施設は頑がん丈じような鉄筋コンクリート製だが、菊丸はいちいち自分の足元を気にしながら慎重に歩いてきた。装そう甲こうの重量で床が抜けやしないか心配しているのだ。でかい図ずう体たいでおっかなびっくり進む様は、いつもの彼より間ま抜ぬけで愛あい嬌きようがあるように見えた。

　とはいえ、今の彼が慎重に歩くのはなにも床を心配しているからだけではない。無骨な手には盆ぼんを持っており、その上に湯気を立てる二つのカップがあった。

　コーヒーだ。砂糖とミルクも抜かりはなかった。

　十分に温まったカップを差し出され、受け取った菘すずなは感じ入ったように呟つぶやいた。

「あ、ありがと。……なんかスゴいな。特注の機械兵に飲み物持ってきて貰もらっちゃうとか」

「そうか？　こいつ結構こういうことするぞ」

　家ではでかいエプロンを付けて家事を手伝っている菊きく丸まるだ。

　同じくカップを受け取り、湯気をふうふう吹き散らす鴇とき子こ。彼女の味覚を知り尽つくした菊丸が、横からそっと角砂糖三つとミルクを差し出す。だが鴇子はそれを無言で拒こばんだ。菘に見えないように角砂糖を隠かくさせ、ふふんと鼻を鳴らして真っ黒なコーヒーを口に含ふくみ、

「うぇっ」

「なにカッコつけてんのあんた」

　駄だ目めだった。

　当たり前のように角砂糖一つとミルクを投入している菘を見返し、鴇子は諦あきらめた。同じくミルクと角砂糖を三つ投入して、ちびちび啜すすり始める。熱さと甘さがじんわり体の芯しんに沁しみて、先さき程ほどよりは目が覚めた。

「……中、どうなってんのかな」

　気持ちが落ち着いたのか、菘はぽつりとそう零こぼした。

　一時間近くもここに座り込んでいながら、中のことが話題に出たのは今が初めてだ。

「何するのか、あいつ言ってなかったからな」

　巴ともえの怪あやしい顔を思い浮かべながら、鴇子。

「あの子、子っていうか、あのひとどうなの？　弐に番式を見たのって初めてなんだけど、あんた前にも会ったことあるのよね？　どんなだった？」

「怪しい」

「…………まあ、うん」

　確かに怪しい。旧知の仲である九く曜ようや剣けん菱びしからすればあんなものなのだろうか。あわや襲おそわれるところだった菘も、巴の恐ろしさの一いつ端たんを目まの当たりにしたことだろう。

　ただし、あれほど頼りになる相手は他にいない。

　技術と戦闘の両面で、あの二人はそれぞれ極きわみに立っている。通常兵器よりは遥はるかに強い筈はずの九曜や菊丸さえも手玉に取り、甲こう虫ちゆうをすら寄せ付けない彼らの助力は絶大なものがあった。

「怪しいけど、あいつならやれると思う」

「そっか。そうね。もともと鬼き虫ちゆうの研究者っていうもんね」

　九く曜ようのことを彼女以上に詳くわしく知る者はいない。だから気になるのはむしろ──

「心配なのは……やっぱ、あの二人か。九曜とカナ」

「蜘く蛛も女おんなに手て籠ごめにされてないかとかか」

「いやそうじゃなくて。……それもちょっとあるけど。ほら、カナも九曜も結構抱かかえ込むとこあるからさ。今回のこととかで、気にしなくていいことまで気にしちゃわないかって」

　普段、叶かな葉ははいつもにこにこしている。朝から夜までてきぱき働く彼女には、生活面では随ずい分ぶん助けられている──というより、叶葉がいなければ生活できないレベルだ。

　そんな叶葉だが、滅めつ多たなことでは自分の悩みを明かさないところがある。人に負担をかけたくないと思っているせいなのか、はたまた我が慢まんに慣れているのか。

　一方で九曜もまた、同じような性質を持っている。こちらも極力本心を明かすことなく、自分の問題は自分だけで決着を付けようとするのだ。傍はたから見ていればなんとも危あぶなっかしい。

　中で今どのようなことを行っているかはわからない。だがその際に何か起こったとして、叶葉は──あるいは目覚めた九曜は、また何か重いものを背負い込みはしまいか。

「似た者同士……なのよねえ、やっぱ、ある意味さ」

　コーヒーを一口含ふくみ、鴇とき子こはきゅっと身を縮めた。

「……ん。でも九曜がああなったの、わたしのせいなんだよな」

　ぎょっとする菘すずな。流りゆう星せい刀とうの件を言っているのだろう。

「ちょ、ちょっとやめてよあんたまで。そりゃアレがあったのは御ご所しよだけどさ、別にあんたが悪いってわけじゃないじゃん」

「……そうかもしれんが、でもなあ。なんか、いろんなこと押し付けてる気がして、」

　わしゃ。

　菊きく丸まるの大きな手が、鴇子の頭を捉とらえた。目を白黒させる鴇子を、菊丸は気にせず撫なでた。

「なっ、おま、だからおまえはっ、なんかわたしの扱あつかいが……っ！」

　菊丸は黙って、菘にも同じことをした。

「わっ」

　二人の頭をわやくちゃにして、菊丸は手を戻もどす。床にどっしり正座したまま、それきり何も言わない。鴇子と菘は乱れた頭をそのままに、ぽかんとして目を見合わせる。

[image: ]

　大丈夫だから、ゆっくり待てばいい──と、言っているような気がした。あくまでも気がしただけなので、口を持たない菊丸が本当にそう述べたかったのかはわからない。

「あんた、髪めちゃくちゃよ」

「おまえもな」

　わからないが、なんとなく落ち着いた。

　少し笑って、また壁かべにもたれ座る。もう少し時間はかかるかもしれないが、構わなかった。
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　叶かな葉はは呆ぼう然ぜんとしていた。

　ヘッドギアを外はずし、まさに夢から覚さめたような感覚でいる。体に力が入らない。

「──よし、成功。なんとかまとまったみたい。もうすぐ起きるよ」

　結果を告つげる巴ともえの声も、嬉うれしい筈はずなのにどこか遠く聞こえた。

　不ふ思し議ぎなものを見た。

　脳だけで見る幻げん覚かくのようなものだが、あれは確かに実在したどこかの町だと思う。今ではない。今よりもっと前、どこかの誰かの記憶にあったあの町──そしてその燃える姿。

　誰の記憶か。そんなものは考えるまでもない。

　だからこそ、おかしい。

　九く曜ようは鬼き虫ちゆうだ。ほとんど人間のようだが、戦闘用に造り出された機械の兵器だ。兵器の製造プロセスなど想像もつかない叶葉だが、あれは果たして兵器が持ち得る記憶なのだろうか。夕方の町と辿たどる家路は、九曜が持っていた記憶だろうか。

　そして最後に映った、自分にとっても見覚えのある男の姿は。




　もしかしたら。




　混乱の中である一つの推測が導き出され、遅れて来た衝しよう撃げきが胸中に満ちていく。

「巴ともえ、さん」

　ベッドを見下ろしていた巴がゆっくりこちらを見る。焦しよう燥そうしながら、叶かな葉はは自分のうちに浮かんだある仮説を口にしようとした。だが、上う手まく言葉にできなかった。

「九く曜ようは、……九曜は……!?」

「何か見たの？」

　巴の顔から、いつもの飄ひよう々ひようとした笑顔が消えている。細まった紫むらさきの眼めと、笑みを納めれば意外なほど小さな唇くちびる。人形のような美び貌ぼうは、間違っても先刻までのような「可愛かわいい女の子」を見る表情をしてはいない。

　その言葉には、質問というより確認の意味合いがあった。言葉に詰つまる叶葉を観察し、巴はそれこそが答えだと踏んだ。

「……そう、見たのね」

「あ、う……」

　何か言おうにも言葉が出てこない。だが叶葉もまた、巴の態度から自分が見たものが只ただ事ごとではないと理解するに至った。

　あれはやはり九曜自身が見たものであり、紛まごうことなき事実だ。

　このような手段を取ると決めた時点で、巴もある程度想定していたのかもしれない。しかし巴はろくな説明も挟はさまず、はっきりとした否定も肯定もしなかった。九曜を見下ろしながら、ただ短くこう言い付ける。

「……特とく秘ひよ。誰にも言わないで。今のキミには守秘義務がある」

「で、でも、巴さん！　あれって、まさか……っ！」

　感情の置き所がわからなかった。まだ頭が混乱しているのかもしれない。もしもそうだったとして腑ふに落ちる点は多くあったが、何な故ぜなのかがわからなかった。眉まゆ一つ動かさないままの巴に更さらに追求しようとする叶葉だったが、その時握にぎったままの九曜の手が小さく動いた。

「──く」

　仰ぎよう臥がしたままの九曜の喉のどから、声が漏もれる。

　気付き、息を呑のむ。九曜の瞳ひとみがゆっくりと開かれていく。赤い瞳が焦しよう点てんを結び、天井を見上げて顔を顰しかめ、すぐ叶葉に気付いた。九曜にとってみれば御ご所しよの倉からここまで意識が飛んだようなものであり、表情に戸と惑まどいが見える。

「叶葉、……巴？」

「お目覚めね、よく眠れた？　まったく心配かけてくれちゃってぇ。ま、前例のないことだったから仕方ないかしらん」

　先さき程ほどの雰ふん囲い気きはなりを潜ひそめ、今やすっかりいつもの軽い調子に切り替わっている巴ともえ。九く曜ようはわけもわからず巴の顔を見返していたが、やがてこの場所がどこか理解し、瞠どう目もくして上体を起こした。巴が中央にいるのだ、驚くのも無理はなかった。

「何をしている、貴官は──ぐ！」

　頭痛、九曜はまた顔を顰しかめて片手でこめかみを抑える。

「あーほらほら大声出さないの。キミがそうなったから悠ゆう長ちように構えてられなくなったのよ。細かいことは後で説明するけど、キミ今までずーっと寝てたのよ？」

「寝ていた……？　いや違う、小しよう生せいは確か……」

「──夢でも見てた？」

　機械にとっては慣れない言葉に、九曜は口ごもる。なにしろ無自覚だった。どう返答したものか迷っているようだが、いずれにせよ昏こん睡すい時の九曜のデータは蜘く蛛もが回収している。窓から八つの単眼を光らせる蜘蛛を一いち瞥べつし、巴は叶かな葉はの肩をつんと突いた。

「ま、とにかく。起こしてくれたのこのコだから。感謝なさいな」

　まだ頭がぼんやりしていた様よう子すの九曜は、ここでようやく自分の片手に気付く。叶葉もまた手を握りっぱなしだったことに気付いて、「わ」と声を漏もらした。今いま更さらすぎるが、相手が起きていると意識すれば恥ずかしくなった。しかし離すタイミングを見失っている。

　九曜は叶葉の顔をじっと見つめ、少し申し訳なさそうに目を伏ふせた。自分に何が起こったのかさえ把は握あくしきれていないが、彼女がまた何かしてくれたことを理解したのだ。

「……すまぬ。また君に要いらぬ負担を強しいてしまったのか」

　気き遣づかっての言葉だろう。だが叶葉は、九曜にそんなことを言って欲しくはなかった。

「負担なんて！　あたしは、九曜のためなら……！」

　握る手に力が入る。九曜は意外そうに片目を丸くした。叶葉は尚なおも言葉を続けようとし、そこで思い切り見られていることに気付いた。巴と蜘蛛の、合計十の目がじっと注がれている。

　赤くなった。巴は足を組みながら、映画の続きを気にするように促うながした。

「あ、いーのよ別に。続けて続けて」

「続けません！」

　手を離す。九曜は叶葉の体温が残る片手を見下ろしていたが、扉の外にふと目をやる。

「扉の外に反応が三つある。一つは菊きく丸まるの信号だが、彼らはいつからいるのだ？」

　がたっ、と扉が音を立てた。

「あー、割わりと前から。……ねー終わったよー。入ってきてもいいよー？」

　観念したらしい。扉がゆっくり開く。

　一つは菊丸というから、残り二つは容易に想像ができたし実際にその通りだった。扉の隙すき間まから恐る恐る顔を覗のぞかせるのは、鴇とき子こと菘すずなの二人。おっかなびっくり中を覗くが、菊丸がいともあっさり扉を開いたので二人とも転がり込んだ。

「え……菘すずなさん！　鴇とき子こさまも!?」

「あ、あは、あははは……なんていうか、心配でさ……」

　ばつが悪そうに頭を掻かく菘と、知らん顔をする鴇子。早速呆あきれ顔を見せる九く曜ようを横目に、叶かな葉ははひとまずの安あん堵どを覚えた。一気に日常の色が戻もどり、つい数分前までのことが非現実的にさえ思える。だがそこで、巴ともえがぱちんと手を叩たたいて話を本題に戻す。

「さて。──九曜くん、覚えてるなら教えて。何か感じた？」

　質問を受けて、九曜は巴を見返す。

　その指先が再びこめかみに触れた。夢のように自身の感覚が推すい移いしていったことは、彼も自覚していることだろう。だがはっきりとしない。見たもの全てを語ることは最初から不可能であり、その中で最も強く覚えているものをどうにか口にする。

「──方角は……恐らく、西」

「西？」

　何か具体的なものではなかった。西というにも範囲が大きすぎる。

　しかしそれこそ、彼がはっきりと覚えている唯ゆい一いつのことだった。

「西に、何か大きなものを……感じた」




　証言する九曜を、叶葉は複雑な表情で見つめている。

　目覚めてみれば彼は拍ひよう子し抜ぬけするほどにいつも通りだ。それ自体はとても安心することだったが、一方で叶葉の脳のう裏りにこびりつく映像がある。

　特とく秘ひ。守秘義務。

　巴はそう言った。叶葉にはまだわからないことが多すぎて、この推測にどう決着を付けていいのかわからない。巴は全てを知っている。九曜もまた知っているのだろうか。叶葉の頭にはただ、あの町の光景だけが残っていた。

　──彼は、ひょっとすると──、
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　そこから少し時は前後する。

　尽じん天てんの港は騒然としていた。海かい域いきのサルベージ作業は連日夜通し続けられており、現地民や中央の作業員が交代で仕事にかかっていた。監かん督とく役を交替して仮眠を取っていた安あん東どうが、白髪の寝ね癖ぐせもそのままにテントから転げ出る。

「ジジイ！」

　深夜の番だった綱つな島じまが駆かけ寄ってくる。安東は頷うなずき、急ぎ足でその場に向かう。

　誰もがその為ために作業していながら、いざその時に立ち会うと、誰もが言葉を失っている。

　棒ぼう立だちになったまま、クレーンを見上げている作業員達。深夜の空には月が煌こう々こうと燃えており、その光景はありのまま安あん東どうの視界に映る。

　最初に呆ぼう然ぜんとし、続いて感嘆の息を吐はいた。

「やっと、引き上げられよったか……」




　二つの巨大な虫が、月の港に影を落としていた。

　一つは、ほとんど無傷に近い状態の《蜻蛉とんぼ》。

　一つは、真っ二つに切断された《蜂はち》だ。







　　　伍　─　疾走







　九く曜ようが感じた大きなものとは、物質を指す。




　そう結論付けるのには二つの要素が必要だった。九曜自身の証言と、彼を解かい析せきした巴ともえのデータである。彼の脳波がどこまで広がったのか蜘く蛛もがおおまかに記録しており、いささか具体性に欠ける九曜の言げんを裏付けるものとなった。

　星ほし鉄がねの異常活性化により、九曜は自我を見失うほどにその意識を拡かく散さんさせた。彼が倒れた瞬しゆん間かんに起こった電子機器のノイズは、九曜の脳波がそれらに入っては抜けたことを意味する。

　最初の一秒で、中央の監かん視しカメラや通信設備。次の一秒では既すでに街の外へと伸び、更さらに次の一秒以降は各所に敷ふ設せつされた電波塔とうに干かん渉しようがあった形跡が残っている。

　その電波塔を媒ばい介かいし、帝てい都とから離れて「西」の方角に強きよう烈れつな牽けん引いん力を感知したのだという。

　正確な位置は後のちほどわかった。現時点で設置された西の果ての塔は、鯨けい海かい──八や洲しまとその向こうの大陸に挟はさまれた海にほど近い廃はい国道だ。

　あの状態にあった九く曜ようが何か強烈な牽引力を感じ得るものとは何か。

　この現象を引き起こしたものと、九曜の電脳に仕込まれた素子チツプを考えれば、予測はついた。




「……やはり、鉄てつ隕いん石せきか？」

　以上のデータをまとめた書類を読みながら、可か児には難しい顔で呟つぶやく。

「簡単な座ざ標ひようは割り出せましたが、これ以上細かくは……。ただ、九曜さんの反応を考えればそう考えるのが妥だ当とうだと考えられます」

　簡潔に説明する百も舌ず。その一帯に大きな都市は無かったが、戦中に疎そ開かい先さきとして用いられた村々が幾つか点在する。だが、鉄てつ塔とうを敷ふ設せつする際に既すでに周辺は調査済みだ。特別なものが残っているでもない、ただ静かな、鯨けい海かいに近い寒村が広がっているのみだった。

「一度訪れたから、近辺の地図は最近のものが正確に残っている。区域の担当班からデータは受け取れる筈はずだ。しかし……あの場所に本当にそんなものが？　それらしい話は聞かないが」

「外見上はただの石ですから、普通に見ても気付きようがないかと」

　これまでの場合、鉄隕石は偶然に偶然が重なって発見されたケースしかない。この国土に数えきれないほど存在する石の中から的確に鉄隕石を選より分けることは、事実上不可能だ。

　では、この時代にこれが発見されたことが何を意味するか。

　じっと話を聞いていた九曜はふと視線を巴ともえに向け、問う。

「今、新たな星ほし鉄がねが製造できたとして、どうなる？」

　九曜はあの時、子供たちの遊ぶ広場で巴が言ったことを思い出していた。

　──昔の仲間に、もう一度会えるって言ったらどうする？

　確認だった。あれは本当に、口先から出た単なる冗談だったのか。

　果たして巴は、目を細めて静かに答える。

「鬼虫の再起動。少なくとも可能性が出来る」

　──!!

　場に驚きよう愕がくが満ちる。今に至るまでの要素から全く予想外の発言ではなかったが、多くにとって──特に研究員にとっては、あの巴の口からその可能性がはっきり提示されたのだ。

　可児は真剣な眼まな差ざしで巴を見た。額ひたいには汗が浮いている。

「……では、今回の件で発見された鉄隕石から同じ素子チツプを造り出したとして、それを用いても死んだ鬼き虫ちゆうを目覚めさせられると？」

「はっきりとは言えないけど、不可能とは絶対に言わない。特にこのアタシにかかればね」

　こと鬼虫に関わる件に関してのみ、巴は本気で事にかかる。

　加えて、これは好機と危機を同時にもたらすものだった。

　今この時代に新たな鉄隕石が発見され、それが死んだ鬼虫を蘇よみがらせうるものだという事実は驚愕に値する。だが問題は、それを欲する勢力がもう一つあるということだ。

「一つわかることは、敵さん……黒くろ塚づか部隊も量産型とはいえ《虫》を造る程度の力はあるってこと。何をするにしたって悠ゆう長ちように構えてられないことだけは事実ね」

　巴ともえの言うことは事実ではある。しかしあくまでもこれらの話は、本当にその場所に完全な状態の鉄てつ隕いん石せきがあれば──という、現段階では仮定であることを前提とした話に過ぎない。

　可か児にが難しい顔でいるのもその為ためだった。巴もまたそれを承知しているから、鬼き虫ちゆうの一員かつ研究員として、考えられる可能性と脅きよう威いを先に述べておいたのだ。

「──とはいえ、確証が無い。最悪何も見付けられなかったということも考えられる以上、大部隊を派は遣けんすることはできそうにないぞ」

　それもまた、当然のことだ。現状、機械兵をはじめとした帝てい都との戦力はそれなりに揃そろってきてはいるが、彼らには彼らの任務がある。確認もしていないまま、はっきりした所在がわからない西へ何機も遣つかわすことなど現実的ではない。

「つまり、確認すればよいのだろう」

　九く曜ようは静かに言った。

　鉄隕石の存在をはっきりと確認できるのは、九曜しかいない。

　だが、自分の感じたことがそのまま事実に繋つながるとは断言できない。可能性は高いとは言えない。そんなことは百も承知だ。九曜に視線が集まるが、それらの中には彼を訝いぶかる眼めもある。

　だが九曜は──あの時に疼うずきを覚えた九曜自身は、己の脳に埋め込まれた星ほし鉄がねの疼きを信じないわけにはいかなかった。

「無む茶ちやを承知で頼む。行かせては貰もらえまいか」

　九曜は言って、頭を深く下げた。一人ででも行くと顔に書いてある。

「……どうしても行くのか？」

「ああ。……小しよう生せい自身がこの感覚を信じねば、誰もこれを証明できぬと思っている」

　壁かべにもたれかかっていた菊きく丸まるが一歩踏み出す。こちらを見る眼には、「行くならば付き合う」という意思が込められている──気がした。だが可児は立場上、九曜の決意を受けてでもおいそれと頷うなずくわけにはいかなかった。

「しかし……」

「──必要最低限の部隊規模を斥せつ候こうという形で回せばよかろう」

　いきなり、扉から声が届く。

　九曜らにとっては初めての、可児には聞き慣れた声だ。一いつ斉せいに視線がそちらを向き、可児は目を見開いた。

「島しま田だ室長!?」

「どのみち、そこの若人わこうどが出るとあれば敵さんも黙ってはいまい。自じ衛えいという意味でも、護衛はおった方がよかろうて」

　白髪に白ひげを蓄たくわえた、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの老人──島田宗そう吾ご・特別渉しよう外がい課室長が立ち、どこかのんびりとした声色で言う。九く曜ようは意外そうに彼を見た。単純に初めて見るということもあるが、仙せん人にんのような面構えに兵士顔負けの体たい躯くはそれなり以上のインパクトを伴ともなう。

「必要なら私が口くち添ぞえする。──そちらのお嬢さんも、構わんね？」

　島しま田だが一いち瞥べつする先には、巴ともえ。お嬢さんときた。

「あらま、お嬢さんだなんてそんなぁ。おじさまったらお上じよう手ず！」

　両りよう頬ほおに手を当ててやんやんかぶりを振る巴。わざとらしい。直後に紫むらさきの眼めを返し、問う。

「……それで、アナタどちらさん？　随ずい分ぶんお優しいのね」

　巴にとっても初めて見る顔であり、声には敢あえて露あらわにされた品定めの色がある。

「おっと失しつ敬けい。私は島田、そこにいる可か児にの上司をやっとる。話は聞かせて貰もらったよ」

「しかし室長、いいのですか？」

「初めて状況が動くかもしれんのだ、多少無む茶ちやをしても虎こ穴けつに背を向けてはおられん。……『何も無い』があんまり長いと、うるさい連中が黙ってはおらんしな」

　気き遣づかわしげな可児と観察的な巴の視線を受け、島田はゆったりした口調で断言する。最後に九曜に顔を転じ、試すような視線を注いだ。

「ただし、私ができるのは隊を回す程度だ。後はそちら次第になる。行くならしくじるなよ、若人わこうど」

　九曜は老人の眼を真まっ向こうから受け止め、島田と名乗る彼をじっと見返す。

　そうして、再び深く頭を下げた。

「……感謝する」
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　回収隊は身軽さを考慮し、二個中隊規模の機械兵に加えて九曜と菊丸、それに合わせた随ずい伴はんの大型兵器から編制されることとなった。

　まず菊丸が改造された。

　彼にとっての幸運は、現行の機械兵と幾つか共通する規格のパーツがあったという点だ。

　菊丸の最大の特性は、装そう甲こうを解除した際に露出する吸気口である。これにより大気を取り込んで体内で圧縮、噴ふん出しゆつすることで加速する。

　これを用いて放つ鉄拳射出装置ロケツトパンチ（この報告を聞いて何な故ぜか百も舌ずら研究員が異常な興奮を見せた）は、甲こう虫ちゆうの装甲を正面から貫つらぬく強きよう烈れつな一いち撃げきであることが確認されている。

　が、問題がある。確かに威い力りよくこそ高くとも、あれは発射に多大なリスクを伴う技だ。単純に二発しか撃うてない上、発射後は両拳こぶしを失うのだ──ここで菊丸が足を上げて「蹴けりも射出できる」という旨むねのことを示したが、それにしたって四発だ。

　加えて、装甲解除状態も問題を孕はらんでいる。あの状態の加速度は凄すさまじいものがあるが、機動には時間制限があり、使用後には暫しばらく行動不能になるというのだ。本来は緊急事態にのみ起動する機能だったようだが、改良の余地はある。

　圧縮空気を用いた加速能力の維い持じと、単たん騎きの生存性の向上。

　菊きく丸まるを改良する際には、主としてこの二つが大きな命題となった。

　設備の揃そろった登と坂さか研究所に引っ張り込まれ、突とつ貫かん工事で改良が行われる。古くなったパーツを新型のそれに移し替え、互ご換かん性のある部位はそれぞれ戦後の最新式に換装した。要所の装そう甲こうを増加し、菊丸の機動の要かなめとなる吸気口にも手が入る。

　ただ粛しゆく々しゆくとそれを受けた菊丸だが、作業員は何やらとても楽しそうだった。乗りに乗っていた。途中から我が慢まんできなくなった巴ともえも飛び込んでいったのは、二日目の夜のことだ。

　そして──

「……で、でかくなってる……」

　出てきた菊丸を見上げて、鴇とき子こは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　結果として、ただでさえ巨漢だった菊丸の体たい躯くがまたもう一回り大きくなった。肩、両腕、両脚部がそれぞれ追加装備で肥大化しているのだ。

　更さらに、これまでは姿を隠かくす目的で使われていた外がい套とうにも手を加えられている。破やぶれた部位を補修し、頑がん強きような繊せん維いで表面を覆おおって防ぼう弾だん・防刃じん効果を付加。更にその上にレーダー波を反射する樹脂を塗と布ふして、索さく敵てきを偽ぎ装そうするステルス効果も加えられていた。外套もまた大おお幅はばな補修で大きくなっている為ため、今の菊丸も無理なく覆えるほどだ。これは菊丸の外套だけでなく、九曜のものにも同じ処理が施ほどこされていた。

　そして、ドックから出てきた菊丸の最も大きな変化は背中だ。

　何かを背負っている。

　外套が被かぶさっているせいで全容は見えないが、かなり大きい。菊丸の背中一面から脚の辺あたりまでを甲こう羅らのように覆っている。そこらの重機から何かをひっぺがして改造して取り付けたと思われそうな代しろ物ものだが、実際も大方そんなものだった。

「なあおいこれはどうなってるんだ？　これは？　こっちはっ？」

　相あい方かたが改造された鴇子は菊丸の周囲をぐるぐる回り、ぴょんぴょん跳はねては何がどう変わったか確かめようとする。菊丸の装甲表面に早くも鴇子の指紋がべたべたくっついていった。




　一方九曜は、主に電脳の調整を受けた。

　こちらは菊丸のように大だい胆たんに手を入れることはできなかった。鬼き虫ちゆうの本体を弄いじれると研究員達は鼻息を荒くしていたようだが、他のどの機械とも互換性がなく、また主脳は精密にして繊せん細さいなため巴以外には手に余るのだ。

　流りゆう星せい刀とうの一件でまだ少々後こう遺い症しようが残っており、巴の手によって検査が行われた。

　また、刀は九曜が保持しておくことが決定した。どうやらこれを手にした際に九曜の演算速度が向上するらしく、布で包んだまま背中に括くくり付けておくことになった。それに応じて、眼帯の演算補助装置も巴ともえが手ずからチューニングし、稼か働どう効率を更さらに向上させた。

　続いて手が入ったのは、左腕のランチャーである。

　電でん磁じ加か速そく針しんの追加弾だん倉そうは幾つか携けい行こうしていた九く曜ようだが、かなり残弾数が減っている。火薬を必要としない細い針は一つの弾倉に百発以上入るが、尽じん天てんと帝てい都とで幾つもの戦闘を経へればそれでもかなり減る。この時点で、弾倉一つの半分程度しか残っていなかった。

　登と坂さか研究所には、蜂はちの《繭まゆ》が残っていた。

　繭──《虫むし型がた外がい殻かく格かく納のう漕そう》はそれぞれの鬼き虫ちゆう専用に設しつらえられたポッドであり、専用装備の弾も格納されている。

　九曜は《九》と記された繭の外殻を懐なつかしげに撫なで、中から加速針の追加弾を回収した。続けてランチャー自体を改良し、電磁加速エレキテルの出力を増加。射しや出しゆつできる針の口こう径けいをもう一段階上げて、弾速と貫かん通つう力の向上に成功する。

　現状、九曜に施ほどこせる手はこの程度だ。それに加えて、尽天での戦闘記録を踏まえた上である実験を継続している。これが問題なく成功すれば、九曜の戦闘力は更に上がることだろう。
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「む」

　回収部隊の最終調整を行うドックに立ち、九曜はあるものに気付く。

　こちらに随ずい伴はんする大型兵器は二機あった。それと機械兵が二個小隊、先行する無人偵てい察さつ機が三、加えて九曜と菊きく丸まるが隊の構成員となる。

　ドックに静かに鎮ちん座ざする多脚戦車を目の当たりにし、目を瞠みはった。

　──この型式は。

　彼らの識別名は兇まがつ。

　よもや忘れよう筈はずもない。細かな形こそ違えど、目の前に立つ多脚戦車はかつて共にあった兵器と同じ系けい譜ふにある。

　これより一世代前の型式を九曜は知っていた。名は拠きよ点てん防ぼう衛えい型兵器、凶まがら、と呼ぶ。

「……そうか。これは、戦後の新型なのか」

　思わぬ形での「再会」に、九曜は我知らず目を細めた。

　尽天の地下、第四工こう廠しように凶はいた。二十年の長きに渡り自身を守り、ついにはこの手で引いん導どうを渡したあの兵器を覚えている。生しよう涯がい忘れることはあるまい。自身を今日この時の帝てい都とに導いたものは数あるが、あれもまたその一つだった。

　傷付いた蜂はちと自身を格納する修復漕。それを守る凶がいなければ、九曜はここには立っていなかったに違いない。新型としてその型式の命めい脈みやくを保ち続け、戦後の今にある彼らに不ふ思し議ぎな感かん慨がいを覚えた。

　九く曜ようは彼らに敬礼した。待機状態にあった二機の兇まがつが反応に気付き、こちらを見る。

「ぬ……」

　返礼が欲しかったわけでなく、気付かれず済ませようと思っていた。ただの自己満足だ。だから兇に気付かれて九曜が感じたのは、何となく恥ずかしいという思いだった。

　ここの兇とあの場所での凶まがらは、同系統の型式であっても同じ機体ではないことなど百も承知だ。あそこで起こったことはあの場所にいた当事者以外に知り得るものではないのだから。

　ただ、二機は九曜の行動に何かを感じたらしい。カメラアイをこちらに向けたまま、九曜の目を「見」返して何度か明めい滅めつさせる。先さき程ほどの敬礼についての質問信号が飛ばされた。

「……いや、気にしないでくれ。忘れ得ぬことの一つを思い返しただけだ」

　ただの感傷と言われれば否定する口を持たないが、それでも構わない。

　そういうものだからだ。
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　尽じん天てんから報告があったのは、出発前夜のことだ。

『──ということで、蜂はちと蜻蛉とんぼは回収されておるよ。蜂の方は流されてしまった部品も多いがのう、まあそれでも基本的な部分は揃そろったと思うぞ』

「おおっ」

　まず菘すずなが目を輝かせた。この東とう京きように二機の虫を迎え入れることを楽しみにしていたのかもしれない。可か児には一つ大きな仕事が片付いたように安あん堵どの息をつき、話を聞いた研究員達がざわめく。九曜は腕組みをしたままじっとしているが、目が大きく開かれていた。時間の問題ではあったにせよ、いざそれを聞くとやはり驚きがある。

「九曜っ」

　笑顔の叶かな葉はが振り返り、九曜は彼女に頷うなずき返す。蜂はちは自分の半身。一度失われたものであっても、海の底に放置したままというのは忍びないと思っていた。自分でも気付かぬうちに心のしこりとなっていたようで、九曜は不ふ思し議ぎな安堵を感じた。

　可児がマイクを取り、安あん東どうに応こたえた。

「安東氏、これまでの協力に感謝する。すぐにでも輸送して欲しいところだが、問題無いか？」

『こっちで簡単な点検をして、今夜にも出すつもりでおる。とはいえ、なにぶん陸路だから数日かかるかもしれんのう』

「それだったら、主な道路の補修はかなり進んでいる。進行にさほど時間はかからない筈はずだ」

『ほ、それを聞いて安心したわい。──菘はおるか？』

「っと、はいはいっ」

　祖父に呼びかけられ、ぴんと背せ筋すじを伸ばす菘すずな。

『こっちでのわしの仕事は終わった、後はお前さんに任す。例のノートは無くしておらんだろうな？　ヒヨッコが迷惑をかけるでないぞ』

「わーかってるって！　任せてよ！」

　二機の鬼き虫ちゆうを改めて目まの当たりにするとなれば、張り切らないわけがない。拳こぶしで胸をどんと叩たたく菘は、まだ見習いであることはともかくとして頼もしげではあった。

『さて、九く曜よう』

「む」

『最初の約束とはちと違うが、ひとまずの区切りは付けたぞ』

　自分は死んだものと伝え、引き上げられた機体は丁てい重ちように葬ほうむって欲しい。

　尽じん天てんを去る際、九曜は安あん東どうにそう頼んだ。あの時はもう自分は戦わないものだと思っていたし、このような縁で中央の世話になることも想像していなかった。思えばあの出発の日から随ずい分ぶん遠くまで来た気がする。

　九曜は頷うなずきつつも、もう二度と見ることもないつもりでいた半身を思う。




　──蜂はちよ。またおまえに会えば、小しよう生せいは何を思うだろうか。




　それから尽天を出発する時刻と、使うルートを決定して通信は終わった。あちらに待機していた機械兵を中心として護ご衛えい隊も随ずい伴はんさせることになっている。

　その際──

「輸送隊の方はアタシが監かん視ししとくわ」

　いつの間にか通信室にいた巴ともえが、そう提案した。

　今の今まで整備ドックにいたらしく、顔に手製の色いろ縁ぶち眼鏡めがねをかけていた。機械化した体に視力の矯きよう正せいなど必要ないが、気分の問題で作業時は常にそうしているようだ。基地での往年の彼女を思わせる格かつ好こうだが、身体からだだけが極端に幼い。

「貴官に任せていいのか、巴」

「大事な鬼き虫ちゆうだもの。何かがあって届かないなんて、万が一にもあっちゃいけないことだわ」

　片目をぱちんと閉じてみせる巴。続いて可か児にが彼女に向き直り、質問した。

「──確かに、万全を期すならその方がいいな。参さん番式は今何を？　連絡は取っているのか？」

「小こ蜘ぐ蛛もちゃんからいってる。勝手に動くよう伝えてるわ、それっきりね」

　参番式──剣けん菱びしのことを、中央は巴の話の上でしか知らない。

　別行動を取っていることは確かだ。しかし肝かん心じんの本人が影も形も見せないとあっては、その存在を信じきれないというのも当然の心理ではあった。

「彼がいるというのなら、回収隊か輸送隊のどちらかに組み込めないものか？　有事の際の戦力としてはこの上なく有用だし、敵への牽けん制せいになる筈はずだ。呼び出せるなら居た方がいい」

　可か児にの提案に、巴ともえは首を振った。

「足並み揃そろえんの苦にが手てなのよカレ。ああいうのは好き勝手動かしといた方がいい仕事するし。……それに、蟷螂かまきりは今のこっちの手て札ふだじゃ最強よ。ほんの少しでも、誰にも動きを知られたくないの。敵にも味方にも──アタシにも、ね」

　巴は、こちらの動きがある程度向こうに知られていることを前提に行動している。

　蜂はちと蜻蛉とんぼの輸送に関してもそうだ。十分な護ご衛えいは付く筈はずだが、それでも蜘く蛛もを出す必要があることまで想定している。巴の判断には、どこから情報が漏もれるかわからないという過か剰じようなほどの警けい戒かいがまず念ねん頭とうに置かれていた。

　可児は数秒だけ黙もつ考こうした。これを呑のむには剣けん菱びしへの信頼が必要だ。

「……必ず、現れるんだな？」

「それは絶対。お腹の空すいたドーブツはおいしいご飯を見み逃のがさないでしょ？　それと同じよ」

　まさか自分の知らないところで腹を空かせた動物扱あつかいされているとは剣菱も思うまい。

「──、わかった。だが、あらかじめこちらの識別信号を伝えておいてくれ。いきなり現れて肝きもを潰つぶされるのにはもう懲こりたよ」

「んふふ。その節はどーもぉ」

　西への出発と、尽じん天てんからの出発は奇くしくもタイミングが重なった。

　回収隊は、九く曜ようと菊きく丸まるをはじめとした機械兵・多脚戦車の中隊。

　輸送隊は、尽天からの護衛に加えて、姿を隠かくして蜘蛛が迎える。

　蟷螂は機を見てどちらかに合流する──恐らくは、手て強ごわい相手が現れた方に。

　明朝の午前五時、東の空が白しらむ頃の出発となる。
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「──出発する」

　夜が明け、城じよう壁へきの門に立つ九曜。仄ほのかに白んだ東の空から差す光が、乾いた道路に長く影を伸ばしていた。

　ちょっとしたバラック小屋ほどもある大きさの装そう甲こうトレーラーが二台並び、装備を固めた機械兵が次々と搭とう乗じようしていく。その前と後ろに兇まがつが随ずい伴はんし、今より数時間前に三機の無人偵てい察さつ機が帝てい都とを飛び立っている。

　街にまだ人通りは少ないが、朝も早い商人や探たん索さく者が目を丸くしてはこちらを見ていた。

　迂う回かいして悪路を行くと決定してある。整備を終えた幹線道路は見晴らしも良いが、それ故ゆえに見つかりやすいというリスクを孕はらんでもいる為ためだ。このトレーラーはちょっとやそっとの悪路ではビクともせず、瓦が礫れきなど踏み越える走そう破は性を持っているから問題は無い。

　九く曜ようは己おのれの装備を確認した。演算速度を増強した補助装置付きの眼帯、軍刀、防ぼう弾だん・防刃じんとステルス加工を施ほどこした外がい套とう、改良したランチャー。そして、一振りの星ほし鉄がねの刀。

　菊きく丸まるはオーバーホールに近い内装のカスタムと追加装そう甲こう、手てつ甲こうと足甲も新たにあつらえたものだ。加えて九曜のものと同じ外がい套とうと、極きわめ付けは背に負った切り札だ。菊丸にとっては何度も繰り返された強化改修の、実に十四回目となる。

『こちら九番式だ。聞こえているか？』

　管かん制せい室に確認の通信を飛ばす。番号で名乗ってしまうのは、戦中からの癖くせだった。紛まぎらわしいことも無いし十分に伝わる為ため、このまま通している。

『──ええ、感度良好。問題ありません』

　通信士の女の声が返ってくるのを確認し、九曜は頷うなずいた。この通信は進路上に設置された通信塔とうを媒ばい介かいして繋つながり、こちらから西の果てまでで何本か立っている。この範囲内でならば交信はいつでも可能だ。

　トレーラーに乗り込む前、最後に後ろを振り返った。

　見送りに立つ少女が、こちらを見ている。

　叶かな葉はは菘すずなに付き添われ、心配そうに九曜を見返した。一方で鴇とき子こは寝床からここまで枕を持ってきていて、しかも半分寝ている。

　この作戦に人を連れてはいけない。前回の件とは勝手が違うし、前にも増して危険すぎる。

「……やっぱ壮観だわ、こりゃ」

　下ろしたままの髪にはまだ寝ね癖ぐせが残っていたが、菘の立ち居振るまいはしゃっきりとしたものである。隊列を成なして装甲車に乗り込む機械兵の隊と、大型多脚戦車。しばしそれに見とれ、改めて九曜と菊丸に向き直る。

「まあ大丈夫よ。あんたらのご主人はこっちで預かっとくからさ」

　並べば一番背が高いのは菘だ。上から頭をぽんぽん叩たたかれ、叶葉が目を白黒させる。もう片方の手で同じようにされた鴇子が我に返り、はっと周囲を見渡す。

「……ね、寝てないぞ。目をつむって考えてただけだ」

　聞いてもいないのに言い訳を並べ始めた。この分だと彼女は放っておいても大丈夫そうだ、と九曜は判断する。思うさま眠るがいい。

　菊丸は彼女に対し、ぺこりと一礼した。鴇子はそれを受けて「んむ」と頷く。

　菊丸はあくまでも鴇子の護ご衛えいであり、常に彼女の傍そばにいた個体だ。留守の間は中央が彼女らを保護することが決まっていても、やはり思うところがあるのだろう。鴇子もまた改めて意識するとむずむずして落ち着かないようで、ぶんぶん頭を振って毅き然ぜんと構えた。

「いいからとっとと行ってこいっ。……あと、帰ってきたらそれ触らせろ！」

　鴇子が指差すのは、菊丸が背負っているものだ。危険ということで結局その全容を見せても触らせても貰もらえず、気になって仕方がないらしい。

　九く曜ようは最後に、叶かな葉はを見た。

　彼女は言葉を探さがしていた。まだ上う手まく口に乗せられないようだが、何を思っているのかは見ればすぐにわかる。心配だ、と顔いっぱいに書いてあるのだ。実にわかりやすい。

　一方で彼女は、自分に何かを隠かくしているのかもしれない──と、九曜は思い始めている。

　目覚めてからというもの、こちらを見る目にある種の迷いがある。何かを言おうとして踏み止まったこともあった。噓うそや隠し事ができない、わかりやすすぎるほどわかりやすい少女だ。

　彼女は何かを抱かかえているのかもしれない。正直者の叶葉が隠さざるをえないことならば、いずれ軽いものではあるまい。

「九曜……」

　声は少し弱々しかった。

　気にならないわけではない。だが、九曜は叶葉を信用していた。時が来れば自分から口を開くことだろう──今はそれでいい。だから九曜は、一ひと言ことこう要求した。

「君の作戦命令が欲しい」

　九曜の司令は、叶葉である。

　中央の定めた作戦目的は、西の廃はい村そんにある鉄てつ隕いん石せきの発見と回収。それも十二分に認識している。だがあくまでも九曜にとって最終的に必要なのは、自分の司令の言葉だった。

　叶葉はすぐに意味を理解した。深呼吸し、思い切って九曜の目を正面から見み据すえる。

「絶対、帰ってきてください。……いってらっしゃい」

「了解。行ってくる」

　単純だ。行って、帰る。ただそれだけだった。

　九曜は踵きびすを返した。大電力で動く装そう甲こうトレーラーの車体が低く振しん動どうしている。先に菊きく丸まるが乗り込み、最後に九曜が続いて扉を閉めた。




　トレーラーが走り出す。大きな車輪が強くアスファルトを噛かみ、ゆっくりと前進。回収隊が帝てい都とを出て加速するまで、路面電車の運行は一時中止していた。面めん食くらうほど大きな車体にあっちこっちで驚きの声が上がり、市民が散り散りに避けていく。──行ってしまった。

「どしたのあんた、元気なくない？」

　ひょい、と菘すずなに顔を覗のぞき込まれて叶葉は慌あわてた。

「わっ。いやあの。そんなことはないと、思います、けど」

「けど、何？」

　やはりと言うべきか、菘は叶葉がなんとなく暗いことを察していた。鴇とき子こは馬ば鹿かでかい車が走り去っていく様を子供のように見守っていたが、すぐ二人の雰ふん囲い気きに気付いて横を向く。

「ん、なんだなんだ」

「な、なんでもないです！　ただその、大丈夫かなって、やっぱり心配で……」

　友達に黙っているのが後ろめたい。だが、おいそれと口外できる類たぐいのものでないことは叶かな葉はも十分にわかっていた。

　九く曜ようの過去について。結局、ずっとそれを考えていた。

　彼にそれを言っていいのだろうか。彼は自分のことを知っているのだろうか。九曜にだって自分の様よう子すがおかしいことくらいわかっていた筈はずだ。それでも追求しようとしなかったのは、こちらを信頼してくれているからだ。

　嬉うれしさと同時に、罪悪感がある。いずれ何かの真実に辿たどり着くことがあるとすれば、その時自分はどんな顔をしているだろうか。

　菘すずなは半目でこちらをじっと見ていたが、やがて諦あきらめたように視線を外はずした。

「んー……いいけどさ。──ごはん食べよっか、お腹空すいちゃった」

　踵きびすを返し、すたすた歩いていく菘。鴇とき子こも覇は気きのない足取りでそれに続く。

「わたしはもっかい寝る……」

「あとで仕事あんでしょーが今日は」

「……ぬぁ」

　ゲートが閉まる直前、叶葉はもう一度だけ背後を振り返った。

「──九曜……」

　もどかしく思いもする。だが待つしかない。ただ、必ず帰ってくると信じて。
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　廃はい墟きよがどこまでも続いていた。

　九曜が乗り込んだトレーラーは、そんな中をどこどこ爆走している。無視できないほど大きな瓦が礫れき類は、先行する兇まがつの一機が丸太のような脚部で蹴け飛とばして除よけていた。

　一時間、二時間と、九曜は飽あきもせず流れる景色を見守っている。

　飽きるほどに見た光景だ。昭和一〇一年の現い在ま、夏の尽じん天てんで目覚めてからというもの、常に崩くずれた景色を辿ってきた。窓の外に広がるのは、未いまだ人の手が入っていない廃墟だ。

　街の景色とは違う。ぼろぼろになっているという一点では共通するが、無人の廃墟には生命力が無かった。背はい嚢のうを背負った屈くつ強きような探たん索さく者、声を張り上げる商人、幟のぼりを掲かかげるバラック小屋や露店、走り回る子供──そういったものが。

　尽じん天てんから発たって、東京まで走ってきた。やはり違いを感じずにはいられない。

　彼らは、生きているのだ。国土がこんな状況になってしまっても。

　他の車両もない今、トレーラーは時速一〇〇キロを軽く超える速度で悪路を走る。推すい移いしていく景色を見送りながら、九曜は人々について思考し、続いて自分についても考えた。

　人であった自分のことをだ。

　眠るように目を閉じて思考する。流りゆう星せい刀とうの影響で昏こん倒とうして、記憶が飛んでいた。認識が曖あい昧まいで、自分の何がどうなっていたのかさえ定かではない。だが。

　──夢でも見た？

　巴ともえはそう言った。

　機械は夢を見ない、筈はずだ。だが確かに思い返せば、朧おぼろ気げながらそのようなものを見た気がする。昔の記憶、死にかけた自分があの男に保護された時の。あの町は燃えて、この国のどこかで廃はい墟きよを晒さらしているのだろう。

　自分は、あそこでは生きられなかった。

　そしてもう一つ、夢のようなものを見ていた時に気になるものがある。目覚める直前、誰かの声を聞いたような気がするのだ。ひどく聞き覚えのある、懐なつかしくて安心するような、

　ぺたん。

「……？」

　思考が中断された。軽い音を怪け訝げんに思い、音のした方を見てみる。

　車内は単純な構成となっていて、左右の壁かべに向かい合う形の座席が並んでいるのみだ。歩兵やその装備を運うん搬ぱんするタイプであり、間の床は人が四列ほど並び立てる程度には広い。

　その床に、菊きく丸まると機械兵らが車くるま座ざになって座っている。何かを始めたのだろうか。

　ぺたん、とまた音。紙だ。九く曜ようは座席から立ち、揺ゆれる車内を歩いて上から覗のぞき込んだ。

「……何をしているのだ」

　菊丸が振り返る。見てわからんのか、と言いたげだ。

「いや、見たらわかることはわかるが……」

　花はな札ふだをしている。

　機械兵の、特に菊丸の手と比べれば小さすぎる札が各々の指に摘つままれている。どこで手に入れたものか、ここにまで持ち込んだのだ。

　確かに到着まで数時間はかかる計算だし、今までも随ずい分ぶん走っている。とはいえ流石さすがに緊張感が無いのではないか。生き真ま面じ目めに苦言を呈ていそうと口を開きかける九曜だったが、ぺたぺたと花札を続ける一同を見下ろしている内に、余よ計けいな緊張が少し解とけた気がした。

「そう、だな。……あまり気を張り続けるのも良くはないか」

　何より意外に思った。機械兵にもこうした遊び心があるのか。考えてみれば、改造型とはいえ同じ機械兵の菊丸ができるのだ。彼らも単にやらないだけで、できないわけではないのだろう。花札のルール等は、既すでに菊丸から無線のデータ送信で通達されているに違いない。

　百も舌ずら研究員や整備士は新型機械兵のこうした部分を知っているか、なかなか興味深いことではある。機械兵に花札をやらせてみようと考えた人間が一人でもいただろうか。

「横を開けてくれ。小しよう生せいも座る」

　言うと、菊丸はずいっと尻しりを動かした。一戦目は既に始まっているので、観戦に専念する。

　誰一人としてウンともスンとも言わない花はな札ふだは、実にシュールな趣おもむきがあった。高速で交こう錯さくする絵札の中、菊きく丸まるだけがぽんぽん上がっていった。

　菊丸はこうした遊ゆう戯ぎの類たぐいに妙みように強い。とにかく異様に強い。将しよう棋ぎでも九く曜ようはおろか、安あん東どうの影響で子供の頃から指していたという菘すずなも全く寄せ付けない。

　聞くところによると、ちょっと暇ひまができた時に可か児にの趣味という囲い碁ごに付き合って圧勝したこともあるらしい。子供達に乞こわれるままに付き合った野球盤ばんでも大人おとなげないほど勝った。意外というかなんというか、彼の特技だ。

　一方、負けが込んでいる他の機械兵は黙りこくって札を繰る。彼らは作戦に従事する際の伝達事項などなら音声──菊丸とは違い、彼らは口に当たる部位に発声用のスピーカーが付けられている──や通信で出力できるが、いわゆる日常会話における語ご彙いを持たない。

　今もそうだ。人間同士であれば歓声や罵ば詈り雑ぞう言ごんなどが飛び交かう状況に反し、ひたすら無言で花札を続けている。彼らも菊丸の独ひとり勝ちには承服しかねる部分があるらしく、何度負けても巻き戻もどしのように勝負をやり直していた。

　何戦か見守ってから九曜も加わった。が、やはり菊丸が真っ先に上がってしまう。

　静かな、しかし白熱した勝負が続いていく。奇妙にゆったりした時間が流れる。

「……答えずとも良い。独り言ごとだと思ってくれ」

　勝負しながら、九曜がふと口火を切った。

　そもそも答える口を持たない相手しかいないから、口を挟はさむ者は最初からいない。

「小しよう生せいは鬼き虫ちゆうである。九機ある内の一機として、二十年前の戦争を戦った」

　ごとんと車が大きな瓦が礫れきに乗り上げて札ふだが散らばる。それぞれ片手で一いつ瞬しゆんのうちに整える。

「それが今はこのように《蜂はち》を失い、生きている。……戦うことを止めようと思っていた。もうそのような時代ではないのだと」

　機械兵は九曜の独どく白はくを聞いているのかいないのか、淡々と花札を続ける。

「それでも、……それでも今なお、この国に争いの気配がある。……敵が何を考えているのかはわからぬ。だが、その因いん縁ねんには少なからず鬼虫に起因するものがあると考えている。故ゆえに小生は、これらに対処する責任がある。──だからつまり、なんというか」

　まずい。言いたいことがまとまらなくなってきた。考える。

　鬼虫は強すぎた。強すぎたが故に、その力に取り憑つかれた者達がいる。甲こう虫ちゆうという量産型を産み落とした部隊は、戦後の今日に至っても前ぜん途とに暗雲を落としている。

　降りかかる火の粉は払わねばならない。

　都市の防ぼう衛えいや非常時の出動は、歩兵級をはじめとした自律機械の任務だ。この星ほし鉄がねの回収作戦もまた任務のうちに過ぎない。戦闘に入ったとすれば、今ここにいる者のうち誰かが破は壊かいされてもおかしくない──そうしたことも織おり込み済みで、当然のこととして作戦に従事する。

「付き合わせてしまってすまない、というのでもなく、」

　それもそれでしっくりこない。そんなことを言ったって仕方ないのは互いに同じだ。

　ただ確かなのは、自分ひとりではここまで来られなかったということだ。

「──貴官らには、感謝しているんだ。……とにかく、その、これだけは言いたかった」

　思えば戦中《蜂はち》の力を思うがままに使っていた時、彼らのような機械兵を今ほど身近に感じたことは無かった。ただ遥はるか下の地上を走る、取るに足らぬ雑ぞう兵ひようだと思っていた。肩を並べてみれば、彼らの一個体ずつがそれぞれ色を持って映った。街で出会う人々と同じように──というのは、言いすぎだろうか。

「…………以上だ。独ひとり言ごとを終了する」

　言葉を結ぶと、返す口を持たぬ機械兵がそれぞれ一度だけ頷うなずいた。

　ごとごと動く車内でひたすら花はな札ふだに興じる一同。花札において複数人でできる遊びは限られている為ため、飽あきもせず同じものを続けていた。イカサマは誰もしなかった。人間ではないので最初からそういう発想自体がないのだ。

　やはり菊きく丸まるが勝つ。いよいよ引き下がれなくなって新たに仕切り直す。最初から表情を持たない機械兵と仏ぶつ頂ちよう面づらの九く曜ようであるが、人に即して言うなら完全にムキになっている。

　合計してもう三時間以上は続けているが一向に終わらず、時速一〇〇キロ以上で走る車の中で花札を繰り返した。車はかなり進み、都市を一つまた一つと抜け、西へとひた走る。

　もう何百戦目になろうか。札を繰り、またそれぞれの手に渡って──

　ぴた。

　九曜の、菊きく丸まるの、花札を持つ全員の手が止まった。




　偵てい察さつ機が撃げき墜ついされた。

　ほとんど同時に三機ともだ。

　一撃で各機の動力を貫つらぬいたそれは、狙そ撃によるものだった。だが異常だ。

　完全に予測不可能の不意打ちだった。

　狙撃手がどこかに潜ひそんでいたなら、異常反応の一つくらい感知できた筈はずだ。にも関わらず偵察機はその何者かを一いつ瞬しゆんも捉とらえられず、最初の一射から立て続けに三機撃うち抜かれた。

　考えられる理由は全ての偵察機の索さく敵てき圏外からの狙撃だったか、かなり高度なステルス処理を施ほどこしていたかのどちらかだが、そのどちらにしてもおかしい。そんなものを偵察機のコース上に待ち伏ぶせさせておくということは、相手があらかじめそれを知っていなければならない。

　完全に虚きよを突かれた沈黙も一秒と待たず、帝てい都との管かん制せい室は即座に回収隊へ通信を飛ばした。

「偵察機、撃墜！　各員戦闘配備──」

　応答は無かった。

　その時には通信塔とうに対しジャミングが放たれ、電波を攪かく乱らんしていたからだ。




　こちらのセンサーに何かが引っかかった。

　九く曜ようは通信を試みるが、ノイズしか入ってこない。異常事態だ。

　花はな札ふだが散らばる。機械兵は一糸乱れぬ動きで銃じゆうを担かつぐ。トレーラーの無人管かん制せいシステムが警けい報ほうを発す。車体の上部に取り付けられた自動機銃が首をもたげる。九曜のセンサーには高速で接近する何かの反応が引っかかっていた。

　甲こう虫ちゆうではない。動きが生物的ではない。では暴走兵器か、それも違う。統とう率そつされている。

　わかるのは、反応の動きが明らかに殺さつ気きを孕はらんでいることだ。

「小しよう生せいが車上に出る。各員、備えよ」

　九曜は左腕のランチャーを展開し、天井のハッチを開く。

　青く晴れた空と共に、廃はい墟きよの光景が流れ去っていく。太陽は東から高く昇りつつあり、左右を建築物に挟はさまれた悪路を隅すみまで照らしていた。車の制せい御ぎよシステムにも問題は無い。

　目を見開いた。

　──来る！

　もはや出方を窺うかがうも何も無い。はっきりと、十二時方向から物もの凄すごい速さで接近している。大きい。あれは何だと考える暇ひまもなく、廃墟の数ブロック向こうから一直線に、立ちはだかる無数の障害物をも一いつ顧こだにせず、

　九曜は車両の制御ＡＩを含む全員に電波で叫んだ。

『対衝しよう撃げき！　後続車は進路変更──激げき突とつするぞ!!』

　ビル壁かべが飴あめ細ざい工くのようにぶち砕くだかれた。

　化ばけ物もののように巨大な車両が、廃墟の通りに横滑すべりに突入した。

　こちらの装そう甲こうトレーラーより更さらに巨大で、車体に分厚い増加装甲を鎧よろい、内部にぞっとするほど多くの歩兵を抱かかえている。彼らは人間ではない。山やま嵐あらしのごとく武装したそれは──

「機械兵か……!?」

　九曜は知っている。これは戦中にも使用されていたもので、機械兵以外にも更に数台の装甲車などを運うん搬ぱんする超大型車両、型式を確か《大型サ式一號ごう装甲車》といった筈はずだ。しかも当時そのままの姿でなく、増加装甲など正気を疑うほどの改造を施ほどこしていた。

　サ式の巨体は、九曜らの乗る装甲トレーラーでさえも轢き潰すほどの威い容ようで迫る。直前で辛かろうじて避け、トレーラーは相手を振り切るように更に速度を上げた。

　先頭車両と後続の間に強引に車体をねじ込み、サ式は十六輪のタイヤをフル回転させる。轟ごう々ごうと煙るセメントダストの中、二つの巨大なヘッドライトが暴力的な光を放った。

　ひび割れ波打つアスファルトを強引に踏み潰つぶし、左右の瓦が礫れきを削けずり飛ばしながら追つい随ずいするサ式。まずいことに後続車と完全に分断された。反応を辿たどれば後ろにいたもう一台と兇まがつは強引に大通りへとルートを変更し、サ式の後部ハッチから吐き出された自走車両に対応している。

　こちらが先に撃うった。

　制せい御ぎよＡＩが火器管制装置ＦＣＳを操あやつり、車体上部の自動機き銃じゆうを回頭、発射。長い銃身から発せられる銃火を合図として、先行する兇まがつが大魚のように機体を翻ひるがえす。兇は前方からトレーラーの横に移り、高速で並へい走そうしながら榴りゆう弾だんを射しや出しゆつ、迫るサ式の鼻はな面づらで爆ばく裂れつさせた。

　空気を振しん動どうさせる爆音と火か炎えんが巻き起こり、灰色の濃霧が相手を包む。だが、機銃と榴弾程度では相手の機能停止には至らない。

　雲のような煙を突き抜け、黒く焦げた正面装そう甲こうもそのままに追つい随ずいする。九く曜ようは未いまだ煙の中にある車体の後方で、無数のアイセンサーが発光するのを見た。

「ち……！　応戦する！」

　敵兵が車両の上に飛び乗り、ある者は小銃を構え、ある者は獣けもののごとく跳ちよう躍やくした。

　黒くろ塚づか部隊の戦力は、どうやら甲こう虫ちゆうだけではない。

　奴やつらは廃はい墟きよに溢あふれる暴走兵器を制圧し、回収し、手て駒ごまとして再利用しているのだ。

　九曜は車上に出て抜ばつ刀とう。同時にトレーラーのハッチが開き、味方が飛び出した。

　敵の第一の狙ねらいはこちらの車両を停止させることで、それだけは防がねばならない。兇とトレーラーの援えん護ご射しや撃げきを背後に、軍刀と短機関銃を抱かかえて機械兵が跳ぶ。

　時速一〇〇キロ以上で走行する車両の上、無数の兵による戦闘が展開された。

　数はあちらが圧倒的なほどに多い。だが機銃の援護射撃が功を奏そうし、こちら側は飛びかかる敵を次々と叩たたき落としていく。九曜は己おのれの眼めで敵兵一体一体をサーチし、車体に取り付こうとする彼らを撃うち抜き、片手の軍刀で撫なで斬ぎりにした。

　銃声と火花を伴ともない、車両は東から西へ一直線に突き抜ける。

　廃墟と砕くだけた瓦が礫れきが豪速で過ぎ去っていく。薬やつ莢きようが雨のように吐はき出され、硝しよう煙えんと共に車上からばらばらに散っていった。

　振り上げられる菊きく丸まるの拳こぶしが、一撃で相手の頭ず蓋がいを粉こな々ごなにして殴なぐり飛ばす。集中砲ほう火かで蜂はちの巣になった敵が車上から転げ落ち、猛もう追ついするサ式にひき潰つぶされて原型を失う。

　目まぐるしい乱戦だった。地上はもはや高速で流れるアスファルトの激流だ。

　両断された敵兵の上半身が力を失い、慣性のままトレーラーの前方に転がり落ちる。上半身でまだ生きているそいつはそのまま地面に激突し、永遠にその機能を失う──筈はずだった。

　敵兵は死ぬ直前、隠かくし持った電でん磁じ手榴弾のピンを抜いた。

　爆発。

　至近距離での爆発は、トレーラーに激げき甚じんな揺ゆれをもたらす。バランスを崩くずしかけて踏み止とどまった九曜は、今の爆破で何が起こったかを察した。

「制せい御ぎよ系統をやられたか……！」

　車両の前方に搭とう載さいされたＡＩが応答しない。今の爆発で死んだのか。

　機銃が止まる。電力供給回路が一気に狂い、コントロールを失った車両が暴力的な加速度のまま蛇だ行こうした。意図しない揺れに、車上に留とどまる味方がよろめいた。

　このままいくと壁かべに激突するか横転しておしまいだ。九く曜ようは迷わなかった。

『小しよう生せいは車体制せい御ぎよに回る！　援えん護ごを頼む！』

　襲おそい掛かる機械兵の首を斬きり飛ばして納のう刀とう、右手を車体に叩たたきつけ、

「──電磁制御エレキテルッ！」

　通電。

　破は壊かいされたＡＩの代わりに制せい御ぎよ回路を操作し、せめて自走能力だけでも確保する。

　死にかけた回路に新たな電気が供給され、トレーラーは横転する直前で息を吹き返した。

　ぶれたタイヤが辛かろうじて戻もどり、再加速。追加の供給電力を喰くい、走行速度は一五〇キロを超える。一六〇、一七〇──二〇〇。敵もまた追つい随ずいし、獰どう猛もうな加速度でこちらに迫る。

　九曜は動けない。電磁制御エレキテルによるトレーラーの制御に集中している為ためだ。その集中がほつれれば最後、車は今度こそコントロールを失って倒れるだろう。

　無数の照準がこちらに集中するのを感じた。もう相当数撃げき破はしているにも関わらず、敵の機械兵はこちらの倍以上の総量で押しかかる。

　九曜を庇かばうようにして菊きく丸まるが立った。更さらに守りの陣形を敷しき、機械兵が構える。

　菊丸は丸太のような脚を車上に踏んばらせ、トレーラーの機き銃じゆうを一気に引き千ち切ぎった。連結されていた弾だん帯たいが臓ぞう物もつのごとく引きずり出て、陽光に黒い銃身を光らせる。菊丸は発射機構と回路を繋つなげ、怪力のままに銃身を振り回し、後方斜め上へ連射した。

　狙ねらいも何もあったものではない弾だん幕まくが撃うち上げられ、今まさに空中にあった敵兵をひとたまりもなく撃砕さいする。横にぴったりついた兇まがつもまた惜おしげもない弾幕で応戦するが、それらを掻かい潜くぐった敵兵に取り付かれ、至近距離での攻撃に装そう甲こうを抉えぐられていく。

　また、爆発。取り付かれた兇の零ゼロ距離で起こった。

　爆弾を持った敵兵の、捨て身の突撃である。恐ろしいのはこれだった。数に物を言わせ、数体に一体は腹に爆弾を抱かかえて飛びかかってくる。観察して見分ける暇ひまは無く、少しでも怪あやしい動きを見せた者を優先的に撃破するしか手は無い。

『無事か！　応答せよ！』

　叫ぶ九曜に、兇は電波で『可』と答える。電子回路はやられなかったようだが、まずいことに二門あるうちの自動機銃が一門吹き飛ばされている。

　尚なおも迫る敵。一いつ瞬しゆんの油断も許されない状況で、九曜を守り菊丸ら機械兵が果か敢かんに応戦した。

　いつの間にか、トレーラーは崩くずれた都市を抜けていた。

　後続のもう一台はセンサーに引っかからない。索さく敵てき範囲外か、もう撃破されたのか。

　街を突き抜け、視界に映ったのは山だ。

　トレーラーはそのまま広く堅けん牢ろうな主道に入る。ここから先は一本道であり、目的は山間の村にあるという。峠とうげへ至る坂に臨み、車体は更さらに加速した。

　豪速の車上で展開される嵐あらしのような交戦は続き、既すでにかなりの距離を走り抜けていた。

　警けい戒かいしていたことが起こった。

　がちん、と音を立てたのは、敵に対応する味方の機械兵の一体が構える短たん機き関かん銃じゆうだ。既すでに携けい行こうする装備に替えの弾だん倉そうは無く、最後の一発を今撃うち尽つくしたのだ。

　弾たま切れである。

　追加の弾倉は車中の装備庫に格かく納のうされている。機械兵は一体が携行できる限界の弾倉を帯おびていたが、供給に戻もどれる戦況ではどう考えてもなかった。そして同じ型式が携行できる装備はもちろん全て同じであるため、同様のことが連続して起こる。

　残されたのは白はく兵へい戦せん武器のみだ。まだ弾が残る機銃を構えるのは菊きく丸まるのみで、残りの機械兵はそれぞれ軍刀や銃剣に構え直す。

　数で圧倒的に負けている上に、足場が悪すぎる。九く曜ようも動けない今、一人でも迎げい撃げきの手を緩ゆるめればそのまま圧あつ殺さつされるのは想像に難かたくない。

　既すでにサ式の装そう甲こうはぼろぼろになっていたが、止まる気配は無かった。恐ろしい耐久力だ。兇まがつの砲ほう撃げきをも受けていながらまだ速度を緩めない化ばけ物もの車両は、驚異の一語に尽つきた。

　弾はほぼ無く、兇の戦闘力も削そがれ、九曜は動けない。

「まずい、か……！」

　その時、兇が不ふ可か解かいな動きを見せた。

　彼の動きに迷いは無かった。戦況と自機の状態を計算した上での、最適解だったからだ。

　トレーラーの真横に付いていた彼は既に射撃能力を失っている。二門ある片方は爆発で吹き飛ばされ、もう一門には弾が無い。ならば、どうするべきか。

「!?」

　あっという間の出来事だった。

　兇が止まる。四つの巨大な脚部が凄すさまじい慣性でアスファルトを削けずり砕くだき、その巨体は限界以上の速度で走り続けるトレーラーを見送った。そしてもちろん、それに追つい随ずいする速度で迫るのは敵のサ式と搭とう乗じようする無数の敵兵だ。

　よせ、と言う暇いとまもあらばこそ、兇は仕掛けた。

　兇はそのまま正反対の方向に機動し、サ式目掛けて機体ごと突撃したのだ。

　激突。

　暴力的なほどの相対速度だった。そしてサ式の異常に堅けん牢ろうな装甲は、これまでの射撃で限界近くまで消しよう耗もうしていた。消耗した正面装甲が数トンもの巨大な質量物質を受け止められる筈はずもなく、そしてまた、傷付いた兇が激突に耐え切れる筈も無かった。

　衝突、直後に轟ごう音おん。

　高出力の駆く動どう機関が爆はぜ、電でん磁じを伴ともなう爆発が巻き上がった。衝撃に備え、車上の全員が身を低く構える。走り続けるトレーラーは、それすらもあっという間に置き去りにしてしまう。

　それを最後に、戦いは噓うそのように収束した。

　車上に残るのは味方の機械兵と菊きく丸まる、車体を操作し続ける九く曜ようと、あとは敵兵の死し骸がいくらいのもの。敵反応の消失を確認し、機械兵が構えを解く。

　彼らは、乾いた道のもうずっと後ろにある黒こく煙えんを見ていた。

「……すまない」

　一度だけ呟つぶやき、九曜は悼いたむように眼めを閉じる。止まるわけにはいかなかった。

　トレーラーは山道を走り続ける。舗装された主道であるため、走行に問題はなかった。しかしこの車体自体もかなりガタがきており、あとどれほど走れたものかわからない。せめて目的地まで保てばいいのだが。

　道中で機械兵は一いつ旦たん車内に戻もどり、補給を行った。弾だん薬やくを追加し、破は損そんした装備を予備に持ち替える。こちらも無傷ではない。破損した人工筋きん繊せん維いを備え付けの修理装置で治し、ボロ衣のようになった戦闘服の予備を着衣する。

　敵が襲おそってきたということは、こちらの動きが知られているということに他ならない。

　九曜は考える。偵てい察さつ機からの索さく敵てきデータが送信されてこない以上、あれらも撃げき墜ついされていると思うべきだろう。加えて何らかの手段で通信経路を断たち、完全にこちらを孤立させた状況を作った上で仕掛けてきた。

　甲こう虫ちゆうを出さなかったのは、既にこちらの部隊編成が知られ、この程度で十分と踏んだ為ためか。

　いや、最初からあれで止められるなどと思ってはいまい。戦力の分断と消しよう耗もう──そして恐らくは、先の追走劇でこちらが向かう方角を再確認する目的もあったのではないか。

　まるで掌てのひらの上で踊っているようではないか。

　歯噛がみする九曜だったが、ふと頭の奥底で何かが疼うずいた。

　──。

　右手でこめかみを軽く押さえる。左手は、布に巻かれ背中に括くくり付けたままの流りゆう星せい刀とうに触れた。景色が開け、目的の村々の輪りん郭かくが見えてくる。人が消え、長い年月を沈黙の中で過ごしていく中で寂さびれていった廃はい村そんだ。

　そんな場所に本当にあるのか、確認できるのは九曜のみ。その電脳が、感覚で訴うつたえていた。

　近い。
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　尽じん天てんを発たった輸送車は、脇わき目めも振らずに北へと走り続ける。

　帝てい都とから尽天まで繋つながった幹線道路は、ルート上に幾つかの街がある。中央と南とを繋げるこの道路を中心として手を伸ばし、中央は生存者や資材の捜そう索さくに余念がない。それが功を奏そうして、補給ルートの繋がった地下壕ごうから人々が上がってきたケースも増えている。

　なのでこの道路には物資運うん搬ぱんの車両が頻ひん繁ぱんに行き来し、また人影もよく見られるのがいつもの光景だ。しかし今は幹線道路とその近辺は人ひと払ばらいされ、他の車両も通ってはいない。

　輸送隊は過か剰じようなほどの護ご衛えいで防備を固めていた。隊列の真ん中を走る大型輸送車の中には、どんな物資よりも重要なものが格かく納のうされているからだ。周りを守るのは西へ向かった九く曜ようらのものと同型の装そう甲こうトレーラーであり、十分な装備の機械兵が待機している。

「現在、本隊は海底トンネルを通過して北上中。運うん搬ぱん物、進路とも異常無し」

　輸送車内部の状況をモニターする人員が、通信で中央に経過を報告する。彼の声は少し強こわ張ばっていた。特に異常は無くとも、それを抱かかえているだけで緊張しているのだ。

　運搬物とは、戦中に製造された最強の兵器。二匹の鬼き虫ちゆう──《蜻蛉とんぼ》と《蜂はち》である。

　そして同車のポッドには、同じく回収されたある男の遺い体たいもある。

　遺体の名は竜胆りんどう。他ならぬ蜻蛉の本体、四し天てんの竜胆だ。

　彼もまた、ほとんど傷付いていなかった。長く海中に没ぼつしていたせいで衣服などはぼろぼろになってしまっているが、本体の方は人形と見紛まがうばかりに綺き麗れいなまま回収された。

　ただ一つ、額ひたいの大きな刀傷を除いては。

　竜胆の主脳は確実に破は壊かいされている。電流を纏まとった軍刀の刺し突とつが致命傷となったことは疑いようもなかった。尽じん天てんにおいて簡単に調べた結果、彼の脳内にある星ほし鉄がねの素子チツプは完全に砕くだかれていることがわかった。

　竜胆の身体からだが回収された時、人々は──特に尽天の住民は、一様に複雑な顔をした。

　尽天の住民にとって彼は憎むべき敵であったに違いない。街を封ふうじ続けた最悪の虫に、露ろ骨こつな嫌けん悪おを見せた者も当然いた。しかし中には、九く曜ようにとって竜胆がどのような存在であったのか知る者もいたのだ。

　検分する前、安あん東どう老ろうは一歩踏み出し、眠る竜胆にまず静かに手を合わせた。

　──敵のようであっても、死ねば仏よ。ゆっくり休まれませい。

　竜胆の遺体は帝てい都とに届けられ、蜻蛉と同じく登と坂さか研究所に保管されることだろう。

『了解、そのまま進んで下さい。定期交信終了』

　向こうの応答を最後に通信終了。通信士はもう何度目になるかしれないため息をついた。

「……あぁくそ、喉のどが渇かわく。水取ってくれ」

「はいよ」

　同どう僚りようから水の入ったボトルを投げ渡され、一気に呷あおる。そうして同僚をちらと見た。

「お前さ、あれどうなると思う？」

「ああ、壱いち番式は保管だよな。……したら九番式はやっぱ、修理？」

「あれなぁ、本体は生きてるっていうしなぁ……でも直すにしたって、できるのかね？」

　見たところ蜂の被害は甚じん大だいどころでなく、激戦の中で九曜を抱いて飛び続けたこと自体が不ふ思し議ぎなほど損そん傷しようしていた。

　機体をものの見事に両断した斬ざん撃げきが最終的な致命傷となったろうが、それ以外にもかなりダメージが大きい。全身の装そう甲こうがずたずたに切り裂さかれている。副脳と光学神経などは何をどうすればこうなるのか、端はしから端まで極端に酷こく使しされ焼き尽つくされていた。

　本体は生きている。であれば虫を修理するという線もあるが、これほどまでに損そん傷しようした機械を誰も見たことがなかった。直すのは可能か、そうだとしてもどれほどの時を要するだろう。

「安あん東どうサンのノートが向こうにあるっていうけど、いくらなんでもなあ……」

「まあ今はこっちの仕事だろ。とにかくこれを早いとこ届けなきゃ、気が休まらないって」

　まったく同意である。

　なにしろ運うん搬ぱん物は鬼き虫ちゆうが二機、それから本体が一人だ。その存在の大きさを考えれば、爆ばく弾だんでも抱かかえて走っていた方がまだ気楽ですらある。通信士はボトルにまた口を近付け、

　レーダーを見て唖あ然ぜんとした。

　真っ赤だ。

「──かっ、管かん制せい室！　敵反応！　三時と十二時の方向から、ちち近くだ！」

　水がぼたぼた零こぼれるのにも構わず捲まくし立てる。

　非常時警けい報ほうが全体に鳴り響き、輸送隊が一気にスピードを上げる。敵反応を感知した護ご衛えいが一いつ斉せいに構えた。人ひと払ばらいを済ませているのは積荷を秘ひ匿とくするだけでなく、この為ためでもあった。想定される最悪のケース──つまり敵の襲しゆう撃げきと、戦闘だ。

　索さく敵てき範囲に入ってから、恐ろしく速かった。

　廃はい墟きよの間を抜け、無数の何かがあっという間に距離を詰つめる。

　日の下に姿を晒さらしたそれを見て、輸送隊も管制室も一いつ瞬しゆん言葉を失った。広域通信で無線機に男達の声が入った。抑よく揚ようが全く無い、全く同じ声が全く同じタイミングで入電。

『──こちら甲こう虫ちゆう式《斑はん猫みよう》です』

　巨大な、機械仕掛けの虫がそこにいる。

　長い触角と鈍く輝く外がい骨こつ格かく、獰どう猛もうな複眼、搭とう載さいされた専用の重火器。生きて動いているのが確認されたのは、これが初だ。

『そちらの保有する虫を、貰もらい受けます』

　同時に、炸さく裂れつ弾だんが爆はぜる。

　多連装の擲てき弾だん筒とうから拡かく散さんして発射された小型炸裂弾の群は道路にて爆発し、進行ルートを破は壊かいした。輸送車が急ブレーキをかけ、道に何十メートルもの長いタイヤの跡を刻きざんだ。

　護衛の機械兵が飛び出す。転倒する直前で横ざまに停止した輸送車を守る陣形を組む。大だい口こう径けいの機き銃じゆうを装備した装そう甲こう車と並び、構えた。

　車しや載さい機銃と短機関銃と小銃が一いつ斉せいに火を噴ふき、数百数千もの弾丸が放たれる。広い道だからこそ遮しや蔽へい物は少なく、迎むかえ撃うつ側の集中砲火を避け切れる筈はずがない。加えて部隊の銃に装そう填てんされているのは、重装甲を想定した徹てつ甲こう弾だ。甲虫の死し骸がいからその装甲を分析して製造されたものであり、この量の直撃を受ければただでは済むまい。

　それは正しい。車が止まった以上ここで迎むかえ撃うつという判断は当然であり、そこから陣形を組んで発はつ砲ぽうする速さは極めて統制された理想的な動きだ。

　だが、相手は《虫》だ。これは中央の兵力が虫と交かわす初めての戦闘だった。

　九く曜ようや菊きく丸まるらの戦闘記録は既すでに分析され、機械兵にインプットされている。しかしそれでもなお、虫と戦うというのがどういうことなのか、実感を伴ともない理解する者がいなかった。

　影のように廃はい墟きよから飛び出し、次の瞬しゆん間かんから斑はん猫みようは彼らの視界に映らなかった。現れたのは五機。ある者は信じがたいほど高く跳ちよう躍やくし、ある者は恐ろしく低い姿勢で地を這はい、護ご衛えいの陣から放たれた面のような弾だん幕まくをことごとく回避してのけた。

『消えなさい』

　感情の乗らない声が、五方向から重なって届く。

　一手、それでひっくり返される。

　斑猫の強きよう靭じんな顎あごがまず装そう甲こう車に喰くらい付き、車体を紙かみ屑くずのようにぐしゃぐしゃに砕くだいた。首を振る一挙きよ動どうで何体もの機械兵を弾はじき飛ばす。そして同時に、道路から外はずれた廃墟の陰かげが突然銃じゆう火かを閃ひらめかせた。

　小銃による援えん護ご射しや撃げき──味方ではない。斑猫によって攪かく乱らんされた陣形にとどめの射撃を叩たたき込むのは、飛び出した敵方の機械兵の聯れん隊たいだった。

　同型から撃うたれて果か敢かんに応戦する兵だったが、既すでに接近された斑猫を跳はね除のける術すべを持たない。個体の性能が違いすぎた。真っ先に輸送車に最接近した斑猫の一体がついでのように機械兵を蹴け散ちらし、まず乗員と制せい御ぎよシステムを皆殺しにすることで輸送車を抑えようとし、

　直前で動きが止まる。

　三対ついの肢あしに、何かが絡からみついている。

　誰も認識できていなかった。いつの間にか輸送車の周辺に網が張り巡めぐらされていたことを。

　網は細かい格こう子し状になって地面をびっしり這はい回り、最初に罠わなにかかった獲え物ものを捕とらえて離さず、捕ほ縛ばくと同時に奇術のように空中に巻き上げていた。網を構成するものは、特殊な繊せん維いで組まれた強靭なワイヤーだ。

　突とつ如じよとして広域通信が入る。幼い、笑い交まじりの声。

『はろーォ』

　明るく可愛かわいらしい声の挨あい拶さつが全員の耳を叩き、同時に、

　噛かみ砕いた。

　信じがたい力でワイヤーが引き寄せられ、待っているのは獰どう猛もうな顎だった。頭部に噛み付かれた斑猫は火花を迸ほとばしらせ、体内に循環していた体液を撒まき散らす。数秒だけ狂ったように痙けい攣れんし、やがてその動きを永久に止めた。

　まるで──いや、疑いようもなく、それは見せしめの処刑だった。

　誰もがそれを見上げた。無数に手た繰ぐるワイヤーの元を辿たどれば、毒々しいフォルムの虫がそこに立っていた。煌こう々こうと輝く紫むらさきの単眼は、悪戯いたずらを成功させて喜ぶ子供のようでもあり、淡々と職務を遂すい行こうする死刑執しつ行こう者のようでもあった。

　ただ、ほとんどの者が顔すら知らぬ《蜘く蛛も》の主について、誰もがほぼ同じ感想を抱いた。

　──怒っている。




　巴ともえは笑っていた。

　端たん正せいな唇くちびるを裂さけるほど吊つり上げ、舌なめずりをして笑っていた。

『退避しといた方がいーよぉ。道みち脇わきに非常用のシェルターの入り口があるから。こんなとこにヒトなんかいたらすーぐおシャカになっちゃうんだから』

　車上に残る人間にまず避難を促うながす。敵の手から守るというよりも、どちらかと言えば自分が巻き込んで殺さないでいる自信が無いからだ。

　こう思うことは滅めつ多たに無い。我ながらなかなか珍しいことだと巴は感じた。

　蜘く蛛もに抱かれて巴は「はぁ」と悩ましげなため息をつく。斑はん猫みようも黒くろ塚づか部隊に調整された機械兵の群れも、その全ての照準が自分に集中しているのを感じる。

『やっぱり来たわね。でもアタシが見張ってることだってわかってたんでしょ？　随ずい分ぶん大だい胆たんなことじゃないの。そんなに我が慢まんできなかったのかな？　できなかったんだよね？』

　然しかり、焦しよう燥そうにも似た感情は巴の胸中にもある。

　自分が守る輸送車の中にあるものは、二十年間ずっと焦こがれていたものだ。わかっているが故ゆえに落ち着かなかった。そわそわと身をよじる様はまるで恋に恋する少女のようでいて、少し震ふるえ気ぎ味みの声は熱を帯びる。

『そんでどうしても、蜻蛉とんぼと蜂はちを、横取りしちゃいましょうと、そういうわけよね？』

　巴は目を細めて満面の笑みを浮かべた。

　満面の、殺意の笑みだった。




『──ぶち殺すわよ？』




　言葉には「圧」がある。

　声に出した瞬しゆん間かんにそれは色を持ち、受ける者を圧倒する。一転した低い声色で放たれる少女の言葉は、電波を介して「敵」の脳のう髄ずいに突き刺さる氷よりも冷たい棘とげだった。恐怖という概がい念ねんを知らぬ筈はずの機械が、巴の放った圧に一瞬だけその動きを鈍らせた。

　戦闘開始。

　蜘蛛を中心として、黒いワイヤーの網あみが巨大な怪物の掌てのひらのように広がった。
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　同時に、蜘蛛の機体がわずかに変化する。その機体表面から薄黒い靄もやが発生したのだ。肢あしと顎あごから液体が染み出す──濁にごった重油のような、どろりとした液だ。これこそ、蜘蛛が本格的な戦闘機動に入った合図に他ならない。

　四匹の甲こう虫ちゆうと一匹の蜘く蛛もが消える。殺意を受けた斑はん猫みようが本能に従い発はつ砲ぽう。横跳とびに銃じゆう撃げきを回避する蜘蛛は自身の機動に靄もやの影と単眼の残光を刻きざみ、恐ろしく冷静に敵を照準していた。

　八本の肢あしが音もなくアスファルトを叩たたき、舐なめるような円えん軌き道どうで敵部隊を囲む。

　しかし既すでに蜘蛛との戦闘データを得ているのだろう、対する甲こう虫ちゆうの動きは蜘蛛の攻こう撃げき手段を考慮に入れたものとなっていた。

　五機の虫が物もの凄すごい速度で交こう錯さくを繰り返す。ただ一機の蜘蛛を狙ねらった砲ほう撃げきがアスファルトを砕くだき、地面で爆はぜて土つち塊くれを飛ばした。斑猫は互いを補おぎない合うような陣形に組み直し、あくまでも蜘蛛と距離を保ち続けた。

　蜘蛛の直接的な攻撃手段は、ワイヤーによる捕ほ縛ばくがまず前提となる。そこから脚部による打撃または刺し突とつ、あるいは顎あごの噛かみ付きだ。基本的な攻撃は、格闘に限られるのだ。

　斑猫もそれは百も承知だった。蟷螂かまきりのような暴力的なまでの瞬しゆん発ぱつ力に比べ、蜘蛛の速度はどうしても劣る。ワイヤーに注意を払い全速で機動すれば、対応は不可能ではない。更さらに蜘蛛は輸送車を守りながら戦っている。動きが限定されているのだ。

　敵機械兵が一いつ斉せいに銃じゆうを構え、装そう甲こうではなく眼めを狙ねらう。斑猫に対応する蜘蛛は、そちらに意識が向かない。

　無数の指が引き金を絞しぼり──引けないことに気付く。

　巴ともえはそちらを見てもいない。わざわざ振り返る必要さえ無かった為ためだ。

　巴が高速移動で撒まき散らした靄もやが、風に流され機械兵に触れていた。蜘く蛛もの機体から発生した靄はそのまま機械兵の眼や耳から内部に侵しん入にゆうし、自覚さえさせないままに脳を汚染、神経回路を侵おかし尽つくしていたのだ。

『いいからさっさと逝いっちゃいなさいな』

《毒どく》である。

　蜘蛛の体内にて調合された神経毒は気体となって散布され、触れた者を死に至らしめる。味方側を巻き込まずにおかない自信が無い理由は、巴自身のこの特別攻撃術にこそあった。

　有効範囲にいる人型ならば、この程度で瞬殺できる。

　隊たい伍ごを組んだ機械兵は蜘蛛の本体に一いつ指したりと触れられぬまま、全身に紫むらさきの斑まだらを浮かばせて死んだ。異常を察知した斑猫が全ての攻撃動作を中断し、一気に跳ちよう躍やくして後退。靄の範囲から逃のがれ、銃撃でワイヤーの先せん端たんを弾はじいた。

『──毒、とは。それが蜘蛛の術ということですか』

『おお大正解。よくわかったわねぇ、えらいぞー賢かしこいぞー』

　茶ちや化かすように巴が返す。声色と裏うら腹はらに蜘蛛の眼めは獰どう猛もうにして妖あやしく光り、体内で新たな毒を調合し続ける。機体表面を走るパイプの中で表現しがたい色の液体がごぼりと波打った。それらは機体の内臓を循環し、装甲表面へ、ワイヤーへ、肢先や顎へと回されていく。

　しゅるしゅると蠢うごめくワイヤーの先端が、四体の的を再び照準する。

『また逃げちゃうつもり？』

　巴に逃がすつもりは無い。

　だが、あちらも逃げるつもりは無いようだった。それぞれが搭とう載さいした重火器を蜘く蛛もにマウントしたまま、何かを待つように動かないでいたが──

　事実、待っていたのだ。

『いえ、それには及びません。ようやく──合流できる』

　居る。

　来た、ではない。接近する反応は全く感知されなかった。

　最初に感じ取ったのは波のような空気の揺ゆれだ。風向きとは全く反対の方向からそれが生まれ、続いて大爆発と聞き間違うばかりの噴ふん射しや音が鳴り響く。

　直後に視界いっぱいに映ったのは、突とつ撃げきを仕掛けてくる一匹の甲こう虫ちゆうだ。

『！』

　ワイヤーが張り巡めぐらされる。幾いく重えにも重なった線が一つの網あみを張り、蜘蛛と突とつ如じよ現れた甲虫のクッションとなった。鋼こう線せんで編まれた網と甲虫の正面装そう甲こうがぎゃりぎゃりと擦こすれて火花を散らす。

　全く知覚外からの、何の工夫もない全力の突撃。自身を叩たたきつける虫は、それ自体がまるで巨大な砲ほう丸がんだ──だが異常に重い。

　受け止めきれない。

　ワイヤーを操作し、突とつ撃げきの軌き道どうを斜め上に逸そらした。衝しよう撃で網が解とかれ、一本一本の線となってほつれる。火花と共に跳はね上がった虫は空中で「突撃体勢」を解いてその姿を晒さらし、

『あははははははははははははははは!!』

　底抜けに明るく、無む邪じや気きに笑った。

　──子供の声!?

『すっげェ！　蜘く蛛もだ！　ほんとに蜘蛛がいるよ!!　今の弾はじくのかよすげえすげえっ!!』

　地面を削けずって着地する虫は、どこか滑こつ稽けいなほどに丸かった。

　これまでに見たことがない。全体のフォルムは斑はん猫みようよりも少し小さいが、全身の装そう甲こうは偏へん執しつ的なほど分ぶ厚あつく、特に機体前面を完全に覆おおい尽つくしている。その装甲の間から、小さい眼めがちかちかと光った。

『あら。新入りちゃん？』

『あっそうだ、ええっと自己紹介だよね？　そういうの大事だって隊長が言ってたし！』

　声の主は、少年だった。

　変声期さえ迎えているまい。どこまでも楽しそうで、少しだけ息が荒い。「この指止まれ」に大慌あわてで飛び込み、間に合って安心している──そんな様を思わせる。巴ともえの返しも待たず、彼はべらべらと捲まくし立てた。

『ボク、日ひ足あしっていうんだ。甲こう虫ちゆう式／特機四号丸、《天テン道トウ》の日足。えーとあとなんだっけ、なんか話したいこと色々あるんだけどさあ、やだなあ忘れちゃったかなあ、まあいいや』

　がちん。

　甲虫天道の背部装甲が開き、シリンダー状の何かのパーツが排出される。本物の天道虫で言うなら翅はねのある部位には、常識外はずれなほど巨大な連装ブースターが覗のぞいていた。

　四機残った斑猫を率ひきい、天道の少年、日足は断言する。

『とりあえず鬼ソ虫レ、ちょうだい？』

　子供らしいといえば子供らしい、あまりにもストレートな要求に、巴は子供らしく返した。

　べっと舌を突き出し、一ひと言こと。

『やァよ、あーげない』

　同時に、体内時計でこれまでの戦闘時間を算出する。二分十四秒と出た。蜘蛛の機能を全開にした上での、単独の戦闘時間がそれだ。巴は口の端はを歪ゆがめた。まだ時間はある、だが、

　──ちょっとばっか、まずいかもねぇ。
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　西との交信が分断。また南の輸送隊が襲しゆう撃げきされ、交戦に入った。

　状況が激動している。

　管かん制せい室は騒然としていた。最優先は西への通信の回復であり隊の安否の確認だ。通信塔とうそのものは生きているが、強きよう烈れつなジャミングが邪じや魔まをする。急増の通信塔は戦闘中の運用までも想定されておらず、まだノイズキャンセラーといった対妨害電波の機能を備えていなかった。

「こちらの動きが読まれていたのか、後ご手てに回らざるをえんとは……！」

　輸送隊へは蜘蛛が対処しているが、通信士によると多勢に無勢とのこと。また、斑はん猫みようや天牛かみきりではない新型もいるとのことだ。

　では、西はどうなっているのか。

　西へ応援を出すべきだ、では貴重な航空輸送機を使うか、緊急事態として申し出れば押し通せるが間に合うかどうか、そもそも狙そ撃げき手しゆがいるなら空こそ危ない──

「──通信、回復しました！」

　通信士の声に我に返り、可か児には弾はじかれたように計器を見る。

　確かに、ノイズはもう無くなっていた。発信源が機能を停止したことを意味するが、つまり誰かが発信機を破は壊かいしたことに他ならない。他の隊を派は遣けんしたつもりは無い。ならば誰がそれを行ったのか、可児は直感で察した。

　待っていたようなタイミングで、管制室に通信が届いた。

　味方信号だ。しかし、飛び込んできたのは聞き慣れぬ声。

　声の主は男だった。どこか適当で、場に似つかわしくないほど気だるげな。

『おぉい、聞こえてるか？　参さん番式だ。オヒサシブリですって言うべきかね？』




　好きに動け──と巴ともえからは言われていたが、最初からそのつもりだった。

　ビルの屋上に立ち、蟷螂かまきりは実に二十年ぶりに帝てい都とと交信を試みる。剣けん菱びしが今立つ廃はい都市は、つい数すう刻こく前に回収隊が苛か烈れつな追走劇を繰り広げたエリアだ。煤すすけた道を複眼で辿たどりながら、そちらに出遅れてしまったことを少し惜しむ。

『参さん番式……蟷螂か！』

『いかにも、ってな。──敵がいたぜ。狙そ撃げき型と、妨害電波の発信装置がオマケでな。銃じゆう声せいが聞こえたもんで適当に跳はね回ってみりゃ、目立たねえ屋上にいた』

　蟷螂の刃が音もなく滑すべり、屋上に散らばった兵器の死し骸がいをつつく。

　甲こう虫ちゆうではない。

　通常兵器にも狙撃砲ほうを搭とう載さいした型式がいるが、どうやらそれを改良したものらしい。とはいえお世せ辞じにも取り回しが良いとは言い難がたく、動きが重い固定砲ほう台だい化していると言ってよい。ステルス機能を搭とう載さいしているようだが、特徴と言えばそれくらいのものだろう。

『……すまない、協力に感謝する！　そちらから回収隊は確認できるか？』

『いや、いねえな。振り切れたもんかどうか、とにかく行っちまってるらしい。……しかし、ここはこんなもんだったのかね』

『なんだ？』

『独ひとり言ごとさ。ひとまず俺も九く曜ようを追う。悪わりぃが細こまけえ話は苦にが手てでね、勝手にやらせて貰もらうぜ』

　一度通信を切る。

　大たい抵ていの場合、剣けん菱びしは「勘かん」で自みずからの行動を決定する。

　こればかりは上う手まく言葉にできそうにないので中央には言わなかった。鬼き虫ちゆうとして戦場に立った最初の時から、いやあるいはもっと前から、剣菱は自分の勘を何よりも信頼している。何な故ぜか、というのは説明しがたい。強しいて言うなら当たるからだ。

　剣菱は一度蟷かま螂きりと分離し、両りよう膝ひざを曲げてその場にしゃがみ込んだ。今しがた蟷螂の刃が捉とらえた狙そ撃げき型の残ざん骸がいに指先で触れ、じっと検分した。

　──こいつが、か？

　備えられたジャミング機で通信を攪かく乱らんし、待ち伏ぶせしていた狙撃型で偵てい察さつ機を撃墜した。なるほど確かに辻つじ褄つまは合う。空路を使わなかったのは正解だったと言えるだろう。だが、それにしても腑ふに落ちない。

　剣菱はこの辺あたりに何かあると見てここを訪れた。しかし自分の勘に引っかかったのがこんな木こっ端ぱだったのか、という点をどうにも疑問に思う。

　もう一つ気になる点がある。巴ともえを介かいして受け取った味方側の部隊規模によると、偵察機は三機あったという。こんな固定砲台一機が、果たして一いつ瞬しゆんのうちに三機の小型無人航空機を撃墜ついできるというのだろうか。

「この辺あたりが臭くせぇと思ったが……どうにもうまくねえな。俺も鈍ったか」

　とにかく、行くべきだ。蟷螂の触角がぴんと張り、西を指す。剣菱は立ち上がり、

　──!!

　頭から冷水をぶちまけられたかのような寒気が、ほんの一いつ瞬しゆんだけよぎった。

　勘。中でもとびきり際きわどい奴やつで、これはつまり「危険信号」を指した。

　気付いて対応するのと、仕掛けられるのとにほんの一瞬だけの差が生じる。こちらが遅い。

　真上、




『戦術波は動どう砲、発射』




《何か》が空中から撃うち込まれた。

　直ちよく撃げきだった。

　既き存そんのあらゆる兵器とは違い、その一撃は実体を持たなかった。真上から。飛行ではない、降下ですらない、急転直下からの落下としか言いようがない形で何者かが蟷かま螂きりを襲おそい、その一撃で蟷螂の立つビルごと上から下までぺしゃんこに叩き潰した。

　何者かは、機械仕掛けの甲こう虫ちゆうに乗っていた。

　轟ごう、と空中を滑すべる。蜻蛉とんぼや蜂はちといった空戦型鬼き虫ちゆうの飛行法に則のつとらず、どちらかと言えば滑かつ空くうのような機動でその場を去る。

　一撃で完全に原型を失ったビルはただの瓦が礫れきの山となり、煙に覆おおわれて何も見えない。

　虫の乗り手はそちらを一いつ顧こだにせず、轟音と共に西へ向かう。







　　　六　─　激闘







　その村は、二十年間ほとんど当時の原型を保ったまま残っていた。

　当然ながら誰もいない。山肌に構えられた畑はからからに乾燥し、かつてあったであろう作物の痕こん跡せきすらも残していない。ぽつぽつと点在するささやかな民家と農耕具、軽トラックやトラクターの類たぐいだけがぼろぼろのまま主を待っている。

　住民はみな死んでしまったのだろうか。生き残りがいて帝てい都とに保護されたのだろうか。

　九く曜ようと菊きく丸まる、それに機械兵の小隊はそれぞれ別の方向を警けい戒かいしながら、一ひと塊かたまりとなって歩を進めている。可能な限り遮しや蔽へい物ぶつを背にし、慎重に索さく敵てきを繰り返した。

　現行の戦力は、九曜と菊丸、機械兵が五機──固有名は無いため、仮に一号、二号、三号、四号、五号と定義付ける。それぞれ基本の小しよう銃じゆうと軍刀に加え、弾だん薬やく等の詰つまった背はい嚢のうとトレーラーから引っ張り出した銃器を装備している。

　ノイズ混じりに九曜の電脳に声が飛び込んでくる。

『──室、こちら管かん制せい室。九番式、聞こえますか？』

　通信が復旧したようだ。九く曜ようは応答し、まずこちらの現状を伝えた。

『こちら九番式、問題ない。回収隊は一度黒くろ塚づか部隊の指揮下にあると思おぼしき機械兵の群れと交戦。隊は半分に分断され、装そう甲こう車の制せい御ぎよ機構が死に、兇まがつが一機撃げき破はされた。機械兵の一個中隊と菊きく丸まる、それに小しよう生せいが目的の村に到達』

『こちらはついさっき参さん番式と連絡がついた。彼も動き出している』

　横から可か児にの声が割り込んできて、九曜は目を丸くした。

『剣けん菱びしが？』

『そうだ、西へ向かうと言っていた。──そちらはどうだ？　何か見つかったか？』

　九曜は返答する前に、もう一度自みずからの頭に触れた。この村に着いてからというもの、不快な疼とう痛つうは収まることがない。そうであるからには共鳴するものがあるに違いない。

『実物は確認していないが、小生の電脳が反応している。付近にあることは間違いない』

　痛みは、目的のものが近いことを意味している。歩く度たびに頭を押さえる九曜を案じてか、先頭の菊丸が度たび々たび振り返って様よう子すを窺うかがう。

『…＃／問題ない』

　発する通信に予期せぬノイズが生じた。奇き妙みように気が散る。九曜は手の先で自身が括くくり付けた流りゆう星せい刀とうに触れた。抜き身のそれは布で包まれているが、重なった布越しでもくっきりと輪りん郭かくを感じる。触れる指先に熱を感じた。

　ちり、と視界が瞬またたく。

「……!!」

　予期せずそちらに視線を持っていかれた。流星刀を見つけた時と同じ感覚だった。

　尋じん常じようではない反応を見せた九曜に、隊が止まる。動きを止めた九曜をカバーする形で周辺を警けい戒かいし、然しかる後のちに九曜の視線を追った。

「近い、──あそこだ」

　山に向かう長い石段がある。その頂上に見えるのは、古びてなお赤い鳥とり居いだ。




　石段は落葉に覆おおい尽つくされていた。最低でも二十年分ものそれらが一度も払われることなく積もっており、下の方はすっかり腐ふ葉よう土どと化していた。登るついでに足あし甲こうで腐葉土を払うと、中にいた何匹もの地虫が這はって出ていく。

　鳥居をくぐると、さして広くもない神社の境けい内だいが広がる。

　やはり葉に埋め尽くされ、雑草や木々が伸び放題に伸びている。木造の社やしろはすっかり朽くちてしまい、草や木の根に浸しん食しよくされもはやほとんど同化していた。人工物と自然が融合しつつある光景は、一種異様な静せい謐ひつさを湛たたえている。

　九曜はその中を感覚が赴おもむくままに突き抜け、ある場所で足を止める。

　石がある。

　さほど大きくはない、一ひと抱かかえほどの石だ。

「見つけた。間違いない、これだ」

　石の表面にはびっしりと苔こけが生むしている。置かれている場所が社やしろのすぐ傍そばであることを考えれば、これが神体であったのかもしれない。苔の厚さは、これが落ちて気が遠くなるほどの年月が流れたことを思わせる。

　改めて周辺を俯ふ瞰かんすると──意識しないと気付かない程度だが──この神社を中心として山が若じやつ干かん抉えぐれているように見える。神社を造るために山を削けずったというよりも、先に隕いん石せきが落下して山が窪んだから神社を建てたという順序だと思われる。

　見た目はただの石だ。例えばもう十年ほど発見が遅れたとしたら、神社ごと完全に自然に呑のまれて決して見つけられなくなっていただろう。

『目標物を発見。神社の神体になっていたものだ。透とう析せきデータを送信する』

『了解です』

　一号の背はい嚢のうから機材を取り出し、神体の内部組成を透析。通信を介して管かん制せい室に送信する。

　少しの間。

『──、鉄の含がん有ゆうを確認。……間違いありません。鉄隕石です』

　通信士の背中越しに、管制室がざわめく気配。本当に今この時代に全く新しい星ほし鉄がねの素材が発見されたのだ。このような朽くちた村の神社にあるとは誰も思わなかっただろう。

　──さて。

　九曜は隊に目め配くばせする。目標の発見は成なったが、これで終わりではない。もう半分、回収して帰き還かんするという任務があるのだから。

　二号が大きなケースをどすんと置く。分厚い鉄で構成されたかなり頑がん丈じようなタイプだ。本来は重火器などの装備を格かく納のうしておくものだが、中を無理やり弄いじってただの「鍵かぎ付きの分厚い箱」といった塩あん梅ばいに改造してある。

　ケースが開き、中に鉄隕石が放り込まれる。その音だけが妙みように境けい内だいに響いた。誰もが無言だった。作業に集中する傍かたわら、周囲を油断なく警けい戒かいしているのだ。

　不ぶ気き味みに静かな境内の中で、ケースがゆっくり閉じた。電子ロックがかかる。鉄製ケースの自重と合わせればかなりの重量になるが、二号はそれを苦も無く持ち上げた。

『回収完了。これより急ぎ帰投す──』

　報告しようとした九曜のセンサーに何かが引っかかる。

　全員が感知した。既すでに偵てい察さつ機が撃げき墜ついされている以上、管制室からの索さく敵てきデータは送られてこない。頼れるのは各々の索敵機能だけであり、真っ先に九曜が気付き、一秒と待たず菊きく丸まると機械兵も反応した。

『了解、──どうしました？』

『不明の熱源反応を確認した。接近してくる。隊はこれに対処する──以上』

　通信を終了する。これより先、一いつ切さいの集中の緩ゆるみは許されなかった。

　応援は期待できない。帝てい都と防ぼう衛えいや南の輸送隊の護ご衛に数を割かれているし、そもそも今からではどのルートを使っても遅すぎる。自分達だけでここを切り抜ける他ないのだ。

　急接近してくる反応は、三機だった。他には一つも引っかからない。

　接近速度は異常に速く、恐ろしいほど滑なめらかに木々を抜け山を突き抜ける動きは「生物的」としか形容しようがない──つまり。

　九曜は軍刀を抜いて構え、小さく呟つぶやき──

「本番だ」

　一いつ斉せいに走り出した。

　木々が叩たたき折られ、現れた甲こう虫ちゆうが社やしろを踏み潰つぶした。無む残ざんに飛び散る木こっ端ぱの向こうに複眼が閃ひらめく。それぞれがそれぞれの重火器を搭とう載さいし、逃げ出した獲え物ものに向けて獰どう猛もうに牙きばを剥むいた。

　その数は三。三機のうち二機は斑はん猫みようであり、それぞれ大だい口こう径けい速射砲ほう、対歩兵級の散さん弾だん砲を装備。もう一機は高熱ブレードと鞭むちのような触角を備えた天牛かみきりだ。

　九曜はニードルランチャーを構え、振り返りもせず射しや出しゆつ。

　左腕がスパークして強きよう烈れつな電流が走る。音速を超えた針が空気を貫つらぬく音と、電でん磁じの閃きが開幕の合図となった。

　取るに足らぬ攻撃──とその脅きよう威い度を侮あなどっていた斑猫が、ランチャーの出力と針の口径に気付く。正確に頭部を狙ねらった射撃にすんでのところで対応し、弾はじかれたように身をよじる。

　電磁を纏まとう針が斑猫の機体表面を滑すべり、音速以上でジャイロ回転しながら装そう甲こうを抉えぐり、背後の木々を三本以上ぶち抜いて止まった。

『……ほう？』

　抑よく揚ようのない男の声がした。

　表情を持たない甲こう虫ちゆうが笑ったのを、九曜は確かに感じた。だが振り返るわけにはいかない。

　石段を駆かけ降りる暇ひまもなく、一斉に頂上から飛び降りた。

　屋根のように生おい茂る木々を斬きり、枝葉と共に宙を舞う。ざあっと一気に視界が開ける。遥はるか下に朽くちた村が広がった。

　恐らく、振り切ることは不可能だ。トレーラーの制せい御ぎよシステムは死んでおり、動かすには再び九曜が電流を流すしかない。そんな時間はないし、トレーラーまで到達できるかどうかも危あやうい。しかし、狭い境けい内だいにいることはそれ自体が危険だった。

　三号が反転し、追う甲虫に対たい装そう甲こう弾だんを連射した。放物線を描く跳ちよう躍やく軌き道どうにマズルフラッシュが刻きざまれ、薬やつ莢きようが散り散りに飛んでいく。続いてピンを抜いた強化型閃せん光こう弾を投とう擲てき。地上で凄すさまじい光が弾け、大音響が木々を揺ゆらす。

　しかし、そんなもので甲虫を無力化できるはずもない。

　閃光弾の余光がちりちりと残る中、敵の三機は恐ろしい速度で飛び出した。地面から一ミリも離れることなくへばり付き、石段の上に堆たい積せきした腐ふ葉よう土どを蹴け散ちらしながら駆かけ降りる。

　奴やつらは未いまだ空中にいるこちらより速く地上に降り、急ブレーキをかけてこちらを見上げる。

　速そく射しや砲ほうと散さん弾だん砲の砲身が上がり、こちらをポイントした。九く曜ようは短く叫ぶ。

『援えん護ごを！　小しよう生せいが仕掛ける!!』

　機械兵が一いつ斉せいに銃じゆうを構える。先陣を切って落下する九曜を敵の照準から守るように、空から地へ撃うち下ろされる弾だん幕まく。三号が携行型擲弾銃グレネードランチヤーを構え、待ち構える斑はん猫みよう目掛けて炸さく裂れつ弾を撃うち込んだ。

　爆発が起こり、地が煙に包まれる。しかしあちらの砲撃を誤ご魔ま化かした程度の意味しかなく、当然それはかつて戦った九曜が誰より承知している。次の一手。

　九曜は空中で素早く軍刀を構える。鞘さやを腰こしのベルトから引き抜き、逆に納のう刀とう。

　電磁制御エレキテル発動。意識を集中させ、手の中の軍刀に最大出力の電流を込める。かつて嵓くら木ぎ基地の地下で編み出した技を、再び用いる。

　抜刀はしない。落下の運動エネルギーをたっぷり全身に乗せ、身を縮めて全身で鋭く風を切った。黒い髪と外がい套とうが流れ、弾はじけた電気が落下軌き道どうに残った。鞘の中で螺ら旋せんを描くように練り上げられた電気が唸うなる。

「戦イ術ナ電ズ刃マ──」

　巻き上がる煙を突き抜けて落下。凄すさまじい電力を内包した軍刀の、その鞘さや尻じりを、

「──震シン電デンッ!!」

　地面に、叩たたき付ける。落雷のような大音響。

　空中から勢いのまま圧縮電気を落とす九曜は、まさに彼自身が一いつ塊かいの落雷だった。

　圧縮電気が爆はぜた。

　一いつ瞬しゆん後に、九曜を中心として半径数十メートルの地面に電でん撃げきの爆発が起こる。炸裂弾の衝しよう撃すら上回るほどの出力で眩まばゆい閃せん光こうが地を覆おおい、敵機に強きよう烈れつな電気ショックを叩たたき込む。

　しかし、それでも相手を停止させるには至らない。電撃のノイズから一瞬で復帰し、三対ついの眼めで一斉にこちらを睨にらむ。天牛かみきりが背部のブレードを高熱化し、身をたわめてこちらを狙ねらった。

　直後の一瞬、がくん、と敵の動きが鈍った。

　予期せぬ現象。動こうとした機体が突如として地面に引き寄せられ、その体制を崩くずす。

　戦イ術ナ電ズ刃マ、その一つの発展形である《震シン電デン》。電気を叩き付けて爆発的な出力で地表に流す戦技は、単なる電撃だけではない副次効果を地面に付与する。

　磁じ力りよくである。

　震電の爆発からほんの数秒間だけ、電流を流された地面が磁力を帯びる。

　もっともこれは地面の性質にある程度依存し、ただの土であればその効力は決して強くはない。加えて斑はん猫みようほどの重量と運動性能を考えれば、引き寄せられるのはたったの一いつ瞬しゆん──つまり攻撃の出がかりを一度潰つぶす程度。だが、こちらにとってはそれで十分な好機だった。

　直後に着地した菊きく丸まるが、既すでに拳こぶしを振りかぶっていたからだ。

　肥大化した拳が巌いわおのように握にぎり締しめられている。加速。放つ拳は、改修前のそれよりも一段速い。自身の筋肉によるもの以外の「推すい力りよく」を有する菊丸は、未いまだ磁じ力りよくを残す地上にあってもその動きを鈍らせない。

　風、圧縮空気だ。

　強化改修により、菊丸はその全身に追加の吸気口を付加されていた。装そう甲こうを解除した状態でなくとも噴ふん流りゆうによる加速を可能とし、特に四し肢しには大型の加速器を組み込んでいた。

　拳の加速器が「ぼ」と鋭い音を立てる。弾だん丸がんを遥はるかに上回る速度の鉄てつ拳けんが走る。

　硬かたい音を立て、ブレードが砕くだかれた。

　次の瞬間、三機の甲こう虫ちゆうは跳ちよう躍やくして空中にあった。天牛かみきりが有する一対ついのブレードの一枚を切除し、身代りにして拳を回避したのだ。

『──前回の戦闘データとは違う。装備も変えたようですね。正直焦あせりましたよ』

『殊しゆ勝しような態度だな。後学のため詳くわしく教えてくれ、とでも言うつもりか？』

　皮肉を返す九く曜よう。だが、内心はいささかも油断していない。

　相手が通常兵器であれば、会敵から今までで五回は軽く殲せん滅めつできるほどの攻勢だった。それでありながら、成果は三機のうち一機のブレードを一枚剥はがしたのみ。

　決定打は遠い。手の内を一つ明かした以上、あれほどの隙すきをまた見せてくれるかは怪あやしい。

『いいえ、無用ですよ。どのみち殺せば後から調査できる』

　構えを取る九曜。照準が交こう錯さくし──しかし、銃じゆう火かは光らなかった。

　撃うつ直前、何かに気付いた甲虫が、全くばらばらの方向に跳とんだのだ。

「……!?」

　ほんの一いつ瞬しゆんだけ混乱し、何かが起こると直感し、何が起こるかわからないまま、

　──来る!?

　直感が「死」を叫んだ。

『退避！　散開せよ!!』

　死を直感したのは斑はん猫みようにではない。わからない何かにであり、電波の叫びを受け取った隊が陣形も何もなくその場から離れようと跳ぶ──

　衝しよう撃げき。

　空中から地表へぶち込まれたものは、そうとしか形容のできない何かだった。

　砲ほう撃ではない、かといって他の通常兵器の類たぐいでもない、実体を全く持たない衝撃そのものの一撃。爆ばく炎えんも何も巻き起こらず、それ故ゆえに九曜は直後に降り立ったものをはっきりと見た。




　男がいた。
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　軍服を着込んだ男が、当然のように衝撃の弾だん着ちやく点に着地し、諸もろ手てをゆらりと開いていた。

　そして九く曜ようは男を見て、男は九曜を見る。光すら呑のみ込む真っ黒な眼めと九曜の赤目がかち合った。続いて男の眼は奇き妙みようにゆっくりと移動し、ケースを保持した二号を見る。そして何か幽ゆう霊れいのような捉とらえどころのない、しかし残像すら刻きざむほどの速度で接近。

　二号の頭部に人差し指で触れ、当たり前のように消し飛ばした。跡あと形かたも残さずに。




『虎杖いたどり隊長……！』

　甲こう虫ちゆうが呻うめくように言った。一歩遅れれば自分達でさえも衝しよう撃げきに叩たたき潰つぶされていたのだ。

　──黒くろ塚づか部隊の、長だというのか？

　咄とつ嗟さにそう思考する九曜。続いて、電波に乗った男の声が届く。

『これが鬼き虫ちゆうの宝か』

　その声を、生涯忘れはしまいと思った。

　首から上を塵ちり一つ残さず消し飛ばされた二号の体が、思い出したようにふらりと傾かしぐ。男はそれにもはや眼もくれず、弾だん着ちやく点の底で足を虚こ空くうに踏み出す。

『お前達、後を任せる。本官はこれを持ち帰るとしよう』

『了解』

　斑はん猫みようが応答し、直後に男は飛んだ。跳ちよう躍やくなどではなく、何か強きよう烈れつな推すい進しん力に押し飛ばされるような機動だ。

「──貴様ッ!!」

　気が付けば、九く曜ようは声で叫んでいた。

　鉄てつ隕いん石せきを奪うばわれた。あれが敵の頭とう目もくだ。それも十分に認識している。

　しかし胸中に燃えるのは、焦あせりや驚きではなく強い怒りだった。論理的に説明できないが、正しい感情的な怒りだ。これまで九曜が感じなかった、あるいは感じつつも無意識に目を背そむけていた「感情」だ。

　目の前で戦友を殺されて、怒らない奴やつはいない。

　飛び去る男を追わんと踏み込む九曜。しかし、それに甲こう虫ちゆうが立ち塞ふさがる。

『通すわけにはいかない。あなたには我々の相手をして貰もらいます』

　残った機械兵と菊きく丸まるが九曜を援えん護ごする。だが性能において勝る斑はん猫みようを振り切ることはできなかった。それぞれの装備した速そく射しや砲ほうと散さん弾だん砲が火を噴ふき、天牛かみきりが格闘戦を仕掛けてくる。

　九曜は焦しよう燥そうした。男が離れていく。

　しかし、直後に全く予期せぬ方角から通信波を受信した。

『　コチラ％＃４／　～─＝』

　東から物もの凄すごい速度で迫りくる反応がある。味方信号だ。これは──

「──第二部隊か!?」

『肯定／戦セン域イキニ到着』

　ぼろぼろになった装そう甲こうトレーラーがもう一台、廃はい屋おくを吹き飛ばして村に飛び込んできた。

　中から飛び出したのは全身武装の機械兵、七体。先導するは見覚えのあるシルエット──四つの脚部と丸みを帯びた機体、分厚い装甲と二門の大型速射砲。もう一体の、兇まがつである。

『会敵／目標補ホ足ソク／援護開始』

　最初の戦闘で分断されたもう一つの隊が、今ようやく合流したのだ。

　彼らは敵への対処を強しいられ、装備や機体に少なからぬ損そん傷しようを負っていた。しかし、全ぜん滅めつしてはいなかったのだ。今の今までトレーラーを突っ走らせ、今ついに戦域に辿たどり着いた。

　反対方向からの総攻こう撃げきに対し、敵は攻撃を中断して退避した。あると思っていなかった、二度目の大きな好機だ。真っ先に動いたのは菊丸だった。身を低くして九曜の足を掴つかむ。そして強きよう烈れつに踏ん張って身を翻ひるがえし、

「!?　菊丸……ッ」

　ぶん投げた。

　九曜の身体からだが物もの凄すごい勢いで空中を突き抜ける。斑猫の包囲する戦域が遠ざかっていく。

『──すまぬ！　後は、頼む!!』

　そして九曜は遥はるかに離れた位置に着地し、男の反応をサーチしながら疾しつ走そうした。




『連れん携けいという奴やつですかね。いやはや素す晴ばらしいことだ。涙ぐましい努力ですよ』

　菊きく丸まるの前で隊列を組み、複眼を光らせる敵。

　無論、相手にとってこの程度の通常戦力などものの数ではない筈はずだ。

　敵は三機、恐ろしいことにまだ健在。

　菊丸は怯ひるまなかった。あちらは九く曜ようがどうにかする筈だと信じていたから、こちらはこちらで敵と戦うのみ。四体と七体、計十一体の機械兵と兇まがつも一歩も引かない。

『しかし、あなた方はおしまいだ。──機動リミット解除、全力で標ひよう的てきを排除する』

　それに対し、菊丸は言葉ではなく動作で答えた。

　右手を敵に向ける。拳こぶしを返して人差し指を突き出し、一度だけくいと引く。その動きは、端たん的てきにたった一つの意味を伝えていた。

　──来い。
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　蜘く蛛もの牙きばが、毒どくの液を垂らしてぎらりと輝く。

　頭部を噛かみ砕くだかれて電脳を侵おかされ、斑はん猫みようは断だん末まつ魔まの声もなく痙けい攣れんして動きを止めた。三体目だ。二体目はつい数秒前に同じく毒の肢あしで貫つらぬかれ、仰あお向むけに横たわって死んでいる。

『とォつげきィイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイッ!!』

　狂的なほどに高こう揚ようした少年の雄お叫たけびが、オープンチャンネルで撒まき散らされる。

　天テン道トウの背部で巨大なブースターが爆裂──そうとしか思えないほど強力な噴ふん射しやを行う。

　馬ば鹿か馬鹿しいまでの推すい力りよくが爆発し、一発で音速の壁かべをぶち破やぶる。地上で発生したソニックウェーブは既すでに周辺の廃はい墟きよを薙なぎ倒し、ほとんど更さら地ちの有あり様さまに変じせしめていた。

『あらあら、お元気で結構なこと……！』

　何の工夫もあったものではない突とつ撃げきに対し、蜘く蛛もは冷静に対処した。ワイヤーで斑猫の銃じゆう撃を弾はじき飛ばし、限界まで身を低くして地に這はいつくばる。寸すん毫ごうの差ですぐ上を天道の突撃が通り過ぎる。油断すれば機体も浮きそうなほどの風圧に見舞われ、巴ともえは戦場と敵を俯ふ瞰かんした。

　斑猫を三機撃破は。残るは二機と、それを率ひきいる天道が一機。

　輸送車は、分離し網あみ目め状に編んだワイヤーで地面に繋つなぎ止めることで守っている。その中身に用があるのは向こうも同じで、さしもの天道も輸送車を巻き込もうとはしなかった。そのせいか、攻せめ手が奇き妙みように慎重だ。

　空くうを切った天道が突撃体勢を解とき、六つの肢で着地。地面を何十メートルも抉えぐって暴力的な運動エネルギーを殺し切り、無む邪じや気きすぎるほど無邪気な笑い声を上げた。

『あはははははははっ！　当ったんないなぁ！　でも次はそうはいかないかんね!!』

　──ったく、やんなっちゃうなあ。

　巴は人知れず肩を竦すくめた。

　日ひ足あしといったか、あの天テン道トウの少年は戦いを楽しんでいる。剣けん菱びしと同じタイプだ。少し違うのは、剣菱が闘争をあくまでも闘争と捉とらえているのに対し、日足は闘争を遊びだと思っている。

　主義主張の問題でなく、残ざん酷こくなほどに無む邪じや気きな子供の価値観でだ。

『いるのよねえ、虫の肢あしもいで捨てちゃうお子様って。アタシあーゆーの嫌きらいな方だったわ』

『えっ!?　なんで知ってんの!?』

『あ、やっぱり。一いつ寸すんの虫にも五ご分ぶの魂たましいっていうでしょー？　どーせ殺せつ生しようするなら立派な標ひよう本ほんでも作ってみなさいな』

　巴ともえはそっちのタイプだった。人の頃は小学校に上がる前からやっていたように思う。

　もはや十発以上を数える突とつ撃げきを終え、迷うことなく後退する天道。それをカバーするように斑はん猫みようが前に出て、蜘く蛛もに掃そう射しやを仕掛けた。ワイヤーを展開しながら対応する蜘蛛。輸送車から離れすぎるわけにはいかず、大だい胆たんに動けない。

　がちんと天道が背部からシリンダーを排出するのが見えた。その意味を巴は理解していた。

　あれは、外付けの推すい進しん剤タンクといったところだろう。

　重火器といった武装など、天道は何一つ持っていない。あるのは分厚い正面装そう甲こうと、正気を疑うほど大出力のブースターと、使い捨ての推進剤タンクだ。

　奴やつの攻撃手段はただ一つ、突撃それのみ。

　潔いさぎよいと思うか馬ば鹿かげていると思うかは評価の分かれるところだが、巴はその両方の感想を抱いた。実際、狙ねらわれるとひどく厄やつ介かいだ。高速演算の脳ミソを持った巨大な砲ほう弾だんが、射しや出しゆつ装置に頼らず好き勝手な方向から飛んでくるのだから。

　砲弾──そう、日足が操あやつる天道は言うなれば機体自身が弾丸そのもの。その爆発的推進力で駆かけ抜ける機体それ自体が、十分すぎる破は壊かい力を持った武器だ。

　被照準警けい報ほう。巴は素早く跳ちよう躍やくして、斑猫が放った砲撃を回避する。先せん端たんが鋭い円えん筒とう状のロケット弾はアスファルトに食い込み、爆発を起こしてクレーターを作った。

　お返しとばかりに幾本ものワイヤーを飛ばす。今度は捉とらえた。斑猫の肢に喰くらい付いた一本から一いつ瞬しゆんのうちにワイヤーを展開、容よう赦しやなく全身を絡からめ取った。

『──よっ、こい、しょっと!!』

　地上で蜘蛛が旋せん風ぷうのように機体を翻ひるがえす。かなりの重量を引っ張るワイヤーがみしりと軋きしみ、蜘蛛はそれにも構わず肢で操作。

　巨大な甲こう虫ちゆうを振り回し、遠心力をたっぷり乗せて──叩たたき付けた。

　地面が容易たやすく陥かん没ぼつし、斑猫の装甲がひしゃげ肢が折れる。反撃不能にしたそいつを一気に引き寄せ、毒どくをたっぷり含ふくんだ肢で串くし刺ざしに突き殺す。もう一匹が襲おそい掛かる。蜘蛛は円状に地を這はって回避機動、敵の動きを分析しながら頭の隅すみで考える。

　天道の戦法が恐らく未完成であることを、巴は見抜いている。

　確かに威い力りよくは絶大だろう。鬼き虫ちゆうの中でも厚い装甲を持つ蜘蛛でさえ、少しでも受け止めるのに躊ちゆう躇ちよする。直ちよく撃げきを受けた時のダメージなど考えたくもない。

　だが、そんな文字通り「体当たり」の戦法であるから外はずした時の隙すきもまた絶大だ。

　そもそも単たん騎きでの運用が成立する戦法ではないのだ。随ずい伴はんする僚りよう機きのカバーを前提とした攻撃であり、出がかりと終わり際ぎわを見切れば天テン道トウ単騎に対応することは決して難しくない。その程度の結論はとっくに出していた。

　しかし、それを差し引いても──

『……っ』

　演算に、鈍りが生じる。

　一いつ瞬しゆん視界にノイズが走ったような感覚と、吐はき気にも似た不快感に襲おそわれる。蜘く蛛もの動きが精せい彩さいを欠いた。それを見み逃のがす敵ではない。いつの間にか近距離に踏み込んでいた斑はん猫みようがその牙きばを剥むき、蜘蛛の頭部に襲い掛かる。

　巴ともえは即応した。電脳をリカバリーし、飛び掛かってきた斑猫を跳とび越える。敵の無防備な背中を見下ろし、しかしその背を砕くだく選択はしなかった。

　ワイヤーを地面に打ち込み、自機を空中から地上へ全力で引き戻もどす──

『っせェえええええええええいッ!!』

　轟ごう、とまたソニックウェーブが起こる。

　掠かすめた。

　一瞬前まで蜘蛛がいた宙を、天道が貫つらぬいていた。察さつ知ちと判断がコンマ一秒だけ遅れた。結果として蜘蛛の装そう甲こうと天道の機体が触れ、それだけで凄すさまじい衝しよう撃げきを受ける。

　姿勢が狂う。空中で蜘蛛の機体が激しくスピンし、視界がぐるぐる回転する。巴はまたも襲ってきた思考のノイズを捻ねじ伏ふせながらワイヤー操作、半なかば自機そのものを叩たたき付ける形の着地で無理やり姿勢を立て直した。

『あっれ？　あれあれェ？　どしたのおねーさんさあ、だんだん動きが悪くなってない？』

　薬やつ莢きようのようなタンクをまた弾はじき出しながら、日ひ足あしが笑った。巴は言葉では返さず、飄ひよう々ひようとした含ふくみ笑いだけを通信に乗せた。

『──つーかさ、疲れすぎてカンペキに動けない、みたいなカンジっしょ？』

　今度は、返答が数マイクロ秒だけ遅れる。

『…………あぁら、わかるぅ？』

　言い得て妙みようだ。戦闘時間は今の時点で八分と半、巴は確かに疲労していた。

　流石さすがに見抜かれていたようだ。とすれば一気に攻せめてこなかったのはそれ故ゆえか。

　蜘蛛は本来、かつての巴が操あやつることを前提としている。

　二十年前までの成人女性の姿で、だ。

　だが今の巴は違った。蜘蛛を完かん璧ぺきに操っていた頃より単純に半分以下ほどの外見年齢であり、実際に抱かかえるエネルギーも体たい躯くに見合った童女のそれだ。

　巴ともえは死にかけた体を己おのれ自身の手で修理し、結果として今の姿となった。その際に蜘く蛛も自体もある程度まで最適化しているが、それとて非正規かつ自分一人でやってのけた作業であり、一から十まで完かん璧ぺきとはいかなかった。

　通常時であれば何の問題も無い。だが今のように、高速の虫にたった一機で対応を強しいられる戦況となれば、時間が経たつにつれて無理が出てくるのだ。単たん騎きでは戦闘に向かない蜘蛛の、決して無視できない弱点だった。

『じゃあ、そろそろ──当たるかな』

　含み笑いと共に発せられる一段低い声は、紛まぎれもなく戦闘機械のそれ。

　斑はん猫みようが煙えん幕まく弾だんを発射した。小さい炸さく裂れつ音と共に辺あたりが濃煙に包まれ、その中を三機の虫が高速機動する。演算のノイズをカットしきれない。万全の状態であれば問題にもしない煙が纏まとわり付く。どの方角から来るか、砲ほう撃げきか格闘か、新たな突撃はいつか。

　蜘蛛が操あやつるワイヤーが予期せずたわむ。

　右。

　蜘蛛はそれでも理想的な速度で反応した。喰くらい付いて動きを止めようとする斑猫の牙きばを肢あしで弾はじく。相手の顎あごが砕くだけ散って、返す一撃で逆にこちらが噛かみ付いた。痙けい攣れん。撒まき散らされる断だん末まつ魔まの信号を切って捨て、巴は照準をスイッチ──

　それが隙すきだった。次の行動に移るのが、今度こそ決定的に遅れた。

『!!』

　めき。

　飛び込んできた天テン道トウの突とつ撃げきが、蜘蛛にめり込む。真ま芯しんを捉とらえた直撃は辛かろうじて避け、しかしそれでもなお強きよう烈れつな一撃が蜘蛛の脳を掻かき乱す。

　膨ぼう大だいな量のエラーを感じながら、蜘蛛は、吹き飛んだ。

　体勢を立て直しての着地は叶かなわなかった。路面を削けずって数回転し、その場に倒れ伏ふす。

『やっとビンゴだ。──ねえ、そろそろ諦あきらめちゃいなよ、旧式おばさん』

　手て応ごたえを得た日ひ足あしは、勝ち誇ったように悠ゆう然ぜんと歩を進める。

　蜻蛉とんぼと蜂はちだけではない。相手は巴を始末し、蜘蛛をも奪うばい去るつもりだ。

『んー、もうちょっと時間かかりそうかな……。ゆっくり待てばいっか』

　のんびり呟つぶやく日足。鬼き虫ちゆうはもはや手の中にあるも同然、彼はそう確信していた。

　蜘蛛の単眼が弱々しく点てん滅めつする。戦闘機動の疲労と突撃のダメージが脳に重油のように溜たまっており、万全の状態のように機き敏びんに動ける自信はなかった。

『ねえ、なんとか言いなよ。言い残すこととか無いわけ？』

『…………痛いったぁ。キミこれ、高くつくわよ』

『たかく？　高くつくって？　何が!?　何をどう払わせんのさ!?　あははははっ！』

　それにしても、蜘蛛に土がつくなんて。巴は確かに無ぶ様ざまな自分の状況を他ひ人と事ごとのように俯ふ瞰かんし、頭の中で蜘く蛛もに謝あやまった。ごめんね、コトが終わったらちゃんと直してあげるからね──と思考で告つげ、天テン道トウを見上げる。続いて輸送車を見る。それから斑はん猫みようの死体を見る。

　──まいいや、なんとかなりそうだし。

　砲ほう声せい。

　真後ろから撃うたれ、天道は火を噴ふいて傾かしいだ。

『え』

　どこか間ま抜ぬけな日ひ足あしの声が、巴ともえの脳に甘く染み渡っていく。

　天道の背後で硝しよう煙えんを上げるのは、対たい装そう甲こう速そく射しや砲ほうである。

　ついさっき蜘蛛が殺した斑猫が、砕くだけた頭から火花を散らしながら立っていた。

　わけがわからない、という日足の思考が電波越しにだだ漏もれだ。彼と巴が見守る中、死んだ斑猫が次々と立ち上がった。それぞれ致命傷となった傷きず痕あとから火花と体液を垂れ流し、人工筋肉を痙けい攣れんさせながら、まるで生ける屍しかばねのように動き出した。それらの動きは、彼らの本体である男が制せい御ぎよしているものではなかった。

『ごめんねぇ。アタシってば昔っからケンカ弱いからさぁ、こーゆーズルしなきゃまともに勝てないんだぁ』

　許してくれるよね、と言わんばかりの明るい声色で、巴。

　毒どくである。

　蜘蛛が造り出す毒とは、生物やそれに準ずるものに通用する神経毒のみではない。対機械のウイルスもまた、蜘蛛の毒なのだ。牙きばから、肢あしから、ワイヤーのブレードから染しみ出す毒は捉とらえた敵の脳をハックし、機能を停止させた後でその機体を乗っ取る。

　今、斑猫の死体は電脳に一つの改かい竄ざんを加えられている──《攻こう撃げき目標の天道を破は壊かいせよ》。もっとも、高度の主脳と副脳を堕おとすのには意外なほどの時間を要したが。後で研究が必要だ。

　蜘蛛はゆっくり起き上がる。ワイヤーがしゅるしゅる動き出す。単眼が嗤わらうように光る。

『諦あきらめろなんて言わないでさ、もうちょっとだけ遊んでよ──新型ぼうや？』
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　背後から砲ほう声せいが聞こえる。

　かなり離れていても、あの村で繰り広げられる激戦は轟ごう音おんとして九く曜ように迫った。

　決して後ろを見ない。彼らを案じて振り返るなど、後を預けた仲間に対する侮ぶ辱じよくだ。

　もはや村をずっと外はずれ、九曜は敵を追っている。隊長と呼ばれたあの男を。木々の間を最高速で疾しつ走そうし、岩を跳とび越え、崖がけを駆かけ登る。男の反応は索さく敵てき範囲のぎりぎりに捉とらえている。

　やがて九曜は見た。山中の斜面、木々の間──その中心に男が立っている。

　左腕が電でん磁じを纏まとう。姿を捉えた瞬しゆん間かん、いささかも迷わず発射した。数十発の細い針が惜おしげもなく連射され、男の立つ座ざ標ひようと回避予測点を埋め尽つくした。

　男は、すっと掌てのひらを差し出す。

　衝しよう撃げき。放たれたそれに針の軌き道どうが逸そらされ、男の後ろの木々に根元まで刺さって止まる。

「来たか、九番式」

　肉声を発し、男はゆっくりと九く曜ようを見る。

　亡ぼう霊れいのようだった。

　相手の視線を受け、九曜は不覚にもそのような感想を抱いた。立つでなく在る、まばたきを一度したら視界から消えていそうでありながら、その存在感だけが異様だ。この男の顔や声を忘ぼう却きやくしたとしても、胸の内に奇き妙みような爪つめ痕あとだけが残されそうな。

　──どこかで見たような、

「貴様が黒くろ塚づか部隊の首しゆ魁かいか」

　目算で間合いを測る。向かい合う二者の距離はざっと二十メートルか。

「いかにも。黒塚夕せき馬まとは本官の名だが、今はそれとは別に識別名を持っている。特に実際に鬼き虫ちゆうと対面した今は、《虎杖いたどり》という名を使わせて頂こう。お前という男に興味があった」

　自みずからを虎杖と名乗るその男は、攻せめようとも逃げようともしなかった。片手でぶら下げているのは鉄てつ隕いん石せきを納めたケースだ。しかしそれとて気に留めているかどうか定かではない。

「──一つだけ問う」

　虎杖はくいと首を傾けた。

「貴様の……貴様らの目的は、何だ」

　光の無い眼めには観察的な気配だけがあり、他の一いつ切さいを窺うかがい知れない。虎杖は九曜の質問を真まっ向こうから受け、それが当たり前のことであるかのように即答した。

「戦争だよ」

　何を言っているのか、九曜にはわからなかった。

　──戦争、だと？

　言葉を失う九曜に対し、虎杖は片かた眉まゆをわざとらしく上げるだけで表情を変えない。

「もう終わった、と言いたいのか？　──違うな。何も終わってはいない。あれは中断されただけに過ぎまい。帝てい都とを掌しよう握あくし軍備を整えればまだ戦える。打ち倒すべき敵はまだいる。全てを、再び、やり直す。二十年前に成なし遂とげられなかったことを、やる」

　朗ろう々ろうと語る虎杖の口調は淀よどむことなく、どこか声色の奥にある種の熱を湛たたえているように聞こえた。それが彼自身の感情の発はつ露ろか、それとも演技かはわからない。

「それで全てが正常に戻もどる。崩くずれたこの国も、歪ゆがんだ歴史も正しく進む」

　正しさを掲かかげる男の目は、ただ虚きよ無むのように黒い。

　正しき戦争の結末による、正しき歴史。その「正常」の定義が九曜には理解できない。言葉の意味がわかっても、その奥にある男の真意がどこまでも読めなかった。

　ならば「今」は間違っているというのか。

　この男は、それすらも否定するつもりなのか。

「ならば、どうなる……！　今あそこにいる人々は、復興に進む者達はどうなる!?」

「新たなる戦いの礎いしずえとなろう。彼らもまた八や洲しまの臣しん民みんなれば、喜んでその身しん命みようを捧ささげる筈はず」

　その瞳ひとみに宿るのは、狂気か正気か。

　狂気であって欲しいとすら九く曜ようは思った。この男を支配しているのがどこまでも確信的な正気であるとするなら、それは、恐怖でさえある。

　軍刀の柄つかを、九曜は確かめるように握にぎり直した。確認する為ためだけに、もう一つだけ問う。

「貴様は……狂っているのか」

「それが望みなら、狂人の真ま似ねなど幾らでもしてやる」

　踏み込んだ。

　低姿勢で駆かける九曜は、二十メートルの距離を半呼吸のうちに詰つめていた。

　何が契けい機きであったのかなど問題ではない。奴やつが言葉を切った一いつ瞬しゆんの沈黙か、今まさに地に落ちた一枚の葉か、何でもいい。この男とは何があろうとも分かり合えない。その思考にこれ以上触れていてはいけない。

　これまで感じたことの無い、決定的な一線を隔へだてた向こうにこの男はいる。

『──怒りを覚えるか、九番式』

　電波の声が頭に入る。これより先、言葉の速さでは二人の機動に間に合わない。

　首を狙ねらって斬きり上げられる一いつ閃せんを、虎杖いたどりは真後ろに跳んで回避した。刃のほんの先せん端たんがあと少しのところで相手の首を掠かすめ、爪つめ痕あとのような傷は自己修復であっという間に消える。

『よろしい。挑いどむというなら、応じよう』

　そして、激げき甚じんな衝しよう撃げきが発生する。

「く……！」

　地面が揺ゆれた。余波を受けて九曜の足が数センチ地面にめり込む。付近一帯を捻ねじ伏ふせるかのような強きよう烈れつな「波」だ。それでも九曜は顔を上げ、真まっ向こうから敵を睨にらむ。

　甲こう虫ちゆうの頭とう目もく、虎杖はその名を呼んだ。




『甲虫式／特機一号丸《兜カブト》』




　空から地上へ、その甲虫は落ちる。降りるといった生なま易やさしい表現では利きかない。

　甲虫が地面を砕くだいて着地し、虎杖は鉄てつ隕いん石せきのケースと共に内部に取り込まれた。

　その姿は斑はん猫みようとも天牛かみきりとも、今は別の場所にいる天テン道トウとも全く違う。

　名の通り、一号丸は一匹の巨大な兜カブト虫ムシの形をしていた。機体を覆おおう堅けん牢ろうな装そう甲こう、三対ついの強きよう靭じんな肢あし、光を拒絶する真っ黒な眼め。そして、鬼おにのそれのように天を衝つく角つの。

　その角つので何か尋じん常じようではないエネルギーが渦うず巻まいているのを九く曜ようは感知した。

　実体を持たない不ふ可か視しの力場は風を捩よじ切り、想像を絶する獰どう猛もうな破は壊かい力を秘め、

　九曜は本能的に、最優先で真横へ飛ぶ。

　轟ごう。

　大気を砕くだき、不可視の衝しよう撃げきが塊かたまりとなって射線上の全てを呑のみ込んだ。

　その場から一歩も動かず兜カブトが放ったものは、何か巨大な力の塊だ。今度は見えた。実体を持たない一撃ながら、あまりにも強すぎて空間が歪んでいた為ためだ。

　地面を滑すべり、後方を振り返って絶句する。

　そこだけ、山が山ではなくなっている。

　木々が跡あと形かたもなく消しよう滅めつしている。そればかりか、地形そのものが変わっている。草や土は丸ごと引っぺがしたかのように全て吹き飛び、砕けた岩肌が陽光に剥むき出しになっていた。

　人間程度のサイズなどあっさり呑み込む直径の「衝撃の渦うず」が通り過ぎた、破壊の結果だけがそこにある。いかな兵器もこんな砲ほう撃は不可能だ──まさしく超ちよう常じようと言うほかない。

『戦術波は動どう砲──充じゆう填てん率りつ一割四分』

『まさか、特別攻撃術……!?』

『然しかり。この能わ力ざは、もはや九機の鬼き虫ちゆうだけのものではなくなった』

　事実であり宣言だった。兜は、量産型とは決定的に違う。奴やつは星ほし鉄がねを用いているに相違なかった。そしてその戦闘力は、番号付きの九機の鬼虫に何ら劣るものではない。

　ならば今九曜が対たい峙じしている敵は、あの九機に比して遜そん色しよくのない最強の兵器だ。

　──否。

『それが、どうした』

　九く曜ようは軍刀を構え直す。戦える。菊きく丸まるは、あの隊の仲間は甲こう虫ちゆうを引き受けて自分をここまで送り出した。目の前の男は、自分とは決定的に違う思想でもって立ちはだかっている。

　ならばその時、そうした相手を前にして抱くべきは、断じて恐れなどではない。

　構える。鬼虫を模もした偽にせ物ものを前に、一歩も退ひかず。

『参るがいい、模造品まがいもの。蜂はちを失ったとて、鬼虫の九番式が貴様を恐れると思うか』
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　菊丸は誰もいない廃はい村そんを駆かけ抜け、三機の甲こう虫ちゆうと交戦している。

　こちらの戦力は菊丸を筆頭に、大型多脚戦車《兇まがつ》が一機。そして対大型兵器の装備を固めた機械兵が計十一体──既すでに虎杖いたどりの襲しゆう撃で戦死した二号を除き、一号、三号、四号、五号に加えて六号から十二号までだ。

　九曜が去った方角から轟音が響いたのを感知したが、そちらを意識に留とどめておけない。

　爆発。敵が吐はき出した榴りゆう弾だんが地面を吹き飛ばし、地形の凹くぼみに退避していた機械兵の七号を露あらわにする。近すぎた。菊きく丸まるがそちらに全力で加速するが、先んじて天牛かみきりが恐るべき瞬しゆん発ぱつ力で起動。天牛の触角は標ひよう的てきを捉とらえ、一いつ閃せんで胴を真っ二つに引き千ち切ぎっていた。

　人工臓器と体液と火花が咲き、力を失った上体が玩がん具ぐのように放物線を描いて飛ぶ。

『戦闘──不　　／　▲』

　ノイズを最後に七号が死ぬ。菊丸は彼の識別信号を抹まつ消しようし、その目に死に様ざまを焼き付けた。

　風で加速する巨きよ躯くが、一秒たりともその場に留とどまることなく機動し続ける。脚部の空圧ブースターが圧縮空気を鋭く吐き出し、土つち煙けむりを引いて地上を滑すべるように疾しつ走そうした。

　機械兵は各機散開し、廃はい屋おくや地形の凹みを活用して包囲射しや撃げきを繰り返していた。

　煙の中に浮かび上がる三対ついの複眼は、小しよう銃じゆうの攻撃などものの数ではないというように悠ゆう然ぜんと巨体を翻ひるがえす。虫の形を模もしているだけに、彼らの巨大さはそれだけで異様だった。弧こを描く触角が先端に触れるだけで人型の体など弾はじけ飛ぶだろう。ぎちぎち動く顎あごは菊丸の両腕ほども太く、致命の脅きよう威いを具ぐ現げん化したような存在感を放っている。

　菊丸は兇まがつの援えん護ご砲ほう撃に合わせて加速し、全力の打撃。甲こう虫ちゆうは極きわめて敏感に反応し、統とう制せいの取れた動きで互いをカバーして回避。菊丸の打撃が目下最大の脅威であると認識しているのだ。

　空中で反転し、散さん弾だん型の斑はん猫みようが狙ねらいようもない筈はずの体勢から正確な照準を叩たたき下ろした。

　真っ黒い砲身がこちらをポイントする。散弾砲は一粒一粒が鉄を砕くだき肉を引き裂さく大型散弾を放つ銃だ。まともに受ければ菊丸の装そう甲こうとてただでは済まない。

　菊丸は即応した。背部ハードポイントを解除、全身を旋せん風ぷうのように翻し、自機の背中に搭とう載さいされた装備を装着する。

　散弾砲、発射。

　一粒の直径が馬ば鹿か馬鹿しいほどに巨大な弾が爆はぜ、菊丸とその周辺を覆おおい尽つくした。流れ弾だまで廃屋の薄い壁かべが吹き飛び、回避に失敗した十号の左腕を血けつ霧むと化す。

　地面が抉えぐれ、そこに立つ菊丸は、しかし傷を負っていなかった。

　構えるは一枚の鉄てつ甲こう。全身を隠かくすほどに大きく、大だい口こう径けいの散さん弾だんを全て受け止め弾はじき飛ばす。

　特殊複合装そう甲こうを用いた、分厚く巨大な盾シールドである。

　物質としての「硬かたさ」を徹底的に追求したこの盾たては、その反面恐ろしく重い。通常の機械兵が携けい行こうすればそれだけで戦闘の妨さまたげになるほどだが、菊丸の力があれば十二分に取り回せる。

　斑はん猫みようの排はい莢きように隙すきを見出し、菊丸は加速する。足甲で風圧が爆ばく裂れつ、その勢いで地面を砕くだいて踏み込む。盾を反転、その先せん端たんで斑猫の頭部を狙ねらった。

　照準。

　菊丸は左方からの殺さつ気きをぎりぎりの線で感知し、攻こう撃げき行動を中断して盾を振り回す。分厚い鋼はがねが弾だん雨うに晒さらされる甲かん高だかい音。衝しよう撃で盾が弾き飛ばされ、離れた位置に落ちる。もう一機の斑猫の砲撃だった。

　兇まがつと機械兵が菊きく丸まるを援えん護ごする。菊丸は着地して後方に跳とび、隊と合流する。

　敵はまだ一機も倒せていない。

　改めて対たい峙じすると、怪物だとしか言いようがない。

　まず速い。運動性能と反応速度が桁けた違いだ。有機的な動きは無む茶ちやな体勢からの動きも容易たやすく可能とし、照準もまた正確。この時点で兇は四脚のうち右前の脚を砕くだかれ、機械兵の隊も新たに七号が戦死。菊丸もその装そう甲こうに幾多の戦傷を刻きざんでいる。

　各機が散開し、甲こう虫ちゆうを囲んで射しや撃げき。だがそれは巨大な捕ほ食しよく者しやを前にしたささやかな抵抗に過ぎない。二機の斑はん猫みようが目にも留まらぬ速度で機動し、重火器と鋭い顎あごで次々と機械兵を破は壊かいしていく──更さらに二体が死亡。八号と九号が直撃を受け、ぼろ雑ぞう巾きんのように飛び散った。

　甲虫の殺さつ戮りくは、徹底的にして作業的だった。

　巨大で恐ろしく速い三機の甲虫の中には、全く同じ顔をした三人の男がいる。生せい気きを一いつ切さい感じさせない瞳ひとみで、全く同じ張り付いた笑顔のまま敵を殺し続ける。奴やつらはこれを「戦闘」だと思ってさえいるまい。

　天牛かみきりの高熱のブレードが走り、軌き道どう上の邪じや魔まなものを紙のように切断して迫った。

　見えたのは菊丸だけだった。

　回避するか迎むかえ撃うつか──そのいずれも可能なのは菊丸だけだった。後ろでは味方が銃じゆうを構えている。その銃撃では奴を止められない。盾たては離れた位置にあり、回収の余裕は無い。寸すん毫ごうの判断が下され、菊丸は賭かけに出た。

　敵の前に立ち、構えを取る。外がい套とうを外はずしてそれで両手を包んだ。眼前には真ま一いち文もん字じの刃。強きよう靭じんな両腕に風力を宿す。斬ざん撃が視界いっぱいに広がり──

　がづん、と硬かたい音が響いた。

　圧倒的な加速度と質量の天牛に押される。だが菊丸はそれを脚部の爆風で相そう殺さいし、一歩も後退することなくその場に留とどまっていた。そして、成功を確信した。

　掌てのひらを横にした、白しら刃は取りである。

　今この時、天牛の機体は完全に止まっていた。超高温に晒さらされ、外套が見る見るうちに焦こげ掌てのひらが赤熱化する。しかしようやく捉とらえた敵を離すつもりは菊丸には毛頭なかった。

『ち……！』

　天牛は触角を振り上げて菊丸の頭部を狙ねらう。

　しかしそれを阻はばむように、菊丸の背後から機械兵が跳とび出した。三号と四号の二体だ。彼らは装備を銃じゆう剣けんに切り替えて天牛の頭部を狙い、全力で刺し突とつの乱打を叩たたき込んだ。

　合計して秒間数十もの突きが天牛を襲おそう。二本の銃剣が甲かん高だかい音と共に折れ飛び、引き換えにようやく天牛の触角が捩よじれる。最後の隙すきだった。菊丸は手を離して右手に最大限の風圧を込め、相手の顎がく部ぶに全力のアッパーをぶち込んだ。

　天牛の機体が浮く。まだ死んでいない。そこに兇の突進がぶち込まれ、零ゼロ距離からの機き銃じゆうを暴発にも構わず連射した。跳ちよう弾だんと装そう甲こう片へんは兇まがつの機体をも傷付け、砲ほう身しんを押し付けた上での連射は天牛かみきりの装そう甲こうを掘くつ削さくするように削けずっていく。

　砲声。

　横合いからの斑はん猫みようの砲撃げきで三号と四号が吹き飛ぶ。被害程度を算出するまでもなく即死だった。彼らにはもう上半身がない。

　菊きく丸まるは駆かけ出した。好機を見み出いだし、全速力で盾たてに飛び付く。

　すぐ後ろで、兇が動力炉ろに着火した。

　爆発が起こる。天牛を巻き込んでの自爆だ。その轟ごう音おんを背後に菊丸は更さらに加速。生き残っていた六体の機械兵──一号、五号、六号、十号と十一号と十二号がそれを援えん護ごした。

　彼らは手に銃と刀を取って斑はん猫みようの前に立ち塞ふさがり、四し肢しを失い、すぐ隣となりで仲間が吹き飛ばされようとも攻せめる。全ては決定的な攻撃力を持つ菊丸の活路を作る為ためだった。

　どのような戦であっても同じだ。

　圧倒的に上回る敵から逆転を勝ち取るには、文字通り「命」を懸かける以外にないのだ。

　そこにあるのは絶望ではない。機械は絶望しない。

　彼らにあるのは、「任務の障害を打ち倒すべし」というたった一つの作戦指令である。

　斑猫が呻うめく。機械兵の猛もう攻こうに意識を持っていかれる。

　決定的な好機だ。

　菊丸は地を這はう姿勢から盾を構え、空気圧で更に加速した。ほとんど焦しよう土どと化した黒い地面が爆はぜ飛び、巨体は外がい套とうを影のように引いて疾しつ駆くする。

　甲こう虫ちゆうとの戦いにおいて有効な攻撃手段があることが九く曜ようの報告からわかっている。

　貫かん通つうである。

　量産型とはいえ「虫」の性能は高く、正面から通常火器で捻ねじ伏ふせることは難しい。嵓くら木ぎ基地での戦闘で二機の《天牛》を撃破したのは、いずれも刺し突とつと拳けん撃による貫通攻撃である。

　貫通による、急所──電脳もしくは動力炉の破は壊かい。

　盾を返し、上下逆の状態で右腕に装着。この分厚い盾には隠かくし玉だまがあった。

『──!!』

　捉とらえた。

　盾の縁ふちが斑猫に叩たたき付けられる。直線軌き道どうに動力炉ろの存在を確認。菊丸は何一つ迷うことなく、飛び散る機械兵の死し骸がいと兇の起こした爆ばく炎えんを背に、起動の風を叩き込んだ。

　空圧が爆裂れつする。それは盾に内蔵されたチャンバー内部で荒れ狂い、炸さく薬やくの爆発をも上回る驚異的な推すい力りよくとなった。秘められた切り札がチャンバーを滑すべり、ほとんどゼロの時間差で盾の縁ふちにある射しや出しゆつ口を飛び出し、

　貫つらぬく。

　噴ふん出しゆつした鋭い風圧が撹かく拌はんされ、ただの風となり散っていく。

　斑はん猫みようの胴体を、下から上まで一本の鉄てつ杭くいが貫つらぬき通していた。

　それこそが、盾たてに内蔵された対甲こう虫ちゆうの隠かくし装備。菊きく丸まるの機体と連結することで発射可能となる、風圧射しや出しゆつ式杭打ち機パイルバンカーだ。

　飛び退すさり、パイルを抜き去る菊丸。動力炉を貫かれた斑猫が激しく震ふるえ、直後に爆発した。

　爆ばく炎えんを背に、菊丸は盾のチャンバーにパイルを納める。時間にして数秒もない突風のような攻こう撃げき。着地し、同時に尚なおも止まらず駆かけ抜けた。まだ斑猫が一機残っている。速射砲ほうが火を噴ふく。奴やつを引き付けていた機械兵はどれほど生きているのか、もうみんな死んでしまったのか。

　視界が銃じゆう火かと硝しよう煙えんに埋め尽つくされる。電脳が限界を超えて戦闘演算を続ける。そこから──

　そこから、何をどう戦ったのか記憶していない。




　覚えているのは、ただ己おのが身を焦こがすがごとき戦闘意思。

　ただひたすらに荒れ狂った。

　火と鉄の間を駆け、敵味方の体液と泥と煤すすに塗まみれた壮絶な闘争だ。

　次に意識が焦しよう点てんを取り戻もどした時、菊丸が自覚したのは自身の頭ず突つきだった。

　鉢はち金がねが砕くだけんばかりの勢いで、最後の斑猫に己おのれの額ひたいをぶち込む。

　一発、二発、三発四発五発。額が歪ゆがんでヒビが入ろうとも頓とん着ちやくしない。渾こん身しんの一撃たるパイルはぎりぎりの線で急所を外はずれ、斑猫の脳から数センチずれた位置を深々と貫かん通つうしていた。

　斑猫が抵抗する。敵の顎あごが軋きしみ、肢あしに恐ろしい力が込められた。相手の速射砲ほうはひしゃげて使い物にならない。させるものか、と菊丸は右手で片顎を掴つかみ、引き千ち切ぎろうと全力を込める。

　互いにたった一機の生き残りだった。

　辺あたりは既すでに死し屍し累るい々るいの有あり様さまだ。機械の死体が一帯に散らばっている。菊丸は全身がぼろぼろになってなお斑猫と組み合い、一歩も退ひかない。

　そしてどちらからともなく、最後の一線が切れた。

　斑猫は顎を開いたまま、菊丸は敵を抑おさえ込んだまま、糸が切れた人形のように止まった。
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　好機はあるのか。

　あるとしても、寸すん毫ごうほどの時でしかあるまい。

　九く曜ようは林立する木々を跳とび、兜カブトが巻き起こす圧倒的な破は壊かいを見下ろす。

　──あんなものを、たった一機がやっているのか。

　衝しよう撃げきが駆かけ抜け、九曜はまた跳んだ。すぐ足元の木々が根こそぎ薙なぎ倒され、不定形の波は動どう砲ほうで地面ごと原型を無くす。着地し、眼前に広がる巨大な破は壊かい跡を睨にらむ。

　兜はその中を、悠ゆう然ぜんと歩いてくる。九曜は両手で軍刀を構え直す。

　敵は、巨大だ。

　オリジナルの鬼き虫ちゆうと比しても大型と呼ぶべきだろう。機体は十メートルを超え、兜カブト虫ムシの巨大な角つのを勘かん定じように入れればかなりの全長になる。

　体格差など考えるのも馬ば鹿か馬鹿しいレベルだ。その巨大な甲こう虫ちゆうが内包するエネルギーは、他の通常兵器とまさに別次元と言ってよい。たかだか二メートル程度を越えてもいない少年の体など、肢あしの一本で踏み殺されるほどの差があった。

　選択の余地は無い。あれを使う。

　どの道、出し惜おしみなど愚ぐの骨こつ頂ちよう。相手が鬼虫に匹ひつ敵てきする甲虫であるなら、ほんの一片でも油断を見せればその瞬しゆん間かんに捻ひねり潰つぶされて終わりだ。敵に回した虫がいかに恐ろしいか、九曜自身が誰より深く知っていた。

　まともに対たい峙じしたとしても、この戦力差では勝負にさえならない。ならば一瞬に賭かけるしかない。巨大な敵を相手にする時、常にそうしてきたのではなかったか。

　眼帯の演算補助機能を最大効率フルスロツトルで回す。全身の細部に至るまで全てのリミッターを解除。

　電磁制御エレキテル、精密操作。自身の体内を流れる光学神経と電脳の繋つながりを感じる。ぱり、と音を立てて全身が帯電、風もなく外がい套とうが翻ひるがえり、前髪が浮く。兜がこちらの動向に気付く。だが虎杖いたどりは何一つとして行動を止めようとはしなかった。知ってか知らずか泰たい然ぜんと構え、奴やつの機体前部の空間が歪ゆがむのが見えた。挑いどむように、試すように、ただ波動砲をこちらに向ける。

　九く曜ようが視みるのは脅きよう威いでなく恐れでもなく、その先だ。黒い詰つめ襟えりの身が沈む。数秒の静せい寂じやくの中に塵ちりが吹き散り、その一つ一つをも認識する九曜は己おのが髪の先まで知覚を漲みなぎらすがごとき鋭さで敵を睨にらむ。また、頭部の周辺で電でん磁じが光る。

　告つげる。

『来い』

　兜が撃うち、

　九曜が踏み込んだ。

　同時に、自みずからの奥歯を粉ふん砕さいするほど強く噛かみ締しめた。

　意識を繋つなぎ止めるために。加速する感覚に自分自身が負けぬように。ただ一直線、規格外の威い力りよくを秘めた破壊の波動を正面に。

　発動──




　──疑似神経加速タキオン・エミユレート!!




　どくん、と全感覚が膨ぼう張ちようした。

　九曜の主観時間において、時が止まったように減速する。

　変化したのは時間そのものではない。時が歩みを遅めたのは術者の内部で爆発した激変の結果であり、すなわち変化したのはただ彼自身、九く曜ようの脳と全身の神経。それらが全て、限界を遥かに超えた稼働効率で超加速しているのだ。

　神タ経キ加オ速ン──鬼き虫ちゆう壱いち番式《蜻蛉とんぼ》・四し天てんの竜胆りんどうが操あやつるその特攻術は、本体と虫の知覚・反応・思考の全てを爆発的に拡大および加速させる超感覚の魔ま技ぎだ。

　九曜は電磁制御エレキテルの力を応用し、彼が居た加速の世界に足を踏み入れた。自身の脳に特定波長の大電流を叩たたき込み、その刺激でもって稼か働どう効率を極限以上に引き上げるという手をもって。

　本来、死に至る負荷を強しいる捨身の技だ。しかし九曜は中央の百も舌ずら研究員の力を借りて、この技術を研けん鑽さんした。本体のみで可能なほどに出力を調整し、ともすれば焼き切れそうになる神経の限界を見み極きわめ、ほんの一いつ瞬しゆんであってもそれが可能になるように。

　もちろん模も倣ほうに過ぎない。本家とは比べるべくもなく劣れつ化かしている。だがそれを差し引いても──客観時間にして一秒にも満たぬ加速であっても、疑似神経加速タキオン・エミユレートは間違いなく他の何者であろうと到達しえぬ神速の絶対時間だ。

　そして今この時、九曜はあの男に次ぐ最速の思考の中に居た。

　好機は一瞬、その一瞬を無限のごとく引き延ばす。

　その全知覚が捉とらえたものは眼前の兜カブトであり、千ち切ぎれ飛ぶ雑草であり砕くだけ散った土の破片であり空を流れる微風であり、兜の目線であり角の向きであり空間の歪ゆがみであり余波のみで折れた木々の断面であり波は動どう砲ほうの発射の瞬間であり、

　その中心の「孔あな」だった。

　視みえた。

　跳ちよう躍やくを体に命じた瞬間もどかしいほどの遅さで足底が地を砕き、身体からだが浮き上がる瞬間には既すでに二手三手先を演算し終えている。全身の足から手先まで電でん磁じを練り上げ、九曜は何も迷わず波動砲の只ただ中なかにその身を投じた。破は壊かいの気配を全身で感じ取る。

　軍刀を逆さか手てに持ち替え、九曜は空中で胎たい児じのように身を丸めた。

　波動の渦うずは、その中心に小さな空白が存在している。

　極限まで身を縮めて飛び込めるか否かの孔。

　兜カブトが放つ波動砲は角つのを中心として練り上げる螺ら旋せん状の攻撃であり、たとえるならば「横倒しの竜たつ巻まき」と呼ぶにふさわしい。そして竜巻であるからには、そこには「目」があった。

　轟ごう──とまた、天を砕くだくほどの大音が響き渡る。しかし、音を耳が捉とらえるより遥はるかに速く九曜の思考は推すい移いしていた。

　激流に身を晒さらされる。周囲三六〇度で渦巻く波動が体表面に触れ、全身に裂れつ傷しようが刻きざまれる。

　痛みは無かった。過敏になった神経にとって体が感じるものはいかにせよ増ぞう幅ふくされるに違いないが、九曜はそんなものより向こうに自みずからが放つ一手を見出していた。

　抜けた。

　激動たる破は壊かいの本流が噓うそのように消え、既すでに一刀が届く間合いにある。

　九く曜ようは旋せん転てんする体たい躯くに最大出力の電気を圧縮し、右に握にぎる軍刀へその先せん端たんまで走らせる。

　時が、戻もどる。

　加速感覚が解けたのだ。爆音と風圧と激痛が遠い世界から一気に引き戻もどされ現実となる。だが十分だった。発動前の立ち合いから一秒と過ぎていない。永遠のような一いつ瞬しゆんが終わった時、そこにあるのは兜カブトの頭部と戦イ術ナ電ズ刃マの閃ひらめきだった。

　狙ねらうは頭部。

　──そこだ、

　爆発的な電でん磁じ力を内包した刃が斬きり下ろされる。止めるものは何も無かった。波は動どうを放ち終えた直後の兜に返しの手段は無く、まばたきの時間も要さず刃が食い込む──

　直後に聞いたのは、虎杖いたどりの氷のような声。ぎらりと光る鬼おにの角。

『波動砲ほう、炸裂』

　最強の甲こう虫ちゆうは、無む慈じ悲ひなほどにそれを上回る。

　宙にある九曜の、真下の地面が爆ばく裂れつした。

　途方もない威い力りよくの一撃が九曜を捉とらえた。地が隆りゆう起きして砕くだけ、衝しよう撃げきごと九曜を呑のみ込む。兜が前まえ肢あしから地に叩たたき込んだ波動の産物だと気付いたのは、直撃を受けた後のことだ。

　思考が真っ赤なエラーで埋まる。許容量を超えたダメージが全身を打ち据すえる。

　木の葉のように吹き飛ぶ九曜に見えたのは、半なかばまで兜に突き刺さった軍刀の刃と、叩き折られたその柄つかを握る手だった。

　次の瞬間、九曜の体は木の葉のように吹き飛んで地面に叩き付けられていた。

「ッ……くぁ……!!」

　喉のどの奥から人工血液が迸ほとばしる。体内をやられた。自己修復が間に合わないほどの打撃だった。

　ずん、と兜が悠ゆう然ぜんと一歩を踏み出す。九曜を、虎杖いたどりの眼めが虫けらのように見下ろしている。

　立ち上がれない。

『──さて、気になるのはお前という男の変化だ』

　虎杖の声が脳に響く。

『四し天てんの竜胆りんどうとの戦いが、お前をそうしたのだろう？　奴やつの思想をお前は理解しなかった筈はずだ。二十年前はそうだった。かつてのお前であれば、こちらに共鳴した筈──何があった？』

『……！』

　竜胆という名に、九曜が反応する。ピンで留められた虫に対するように、虎杖の態度は観察的だ。確かに彼の言うことは正しい。二十年前、九曜はあくまで敵と戦うことだけを考えて生きてきた。人の思考などというものを敢あえて排除していた。

　変わったのは、竜胆との戦いを越えたからだ。しかし。

『貴様に……答える必要は、無い』

　こちらを見下ろす兜の眼は、どこまでも暗い。

『──奴やつと同じ眼めをしているな』

　その時、平へい坦たんだった虎杖いたどりの声色が一段低くなった気がした。

　そこに仄ほの見えるのは冷たさだ。彼曰いわくの「奴」──すなわち竜りん胆どうに対する何か。その冷たさにだけは「感情」とも言うべき色があるような気がした。軽けい蔑べつか、ともすれば一種の怒りか。

『愚おろかで、哀あわれな男だった。あれほどの技量を持ちながら、人の意思などという不確かなものに耽たん溺できするとは』

　竜胆は、意思を持つものを崇すう敬けいし、信じた。

　生きて進めと、彼は言った。

　あの言葉を覚えている。だからここまで来た。彼の真意の全てはわからないままだったが、あれは彼にとっても一つの答えであった筈はずだ。九く曜ようにとっても、答えとなった。

　虎杖は、それを真まっ向こうから否定した。




『意思を持つ自律兵器とは、完全に管かん制せいされた殺意を確実に運用する独立個体だ。であれば、意思とはただの装置だ。それ以上でも以下でもない』

　──行うのは、我々だ。我々の意思で動かす手であり、肢あしであり、翅はねだ。思想や力のみを過信するな。意思のもとに行動する自身こそを信じろ。




　頭の中で竜胆の最初の言葉が浮かび上がる。淡々とした虎杖の言葉が音もなく九曜を刺す。

『そして、それこそが戦うものの理想であった筈。我々は今こそ思い出す必要がある。このまま時が過ぎれば、人はあの時代を忘れゆくだろう。このまま偽いつわりの平へい穏おんに浸つかり続ければ、この国は真の活力を失っていくだろう』

　兜カブトの周囲で空間が揺ゆらぐ。そこには、冷静で静せい謐ひつな、どこまでも確信的な殺意がある。

『その為ために鬼き虫ちゆうと、核かくたる星ほし鉄がねが必要となるが──まずは本体おまえたちの強固な自我が、邪じや魔まだ』

　この男は、過去を見ている。

　あの頃に再び帰ろうとしている。

　ゆっくりと力を溜ためる兜。九曜は霞かすむ視界でそれを見上げた。空間の歪ゆがみが見える。そんな中、兜の装そう甲こうの隙すき間まに食い込んだままの軍刀の刃が陽光を受けて光るのが見えた。

　倒れ伏ふしたまま、九曜は言葉を搾しぼり出す。

『…………貴様の言うことは……それも、一つの答え、なのかもしれない』

　九く曜ようには──かつてただの兵器であろうとした九曜には、虎杖の言うことを理解できる。もしかしたらそれは、九曜が辿たどり着いたかもしれない答えだった。昭和一〇一年の今、八や洲しまは勝つことも、負けることさえできずにいた。廃はい墟きよを見れば狂った兵器が幾らいるか。あるいは自分もまた、その狂気の群に加わっていた未来があったかもしれないのだ。

　だが理解できても、自身が辿る可能性の一つだったとしても、それは九曜の答えではない。

　尽じん天てんで目覚め、ここまで来た。

　四し天てんの竜胆りんどうと戦った。叶かな葉はという少女と共にあった。

　彼女は、この国を見たいと言った。この八や洲しまがどこへ行くのか。色々な人々がいて、彼らがどう生きているのか。自分達はそんな中で何をして生きていけるか。

　叶葉の顔を思い出す。尽天で出会った人々を、海に沈む夕日を、出しゆつ立たつの朝を思い出す。長い長い道路を、新たな街を、新たな人を、帝てい都と下した街まちの喧けん噪そうや朝夕稼か働どうする中央を、新たな任務に従事する機械達を、無む邪じや気きに遊ぶ子供達を。

　何一つ噓うそではない。

　誰が何と言おうと、彼らは今、あそこで生きているのだ。

　たとえあの戦いの記憶が過去のものになったとしても。彼らはあそこで命を育はぐくみ、今こうしている時にも生きている──生き続けている。

　鬼き虫ちゆうとなったある一人の少年は、そのように生きてはいけなかった。

　全ての思念は最初の記憶に収束する。戦の炎に焼かれたあの町。親も友も、自分自身ですら火の海に沈んだ原体験がある。あの時の痛みを覚えている。師の言葉を覚えている。

　帰るべき場所に、一いつ緒しよにいたいと思った少ひ女とがいる。

　──だからこそ。

『──、だが、それでも……！』

　とっくに限界など超えていた。だが、もう一度だ。

　電磁制御エレキテル、精密操作。

『たとえ如い何かな信念を掲かかげようと、ぼくは絶対に、貴様を認めはしない!!』

　ぎん、と地上に閃せん光こうが生まれた。

　直後に九曜の姿が消える。後に残るのはねじくれた電でん磁じのスパークで、それが散る時既すでに九曜は兜カブトの後ろに回っていた。

　疑似神経加速タキオン・エミユレートの応用。もはや尋じん常じようの論理で動いてなどいない。人工筋きん繊せん維いに電流を流し、全身をただそれのみで管かん制せい。その身に限界以上の力を漲みなぎらせ、九曜は駆かける。眼帯の演算補助装置が砕くだけて火を噴ふいた。

　そう、この男と自分とは決定的な一線を隔へだてた場所にある。たとえどんな思想があろうと、それが確固たるものであればあるほど、対極にある己おのれにとっては倒すべき「敵」だ。

　左の籠こ手てが最大展開し、端はしから端まで過大な電流を漲みなぎらせた。

「電磁制御エレキテル……！」

　兜カブトの中にある虎杖いたどりが、試すように呟つぶやいた。

『尚なおも、挑いどむ……か』

　兜の巨体が地を抉えぐって竜たつ巻まきのように旋せん転てんし、こちらを向く。狙ねらい通りだ。

　今から行うこれは、もはや技などではない。兜に食い込んだあの軍刀はあのまま使う。あれは避ひ雷らい針しん──迸ほとばしる雷光を一身に集める、一本の導しるべだ。ぎりぎりと指が軋きしむように動き、電光を纏まとうそれらが眩まばゆく光る。

　そしてこれは、ただの、雷光だ。

「──最大、出力ッ!!」

　地面を強きよう烈れつに踏み締しめ、放たれた左手が残光を引いて空くうを打った。

　直後、九く曜ようの腕から凄すさまじい出力の電でん撃げきが放たれた。

　閃せん光こうと雷らい鳴めいが地上に生まれる。近距離──避雷針の軍刀に放つ、極大出力の電撃だ。

『……！』

　兜カブトが、揺ゆれる。出せる筈はずのない出力だ。強烈な電撃をまともにぶち込まれ、その演算にノイズが生じた。刺さっていた軍刀の刃が、この一撃を最後に粉々に砕くだけ散った。
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　しかし、それでも。

　九曜の一撃に交差し、放たれた兜の波動が九曜を捉とらえていた。

　死力を尽つくした一撃は、そうであってさえ命には届かない。敵の放った最後の一発が、九曜の消しよう耗もうしきった体を完かん膚ぷなきまでに打ち据すえていた。

　九曜の体が真後ろに吹き飛んで倒れる。電磁制御エレキテルの糸が切れ、赤い眼めから光が消えた。

　今度こそ、ぴくりとも動かなかった。




　仰ぎよう臥がしたまま動かない九番式を横目に流し、虎杖いたどりは視線を外はずす。

　蜂はちが無いこともあり、戦力としては脅きよう威いに値あたいしない標ひよう的てきだった。彼の変化について個人的に興味はあったが、それもあくまで興味の範はん疇ちゆうを出ない。

　しかし、最後の一いち撃げきは──。

　──それが、お前の答えか。

　虎杖は思考する。直撃を受けたが、致命的なものではない。それでも、虎杖は今なお自身の脳に僅わずかにノイズが走るのを自覚した。その威い力りよくを認めざるをえまい。虎杖はしかしこれ以上九番式について考えることをやめ、隊の味方に通信電波を発信した。

『九番式を無力化した。雑ぞう兵ひようの始末をつけろ。回収して帰き還かんを、』

　──!?

　何の脈絡もなく、虎杖は何かの脅威を感知した。

　熱源反応でも被照準警けい告こくでもない。ここは制せい圧あつ済みの戦せん域いきに過ぎず、兜カブト以外に動くものは何もない──にも関わらず、背後。

　弾はじかれたように振り返るが、そこには誰もいないことに気付く。倒れた九く曜よう以外には、誰も。

　いや。




　九曜は、なお立った。

　その脚が地面を踏み締しめる。その腕が折れた軍刀を握にぎり締める。その赤い眼めが一いつ切さい怯ひるむことなく相手を睨にらむ。立つだけでも不可能な筈はずだ。一体どこからそれほどの力を振り絞しぼったのか、執しゆう念ねんとしか言いようがないものがその脚を支えていた。

　だが、そこまでだ。

　満身創そう痍いで立ち上がり、無意識で構えを取り、倒すべき敵を睨みつけ──九曜は、立ったまま停止している。




　真しん紅くの眼に射られ、虎杖は脅きよう威いの源がこの少年であったことを理解する。

　瞳ひとみの奥にある熾おき火びのような気迫が、気を失ってなお敵を捉とらえて離さない。

　意識すら消え失せて尚なおも立つその矮わい躯くを、虎杖は魅み入いられたように見つめる。

『……なるほど、見せて貰もらった』

　ゆらり、と空間が歪ゆがむ。

　虎杖はその時確信していた。この少年はここで完全に殺しておかなければならない。だが電脳は使いようがある。その首から下を吹き飛ばすべく照準し、独ひとり言ごとのように呟つぶやいた。

『だがそれでは……戦には勝てはせんのだ』
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　打ち捨てられた村には、もうほとんど動くものがいなかった。

　機械の死体があちこちに散らばり、薬やつ莢きようや弾だん痕こんが辺あたりを埋め尽つくしている。

　そんな中、組み合って動かない二つの機体があった。一つは巨大な甲こう虫ちゆう、もう一つは筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの機械兵だ。斑はん猫みようと菊きく丸まるである。

　先に再起動したのは、斑猫だった。

　菊丸の捨身の連れん撃げきにまともに晒さらされ、回復するのに時間を要した。だがまだ動ける。電脳か動力炉ろのどちらかの破は壊かいに至らなかったのが相手にとって運の尽つきだ。

　ぎぎ、と斑猫の顎あごが動く。

　そこから遅れて菊丸が再起動した。アイセンサーに光が戻もどり、至近の斑猫に気付く。だがもう遅い。がぱりと開かれた顎からは漏もれ出た体液が垂れ、まるで涎よだれのように光る。抵抗も許さない。斑猫は機体を操作し、菊丸の首を噛かみ千ち切ぎろうと──




　風が吹き抜けた。




　風はそれ自体が驚異的な切断力を有していた。緑色の閃せん光こうが吹き抜ける軌き道どうに残り、一いつ瞬しゆんのうちに誰しもの視界から消え去り、何事も無かったかのように知覚圏外の彼方かなたに消えた。それが走り様ざまの斬ざん撃げきであることにすら気付かれない。風はただ一点のみを目指して目にも留まらぬ速さで走り続け、そのついでであるかのように障害物を両断し、進み続ける。

　後に取り残されたのは、落ちる斑はん猫みようの首と、風を見送る菊きく丸まるだけだった。

　風かれはその時、間違いなく笑っていた。







　　　七　─　閃光







　九や曜つには天てん稟ぴんがある──最初にそう言ったのは、彼を見つけた男だった。

　あの日は確か秋の暮れで、よく晴れていたことを覚えている。二十年前のある日、剣けん菱びしは基地の演習場に見覚えのある男の姿を認めた。

　男は腕組みをしたまま演習場の隅すみに立ち、ある一点をじっと見守っている。

「──剣菱か」

「おう。なに見てんだこんなとこで」

　白い軍服が陽光に映える。男──竜りん胆どうは言葉では答えず、自みずからが見ている方を顎あごで示す。

　竜胆の隣となりまでのそのそ歩き、視線を辿たどった。離れた位置で女と少年が向き合っている。女の方は見慣れた顔だが、少年の方は最近になって現れた「新入り」だ。確かあれは、名を──

「九く曜よう……だったっけかな。んであっちは楓か」

　九番式の九曜に対し、目を閉じた盲目の女──七番式・楓かえでが組くみ手てに応じているようだ。

　既すでにもう何本か繰り返しているのだろう、軍刀を構える九曜の体には土が付き、一方で楓は涼しい笑顔を浮かべている。

「楓かえでの奴、丸まる腰ごしじゃねえか。いつもの得え物ものはどうした？」

「今は封ふうじさせている。あまり差がありすぎると訓練にならん」

「……そりゃごもっともで」

　武器を封じた上でも力量差は歴れき然ぜんのようだ。見れば、挑いどみかかる九く曜ようが徒と手しゆの楓に合あい気きの要領でぽんぽん飛ばされている。まるで鞠まりだった。

　無理もない。竜りん胆どうと剣けん菱びしの両名は別格としても、楓もまた彼らに次いで本体の体術に優れている。見えない筈はずの楓に文字通り手玉に取られ、九曜は一いつ矢し報いることもできないでいる。

「相手が悪すぎる気がしないでもねえけどな。で、お前はあれをどう見るわけよ？」

　竜胆はすぐには答えなかった。あちらを見つめたまま少し黙る竜胆に、剣菱は意外そうに目を丸くした。この男が一秒でも答えに迷うこと自体、かなり珍しいことだ。

「……技量は未熟だ。だが、天てん稟ぴんがある」

「へえ？　そりゃまた大きく出たもんだ」

　その時だった。

　楓が止まる。九曜がこれまでにない動きを見せたのだ。速い。こちらに合わせる楓の先手を取り、地じ擦ずりに斬きり上げられた軍刀が彼女の首くび筋すじでぴたりと止まっていた──一本。

　ほお、と剣菱。初めて一本取られた楓も驚き、どこか間ま延のびした感嘆の声を上げる。

「まあ……」

　距離を取り、構え直す九曜。楓は頬ほおに手を当てて破は顔がんする。既すでに何度も繰り返した交こう錯さく、ありすぎる力量差を捻ねじ伏ふせて迫る九曜に向き合いながら、通信で竜胆に伺うかがいを立てた。

『竜胆様？』

『わかっている。楓、以降の加か減げんはお前に任せる』

『承知しました。それでは、こちらで判断致しますわ』

　徒手を越えれば、あとは得え物ものありでの勝負だ。

「もう一本だ……！」

　九曜は荒い息を整え、奢おごることなく貪どん欲よくに次を求める。

　対する楓の衣服がふわりと翻ひるがり、その裾すそから三本の棒ぼうが飛び出た。それらは独立した三本ではなく、頑がん強きようなチェーンで繋つながれた三節の棍こん──より正確に言うなら、柄つかだ。

　連結。三本繋げれば全長は楓自身の身長にも及び、最後にその先せん端たんに鋭い刃の穂ほを見せる。

　槍やりだ。鬼虫の《蟻あり》を操る楓の本体は槍そう術じゆつを駆く使しし、盲目とはまるで思えぬ鋭い槍捌さばきを見せる。機械化の際に視覚の回復もできた筈はずだが、楓は敢あえてそうしなかった。見えずにいてこそ磨みがかれる感覚もある、とは彼女の弁べんだが、剣菱にはその理屈がいまいちわからない。

「ええ、もちろん受けますわ。──さて、どこからでも仕つかまつりませ？」

　楓は構え、にっこりと笑みかけた。妖あやしい巴ともえや明るい柊ひいらぎのそれとはまた違う、鷹おう揚ようで包み込むような穏おだやかな微笑だ。

「──嗅きゆう覚かく……というよりは、直感と言うべきだろうな」

　交こう錯さくする九く曜ようと楓かえでを見守りながら、竜りん胆どうは改めて口を開く。

「繰り返すが、技量面ではまだ未熟だ。本体も虫も、まだ性能自体に頼りすぎている。同格の性能かつ技量が格上の相手に当たれば、今のままでは十戦交まじえて十回負ける」

「言うね、お前も」

　向こうでは九曜があっという間に取られているが、彼はそれでも折れない。竜胆は構わず、

「だが……十戦やったとして一度か二度か、奴やつは何かをやる。戦闘勘かんか、相手のことを学習した結果の発はつ露ろか……。ともかく、奴にしか感じ取れない何かを見み出いだし、そこを突く」

　こうした九曜の特性は、特に退路のない実戦において光る。そうなった九曜は時として敵味方の予想を超える。だがそれは、彼に極きよく端たんなムラがあることをも意味していた。安定して最大の力を出せないようならば、やはりまだ未熟と言わざるをえまい。

　しかしこうした閃ひらめきは、決して訓練で身に付くものではない。その上で、九曜は意地のみでは説明できない不ふ屈くつさを見せる時がある。天性、なのだろう。やはり。

　──なるほど。

　本当だとしたら面おも白しろい話だ。剣菱はわざとらしく腰こしの剣に指を添そえ、にんまり笑う。

「奴が育てば、斬きってもいいか？」

「……つまらん冗談はやめろ」

　竜胆は静かに目を伏ふせ、同どう僚りようの悪あく癖へきにため息をついた。

　まだ全員が生きていた頃の、ある日の基地の日常だ。
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　一匹の甲こう虫ちゆうが立つ山に、斬ざん閃せんを伴ともなう疾しつ風ぷうが吹く。




　次の瞬しゆん間かん、虎杖いたどりは視界一杯を横切る刃を見た。

『!!』

　兜カブトは咄とつ嗟さに波は動どう砲ほう発動、足元の地面を陥かん没ぼつさせて機体の座ざ標ひようをがくんと下げる。

　高周波振しん動どうで淡く発光して見える一閃が兜の装そう甲こうを掠かすり、ぎゃりん、と耳をつんざく音と共に撫なで去っていく。刃が触れた表面が果物の皮のように削そぎ飛ばされ、鉄片となって散る。

　東から吹き抜けた強い風が、びたり、と止まる。

　全身の筋肉とアクチュエーターで慣性を殺し切った停止である。制せい動どう距離はゼロに等しい。

『──よう。会いたかったぜ、大たい将しよう』

　夜や叉しやの剣けん菱びしの声色には熱が乗り、不敵な笑みと共にある。

『驚いたな。無力化したものと思っていたが』

『正直だいぶキいたね。死ぬかと思ったわ、死なねえけどよ』

　蟷螂かまきりはこれ見よがしに首をくるくる回す。機体には確かに目に見えてダメージが刻きざまれていたが、剣けん菱びしはそれをおくびにも出さなかった。不意打ちを食らったのはこちらの不覚だ。

　蟷螂に飛び込み、最大出力で波は動どう砲ほうに対処したのはなかなか刺激的な体験ではあった。

　剣菱はちらと脇わきを見る。そこにあるのは、鬼き虫ちゆうと比してあまりにも小さな少年の体たい躯く。地面に根が生はえたように立っている。死んではいないようだ。限界を遥はるかに超えた負荷で脳が一時的に強制停止状態に陥おちいったらしい──端たん的てきに言えば、立ったまま気絶しているのだ。

　彼の赤い瞳ひとみは、意識を失っても一点を突き刺したまま動かないでいる。

『うちの若ぇのが世話になったな。跳はねっ返りで苦労しただろ？』

『いいや、貴重な体験だったよ。最後の最後で背せ筋すじが冷えたのは……本当に久しぶりだ』

『そうかい、何よりだ。肝きもを冷やしてえなら俺も役に立てると思うがね』

　身をたわめ、両刃をゆらりと構える蟷螂。

　兜カブトはその全身にエネルギーを漲みなぎらせ、発射寸前の砲ほう弾だんのように身を低くした。

『──さて、まさか逃げられるたぁ思っちゃいねえよなあ？』

　こうなった蟷螂を前にして、何か一手でも無駄を打てばその時点で地じ獄ごくに墜おちる。

　ずず、と彼の周辺の空気が震ふるえた。波動砲のごとき破は壊かい力の集中とはまた違う、機体を中心として半径数十メートルの空気が沸わき立つような震動だ。

　二匹の機械仕掛けの虫が向かい合う。剣菱は最後にもう一度、複眼の隅すみで九曜を見た。

　──よく持ち堪こたえた。流石さすがだと言っておくぜ、九く曜よう。

　生あい憎にくと、こちらとしては彼を殺させるわけにはいかない。まずはこいつと自分の為ためにも、思う存分戦える離れた位置へと兜を吹っ飛ばすのが最初の一手だ。

　兜もまた、蟷螂を前にして逃げられる筈はずもないことを承知しているようだった。周囲の空間が歪ゆがむ。前方集中でなく、全身にエネルギーを漲らせているようだった。

　剣菱は牙きばを剥むいて笑い、火を吐はくように宣言した。

『《超振動ジエツト》起動──夜や叉しやの剣菱、推おして参るッ!!』

　そこから先は、他のいかな存在も置き去りにする虫と虫の戦いだ。

　山鳴りのような轟ごう音おんが響き渡る。この作戦における、最後の戦いだった。
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　南の輸送路は、惨さん憺たんたる有あり様さまだった。

　戦闘の余波で周囲の建物が見る影もなく破壊されている。無む残ざんを通り越して爽そう快かいなほど開けた景色、一本だけ伸びる太い道路の上に虫が七機。

　まず億おつ劫くうそうに起き上がっているのが一機、四方八方から攻こう撃げきを受けて黒こく煙えんを噴ふいているのが一機、残り五機はみなずたずたになって死んでいる。

『ラクじゃないわよねえ、お互い。余裕ぶってもらんないわ』

　蜘く蛛もは全身から垂れ流されたワイヤーを体内に格かく納のうし、濡ぬれた犬のようにぶるぶると体を震ふるわせる。どこかおどけた奇き矯きような動作だが、細かい動きには隠かくしきれない鈍りが見える。

　巴ともえは疲労していた。知るのも嫌いやなので戦闘機動の時間は途中から計算していない。

　目の前に倒れているのは、日ひ足あしの天テン道トウだった。

　それでも、彼の奮ふん闘とうは流石さすがだったと言えよう。こちらのウイルスで動かした五機の斑はん猫みようを全て体当たりの一発で撃うち砕くだいている。死してなお利用された哀あわれな甲こう虫ちゆうは、そのどれもが原型を留とどめていなかった。

　が、そちらへの対処を強しいられたのが運の尽つきだ。僚りよう機きの援えん護ごを前提にした体当たりの戦法など、戦力比が裏返ればこの通りだった。

『…………マジすっげえ。死ぬかと思った』

『ん？　死ぬよ？　でもその前にお持ち帰りしてイロイロしちゃう』

　巴は虫の肢あしをもぐだけもいで捨てるなどといった無む体たいなことはしないタイプだ。捕つかまえたものはちゃんと観察して、ピンで留めてコレクションする。道具が揃そろえば解体もする。

　ちら、と輸送車を一いち瞥べつする。無事だ。

　本当に良かった。

　まずシェルターに避難した人員に戦せん域いき制せい圧あつの合図を送る。道の向こうにあるシェルターの入り口が開いて、おっかなびっくり顔を出す人々が見える。蜘蛛はとことこ天テン道トウの傍そばに寄り、その機体を捕ほ縛ばくしようと必要十分のワイヤーを展開した。

『──ボクが銃じゆうを持ってないのは、なんでだと思う？』

　日足は、唐とう突とつにそんなことを言った。

『……んー？』

　確かに、天道は銃器の類たぐいを一いつ切さい用いていない。量産型が多種多様な重火器を搭とう載さいしているにも関わらず、その戦法は馬ば鹿か正直にして原始的だ。巴はそれを斬きり込み隊長や戦域の攪かく乱らんという意味だと解釈していたが──

『不器用だからさあ。ボクの術があんまりにもアタマの容量使いすぎるもんだからさあ。……ああでも、やっと、通路チヤンネルが繋つながったよ』

　異様な気配。何かがある。

　ぶわ、とワイヤーが蜘蛛を中心として放射状に広がった。展開したそれは網あみとなって天道に覆おおい被かぶさり、何か仕掛けようとした相手を完全に封ふう殺さつする──筈はずだった。

　無理やりに体を酷こく使しし続けた巴の疲労は、ただ一手の遅れを作る。

　どん、と倒れたままの天道の背後で炎が爆発した。まだ推すい進しん剤を隠かくし持っていたのだ。噴ふん射しや地点が爆ばく裂れつし天テン道トウがアスファルトを削けずって急加速する。だがその体当たりが向かう先は蜘く蛛もの機体ではなく、展開する網あみを抜けたその向こう、輸送車だ。

　蜘蛛の肢あしを掠かすめ、天道が駆かけた。

『な……！』

　地面を抉えぐりながらの加速は打だ撃げきになるほどの推すい進しん力を生まなかったが、日ひ足あしにとってはそれで十分だった。転がるように輸送車に取り付き、残った力で車体に肢を食い込ませる。

『だからやっと……飛べるんだ』

　日足は、自身の特別攻撃術をまだ発動していない。

　それが天道の最大の特徴であり長所。だがこの力はある意味で強力すぎる上に未完成で、量産型を遥はるかに上回る筈はずの天道のリソースをほとんど埋め尽つくすほどの演算を必要とする。それこそ、火器管かん制せいすら覚おぼ束つかなくなるほどに。更さらには、一度「飛べ」ば再び通路を繋つなげられるまでのチャージさえ必要とした。

　だが、日足にとってはここまで生きていたこと自体が作戦の成功を意味する。

　最初からその為ために来たのだから。

『おねーさんも連れて帰りたかったけど、生きてただけでもめっけもんさ……！』

　さしもの天才技術者とて、こればかりは読みの外であったに違いあるまい。

　いかな物理法則をも無視した術理の極きわみがそこにある。

　瞬しゆん間かん、天道の体が光に包まれた。周囲の空気が激変する。天道が全力で取り付いた輸送車もまた輝き、周囲ごと音もなく分解されていき──




『──《空間転移ジヨウント》ッ!!』




　そして、消えた。

　一瞬の後に真空が生まれた。天道と輸送車を中心とした直径十数メートルの空間が真球形に切り抜かれ、範囲内にあった地面や空気ごとその場から忽こつ然ぜんと消え去っている。

　真空の吹き戻もどしが起こり、蜘蛛はその場に踏んばって耐えた。眼前で風圧がとぐろを巻き、周辺に散らばっていた瓦が礫れきや埃や斑はん猫みようの死体が一点に集まって激突した。

　あとに残るのは、光の粒子だけだった。

『空間転移……遠距離への物質の転送……!?』

　日足の技は、巴の理解さえも超えていた。

　特別攻撃術とは、個体ごとの特性を引き出す機能だ。神経の超加速や各種毒どく物ぶつの精製、超振しん動どうの発振、電でん磁じ力の発生と操作など──虫に適合した個々人の才覚によって使用されるそれらは、程度の差こそあれ一種の超常現象に分類される。

　だが、物体そのものの完全な転移など。それもあれほどの質量を一瞬で。

　あれが日ひ足あしという少年一人の才覚によるものだとすれば、鬼き虫ちゆうを誰より知る巴ともえの眼めから見ても異常と言うほかない。

　そして相手の能力への驚きよう愕がく以上に、重大な事実が巴の思考を埋めた。

『……やられた……っ！』

　奪うばわれたのだ。

　蜻蛉とんぼと蜂はちの機体を──そして、「彼」を。
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　西の、今や誰もいない山が激動する。

　轟ごう音おんと震しん動どうが辺あたりを支配していた。稜りよう線せんを幾つも超えた先の鳥が一いつ斉せいに飛んで逃げる。

　剣けん菱びしは下から仕掛けた。

　蟷かま螂きりの前まえ肢あしに装着された刀刃が下か弦げんの半円を描いて走る。軌き道どう上には破は壊かいの余波で吹き飛ばされた岩がん塊かいが舞うも、そんなものは斬ざん撃げきの冴さえをいささかも鈍らせはしない──滑すべり込む。

　剣菱の特攻術《超振動ジエツト》は、名の通り機体を中心として高周波振動を放つ技だ。

　そして超振動の真価は、蟷螂が装備する両刃に振動を付与してこそ発揮される。鳴めい動どうする刃は他の如い何かな剣であっても再現不可能な切断力を有し、分子レベルで斬きり込むその斬撃をまともに受けて両断されない物体など自然界には存在しない。

　軌道上の岩石が音もなく斬きれ、鏡のように凹おう凸とつの無い断面を晒さらす。斬撃はいかな障害物にも一いつ瞬しゆんたりと淀よどむことなく、その向こうの兜を狙った。

『波は動どう砲ほう、変形／纏まとい』

　命中に先んじて波動が放たれる。切っ先を弾はじく守りの波だった。

　その「波動」なるものの本質をまだ理解せずにいる剣けん菱びしだが、どうやらそれが予想より遥はるかに応用の利きく技であることは身に染しみて知っている。兜カブトの装そう甲こうから波が放射され、一ミリも歪ゆがまなかった斬ざん撃げき軌き道どうが僅わずかにぶれる。

　だが甘い。もう一いつ閃せん、一撃目を追って弧こを描く双そう刃じんの片割れが放たれた。

　神速の機動に回転の慣性を乗せ、蟷螂の体は斬撃の真円を描く。だが手ごたえは薄い。

『──浅い！』

　剣菱は剥むき出した歯をそのままに呟つぶやく。

　鋼はがねに触れる感触はあった。だが兜の正面装そう甲こうは冗談のように分厚く、ぎりぎりで届いた切っ先だけでは両断には至らない。

　蟷螂の双刃こそ最大の脅きよう威い。流石さすがに鬼き虫ちゆうを知るだけあり、敵はそれを百も承知だった。間合いに立つことは死を意味すると断じ、徹底して自らの間合いを保とうとしている。そして、その判断が間に合う時点で兜はかなり高性能だと断言できる──それこそ「仲間」と同等にだ。

　波は動どうを真下に打ち込み、兜カブトは飛んでいた。背部装そう甲こうを全開、翼つばさのように衝しよう撃げきを噴ふき出す。

　弾だん道どう弾だんが天を衝つくのにも似た行動は「跳ちよう躍やく」と言う方が近い。あれは推すい進しん力にもなるらしい──もっとも、翅はねを用いた飛行型とは術理が違うが故ゆえに自由自在な「飛行」とは言い難がたいが。

　しかしそれならば、空中から落下しつつの奇き襲しゆうは確かに可能だ。

　空中から突き下ろされる漆しつ黒こくの眼め。鬼おにの角つのはぐるりと反転して導しるべのごとく蟷螂かまきりを指す。

　発射。

　螺ら旋せんの波動が、空中から斜ななめに地上を打ち据すえる。弾着点に蟷螂はいなかった。歪ゆがむ空間の真下を掻かい潜くぐり、恐るべき速度で跳躍。一発の踏み込みで空中の兜に迫り、刃を振り上げる。

　袈け裟さ掛がけの軌き道どうで下る斬ざん撃げきを兜は認識するが、その一いつ閃せんはもはや間合いの後ろにも横にも上にも下にも逃のがれようがない死の太た刀ちだった。

　虎杖いたどりは一いつ瞬しゆんの領域で即断し、波動を噴ふん射しやする。横でも上下でも、まして後ろでもない。空中で逆に加速し、前に突撃するのだ。目前には跳躍してきた蟷螂の機体、十分に加速の乗った斬撃の間合いを外はずし、そいつに体ごとの突撃を仕掛けた。

　ぎらりと光るのは兜の角。それが直撃すれば、蟷螂の首を落とすなど造作もない。

　突とつ如じよとして急接近する兜に、剣の間合いを外される。このまま斬きっても当たるのは刃の半なかば部分であり、そいつでは深く斬り込めない上に先にこちらが突き殺される。

『は──そう来るかい！』

　剣菱の声は心底楽しそうに響いた。

　突撃する兜の角が蟷螂の頭部を狙ねらう。その寸前で蟷螂は機体を旋せん風ぷうのように回転させた。既すでに振られた斬撃を止められないなどというのはどこか遠い常識でしかなく、蟷螂はその気になれば体にかかる全ての慣性を強引に捻ねじ伏ふせることさえ可能だ。それが空中であっても。

　結果として、三つのことが同時に起こった。

　振り下ろされた刃が途中から全く軌き道どうを変え、逆回しめいて中止し戻もどる。

　宙にあった蟷螂の体が噓うそのように前のめりに縦たて回転する。

　そしてその回転で、兜の突撃がほとんど完全に受け流された。

　空中で激しくスピンしながら、蟷螂は兜の上を取った。ぐるぐると旋転する視点を問題にもせず、複眼の視界で無防備に泳いだ兜の背中を捉とらえ、回転の勢いをそのまま乗せた縦一いち文もん字じの一刀を振り下ろす、

　直前で剣菱は罠わなに気付く。

　兜の背部装甲が展開している。秘められたるは、推すい進しん力と破壊力を両立させる兜の波は動どう砲ほうだ。

　噴射。

　蟷螂の機体が、真後ろに吹き飛ぶ。体を伸ばせば全長十メートルにもなろう巨体が木の葉のように舞い、しかし空中で身を翻ひるがえし、四脚で音も立てず着地した。

『こりゃいい、やるじゃねえか……！』

　噴ふん射しやをまともに受けながらも、蟷螂かまきりはその身に深いダメージを受けてはいなかった。

　速度を重視した蟷螂は、白はく兵へい戦せんに特化していながら厚い装そう甲こうを持っていない。蜻蛉とんぼほどとはいかないまでも、九機のうち重装甲に入る蜈蚣むかでや蜘く蛛もと比べればかなり脆もろいと言ってもいい。

　では、それでなお波は動どうを耐えるのは何な故ぜか。

　滑かつ空くうする兜カブトが波動の噴射で再加速し、大回りの宙返りインメルマン・ターンを見せる。逆さか様さまになった敵がその角つのを返し、遠距離からエネルギーを溜ためた。空間の歪ゆがみが見える。最初のビルごと蟷螂を潰つぶした一撃離脱の手を、再び用いるつもりだろう。蟷螂は、今度はその場を動かなかった。

　全身に力を溜め、集中する。まともに照準を受けるが蟷螂はそれでも動かない。

　歪みが螺ら旋せんとなり、破は壊かい力となった。斜ななめ上から空爆の如ごとく波動砲ほうが発射され、

　剣菱は、それに合わせた。

『吧ハッ!!』

　前方集中の、最大出力の超振動ジエツトを発振。

　もう何個目になるかわからないクレーターが蟷螂を中心に生まれた。球状に放射された振しん動どう波は大気を打ち、衝しよう撃げきとなって空くうを砕くだく。

　一いつ瞬しゆんの後、そこには「無」が生まれた。

　塵ちりも空気も弾はじき飛ばされ、音さえ失せた無の空間。それは、波動砲と超振動が空中でかち合い相そう殺さいして消しよう滅めつした直後の無だった。今その瞬間、蟷螂の周囲には何一つとして存在するものが無かった。

　振動波の発生による波動砲の相殺──それをやったのは、まさに不意打ちを食らった最初の一撃だ。あの時危険を察知した剣けん菱びしは蟷螂を操作し、真上から放たれる正体不明のエネルギーに対して本能的に振動を放射した。

　結局のところ、どちらも衝撃波の一種なのだ。あの瞬間に結果として真下のビルは叩たたき潰つぶされたが、蟷螂は威い力りよくを相殺して致命打を逃のがれた。薄い装甲にも関わらず波動を受けて倒れないのは、この力があってこそだった。

　──もっとも、奴やつの砲撃はこれが最強の一撃なんかじゃない。

　剣菱はそれを察していた。奴の動きにはどこか何かを確かめるようなぶれが見える。その何かとは、間違いなく兜自身の性能だと断言できる。

　あれほどの奴を見たのは今この場が初めてであり、そうであるからには兜とあの男はこれが初うい陣じんなのだ。兜の力を実戦で確かめながら機動し、それでありながらこの蟷螂に対応する。

　壮絶な笑みが双そう剣けん士しの頬ほおを裂さく。

　手て強ごわい。それでいて冷静だ。敵が強いのが、得え難がたいほど嬉うれしい。

　蟷螂の複眼によぎる感情は喜き悦えつだった。あるがままに戦いを楽しむ、相手が強ければ強いほど熱くなる。こうした剣菱の思想に同調する相手は、実のところ決して多くはなかった。

　堅かた物ぶつの竜りん胆どうは考え方から違ったし、偏へん執しつ狂きようの巴ともえは戦い自体が好きなわけでもない。生き真ま面じ目めな九く曜ようもまたこうした思想を理解せず、他の仲間もそうだった。強しいて言うなら井い筒づつの奴やつが似たような考えであったか──とはいっても、奴も自身のプライドを置く場所が違った。

　楽しかった。この上もなく。

　兜カブトは決して無理に攻せめ込まない。地面すれすれを滑かつ走そうしてこちらの間合いに入らない。

『そいつはいい──』

　誰に聞かせるでもない言葉が電波に乗って漏もれた。いつもの癖くせで鼻を鳴らす。

『鬼おにごっこたぁ、わかりやすくておもしれぇ!!』

　戦いを長引かせようなどとは最初から思っていない。放つ手の一つ一つが必殺、先に気を抜いた方が負け。壮絶さが何周もして最終的に子供の遊びにも似る、いわば掌てのひらが触れれば終わる一発勝負の鬼ごっこだ。

　蟷螂かまきりは全速力で踏み込み、地上を走る一条の光となって兜を追う。




　地面が揺ゆれている。地じ震しんではない。

　九曜は、動かない。

　彼の意識は今やなく、虚こ空くうの一点を睨にらみ続ける身体からだはぼろぼろのまま硬こう直ちよくしている。

　その眉まゆが、ぴくりと動く。

　地面を伝う衝しよう撃げきの余波ではない。それは紛まぎれもなく彼自身の筋肉の動きであり、瀕ひん死しの状態にあった九曜自身の動きだった。

　──動け。

　停止した脳の奥で叫ぶのは、一つだけの意思だった。それが体の中心で熱を持っていた。




　山が破壊されていく。

　何の誇張も無く、聳そびえ立つ山々が砕くだかれていく。土が吹き飛び木々が薙なぎ倒され、岩いわ肌はだが粉こな微み塵じんに叩たたき砕くだかれ川水が逆流し蒸発する。波は動どうと超振動ジエツトの二つの力は虫が駆かけ抜ける軌き道どうに沿って驚異的な破は壊かいを起こし、陽光さえ遮さえぎるほど分厚い土つち煙けむりが上空にまで轟ごう轟ごうと渦うず巻まいていた。

　他の何者も追つい随ずいし得ない攻防の中、秒刻きざみで地形が変わっていった。

　人の手に余る怪物を「鬼おに」と呼ぶ。であれば、破壊の只ただ中なかで乱舞する二匹の虫は間違いなくそう呼ばれるべき境地にあった。

　それは──それこそが、鬼き虫ちゆうの闘争だった。

　そして、とうとう追いついた。

　蟷螂は更さらに踏み込む。危険などもはや二の次だ。波動砲ほうの照射に真まっ向こうから挑いどんだ。まともに飛び込めば間違いなく直撃する軌道だったが剣けん菱びしはそれすら意に介かいさない。小こ賢ざかしい戦術論など駆け抜ける道のどこかに放り投げて久しい。

　超高速で機体を導く四脚の踏み込みは地を捉とらえて先を目指し、紙かみ一ひと重えで破壊の螺ら旋せんを切り抜けた。虎杖いたどりの予想を超えた無む茶ちや苦く茶ちやな動きは、戦術や戦闘演算の常識の遥はるか埒らち外がいにあった。波は動どうを掠かすめて側面装そう甲こうが吹き飛ぶ。振しん動どうの相そう殺さいをもってしても流し切れぬ出力の波に見出せた活路とは、結局のところ、最初から最後まで剣けん菱びしという男を導いた「勘かん」の産物に過ぎない。

　そして剣菱を迎むかえ撃うたんと超高速の演算を繰り返して波動を操作する虎杖は、ほんの一いつ瞬しゆん、ほんのわずかに自身の反応が遅れたことを自覚する。何か瑕か疵しレベルの、蚊かに刺された程度の違和感がその源みなもとだった。

　極限の状況においてコンマ以下秒程度の遅ち延えんを生み出すそれは、未いまだ意識を引っ掻かく電脳のノイズ──あの少年が喰らわせた雷撃の後遺症ではなかったか。

　果たして、蟷螂は標ひよう的てきを間合いに収めることに成功する。

　鬼おにごっこが終わろうとしていた。

『──捕つかまえたぜッ!!』

『……!!』

　必殺の斬ざん撃げきが空を滑すべる。その先せん端たんが、間違いなく兜カブトに食い込み、

　──!?

　思考が、

　剣けん菱びしと蟷螂かまきりの意識が、予期せず強きよう烈れつに揺さぶられる。

　兜の機体へまともに食い込んだ斬ざん撃げきが、その途中で精せい妙みようさを失う。弧こを描く刃は振り抜かれることなく泳ぎ、兜を完全に切断することなく引き抜かれた。亀き裂れつのような裂れつ傷しようはそれでも兜にとってかなりのダメージとなったに違いないが、内部機関を食い破やぶるには至らない。深い傷口から火花と体液を噴ふき散らし、それでも兜は立っている。

　刃が触れた瞬しゆん間かんにそれは起こった。認識の異常。自分以外の別の者の思考が電脳に叩たたき込まれたとしか思えない強烈な違和感は、剣菱の電脳を乱すに余りあった。

　まさかそれも波動の応用か──いや。剣菱は頭の隅すみで確信していた。

　──これは、こいつの技ではない!!

　虎杖ではない。まして九く曜ようでもない。この場にいない「何者か」が、兜カブトとはまったく違う術理でもって蟷螂の思考に干かん渉しようしている。乱れる思考の中で咄とつ嗟さにそれだけを理解したが、直後に本能が殺気を感じ取った。

『恐るべきは──やはり、鬼き虫ちゆう、か。……これが、最終手段だ』

　虎杖の冷たい声。そこには自分をここまで追い詰つめた蟷螂に対する一種の敬意すらあり、真なる鬼き神じんを間ま近ぢかに見た畏い怖ふもあり、その上でどこまでも理性的に照準された殺意があった。

『そして、終わらせる……！』

　波動。

　左右から挟はさみ込むように叩き付けられた螺ら旋せんは、二つの刃を捉とらえる。

　きん──と、甲かん高だかい音と共に、蟷螂の剣は半なかばから叩き折られていた。

　超振動ジエツトの刃はその性質上、刀身そのものにも極端な負ふ荷かを強しいる。振動剣を用いて断たてぬ物体は存在しないが、その凄すさまじい振動を延々と受け止めていられる鋼はがねもまた物理的に存在しないのだ。刃鋼はがねは疲労し、横合いからの打撃に驚くほど容易たやすく折れる。

　あの「思念」に集中を乱され、その隙すきに氷の殺意を捻ねじ込まれた。

　死が口を開く。その顎あごが捉とらえるのは、二匹のうちどちらか。




　──動け、

　動け、動け、動け、動け、動け、動け、動け動け動け動け動け動け!!

　自覚して命じたコマンドの類たぐいでなく、脳の奥の奥から発生する「声」は全身に伝でん播ぱし、本人の意識すら覚おぼ束つかないままゆっくりとした爆発のように膨ふくれ上がっていく。その足が、信じがたいことにのろのろと上がる。たった一歩。たった一歩の踏み出しから地面の硬かたさを感じ、

　九く曜ようは、視みた。

　夢む幻げんの中に立つ感覚でいた。全神経が暴走しており、視界の全てが目を潰つぶすほど眩まばゆく感じられる。四し肢しの末まつ端たんが麻ま痺ひしている。

　山が消えている。

　あんなに鬱うつ蒼そうと生おい茂っていた木々が根こそぎ倒れ、隆りゆう起きした地形は丸ごと砕くだかれ、最初から山など無かったのではないかと思うほど開けた更さら地ちになっている。空を覆おおい尽つくすのは雲よりも分厚い土つち煙けむりで、地上は夜かと思うほどに暗い。そしてその遥はるか向こう、筆先の点ほどにも小さい二つの光を視みた。虫の光だ。蟷螂かまきりと、兜カブトだった。

　届かない。

　絶望的に遠い。

　それがどうした。彼ひ我がの距離など思考にはない。

　そして──そこから先の現象は、完全に無意識のまま放たれた九曜の「力」の発はつ露ろだ。

「──うごけ」

　ぼろぼろになった外がい套とうが翻ひるがえる。根元から折れた軍刀の柄つかが手を離れる。右手が掴つかみ取るのは背中に括くり付けられたある一振りの刃、拵こしらえなどあったものではない抜き身の刀身だ。布の上から茎なかごを直接握にぎった。九曜が握るのは、隕いん石せきの鉄によって鍛きたえられた業わざ物もの、流りゆう星せい刀とうだった。

　奇き妙みようなことが起こった。刀が高熱化し、刀身を包む布が消し炭となって散る。茎を握る手が焼き付くが、九曜は何一つ意に介かいさない。あるのは無意識のまま体を動かす脳のう髄ずいであり、脳に連続する体であり、手の中の刃であり、振るうべき意思だった。

　流星の刃は、その刀身に星光のようなスパークを散らす。

　刀の間合いどころではない彼方かなたから九曜が下段に構え、信じがたいほどの速度で「斬ざん撃げき」を放つ。漆しつ黒こくの刀が下から上へ振り上げられ──




　閃せん光こう。




　二匹の虫の間を抜け、兜カブトを掠かすめるものがあった。

　危機感知すら間に合わない。こちらの反応より更さらに速くそれは到達している。どこから放たれたものであるかすら判はん然ぜんとしない。兜はただ自身の装そう甲こうを焦こがす高出力の何かを受け、受けた後でその存在を認識した。

　下から上へ。ある一点を発生点として迸ほとばしった超高温の線が、まるで居い合あいの斬ざん撃げき軌き道どうをなぞるかのように斬り上げられた。

　突とつ如じよとして突き抜けた閃せん光こうは、天高くに振り上げられた時点で跡あと形かたもなく消失していた。土つち煙けむりが光に払われて開け、空の向こう、切れ切れに飛ぶ小さな雲のうち一つが蒸発して消えた。

　空白。まばたきすら追いつかない刹せつ那なの最中に、剣けん菱びしと虎杖いたどりは全く同じ疑問を抱く。

　──今のは、何だ。

　僅きん差さで我に返ったのは剣菱が先だった。

　剣菱は唐とう突とつに起こった何かの正体を知らないながら、これが恐らくあの九く曜ようの手によるものだと直感していた。奴やつは一種の天てん賦ぷを備えている──それを知らばこそ、現象を理解し呑のみ込むのが一瞬だけ速かったのだ。

　これが、最後の最後で勝敗を分かつ決定的な隙すきとなる。

　蟷螂かまきりは迷わず折れた刃を武装解除パージし、間かん髪はつ入れず背部装そう甲こうを展開する。

　蟷螂は、飛ぶ虫ではない。実際の昆こん虫ちゆうたる蟷螂も同じだ。その背に納められた翅はねは飛行には適さず、もっぱら短距離の跳ちよう躍やくか威い嚇かくに用いられるものだ。

　では、鬼き虫ちゆうの蟷螂にとっての翅とは何か。

　じゃらん、と鋼はがねの擦こすれ合う音がした。剣菱はその翅を──いや、翅の形を模して広がる刃の連なりを認識する。
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　蟷螂の刃は極端な負荷を受ける。長時間使用されればどうしてもその刀身が疲労し、駄だ目め押しの打撃などを受けてしまえば脆もろく砕くだけ折れてしまう。それは、然しかり。

　だからこそだった。陸戦型の、近距離での戦闘力に偏へん重ちようした蟷螂が備えるのは、背部装甲の中に重なって格かく納のうされた再装填用の替えの刀身だ。

　扇おうぎ状に連なる刃のうち二振りが機体を離れて宙を舞う。折れた刃を外はずした蟷螂の前まえ肢あしがそれを受け止める。九曜の作った隙がなければ、これを再装そう填てんする時間すら与えられなかった。

『刀刃装填──超振動ジエツトッ!!』

　そして。

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に放たれた斬ざん撃げきが、兜の胸部を斬きり裂さいた。
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　すっかり様変わりしてしまった地形の中に、剣けん菱びしは立っている。

　背後には分離した蟷螂かまきり。目の前には、倒れた兜カブトの巨体がある。蟷螂の斬ざん撃げきは正確だった。体を浮かせた兜の胸を斬きり開いて、その中に搭とう乗じようする虎杖いたどりの本体を露あらわにしていたのだ。

　剣菱は右手で腰こしの二刀のうち一刀を抜く。そして有う無むを言わさず兜の内部と虎杖を連結するコードを切断し、左手で虎杖の体を引きずり出した。右の一刀を順手に持ち直し、先せん端たんを相手の首に当てる。何か妙みような動きをすればそのまま斬きり落とすつもりだ。

　同時に、頑がん丈じようなケースが転げ落ちる。剣菱はケースの鍵かぎを蹴けり、振しん動どうで破は壊かいした。ごろりと一ひと抱かかえほどの岩が転げ落ちる。一いつ瞬しゆん、剣菱の頭の中が疼うずく──本物だ。傷一つない。

「よぉ。俺の、……いや、俺達の勝ちだぜ」

「──流石さすがに、強いな。強すぎる」

　胸むな倉ぐらを掴つかまれる虎杖の表情には深い疲労があるが、それはこっちもお互い様だ。これほど全力で機体を駆かったのはいつぶりだろうか。ともかくだ。

　剣菱は間ま近ぢかに、虎杖という男の──またの名を黒くろ塚づか夕せき馬まの顔を見た。ぴく、と剣菱の眉まゆ根ねが動く。妙な感じがしたのだ。違和感、というべきか。それはこの男に対してではなく、この男を見て自分が抱いたものに対する違和感だ。

「──あんた、どっかで俺と会わなかったか？」

　何な故ぜ自分は、初めて出会った筈はずの男に懐かしさを感じているのか。

　虎杖いたどりは答えなかった。ただ剣けん菱びしの顔を真まっ向こうから見返すだけで否定も肯定もしない。ふん、と鼻を鳴らす剣菱。どの道こんな場所で長話をする気も起きない。

　ただ確かなことは、自分達の勝利。そしてここから先は自分の役目ではないということだ。

「とどめを刺さないのか？」

「首級みしるしを挙あげてえのは山々だが、生あい憎にくとそう単純にもいかなくてね。……あんたには帝てい都とまで来てもらう。まさか使い捨てと同じようにはなれねえだろ。洗いざらい吐はいて貰もらうぜ、大たい将しよう」

　通信は繋つながるだろうか。気付かないうちに通信塔とうまで叩たたき壊こわしてないだろうな、と自分に対する冗談半分で思う。

「そうか……」

　虎杖は静かに呟つぶやき、頷うなずいた。

「では、足あ掻がかせて貰おう」

　左、

　頬ほおに熱の気配を感じたのは例の勘かんで、それが無ければ恐らくは危なかった。

　のけぞり様ざまに右の一刀を斬きり上げる。ぎりぎりの一いつ瞬しゆんで対処に成功し、両断された銃じゆう弾だんが二つに分かれて斜め上に弾き飛ばされる。

　──狙そ撃げき!?

　全く気付かなかった。自分はおろか蟷螂のセンサーにも一瞬たりと引っかかっていない。被照準警けい報ほうが無かった以上は目もく視しによる狙撃で、それ自体がおかしい。今なお分厚い土つち煙けむりに覆おおわれた一帯は極端に暗く、煙の幕は十メートル先を見通せないほどだ。そんな中でセンサーに感知されない距離から、精せい確かくに標ひよう的てきの頭部を狙ねらうなどと。

　そして、全く意識外からの亡ぼう霊れいの一いつ手ての如ごとき狙撃は、そこに無視できない隙すきを作る。

「く……！」

　不意を打たれた。虎杖が波は動どうを纏まとい、剣菱の体を弾はじき飛ばす。そのまま即座に兜カブトと同化し、兜の肢あしが衝しよう撃げきで弾はじけ飛んだ鉄てつ隕いん石せきを掴つかみ取った。

　ぼ、と土つち埃ぼこりを吹き飛ばして飛ぶ兜。剣菱は蟷螂かまきりの内部に飛び込み、辛かろうじて直ちよく撃げきを避けた。

『てめえ……!?』

『まずは我が未熟を恥じると共に、そちらに感謝する。やはり真の脅きよう威いこそ番号付きの鬼き虫ちゆうだったと骨ほね身みに沁しみた。弐に番式も参さん番式も、そして九番式もいずれ劣らぬ最大の壁かべだ』

　間に合わない。

　離れすぎており、剣菱もまた疲ひ弊へいしている。全身に力を込めるが、本体を取り込んだ兜は既すでに空中にあった。それでも蟷螂は踏み込んだ。全て終わった筈はずの戦せん域いきに再び轟ごう音おんが響き渡り、兜カブトの最大噴ふん射しやが蟷かま螂きりを引き離す。

　逃がすか。

『許せよ、御神体ッ!!』

　四脚で地を強く踏み締しめ、右前まえ肢あしを思い切り振るった。横ざまの投球にも似たフォームで蟷螂は右のブレードを振り──切きっ先さきが真横を向いた瞬しゆん間かんに刃を解除した。

　投とう擲てきである。

　猛もう烈れつに横回転する刃が、風を切り裂さいて飛ぶ。兜は波は動どうを操作して飛行する軌き道どうを変更、僅わずかに上昇してそれを回避した。しかし、ぎりぎりの線で完全回避には至らなかった。

　飛来する刃は、その刀身に鉄てつ隕いん石せきの真ま芯しんを捉とらえていた。

　両断される石。上半分は兜の肢あしに、下半分は分かれて地に落ちた。兜はそれを確認し、しかし加速状態から止まることはない。愉たのしむかのように「半分ずつ」となった鉄隕石の上半分を抱かかえ、最後の一ひと言ことを発した。

『またいずれ会う筈はずだ。その時を楽しみにしている』

　加速。

　背部から放たれた波は動どう砲ほうが推すい進しん力となり、兜は最高速で飛び去った。縦じゆう横おう無む尽じんの飛行とはいかないまでも、直線距離の最高速では飛行型にも何ら見劣りはしない。あとには風だけが残り、剣けん菱びしは辛かろうじて斬きり落とした鉄隕石の下半分の落下地点に向かった。

　周辺を索さく敵てきするが、やはり何も引っ掛からない。銃じゆう撃げきは最初で最後の一発のみであり、間違いなくいた筈の狙そ撃げき手の姿は影も形もありはしなかった。

『……くそ。一本取られちまった、か』

　今度こそ、静せい寂じやくが戻もどった。







　　　終　─　星鉄／敵／再動







　結論から述べると、作戦は失敗だったと言ってよい。




　帝てい都と中央は生き残りを回収し、修復作業を始めた。

　激戦に次ぐ激戦であり、参加した蜘く蛛もと蟷螂かまきりも多少の差はあれ消しよう耗もうしている。装備をまとめて登と坂さかにぶち込み、状態を必要最低限まで回復させた時点ですぐに次の行動を決定した。
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「──北。それもかなり遠いわね」

　巴ともえは色いろ縁ぶちの眼鏡めがねをくいと上げて、自身が算出した座ざ標ひようを告つげる。

　作戦の終了から三日三晩、巴は文字通り一息もつくことなく行動を続けていた。長い髪をうなじの上でまとめている。

　天テン道トウ──甲こう虫ちゆう式の日ひ足あしは、《空間転移ジヨウント》という超常に超常を重ねた特攻術で輸送車を奪うばい姿を消した。だが巴ともえは咄とつ嗟さの機転で、日足に発信器を取り付けていたのだ。発信器は日足と共に消え、信号を点々と消失させ、最終的に北に数百キロも離れた地点での反応を最後に沈黙した。

　端たん正せいな顔を露ろ骨こつに顰しかめ、巴は嘆たん息そくする。

「ほんっとやんなっちゃうなぁ。まさかこのアタシが出し抜かれるなんて……」

「ヤキが回ったな。トシか？　そろそろ引退も考えねえとな」

「っさいなもー、もんのっすごい久しぶりに凹へこんでんのよアタシ。労いたわってよー」

　壁かべによりかかる剣けん菱びしは肩を竦すくめ、端たん的てきに今後の方針をまとめた。

「──とにかく、蜻蛉とんぼと蜂はちが持ってかれたってんならそいつが一番ヤバい事態だ。なんかしらいらんことされる前に手を打たねえとな」

　鉄てつ隕いん石せきの下半分は回収され、登と坂さかに回されている。

　星ほし鉄がねをチップとして加工する方法は巴が知っていた。そちらを並へい行こうして行うとしても、緊急事態であることに変わりは無い。

「……しかし、すまねえな。俺達が出で張ばっときながら、結局はこの体ていたらくだ」

「…………いや。鬼き虫ちゆうにできないのならば、誰にもできなかった筈はずだ。鉄隕石ごと根こそぎ奪うばい去られなかったことを幸運と考えよう」

　可か児にの目の下には隈くまがある。彼もまたほとんど眠っていなかったし、今は登坂でフル回転している研究員たちも同じ筈だ。剣菱は彼に横目を流し、にやりと笑った。

「前向きなんだな、あんた。肝きもが据すわってる」

「非常事態続きでね。そろそろ適応してきているのかもしれん。嬉うれしくはないが」

　軽かる口くちを返す可児。苦笑交まじりのため息が漏もれる。

　確かに、非常事態が連続していると言わざるをえない。今回の件だけでも相当のものだ。甲こう虫ちゆう式にも、鬼虫と同じく特攻術を操あやつる《特機》がいることが判明した。

　特機一号丸《兜カブト》、虎杖いたどり。

　同じく四号丸《天テン道トウ》、日ひ足あし。

　どちらも生存している。そしてまた、彼らの番号が示すことは最低でも間にあと二体の特機が存在することだ。

「……九く曜ようの奴やつは？」

「修復中。死にはしないと思うけど……」

　九曜は今なお、登坂の修しゆう復ふく槽そうに納められている。無理もない。ダメージは彼自身の許容限界をとっくに超えており、それでも気迫のみで動いたのだ。

　彼が放った不ふ可か解かいな一いち撃げきは、解かい析せき不可能な謎なぞの現象として記録に残っている。

　推測されるのは特攻術の一種。彼の電磁制御エレキテルが何らかの形で変質したということ──そしてその原因が、恐らくは彼が握にぎった流りゆう星せい刀とうにあるということだ。

　ともかく。巴ともえはぱしんと地図を叩たたく。

「北に向かう必要があるわね」

　はっきりと告つげ、どこか用心深い目線でこの場の全員を見渡す。実質それ以外に選択肢しなど無いことは百も承知だが、その行動がどれほど危険かもまた深く承知している。

「虎こ穴けつに違いないぜ」

「それでもよ。もたもたすればするだけこっちが不利になるわ。──でもとにかく、すぐには無理。やることやって準備を整えなきゃ、ね」

　黒くろ塚づか部隊は、鬼き虫ちゆうといえども決して侮あなどれない脅きよう威いだ。

　たとえ何が起ころうとも、鬼虫の機体をあちらに留とどめておくわけには、いかない。




　会議を終え、巴と剣けん菱びしは揃そろって登と坂さかに向かっている。

　通路をすたすた歩きながら、巴は出し抜けに剣菱の頭に通信を差し込んだ。体に指先で触れている。最も秘ひ匿とく性が高い、接触回線の暗号通信である。

『いくらなんでもやっぱりおかしい。こっちの手の内を知られすぎてる』

『……確かにな。先読みにしちゃ出来すぎだ。で、何が言いてえ？』

　答えを予測しながらも剣菱は促うながした。巴は通路の先を睨にらんだまま、少し思考する。

　頭の中でぐるぐる巡めぐるのは名前だ。ここにいる、既すでに知っている者と新たに聞いた者達の名前。叶かな葉は、鴇とき子こ、安あん東どう菘すずな、可か児に哲てつ郎ろう、百も舌ず喜き久く乃の、島しま田だ宗そう吾ご──その他、大勢。

『──内通者がいる』
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　九く曜ようが目覚めたのは、それから十二時間後のことだった。

　登坂研究所で覚かく醒せいし、最初に目にしたのは灰色の修しゆう復ふく槽そうの縁ふちだ。

　続いてその縁にかけられた小さな手。そして、いつからそうしていたのだろう、泣き腫はらした目の少女──

　こんなことが、前にもあったような気がする。




「九曜!!」

　目覚めた九曜に恥も外聞もなく抱きつき、叶かな葉はは涙声で叫んだ。

「……叶葉？」

　目覚めた直後で、まだ意識がはっきりしない。ぼんやりした視界が徐々に焦しよう点てんを取り戻もどしていき、胸元にある熱が自みずからの司令であることを認識する。

「よかった……よかった……！」

　百も舌ずや菘すずな、一報を聞いた鴇とき子こと菊きく丸まるも駆かけ付けた。菊丸もまた激戦で相当なダメージを負っていたらしく、九く曜ようより少し早く自分で歩けるほどに回復したらしい。九曜は叶かな葉はにぎゅっと抱き締しめられたまま彼らを見渡した。
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「九曜っ!?　あんた大丈夫なの!?」

「おっ、おまえなあ！　すっごいぼろぼろになってたんだぞ！　わかってるのか!?」

　口々に声をかけられ、九曜は静かに答える。

「……ああ。すまぬ。もう問題ない」

　どうやら、また心配をかけてしまったらしい。

　帰ってくるなどと言っておいてこの様ざまだ。よかった、と何度も繰り返す叶葉の頭に右手で触れる。

　だが、良かった。

　そう言いたいのは、こちらも同じだ。

　あそこで起こった戦いと、何よりあの男──《兜カブト》の虎杖いたどりの言葉が、頭の中にまだ残っている。今の平へい穏おんを否定する言葉はどこまでも冷たく、過去から出た亡ぼう霊れいだとすら思えた。決定的な一線の向こうは、自分とは全く違う論理で動く「理性的な兵器」の世界だ。

　理解はできる。できるだけに、脳の奥に爪つめ痕あとを残す。

　だがそれでも彼女たちは今、自分の目の前にいた。どんな顔をしていても、その実物を目まの当たりにした時、力が抜けるほどの安あん堵どを覚えた。

　生きている。奴やつらの手は、まだここにまで至っていない。

「──良かった。安心した」

　九く曜ようは、兜カブトと対たい峙じして敗北した後のことを覚えていない。

　蟷螂かまきりと兜の一いつ騎き打うちに差し込んだあの「光の斬ざん撃げき」と、それを導くに至った流りゆう星せい刀とうの異常な作用も覚えてはいない。全ては無意識に行ったことだった。

　だから九曜の主観では、最後の一撃を兜に浴びせて返り討うちに遭あい、そこで記憶が断絶している。いつの間にかここにいて、いつの間にか体が治されていた。しかし流石さすがに完全回復とは至らず、すぐさま前線に復帰できるかはかなり怪あやしいところだ。

「菊きく丸まる……」

　控ひかえていた菊丸を振り返り、問う。

「……彼ら、は？」

　菊丸の他にもいた、機械兵達と兇まがつはどうなったのか。

　かつては気にも留めなかった、歩兵たちの顛てん末まつ。それがどうしようもなく気掛かりだ。

　菊丸は九曜の質問に対し、躊躇ためらうでもなく、ただ首を振った。

　──そうか、

「…………そう、か」

　自分が、これほど弱いと思ったことはない。

　虎杖いたどりの言葉と自分の答えが記憶に蘇よみがえる。西の果ての名も知れぬ山で、九曜は死力を尽つくして戦い、負けた。

　あの男は──




　誰かに、どこか似ている気がした。
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　帝てい都とは明確な敵を前にし、本格的に動き出すこととなる。

　対するは甲こう虫ちゆうを操あやつる黒くろ塚づか部隊。戦争が終わった筈はずの八や洲しまの国に、内部から染しみ出す猛もう毒どくのような敵がある。

　彼らへの対処と奪うばわれた鬼き虫ちゆうの奪だつ還かんに向けて、事態はまた激動しつつある。

　そしてまたもう一つ、回収された星ほし鉄がねを用いて行うべきことがある。

　虫と本体が揃そろっている鬼虫は、現状で蜘く蛛もと蟷螂かまきり以外にもう一体あるのだ。




　鬼虫四番式《蜈蚣むかで》・弩ど将しようの井い筒づつ──その再覚かく醒せい実験である。
















─　または、覚かく醒せいを待つ者







　あとがき




　以上、『エスケヱプ・スピヰド』参さん巻でございました。

　はじめまして、もしくはお久しぶりです、九く岡おか望のぞむです。

　さて、あとがきです。

　ふふふ。今回はちょっとテンションが高めの状態でお送りしますよ。

　というのも、今回のあとがきは３ページ以上書くことが許されたのです。壱いちと弐にではページ数の都合から２ページしか許されなかったので、これは初めてのことです。

　ページ圧迫はまあ自じ業ごう自じ得とくなんですが、文字数行数と相談しながら語りたいことを整理し、これを削けずれば一行ケチれるこの文は入れたい云うん々ぬんといういわば「文章パズル」のような塩あん梅ばいであとがきを整えていくのはなかなか骨でした。そこへいくと、比較的ゆったり書ける今回のありがたさがじーんと沁みるというものですね。

　そんなことばっかり言ってもいられないですね。以下、多少のネタバレが含まれておりますので、本文を未読の方はご注意ください。




　ご存じの方もいらっしゃるでしょうが、流りゆう星せい刀とうは実在します。

　本編では多分に創作を交えていますが、実物は明治時代に発見された隕いん鉄てつが当時の幕ばく臣しんたる榎えの本もと武たけ揚あきの手に渡り、その一部を後の大正天皇に献けん上じようしたということです。

　……とはいうものの実際は「地上の鉄と組成が違うから鍛きたえるのがちょっと面めん倒どうだった」くらいのもので、他は何の変へん哲てつもない鉄だったそうな。別に本編のように使えたり、何かウイルスが付着しててそれに感染した生物が妙みような超能力に目覚めるとかいった話は聞きません。

　なので、存在するという以外はフィクションとして、オリジナルで創作しております。




　また、今回のテーマは「地上戦」でした。

　壱が空中戦、弐が地下施設での白はく兵へい戦せんときたので、今回では道路に廃はい村そんに山にと推すい移いする激しい地上戦です。なんとも忙しや。なにしろ幾つもの戦闘を並行しての展開でしたので、バトルパートが随ずい分ぶんがっつり入る巻となってしまいました。

　それでまた最後辺あたりのバトルって大体〆しめ切きりとのデッドヒートを繰り広げながら進めるので、作業中の頭の中は色々とんでもないことになってしまっているわけです。仮眠を取れば夢にも出る有あり様さまで、夢の中でまであいつやそいつが切った張ったの大立ち回りで全然寝た気になりゃしない。

　そういうわけで、カーチェイスありチーム戦あり一いつ騎き打ちありの地上戦でありました。順調に行くと、次回はまた別のテーマで何かやらかすと思いますので、ご期待下さい。




　それにしても、またもやギリギリの進行になってしまいました。毎度ながら担当の荒あら木きさんにはご迷惑かけっぱなしで、本当にすみませんでした！

　またイラストレーターの吟ぎんさん、今回もお世話になります。なんか一巻初登場時にはそんなに意識してなかった菘すずなのお胸が、絵が増えるにつれすごいことになってきてませんか。なってますね。とても素す敵てきだと思います。

　そしてこの本をお手に取って下さった読者の皆さん、本当にありがとうございます。今回は少し間が開いてしまいましたが、どうにかお手元に届けることができました。お待たせして申し訳ありません！　少しでもお楽しみ頂けるといいのですが。




　最後にちょっとだけ宣伝をさせて頂きます。

　この巻と同日発売の「電でん撃げき文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ Ｖｏｌ．29」に、『エスケヱプ・スピヰド／前夜』と題しました短編が掲けい載さいされております（12年12月現在）。

　こちらはちょっとした過去の日常の挿話、鬼き虫ちゆう八番式《蜉かげ蝣ろう》・無む明みようの柊ひいらぎという女の子の視点で語られるお話です。直接的に本編に関わるものではありませんが、もし興味がございましたらぜひぜひ。




　あとがきに余裕ができたので色々語るぞと意気込んではみたものの、案外そこまで長くなりませんでしたね。

　繰り返しになりますが、ここまで読んで下さった皆様に最大の感謝を。今年はこの巻を最後に終わりです。もしご縁があれば、来年もまたお会いできることを心から願います。

　いよいよ寒くなって参りますが、お体にお気をつけて。温かいお蕎そ麦ばでもたぐりましょう。





二〇一二年（平成二十四年／昭和八十七年）某日　九岡望
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九く岡おか 望のぞむ

昭和六十三年九月七日製造。好きな季節は晩秋、好きなそばは丸天そばとコロッケそば。

ここで微妙な豆知識ですが、「鬼虫」というのは実在する方言です。読みはオニムシですが、茨城の言葉でカブトムシやクワガタを指すのだとか。……あれ？
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吟ぎん

ＨＰ◆http://otowa.ciao.jp/

ストーブの上にアルミホイルを敷いて、かっぱえびせんとポテチをちまちま焼いて食べるのが好きです。
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エスケヱプ・スピヰド 参さん








九く岡おか 望のぞむ
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